ジンミャク　ネットワーク　ト　シテ　ノ　ブソウ　セイリョク　シエラレオネ　ナイセン　ニ　オケル　カマジョー　CDF　ノ　セイセイ　ト　ヘンヨウ　ニ　カンスル　ケンキュウ by オカノ, ヒデユキ & 岡野, 英之
Osaka University
Title人脈ネットワークとしての武装勢力 : シエラレオネ内戦におけるカマジョー/CDFの生成と変容に関する研究
Author(s)岡野, 英之
Citation
Issue Date
Text VersionETD
URL http://hdl.handle.net/11094/27491
DOI
Rights

人脈ネットワー クとしての武装勢力
―シエラレオネ内戦におけるカマジョー /CDFの生成と変容に関する研究―
岡野英之
大阪大学人間科学研究科
博士後期課程学位申請瞼文
2012年12月提出
まえがき/謝辞
本研究は、シエラレオネ内戦の政府系勢カカマジョー /CDFの変容を追つている。研究は
個人の主観的な動機から始められることが多い。筆者がいかなる人間で、いかなる動機を
もつて本研究を記したのかは、その研究を理解する上で重要であろう。まず、議論を始め
る前に筆者がどのようなきつかけで本研究を始めたかを述べておく。
私は武力紛争に「魅せられた」人間の一人といえる。過去にシエラレオネで起こった内
戦に関心を持ち、現地へと調査に出かけた。本研究はその成果である。
かつて、内戦についての学術研究では、調査地を奪われ、内戦の研究をせざるを得ない
研究者によつて取り組まれた。その後、国連の取り組みや平和構築プロセス等、「平和」ヘ
の取り組みを考察する研究者も現れた。同世代の研究者も後者に属している者が多い。
それに対して、私は紛争地で起きたことに関心を持ち、そこで何が起こったのかに関心
を持つた。そのため、研究には常に、人の不幸をネタにしている罪悪感があつた。私は紛
争という「悲劇」そのものに関心を持ち、そこでの経験を明らかにしようとした。内戦を
経験した人々の記憶を、ほじくり返すことで自分の知的関心を充足させてきたのだ。
その関心が頭をもたげたのは、2001年10月のことであった。大学生であった私は、パッ
クパッカーとしてカンポジアを訪れた。当時のカンボジアは赤土むき出しであり、都市も
閑散としていた。私はカンポジア第二の都市バッタンバンを訪れた。ガイドブックに書い
てあるオススメの宿には、多くのドライパーが観光客を待ち構えていた。明日の観光のた
め、パイクをチャーターしろというのだ。群がるドライパーのひとりひとりに一日チャー
ターの値段を聞き、一番安い値を提示した人物と約束をした。数 ドルだつたように記憶し
ている。
翌日、私は、観光のために1台のパイクをチャーターした。「悪魔の洞窟」(De宙1's cave)
と呼ばれる場所でそのドライパーはいつた。「多分、僕のおじさんはここに眠つているんだ」。
彼のおじさん、ポルポト時代に、家族ごと連れ去られて行方不明になつたという。彼も、
その後の内戦で兵士となり、軍事訓練を受けた。悪魔の洞窟がある山の上から、小さな丘
を指差し、「あの丘のふもとで軍事訓練を受けた」と述べた。
内戦の悲劇、そして、国家による暴政に衝撃を受けた。この経験から私は内戦に関心を
抱くようになった。                                ・
私が修士課程へと進学したのは、国際協力、中でも平和構築の勉強がしたいからであつ
た。将来のキャリアも、その方面に行くと決めていた。大学生だった私は、内戦について
「勉強」した。自然と関心は、内戦が現在進行形で発生しているアフリカヘと移つていつ
た.研究を進めるうち、シエラレオネの内戦の特異さに関心を持つようになった。平和構
築の成功例と言われているからという理由もあつた。
しかし、修士課程を修了した後、キャリアに迷った。日本国際協力機構でインターンを
した経験から、実際にそれが現地で役立っているのかを疑間に感じた。少なくとも、私に
は、二日間援助が外交の手段にしか見えなかった。博士課程に進学し、研究を続けること
も考えつつも、自分の能力に自身がなかった。国際協力のキャリアも捨てがたく、いくつ
かのポストに応募した。あるポストに受かつたという電話を受け取つて私は決心した。私
は、国際協力の事務職をするよりも、現地で何が起こつたかを知りたい。私は、研究者の
道を選ぶことにした。大阪大学大学院の人間科学研究科へと進学した。そこでの一定の研
究成果が、この博士論文である。
本研究は「時代の産物」だといえることができる。この時代だから書けたのだ。私が調
査を始めたのは、シエラレオネ、リベリアが平和となり、「和解」の取り組みも終わつた頃
である。この頃だからこそ、語ろうとする者は、自分の経験を私に語つてくれたのである。
‐五
「語り手」を見つけるためにこの研究では何人もの現地の人々に助けを借りた.中には
「君たちのような研究者がちゃんと調べないと間違つた情報が世界に流れてしまう」とい
い、何度も聞き取りに応じてくれた者もいた。まずは、筆者の身勝手な関心に応じてくれ
た彼らに感謝したい。
筆者が研究を進めるにあたり、多くの方からご教示を賜つた。主査である石井正子先生
には、調査対象だけでなく、接するに対し、寄り添う気持ちを持つことを教わつた。彼女
が、フィール ドについて語るとき、愛が満ち流れているのを感じる。学生に対しても暖か
い態度が読み取れた。よい教育者にめぐり合つたと思う。栗本英世先生には、公私ともに
お世話になった。研究指導を通して、民族誌を書くときに注意しなければならないことを
教わつた。栗本先生の日は鋭い。町を歩くとき、町に残つている様々なものに目を向ける。
広島での学会に同行した時は、瓦の形や建物の形に注目していた。調査のときに限らず、
人間の活動への注目の仕方を教わつたような気がする。中村安秀先生には、分野が異なる
筆者の指導教官を一時期引き受けていただいた。指導教員が転学したための緊急の措置で
あったが会うたびに声をかけていただき、研究発表の際にはアドバイスをいただいた。研
究に埋没してしまう筆者に対して、問題関心の異なる中村先生からのアドバイスは新鮮だ
つた。良い出会いだつたと思う。峯陽一先生には、先行研究を検討する態度を学んだ。先
人の考えを読み取り、整理する術は、峯先生からの指摘から学んだことが多い。
その他、筆者が研究会で発表のたびにアドバイスをいただいた武内進一先生 (アジア経
済研究所)、 筆者が進学で悩んでいるときに話を聞いてくれ、その後も、たびたび勉強する
機会を作つていただいた落合雄彦先生 (龍谷大学)、 修士課程のときにリサーチ・メソッド
を叩き込んでくれた毛利勝彦先生 (国際基督教大学)、 修士課程のときにグローパルに活躍
する知識人としての態度を教えてくれた高橋一生先生にも感謝を示したい。ここには書き
きれないが、多くの先生方にアドバイスをいただいた。多くの学友にも恵まれた。筆者は
日が悪く、批判しかしていないように思うが、皆、興味深い研究をしており、その態度は
自分を見返す機会を与えくれた。
なお、本研究に関連する現地調査は以下の助成によつて実現した。
● 大阪大学グローバルCOEプログラム「コンフリクトの人文学国際研究拠点」平成20年
度大学院生調査研究助成 (研究課題 :「シエラレオネ、リベリアの紛争発生、継続、越
境の要因分析―「青年層」を中心とした考察」)
● 松下国際財団2008年度研究助成(研究課題 :「シエラレオネ、リベリア紛争の紛争発生、
継続、越境の要因分析―「青年層」を中心とした考察―」)(2009年3月まで)
● 若手研究者派遣助成、科学研究費補助金 基盤研究S「アフリカの潜在力を活用した紛
争解決と共生 の実現に関する総合的地域研究」(現地調査のための助成)。
また、上記の助成金の他に、日本学術振興会の特別研究員として、研究に専念する立場
に恵まれた。2009年度から10年度までDC2で、2012年度から現在までPDとして、お世話
になつている。国家の補助金にどつぶり浸かる生活に後ろめたさはあるが、研究に専念で
きたことに感謝している。この制度がなければ、日本の学術発展は大きく遅れていただろ
う。
まだまだ怠け癖はあるが、助成された資金は有効に活用していると自負している。
最後に断つておく。本研究における誤解や間違いの責任は筆者に帰属する。もしそれら
を読者が気づいた場合、筆者にご連絡いただければ幸いである。
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凡例
① 本書における国名、地名、エスニック集団名、人名のカタカナ表記は、現地での発音
に最も近いと思われるものを採用した。従つて、先行研究の表記とは異なる場合があ
る。例えば、県名であるPujehunは英語表記に則してカタカナ表記するとプジェフン
となるが、シエラレオネの人々による発音は「プジュン」に近い。この場合、「プジュ
ン」と記した。                             .
② シエラレオネは1961年に独立しているが、独立以前のことを論じる際も、後にシエラ
レオネとなる地域を「シエラレオネ」と表記している。
例)イギリスがフリー タウン周辺を直轄植民地とした頃 (19世紀初頭)、 シエラレオネには「首
長国」が林立していた。
③ 国軍の戦闘員については「兵士」という用語を使用した一方、国家の正規軍以外の武
装集団については「戦闘員Jという用語を用いた。
④ 語りや引用の中で補足が必要な場合、〔キッコウかつこ〕にて補足箇所を示した。
例)一週間ほど滞在した後、国連は我々をケネマにつれていった。その後、ウォーター ルー
(Water100)〔フリー タウン近郊の町にある〕難民キャンプに落ち着いた。
⑤ 語りは、表現を変えて使用している場合がある。例えば、「この町」と発言したのを、
固有名詞に置き換えたり、個人名を「彼」と置き換えたりした。
?略語一覧
AFRC (Armed Force Revolutionary Council)
国軍革命評議会
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LJDL (Union of Democratic Forces of Liberia)
リベリア民主部隊連合
ULIMO (United Liberation ‖ovem nt of Liberia for Democracy)
リベ リア民主統一解放運動
UNAMSIL (United Nations Hission in Sierra Leone)
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第 1節。問題の設定
本研究で対象とするのはシエラレオネ内戦の政府系勢力「カマジョー /CDF」である。
西アフリカに位置するシエラレオネは■年にもわたる長期の内戦を経験した。この内戦
は反政府組織「革命統一戦線」(Revolutionary United Front:RllF)が1991年3月にシエ
ラレオネ領内へと侵攻したことにより始まつた。この内戦は2002年1月に出された公式の
内戦終結宣言まで続いたとされる。この内戦による死者数は約7万人におよび、約260万
人が難民あるいは国内避難民となった。人日の半分以上が住んでいた土地から離れざるを
得なかったのである(Kaldor with Vincent 2006)。
本研究が論じる「カマジョー 」(Kalllajor)とは、RllFに対処するためにメンデ人(Mende)
によつて作られた自警組織である。ひとつの組織を指すのではない。チーフダム(chiefdo0
と呼ばれる農村自治体を基盤として各地で組織された。内戦に巻き込まれた地元住民が、
自前の知識や制度、入手可能な資源 (資金や資源、人脈)を用いて自らの身を守ろうとし
たのである。当初、カマジョー は、それぞれのチーフダムを基盤に活動していたものの、
統合・拡大を重ねた。シエラレオネ政府はそのカマジョー を動員し、RUFとの戦いに用いた。
最終的にカマジョー は、他民族の自警組織をも統合した政府系勢力「市民防衛軍」(C市il
Defense Force:CDF)を形成する。すなわち、自警組織「カマジョー 」は、内戦の中でひと
つの勢カヘと収飲していつたのである。いかにカマジョー はCDFへと収飲していつたの力、
本研究は、カマジョー /CDFの変容を記述した上で、その変容への理解を試みる。
その分析に用いたのが人脈ネットワークという捉え方である。アフリカの政治現象や社
会現象の研究では、人脈を論じる議論も多い。国家の統治や武装勢力の活動が人脈ネット
ワークで機能しているとする議論もある(武内2009,Reno 1995a:1995b)。本研究は、その
議論を踏襲し、カマジョー /CDFを人脈ネットワークとして捉えた。カマジョー からCDFヘ
の変容を、複数の人脈ネットワークが結合され、組み上げられるプロセスと捉えるのであ
る。カマジョー はチーフダムの自警組織である。顔見知りの間で作られた自警組織であつ
たともいえよう。各地で形成されたカマジョー は、統合を重ね、拡大していく。そのプロ
セスは、複数の小規模な人脈ネットワークが集合し、大きなネットワークを形成するプロ
セスに他ならない。カマジョー の人脈ネットワークは、いかなる形で結合され、組み合わ
され、CDFへと収飲していつたの力、幹部として台頭した人物は、複数の人脈ネットワーク
が統合される中で、いかにしてその立場を得たの力、 人脈ネットワークの中で見られた権
力開争はどのようなものなの力、拡大した人脈ネットワー クはいかに維持されたの力、 こ
うした問いに挑むことにより、カマジョー からCDFへの変容のプロセスヘの説明を試みる。
第2節.学術研究上の潮流と問題点
シエラレオネ内戦はサブ・サハラ・アフリカ (以下、「アフリカ」と表記)の武力紛争の
中でも特異な事例である。政治エリー ト間の権力闘争の延長、あるいは民族の対立といっ
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た、従来の枠組みでは理解できない。
とはいえ、この内戦は、ひとつの特性から研究者の注目を集め、研究蓄積を増やしてき
た。その特性とは、「過度の残虐性」である。ある研究者はこう述べる。
世界各地で展開されている今日の武力紛争において、非戦闘員としての一般市民が戦闘員による掠奪、
拉致、脅迫、強制労働、放火、強姦、殺害といつた多種多様な暴力行為の被害者となることは決して
珍しいものではない…しかし、シエラレオネ紛争でみられた民間人への暴力の残虐性は、『 (紛争にお
ける)暴力とはどれも残虐なもの』といった理解では到底納得しえないものであつた。
(落合2003b,2003c)
反政府勢力RUFは、一般市民への残虐な暴力行為を執拗までに繰り返した(落合2003b).村々
を襲撃しては金品の略奪や住宅の放火を行い、無抵抗の老人や身体障害者を焼き殺した.
また、多数の児童を拉致して人夫や戦闘員として使役した。女性への性的暴力も広範に加
えている。特に、RUFの残虐性を象徴するのが、内戦中に行われた四肢切断である。多くの
市民が上肢、とくに手首周辺部を斧や山刀で切断されたち 両腕を切断された者も多い。
一般的に内戦でみられる残虐行為には、いくつかの説明が付与されている。その中には、
戦闘員の物質的および性的欲求の充足、目的達成のための戦略、政治イデオロギーに主導
された暴力といつた説明がある。しかし、RllFの残虐行為はそうした説明を拒むほどに不条
理であつた。こうした不可解な残虐性を理解するため、多くの研究者がRUFの理解を試みて
きた。
その結果、シエラレオネ内戦についての研究蓄積はある程度の量となつてきた。内戦の
メカニズムについての解明も進み、内戦の要因についての議論も煮詰まつてきたようにも
思える。しかし、シエラレオネ内戦の研究蓄積は、RUFの研究の上に成り立っている。RUF
がいかに形成されたのか、RUFは内戦中いかに行動したのかなど、シエラレオネ内戦は、RllF
の考察に基づいて理解されてきた。
たしかに、RUFがいなければ内戦は発生し得なかった。そのため、シエラレオネ内戦の中
でカマジョー /CDFを論じる優先順位は低いと言わざるをえない。しかし、カマジョー /CDF
を考えずにシユラレオネ内戦を論じるのは不十分といえる。
第一に、内戦末期には、CDFはRUFを凌駕する人員を有した。武装解除(disarmament)を
受けた戦聞員の数は約3万7000人にもおよぶ。それに対してRUFは約2万4000人であつ
た(Toki 2004:74)。RUFに勝る人数を擁したCDFは、シエラレオネ内戦でも最大の武装勢
力となり、平和構築に取り組む諸機関を悩ませた。第二に、カマジョー /CDFは、RllFと同
様、シエラレオネを取り囲む社会・経済・政治的環境に置かれている。RUFの考察を通して
シエラレオネの社会・経済・政治の分析は少なからず行われている。では、それをカマジ
ョー /CDFから見た場合、いかにとらえられるのであろうか。
こうした二つの理由から、カマジョー /CDFの分析には一定の意義がある。内戦が勃発し
てからの終息するまでの経緯を考察するには、内戦を勃発せしめた RllFだけではなく、そ
れに対抗する勢力の分析も必要となってこよう。本研究は、こうした意図から、カマジョ
ー/CDFの変容について論じることにした。
第3節。本研究の意義
11999年1月だけをとつても、フリー タウン西部にある三つの主要な病院で治療を受けた被害者の数は少
なくとも97人に上る(落合2003b:343,Human Rights Watch 1999)。
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シエラレオネ内戦に関する先行研究は RllFに焦点があてられてきた。しかし、カマジョ
ー/CDFに関する研究がないわけではない (Ahe 2005,Hofflllan 2004a;2004b:2005a;2005b:
2006;2007a:2007b:20Ha:20Hb:201lc,Muana 1997,Wlodarczyk 2009)。ただし、こ
れらの研究は、カマジョー/CDFの二部分、あるいは、その活動の一時期を対象としたもの
に過ぎず、カマジョー /CDFについての通時的な分析としては不十分である。いかにカマジ
ョーが拡大・統合を重ね、最終的には政府系勢力となつたのか。そのプロセスは十分明ら
かにされているとはいえない。そのプロセスの解明は二つの点で学術的意義がある。
まず、いうまでもなく、シエラレオネ内戦の研究に貢献できる。
これまでの研Filま、RUFに注目することにより、内戦の要因を明らかにしてきた。その中
では、①チーフダムの指導層に権限が集中し、彼らが住民を不当に扱つた(Richards 2003;
2005,Richards et al.2004,Fanthorp 2001)、②チーフダムの指導層による不当な扱い
のターゲットとなつたのは、農村社会の若者であり、その多くがRllFに参加した(Richards
1996a,Richards et al.2004)、③経済停滞の結果、国家による統治がほころび、権力の
空白が生じた(Reno 1995b)、といつたものが挙げられている。
これら、RllF側の視点に基づいて提示された分析に対し、カマジョー /CDFの視点から考察
をカロえることは、シエラレオネ内戦に対するより深い理解につながる。カマジョー は、①
チーフダムの指導層によリチーフダムを基盤として形成され、②チーフダムの若者を動員
し、③国家により支援を受けることによりCDFへと再編されている。こうしたことから、カ
マジョー /CDFの考察はシエラレオネ内戦のさらなる理解に貢献しうる。
本研究は、カマジョー /CDFに注目した記述が行われていないというシエラレオネ内戦研
究の隙間を埋めるだけではない。RUF中心に進んできた従来のシエラレオネ内戦研究とは一
線を画し、新しい側面からこの内戦への理解を試みる。
本研究の意義として第二に挙げられるのが、政治科学(Political Science)2に対する貢献
である。政治科学にはアフリカで見られる国家の在り方や、武力紛争のメカニズムについ
て論じる潮流がある。1990年代のアフリカでは、少なからず大規模な武力紛争が勃発して
いる。それを受けて、様々な分野の研究者が、「武力紛争はなぜ起こったのかJ、 そして、「そ
れはいかに持続したのか」を論じてきた。その中でも政治科学の研究は、各事例から共通
性を抽出し、アフリカの武力紛争に対して一般的にあてはまる説明を追究してきた (こう
した研究を「アフリカ紛争研究Jと呼ぶことにする)。 アフリカ紛争研究の中には、国家統
治のあり方や国家内にある人脈ネットワークに注目する研究も多くみられる。シエラレオ
ネ内戦はアフリカの武力紛争の中でも特異な事例ではあるが、他の武力紛争との共通性も
多い。ゆえにカマジョー /CDFを分析することは、シエラレオネ内戦だけでなく広くアフリ
カにみられる武力紛争のメカ三ズムを論じることにもつながる。
第4節。本研究の結論
本研究の軸となるリサーチクエスチョンは、いかにカマジョー はCDFへと収飲していつ
たのかである。このリサーチクエスチョンに対して本研究が至つた結論は、さしあたり以
下のとおりである。
2通常、Political Scienceは「政治学」と訳される。しかし、本研究ではあえて政治科学と表記した。本
研究では、政治科学を『政治現象についてその因果関係を追究し、現象の起こるメカニズムを解明する学
問Jという意味で用いている。政治学というと政治哲学や特定の政治現象の記述も政治学の範疇に含むた
め、それらを除外するため政治科学という用語を用いる。
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カマジョー で重要な役割を果たした人物たちは、ローカル、ナショナル、 トランスナシ
ョナル、グローパルな人脈を有しており、それらを駆使することによつて活動してきた。
彼らは人脈を利用し、現状に対する打開策を模索する。その過程で、それまでは無縁であ
つた人々が接合されていつた。それを繰り返すことで複数の人脈ネットワークが統合を重
ね、CDFというひとつの人脈ネットワークとなった。CDFのリー ダーとして登り詰めた者は、
勢力を運営するための資源を獲得し、それを従属者に分配することによつてその立場を保
つた。さらに、自らを中心とした人脈ネットワークを維持するため、脅威となる人物を遠
ざけ、排除しようとした。一方、戦闘員となった人々は、各地に分散するネットワークを
波り歩いた。上官を変えたり所属するグループを変えた。彼らは直接の上官にのみ忠誠を
つくす。彼らは、より多くの資源の分配にあやかることのできる上官を探した。CDFは政府
系勢力として形を整えていったものの、その戦闘員は流動性にあふれていた。
筆者がこの結論に行きつくまでに、現地調査でカマジョー ノCDFの変容を詳細に追い、そ
の変容を理解するために政治科学の研究を参照にした。現地で行つたのは、主に聞き取り
調査である。カマジョー ′CDFの関係者にライフヒストリー を聞き、それを重ね合せること
でカマジョー ′CDFの全体像を徐々に掴んでいった。そこから見えてきたのは、人脈を駆使
しながら内戦を生きる戦闘員、および幹部たちの姿であつた。
1章 カマジョーとシェラレオネの概要
第1章
シエラレオネ内戦とカマジョー /CDFの概要
第1章は、定義、背景の紹介の場である。カマジョー /CDFを論じるためには、内戦を起
こさしめた RllF、およびシエラレオネ内戦について把握しなければならない。本章では、シ
エラレオネ内戦の展開を概観した後、カマジョー /CDFの基本的な特徴を確認する。第 1節
では、シエラレオネ内戦の展開を概観する。第 2節では、先行研究においてカマジョー と
いう語がいくつかの意味で混同されて用いられていることを指摘する。第 3節では、カヤ
ジョー の特徴を整理する。第4節では、カマジョー が中心に作られた政府系勢力CDF(市民
防衛軍)の特徴を確認する。
第 1節。背景一―シエラレオネ内戦の展開
本節では、RllFの成り立ちとシエラレオネ内戦の展開を概観する。シエラレオネ内戦は
1991年にRllFの侵攻で始まり12002年に公式な内戦終結宣言で終わつた。その内戦を端的
に説明すると、学生運動の過激派によつて引き起こされた反乱に、国家が対処できなかっ
た結果、無秩序が無秩序を生む形でエスカレー トしたものといえる。
(1)R∪Fの成り立ち
RllFの起源は、1980年代に発生した学生運動に遡る。当時、フリー タウンの大学では、
全人民会議党(All People's Congress:APC)の一党制に反対する学生運動が盛んになつて
いた。その運動は在野の運動家を輩出するまでに拡大した。RllFの起源は、その運動の過激
派である(岡野201lb、Gberie 2005,Abdullah 1998,Abdullah and Muana 1998)。彼らは、
1988年、リビア政府の支援のもと、リピア国内のベンガジで軍事訓練を受けた。RllFのリ
ーダーとなるフォディ・サンコー(Foday Sankoh)もそこに参加している。サンコーは、シ
エラレオネ国軍で軍人としての経験を有していた。シエラレオネ国営放送(Sierra Leone
Broadcasting Service)へ出向していた彼は、1971年のクーデター未遂事件の際、それを称
賛したことで逮捕された。7年間服役した後、サンコーは上述の反体制運動に参加している
(Godwin 1999)。リピアにて軍事訓練を受けたRUFのオリジナル・メンパーは、シエラレオ
ネの隣国リベリアヘと渡る。彼らは第一次リベリア内戦(1989-96年)の中で、武装勢力「リ
ベリア愛国戦線」(National Patriotic Front of Liberia:PFL)」の一部として実戦経験
を積んだ。
1991年3月、RUFはリベリアからシエラレオネヘと侵攻した。以下、時期区分を時の政
権に依拠して、内戦の展開を追つて行く。
(2)モモ政権期 (1991年3月～1992年4月)
RllFは侵攻の際、武装勢力NPFLの人員を借りた。その指導者チャールズ・テイラー(Charles
1章 カマジョーとシエラレオネの概要
Taylor)がシエラレオネで産出されるダイヤモン ドを狙つたからだと‐も考えられている
(Reno 1995a)。侵攻した勢力の大半がリベリア人だつた(岡野 20Hb)。
当時のジョセフ・サイ ドゥ。モモ政権 (」oseph SaOdu Momoh)(在任期間 :198592年)は
反乱の鎮圧を試みる。当初、反乱軍の大半がリベ リア人であつたことから、シエラレオネ
国軍はリベ リア人を見ると反政府勢力だと疑つた。シエラレオネ政府は反乱鎮圧に十分な
兵員・装備を持ち合わせておらず、ギニアやすイジェリアに援軍を求めた。また、国軍の
増員が実施された。さらに、前線で戦う国軍は、現地にて住民を動員した。この頃内戦は
リベ リアとの国境地帯で起きている事態に過ぎなかつた。首都フリー タウンでは戦闘行為
は見られず、日常が繰 り返されていた。
(3)NPRC政権期 (1992年4月～1996年3月)
1992年4月、モモ政権が転覆する。前線に近い国軍駐留地ダル(Daru,Kailahun District)
から 50名の兵士がフリー タウンを訪れた。給料の遅配や前線の窮状を訴えるためである。
しかし、陳情のはずが銃撃戦へと発展した。クーデターだと思い込んだモモ大統領は大統
領官邸(State House)から逃げた(Gberie 2005: 68,Pham 2005:89)。「クーデター首謀者」
たちは、図らずも政権の座を手にすることとなった l。 彼らは 「国家暫定統治評議会」
(National ProvisiOnal Ruling Council:NPRC)を設立し、クーデター首謀者の中でも最も
地位 が高か った ヴァ レンタイ ン・ ス トラ ッサー大尉 (Valentine Esegragbo Melvine
Strasser)が議長に就任 した。弱冠 27歳であった。
NPRCは内戦の終結を約束 し、国軍のさらなる増員を行つた。当初、4000人であつた国軍
兵士は、199394年頃には、1万5000～2万名程度にまで膨れ上がった(Peters 2004:9)。
国軍は一度、RUFの鎮圧に成功 した。1993年末までに、RUFは着実に追い詰められた。 リ
写真1-1.プッシュ小遭
(2009年、筆者撮影。カイラフン県)
lクーデターはあらかじめ計画されたものであったとの解釈もある(TRC 3A 2004)。
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ベリア国境付近まで追い詰められた RllFの活動は見られなくなった。スラッサー大尉は一
か月間の停戦を一方的に宣言し、その間に投降した RllFに恩赦を与えると約束した。内戦
は一見終わつたかのように見えた(Amnesty lnternational 1995)。
しかし、1994年、RtlFは戦略を変えて活動を再開する。それまで支配地域を獲得しなが
ら進軍していた RllFは、町や村を襲つては消えるというグリラ戦略に転換した。シエラレ
オネの国上の大半は、背丈以上のブッシュ (藪)に覆われている (Little 1967:60)。ブ
ッシュには人が通れるだけの小道があり各地を結んでいる (この小道は「ブッシュ小道」
[bush path]と呼ばれた)。 ブッシュに複数の拠点を設けた RllFはプッシュ小道を使い、数
十名からなる小隊を移動させた。車道を避けることで人目に触れず移動することができた。
彼らは突然、町や村に現れては襲撃を繰り返した。また、RUFは、しばしば国軍の軍服をま
とい国軍を装つた。国軍の信頼を失墜させることを目的としたとの理解もある。この作戦
は功を奏し、1995年初頭にはフリー タウン近郊でも襲撃が見られるようになつた(ICG 2001)。
このグリラ戦略で、RUFは優勢を取り戻した。
一方、急激な増員を実施した国軍は、十分な訓練が行えず、統制を失つた。RUFを装つた
略奪も見られた。RllFへの軍事物資の横流しも見られた。こうした現象は、昼には「国軍兵
士 (ソルジャー/soldier)J、夜には「反徒J(rebel)ということから「ソベル(sobel)Jと
椰楡された(Gberie 2005:82,Richards 1996a:13)。
RUFによる襲撃に怯え、国軍も信用できない住民は、自警組織を作るようになる。自警組
織で中心的な役割を担ったのが狩人であつた。狩人は単発銃を用いて狩猟をおこなう。ブ
ッシュの中に身をひそめ、獲物の後をつける技術も持っていた。各地で形成された狩人を
中心とした自警組織は、いつしか現地のメディアで「狩人民兵」(hunter militia)と呼ば
れるようになった。
狩人は民族ごとに特色がある。その結果、狩人を中心とした自警組織は、民族ごとに区
別されるようになった。その中には、クランコ人(Kuranko)による「タマボロ」(TamabOro)、
コノ人(Kono)の「ドンソ」(Doso)、テムネ人(Tellne)のカプラ(Kapra)が知られている (い
ずれも各民族語で「狩人」の意味を持つ)。
メンデ人も例外ではない。メンデ人地域は特にグリラ戦が激しかった地域であり、多く
の狩人民兵が作られた。狩人民兵は、国内各地から避難民が集まる都市や国内避難民キャ
ンプを通して、横の連帯を持つようになった。1995年ころからメンデ人の狩人民兵は「カ
マジョー 」を自称するようになった。
カマジョー を含む狩人民兵と国軍の関係は両義的である。国軍と狩人民兵は、RUFの掃討
という点において利害が一致している。そのため、国軍と共同作戦を展開する狩人民兵も
いた。その一方で、規律を失つた国軍の中には、住民からの略奪の機会を狙う者もいた。
彼らから住民を守る役割も狩人民兵は有していた。
1995年、起死回生を図つたストラッサー政権 (NPRC政権)は、民間軍事会社と契約をす
る。その中でも南アフリカのエグゼクティブ・アウトカムズ社(Executive Outcomes:EOイD
による成果は大きかった。ストラッサー政権はEO社に国軍の訓練や情報収集などを委託し、
形勢を逆転させた。カマジョー を動員した軍事作戦も行われている。
ところが、1996年1月、ストラッサーは宮中クーデターで政権の座を奪われる。NPRCで
ナンパー・ツーであったジュリアス 0ビオ准将(Brigadicr」ulits Maada Bio)が国家元首
となった。ビオ准将によるクーデターは、民政移管に難色を示したストラッサーを追いや
るための「善意」のクーデターだったともいわれる(Hirsh 2001:42,Gberie 2011)2.
2 NPRC政権は1993年H月、民主化移行の工程表を発表した。しかし、大統領になるための資格を満たし
ていないストラッサーは民政移管プロセスを操作し、なんとか立候補しようとした。憲法で規定されてい
る被選挙権は45歳以上だったが、ストラッサーは当時30歳だつた(Gberie 2005:94,Hirsh 2001:42)。
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ビオ准将は予定されていた民政移管を滞りなく実施した。予定通り2月末には総選挙が
実施された。この選挙の結果に基づき 、3月末には、シエラレオネ人民党(Sierra Leone
People's Party:SLPP)のアハマド0テジャン・カバー(Ahamad Tejan Kabbah)が、大統領
に就任した。
(4)前期カバー政権期 (1996・年3月～1997年5月)
本研究では、カバーの大統領就任 (1996年3月)からカバー大統領がクーデターで亡命
する1997年5月までを「前期カバー政権期」とした。
カバー大統領は、ビオ准将によつて始められた RllFとの交渉を引き継いだ。1996年後半
には、RllFは弱体化し、交渉の姿勢も軟化した。11月、RUFとカバー政権とのの間にアビジ
ャン和平合意(Abidjan Peace Accord)が結ばれた。和平合意では、武力紛争の即時停止、
RllFの武装解除、RllFの政党化への道筋が規定された。しかし、その後も衝突は続いた。RllF
は和平合意に積極的ではなく、EO社を撤退させることが目的だつたともいわれている (ICG
2001: 11)。
その一方、国防副大臣となったサムエル・ヒンガ・ノーマン(Samuel Hinga Norlllan)は、
和平交渉にも関わらず、カマジョー に支援を与え、RllFとの戦闘を続けさせた。10月には、
当時の RllFの本拠地「ゾゴダ」(Zogoda)を落とした。カパー政権は、カマジョー を徴用す
ることで、国軍への軍事力の依存を低めていった。カマジョー は RllFの掃討に大きな役割
を果たしたが、勢力をつけたカマジョーは各地で国軍と衝突するようになつた(Hoffman
2011: 2)。
カバー政権は、内戦で膨れ上がった国軍の改革にも着手し、その既得権益は削減された。
それにより、国軍とカパー政権との関係は、悪化の一途を辿つた。軍事クーデターが発生
し、カバー政権は、1997年5月25日に転覆する。カバ∵大統領は隣国ギニアヘと亡命した。
(5)AFRC政権期 (1997年5月～1998年3月)
このクーデター事件は「525事件」(“May―twenty―five")と呼ばれる。カバー大統領が
亡命した後のシエラレオネでは、ジョニ ・ーポール・コロマ少佐(MajOr Jonny Paul Koroma)
を首班とする「国軍革命評議会」(Armed Forces Revolutionary Council:AFRC)が設立さ
れた。AFRCは、RllFと共同で政権を運営する用意があると発表した。内戦を終わらせるこ
とで、クーデターを正当化しようという意図があつた。それを受けて、RllFは、フリー タウ
ンをはじめ各地で国軍と合流した。
一方、ギニアヘの亡命を余儀なくされたカバー大統領は、復権の試みを行う。その中で、
カマジョー は、カバー政権と民主主義の復権を掲げて、AFRC/RUFと戦闘を繰り返すように
なる。
国際社会はカパー政権の側に立った。国連やアフリカ統一機構 (Organization of African
Unity:OAU)も非難声明を出した。ナイジェリア軍を主体とするアフリカ諸国平和維持軍
(ECOWAS [Economic Community of West African States]Monitoring Croup: ECOMOC)ヽЬ AFRC
に対して武力行使を行つている。ナイジェリア軍は、AFRCと戦うカマジョー にも支援して
いる。この頃からカマジョー は各民族の自警組織が連帯し、民主主義を取り戻すというプ
ロパガンダのもとCDF(市民防衛軍)と名乗るようになった。とはいえ、この頃、CDFのほ
とんどはカマジョー であつた。
ECOLI∝とCDFの共同作戦により、フリータウンからAFRC/RllFは敗走した。1997年3月、
カバー大統領は帰国し、カバー政権が復帰した。
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(6)後期カバー政権期 (1998年3月～2002年1月)
カバー政権が復帰した 1998年3月から内戦終結宣言が出される2002年1月までを、本
研究では「後期カバー政権期」とした。
カバー政権は国軍のほとんどを失つた。国軍の大半が AFRCとして敗走したからである。
カバー政権は新国軍の建設にあたつた。その間、さしあたりの軍事力として用いられたの
がECOl10GおよびCDFだつた。カバー大統領の復帰から一か月もたたない4月、カバー政権
はCDFをECOMOGの指揮下に置くことに決めた。
AFRC/RllFはシエラレオネの内陸部で活動を行つている。カバー政権は新国軍の再建しつ
つ、ECOl10GやCDFを用いてAFRC/R『の鎮圧を行つた。この頃、カマジョー は、他民族の自
警組織を組み込んだCDFの構想を実現に移していく。AFRC/RtlFとの戦いの中で、組織が整
えられ、政府系勢力としての体制を整えた。
1999年1月、フリー タウンは再び戦禍に巻き込まれることになった。そのきっかけは 1998
年 10月、すでに身柄を拘束され裁判にかけられていたサンコーに反逆罪による死刑判決が
下されたことである (1997年3月、ナイジェリアで銃の不法所持により逮捕され、カバー
大統領復帰後に引き渡された).サンコーに対する死刑判決を受け、AFRC/R『は大規模な反
撃作戦を開始する (「生きてるものは残さない作戦」[OperatiOn No L市ing Things])。各
地からRllFおよびAFRCが合流し、ついに、1991年1月6日、彼らはフリー タウンヘと侵攻
した。
数週間にわたり、首都をめぐる攻防戦が繰り広げられた。カバー政権側は、一度は劣勢
を強いられたが、EC釧OGの増派によつてフリータウン陥落は免れた(落合・プラ 2011:
10-11)。AFRC/RUFは地方へと撤退した。1月6日に始まったこの戦闘は「16事件J
(“」anuary―six")としてフリー タウンの人々の間で記憶されている。
16事件の後、シエラレオネ政府は、武力による内戦の鎮静化に限界があることを感じた。
また、ECOl10Gの主勢力を提供してきたナイジェリアは政策を転換し、シエラレオネからの
撤退を模索し始めた。さらに、国際社会も和平交渉を実現しようとした。ECOMOGを派遣し
た地域機構「西アフリカ経済共同体」(Economic Colnnlunity of West African States:ECOWAS)
の議長国 トー ゴや ECOMOG派遣国 (ナイジェリアのほか、ギニア、マリ、ガーナ)、 英国、
米国および国連事務総長代表が和平交渉のセッティングを進め、1999年5月に交渉が開始
した。サンコーはその交渉のために トー ゴヘと渡つている。1999年7月、カバー大統領と
RllF代表サンコーが トー ゴの首都ロメで和平合意に調印した。ロメ和平合意(LomO Peace
Accord)である。
ロメ和平合意では、即時停戦の実施、サンコーなどの恩赦、武装解除・動員解除・社会
統合(Disarnament,Demobilization and Reintegration:DDR)の推進、RUFの政党化、RUF
メンパーの入閣、鉱物資源を一元管理する「戦略資源管理国家再建開発委員会」(ColllllliSSiOn
for the Management of Strategic Resource, National Reconstruction and Development:
CMRRD)の新設とサンコーの同委員長職への就任が定められた。
和平プロセスの監視のため、「国連シエラレオネ派遣団」(United Nations Mission in
Sierra Leone:UNAllSIL)も派遣された。AFRC/RUFの掃討に従事してきた ECOMOCの任務も、
平和維持と治安維持に限定され、段階的に撤退することも決まつた。2000年4月、EC釧OG
はその任務を洲ⅢSILに引き継ぎ、完全撤退を遂げる。
ロメ和平合意後も、和平合意に同意しないRUFの一部により戦間は継続された。2000年
5月には、500名のUNAISIL要員がRUFによつて拘束された。それを受けて、5月8日、フ
リータウンにあるサンコーの自宅前では、平和を訴えるデモが開かれた。サンコーのボデ
ィ・ ガー ドがデモに対して発砲を行つたことにより銃撃戦に発展した。サンコーは自宅か
ら失踪したものの、17日には自宅近くで発見され、身柄を拘束された。サンコーの拘束を
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きつかけに、RUFは地方からフリー タウンヘと進軍した。大規模な英国軍の展開により、フ
リー タウンの陥落は再び免れた。
サンコーの拘束以降、RUFの指導者は不在であつたが、2000年8月21日には、暫定指導
者としてイッサ・セサイ(Issa Sesay)が指名された。セサイは穏健派であり、和平プロセ
スの進展は比較的順調に進展した。その後、国内情勢は次第に安定へと向かい、UNAllSIL主
導のもとで、DDRが本格的に再開された。RllFやCDFは解体され、国軍は整備されていつた。
CDF解体の裏側ではt第二次リベリア内戦 (2000～2003年)を起こすこととなる反政府
組織「リベリア和解民主連合」(Liberian United for Reconciliation and Democracy:LURD)
が蜂起の準備を進めていた。フリー タウンにあるCDF駐留地はLURDの隠れ蓑として用いら
れた。CDFの解体を受け、大半の戦闘員は農村部へと帰つていつたものの、CDFの一部は戦
闘員としてLURDへと流れていつた。
2002年1月、カバー大統領の宣言によつてシエラレオネ内戦は公式に終結したとされた。
第2節.定義
上述したような内戦の中で、カマジョー は生まれ、CDFへと組織されていつた。ここでは、
カマジョー およびcDFについて定義を与えておく。
(1)基本的な定義
カマジョー とは、RllFがグリラ戦を始めた 1994年頃から見られるようになったメンデ人
の自警組織およびその構成員を指す。シエラレオネの中でも、メンデ人地域の各地で形成
され、独自に活動を行つている。自警組織として誕生したカマジョー は徐々に勢力を拡大
し、積極的に戦闘を繰り返すようになる。カマジョー に対しては厳密な定義を後述する。
CDF(市民防衛軍)とは、内戦の後期(1997年頃)からカマジョー が中心となって、形を整
えていつた政府系勢力である。その構成員は、各民族の自警組織の成員である。上述のよ
うに内戦中には各民族の狩人の名を関した自警組織が登場している。CDFはそうした自警組
織を統合した勢力であり、建前上はカマジョー もその傘下にある。
とはいえ、実情はカマジョー が中心となって形成されており、その幹部もほとんどがカ
マジョー である。このことから、CDFはカマジョー が他の民族を傘下に取り込むことで形成
されたと理解することができる。
本研究では、「カマジョー /CDF」と指すとき、カマジョー からCDFへと発展する組織を指
すこととする。本研究が対象とするのは、あくまでもカマジョー が CDFへと変容する過程
であり、他の自警組織がCDFへと取りこまれるプロセスではない。
(2)先行研究における用語の混乱
従来の研究では、カマジョー という語は、いくつかの意味が混同されて用いられてきた。
第一に、カマジョー とは、「狩人」あるいは「伝統的狩人」という意味で用いられた。メ
ンデでは、専門的な知識を有する狩人を「カマジョイJ(kalllajoi)3と呼ぶ。それが英語化し
たのが、「カマジョー 」という呼称である。
自警組織「カマジョー Jの構成員は狩人とは限らない。自警組織「カマジョー Jの成員
と認識し、自らを「カマジョー 」と名乗つた戦闘員と、狩人とは分けて論じる必要がある。
本研究では、狩人としてのカマジョー と自警組織としてのカマジョー の混同を避けるため、
3ヵマジョイ(Kalnajoi)は単数形であり、複数形はカマジョー ジア(Kamajorsia)となる(IIofflnan 2011:63).
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「カマジョー 」という語を狩人の意で用いる場合、「狩人カマジョー 」と表記する。
第二に、カマジョー という語は、内戦中に見られたメンデ人の自警組織全般を指して使
われている。前述したように、RUFや国軍から身を守るために住民は狩人を中心として自警
組織を形成した。その自警組織を本研究では「狩人民兵」と呼んでいる。確かに、メンデ
人の狩人民兵はカマジョイ (狩人カマジョー)を中心として組織された。しかし、その数
はごくわずかに過ぎない。大半はチーフダムで動員された普通の (狩人ではない)若者で
あつた。彼らはカマジョー を自称しているわけではなく、「民兵」(militia)あるいは「自
警員」(vigilante)と自称している。ゆえに、メンデ人の狩人民兵だからといつてすべてを
「カマジョー 」と呼ぶのは適切ではない。
第二に、カマジョー という語は、メンデの狩人民兵の中でも特定の様式を持つ集団を指
して用いられる。この意味でQカマジョー となるには、加入儀礼を経て「カマジョー 結社」
(Kalllajor society)の一員となる必要があつた。加入儀礼は、呪医やイスラム知識人によつ
て実施された。加入儀礼によつて精霊の力(spiritual power)を操る能力を身につけ、戦闘
能力を高めるとされた。中でも、銃弾を跳ね返す力が特に強調された。加入儀礼を受けた
者は自らをカマジョー 結社の成員であると認識し、カマジョー を自称した。
このカマジョー の外見は特徴的である。独特の衣装をまとい、護符(charll,alnulet)や呪
物(medicine)を身につけた (写真 1-1)。カマジョー が着ているシャツは「ロンコJ(ronko)
と呼ばれた。ロンコには「セベJ(sebeh)と呼ばれる護符が縫いつけられている(写真 1-2)。
いずれも身に着けることで超自然的な力をより長く維持できるとされた(Fithen 1999)。
カマジョー 結社は内戦を通してメンデ人の間に広がった。メンデ人の狩人民兵のほとんど
力幼口入儀礼を受け、カマジョー 結社の一員となったのである。こうしてメンデ人の狩人民
兵は、カマジョー と呼べる存在になる。本研究では「カマジョー 」という語を、この第二
の意味での「カマジョー 」を指すために用いる。本文中では、カマジョー 結社の成員を指
すだけでなく、カマジョー 結社を指して「カマジョー Jと表記する場合もある。また、狩
人カマジョー との区別を強調する必要がある場合には「内戦カマジョー 」という語を便宜
的に用いた。
第3節.カマジョーの特徴            ,
本節では、カマジョー (内戦カマジョー )の特徴を提示する。内戦カマジョー は狩人カ
セジョー といかなる点で異なるのかを明らかにするため、まずは狩人カマジョー の特徴を
記す。
(1)狩人カマジョーとは
前述のように、メンデ語で伝統的狩人は「カマジョイ」と呼ばれる。本研究では、それ
を「狩人カマジョー 」と呼ぶことにした。
狩人カマジョー の数はきわめて少ない。ひとつのチーフダムに数人しかいないという。
カマジョー の狩Jitは高度な技術が必要とされた。狩人カマジョー の家系があり、その技術
は親から子へと伝えられた。ごくまれだが、弟子を採る場合もあるという4。 ファィセンら
は、狩人カマジョー の狩Jit方法を記している。
4筆者の調査より。カイラフン県マレマ・チーフダム(Malema chlofdom,Kailahun District)では、2012
年現在、カマジョー といえるのは3人しかいないと聞いた。昔は、多かつたが、それでも「数えるほど」
(several)しかいなかったという。
l章 カマジョーとシエラレオネの概要
写真1-2.カマジョー
(HA) Freeman Stewart "Kamajor fighters in Bo" Stewart Freeman Archive. [cited at 5 March
20121<htrp'. / /archi ve. stuartfreedman. com/)
写■1-3.ロンコ
(H&) Kamajor 'Ronko' Vest, SLNM.20ll.0t0.04, Sierra Leone National Museum. [cited at 10
April 2012J (http: / /www. sierraleoneheritage. org)
12
1章 カマジョーとシエラレオネの概要       13
狩人は、できるだけ獲物に近寄つてから発砲する。弾薬は高価で、レパノン人 〔商人〕から前借りし
ている.使用した後で、約束通りの獲物を差し出す.狩人の利輸は薄い。発砲には慎重にならざるを
えない。熟達した狩人は弾薬一箱につき1～2発を撃ち損じるのみだという。この狩猟は孤独な作業
だ。狩人は長期間にわたリー 人で森に潜み、歩き回り、呪薬を用いて自らの姿を消す。そうして獲物
に忍び寄るのだ。男1に弟子など必要としていない。単独でパッファロー(bush co→や自黒コロプス
(colobus mOnkey)を捕まえる。
(Fithen and Richards, 2005: 128)
この記述からもわかるように、狩人カマジ ョーは獲物に忍び寄る技術や銃の扱い方を身に
着けていた。こうした狩猟方法は、一般の狩猟方法 とは異なっている。一般の小農 も狩猟
を行 うが、その方法は、罠を用いた り、近隣住民と共同で、大や網を用いるのが一般的で
ある。それに対 して、狩人カマジョーは銃を用いた。その狩Jit方法から、狩人カマジョー
はプッシュ小道を熟知 し、森から採れる薬草の知識を豊富に有 していた(Hoffman 20H:63)。
狩人カマジョーの役割は狩猟だけではない。村を守る役割も担った。
狩人は獲物を探して夜に歩き回り、昼には身を隠す。しかし、夜は彼らにとつて危険な時間であ
る。妖術師(witch)や化け物(transmOgrifying creatures)が跛屋する時間なのだ。狩人でもあり
戦士でもある彼らにとつて、身を隠す能力 (景色にとけ込み、自らを見えなくする能力)、 獲物
や敵が残した形跡を見つける技術、身を隠した敵や獲物を見つける技術は、生き残るために必須
である。…狩人は、その姿を動物などに変身させることができた。彼らは護符や呪物を身に着け、
邪悪なものから身を守っている。彼らの持つ知識は、地域の歴史や地理に根差している。
｀
  (Ferme 2001: 26-27)
村は、野獣や精霊、外部の人間からの脅威 にさらされている。そ うした脅威 に対処する役
割 も狩人カマジョーが担ったのである (Abrahall1 1978:10,Ferme 2001:26)。狩人カマジ
ョーは、超 自然的な力を身に着けているとされ、住民か らも畏怖の念で見られた (Ferme
2001: 26-27, Fithen and Richards 2005: 128, Hoffman 2011: 62)。
狩人が持つ技術が、RllFの撃退に役立ったことは、以下のファイセン(Casper Fithen)と
リチャーズ(Paul Richards)の記述からも読み取れる。1991年6月とい う内戦初期に見られ
た狩人の活動である。
ゴラ森林(Gola Forest)〔シエラレオネ南東部、リベリア国境近く〕での出来事だつた。…一人の
狩人が15名からなるRUFの小隊を追い払つた。彼は、獲物を追うかのようにRUFの小隊の後をつ
けた。夕方になるとRUFは野営を始めた。その時、司令官を銃殺し、二人を負傷させた.残つた
者はリペリアヘと逃げ帰つた.それから18か月、RUFの誰もが、その地域へと立ち入ろうとしな
かった。この狩人はプランテーションを有しており、自らの土地を守ったのだ.
(Fithen and Richards 2005: 127)
狩人カマジョーは、このような高度な技術を持つため、内戦中に作られた狩人民兵でも中
心的な役割を担ったといえる。        ・
狩人カマジョーと内戦カマジョーは「超自然的な力を扱 う戦士」という面では類似して
いる。 しかし、その共通性は表面的に過ぎないと人類学者フェルメ(Mariane c.Ferme)は
指摘している。
かつての狩人は、身を隠したり、姿を変えた敵を見つけるための方法も知っていた.…そうした
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知識は、その土地の歴史に関する知識に他ならない。彼らは土地のことについて十分な知識を有
していた。…時代を経ると、狩人戦士(Hunter_arriors)はローカルな歴史に着想を得た草の根
の抵抗運動に成り下がつた。彼らは自らを正当化するため、狩人の伝承を利用し、狩猟に出来す
る儀式を使った。だが、実際は、近代的な内戦のためのグリラ部隊だつた。姿を消す、あるいは、
銃弾を跳ね返すなど分かりやすい能力が強調され、護符や呪物などの目に見えるモノが重宝され
たc〔内戦カマジョー やCDFが〕狩人のラベルを用いたのは、歴史や文化を強調し、人々の感性
(lmagination)に訴えるためである。〔内戦カマジョー 〕たちの話からは 〔狩人の要素が〕表面的
にしか取り入れられていないことが読み取れる.〔内戦カマジョー の〕若者たちは殺し方を教え
られる。しかし、それは目に見える敵に対する殺し方に過ぎない。地面に残る形跡を辿る技術は
身に着けていない。〔狩人の〕知識は狩人部隊 〔内戦カマジョー 〕の中でも、年配で…パラマウ
ント・チーフ 〔チーフダムの長〕に従属する者にしか共有されていない。
(Ferme 2001: 27)
この記述からも、狩人カマジョー と内戦カマジョー は区別して考えなければならないこと
がわかる。狩人カマジョー は熟練の技術を身に着けた狩人であつた。それに対して、内戦
カマジョー は、内戦に対処するために村の若者を動員した民兵である。
(2)結社としての内戦カマジョー
内戦カマジョー は、狩人カマジョー が形骸化したものという理解もある。ただし、その
理解は適切ではない。内戦カマジョー は、狩人カマジョー が有さない結社の性質を有して
いるからである。内戦カマジョー は、内戦に対処するために作られた新しい結社と理解す
る方が適切であると思われる。  .
狩人カマジョー は単独で行動し、その知識は長期にわたる徒弟制によつて伝達されてい
た(Hoffman 20H:63)5。それに対し、内戦カマジョー は加入儀礼を経て加入する結社 (秘
密結社)(secret sOciety)であつた。結社とは、ギニア湾沿岸地域 (シエラレオネ、リベ
リア、ギニア、コートディヴォワール)で見られる社会制度である。メンデでは、村落の
すべての成人男子が加入する結社を「ポロJ(PorO)と呼び、すべての成人女性が参加する
女子結社を「サンデ」(Sande)という(Little 1965)。
また、結社は職能集団としての性質を持つ。婚姻や性関係の規範を監督する「フムイ結
社J(HuIIlui)、精神障害を治療する「ンジャイェイ結l■」(Njayei)、薬草の専門知識を持つ
「パ結社」(Kpa)などがそれに該当する(真島1997:10,Little 1967)。
結社の成員になるには、加入儀礼を受ける必要がある。結社では、成員に対して排他的
に知識の伝達が行われた。非成員に知識を漏らしてはならないとされたのである (秘密結
社の「秘密」とはこうした意味である)。 結社で伝えられる知識の中には、職能に関する技
術的なものだけでなく、超自然的な力の利用まで含まれる(Fanthorp 2007)。
カマジョー (内戦カマジョー )にも加入儀礼があり、カマジョー の持つ知識は外に伝え
てはならないとされる。その意味で、結社としての性質を備え持っている.カマジョー (内
・戦カマジョー )とは、内戦に対処するために作られた新しい結社だと理解することが妥当
だと思われる。ただし、いくつかの点で伝統的な結社とは異なる。
第一に、カマジョー では、カロ入儀礼を行う者 (以下、「イニシエーターJと呼ぶ)が特定
できる。伝統的な結社では、イニシエーターとなる特定の人物がいるわけではない。年齢、
社会的地位、能力によつて、その時々のイニシエーターが決められるという。誰がイニシ
6 人類学者ホフマンによると、メンデの周辺民族は、狩人結社を有しているが、メンデにはないという。
メンデの狩人は長期にわたる徒弟関係で技芸を身につけていた(Hoffman 2011:63)。
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エーターなのかを、外部に漏らしてはならないとされる(筆者の調査より)。それに対して、
カマジョーのイニシエーターとなつたのは呪医やイスラム知識人など超自然的な力を扱え
る者であつた。数え方にもよるが、最盛期で 30名ほどのイニシエーターがいた。彼らは、
名前や顔がわれており、イニシエーターと知られている。
第二に、儀礼を行う場所が異なる。伝統的な結社の加入儀礼は、数年に一度行われる。
加入儀礼には、メンデ人地域全体から人が集まる。加入儀礼の開催は、人から人へと伝え
られる。何月何日に、ある場所に集まれというのだ。社は、その儀礼のために設けられる。
それに対して、カマジョー のイニシエーターは、特定の場所に恒久的に「社」(shrine)を
構えるか、依頼に応じてチーフダムや都市に赴くことで加入儀礼を行つた。多くの場合、
社はプッシュに設けられた。農村に設けられる場合、住民は社があることを知っており、
中に踏み入ろうとしなかった。不特定の者が出入りする都市に作られる場合、社の敷地は
フェンスで囲われた。
以上、カマジョー (内戦カマジョー )とは従来の狩人 (狩人カマジョー )とも、従来の
結社とも異なる存在であることが確認できた:カマジョー (内戦カマジョー )は、狩人お
よび結社の特徴を踏まえたうえで作られた新しい結社といえる。
第4節.CDFの特徴
本節では、CDF(市民防衛軍)の特徴を提示する。CDFは、カマジョー が中心となり作られ
た政府系勢力であり、各民族の自警組織を統合した「ゆるやかな統合体」と表現される場
合が多い(Hoffman 2007,Wlodarczyk 2009,Smith et al.2004)。CDFに参加した自警組織
は、カマジョー の他に、テムネ人のカプラやベンテ(Gbethi)6、コノ人のドンソ、クランコ
人のタマボロがある。
CDFは、カバー大統領の復権 (1998年3月)をきっかけに、政府系の武装勢力として組
織を整えていった。ただし、すべての自警組織の全構成員が CDFだというわけではない。
コミュニティの自警組織として、村に留まる自警組織員も多くいた。CDFとは、自警組織員
の中でも、政府系武装勢力の構築のために動員された者から構成されると考えてよいであ
ろう。
CDFという用語の使用も、カマジョー と同様、混乱が見られる。自警組織全般を指して
CDFと称する場合もあれば、自警組織の中でも政府系勢力として動員された部分だけを指し
て CDFとする場合もある。本研究ではCDFという語を用いるとき、後者を採用し、政府系
勢力として整えられた組織を指すこととする。この組織は、首都フリー タウンに本部を設
け、そこから各自警組織へと物資の支援を行い、軍事作戦に彼らを動員した。本研究で、
CDFと称するとき、この組織を指すものとする。
本節では、ふたつの先行研究を用いてCDFについての特徴を示しておく。
最初に取り上げるのは、ハンフリー(Macartan Humphrey)とフインスタインOeremy
Weinstein)の研究である(Humphrey and Weinstein 2004)。この研究は、各武装勢力の元戦
闘員に対する大規模なアンケート調査に基づき (約 1000名)、 内戦中および平和構築期の
戦聞員の動向について明らかにしたものである。この研究からは二つのことが言える。
第一に、自警組織の成員は、1996年(前期カパー政権)以降急激に増えている。ハンフ
リー らは調査対象者が武装勢力に所属している期間について聞き取つている。図 1-1はそ
の結果に基づいて筆者が作成したグラフであり、内戦が始まつた1991年から収束傾向を見
せた2000年までの戦闘員数の変遷を示している (内戦は2002年まで続いている)。 自警組
織に所属する人数がもつとも多かつた1999年を100%とし (回答数519件)、 成員数の変化
6ベンテはカプラを補強するために後になって作られた自警組織だとされる.
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をパーセンテージで示 した (なお、点線部はハンフリー らのデータの欠損部分である)。 こ
のグラフに基づくと、1996年から1999年の間 (前期カバー政権期、AFRC政権期、後期カ
バー政権期)に急増したことがわかる。
なお、国連のデータによると、CDFからは約 37000人が武装解除を受けている(Toki 2004)。
ただし、その数は CDFの戦闘員数を反映しているとは限らない。近代的な武器を持たず山
刀で戦った成員も多く、政府系勢力 CDFに参加 していない自警組織員も多くいたからであ
る。このことから、CDFの総成員数を明確にすることができない。
第二に、民族別の割合を見るとメンデ人の割合が高い。図 1-2は、自警組織に参加 した
戦闘員の出身民族を示 している。メンデ人がシエラレオネの人口に占める割合は約 30%で
あるにもかかわらず、自警組織の成員のうち 53%がメンデである。メンデ人地域は、内戦
でも激戦区となつており、多くのメンデ人がカマジョーに動員された。メンデ人の割合が
高いのはそのことを示 している7。
次に、取り上げるのが人類学者ダニー・ホフマン(Danny Hoffman)による研究である。ホ
フマンは内戦が継続中であつた2000年からシエラレオネで現地調査をはじめ、多くの論考
適
`多
6豪受1ンスrいる  (Hoffman 2004a, 2004b, 2005a, 2005b, 2006, 2007a, 2007b, 201la, 201lb,
201lc, Ferme and Hoffman 2004)。
ホフマンによると、CDFは「軍事組織」と捉えるべきではなく、軍事化 した社会ネ ットワ
ークと理解すべきだという。この解釈をホフマンが最初に提示したのはシエラレオネ特別
7自警組織の約 50%がメンデであるが、RUFでもメンデの割合は50%近くある(Humphrey and Weinstein
2004)。RUFは誘拐や徴兵によって動員を行っており、多くのメンデが巻き込まれた。自警組織、RUFを問
わずメンデの割合が高いのは、最も内戦の激しかった地域がメンデ人地域であったからだと考えられる。
図1-1.自警組織の成員数の壼化
(1999年の構成員数を100%とした時系列での割合を比較)
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目1-2.自警組織威員の出身民族
Sherbro 5名
Kisi l.1%(6名
Llmba l
(7名)
Maninka l.4%
(8名)
Kuranko 6%
(36名)
Kono 15%
(83名)
Temne I
(99名)
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4名
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不明+その他
4名
Mende 531
(294名)
計559名
出典 :Humphrey and Weinstein(2004)に基づき筆者作成
1章 カマジョーとシエラレオネの概要
裁判所(Special cOurt for Sierra Leone:SCSL)であった。この裁判所は、1996年H月
30日以降のシエラレオネ内戦で行われた戦争犯罪および人道に対する罪について「最も責
任を有する者」を裁くために設けられた (特別裁判所設立協定第 1条)。 国際人道法および
シエラレオネ国内法の両方が適用される8(望月 20H)。CDFからも、二人の人物が訴追され
ている。この裁判で検察側はCDFを命令系統や責任の所在が明確な軍事組織であると見なし
た。それに対して、ホフマンは自身の人類学的調査を踏まえて異論を唱えた。ホフマンは
その証言に基づき一本の学術論文を執筆している(2007b)。
ホフマンは法廷において、CDFはパ トロン=クライアント関係(patron―client relations)
から成り立つと考えるべきだと主張している (パトロン=クライアント関係については二
章で論じる。さしあたり、「親分=子分関係」と捉えてほしい)。 司令官(conlmander)は、パ
トロン (親分)と呼びかえることができる。クライアント (子分)をかかえれば司令官に
なれる。CDFにおいてパ トロン=クライアン ト関係は流動的であり、パ トロンとなる者は「司
令官」などの称号を用いることで自分の地位を高く見せ、クライアントを引き付けようと
した (SCSL、2006年10月9日)。
ホフマンによると、シエラレオネでは、個人は必ず誰かに面倒を見られており、個人の
社会的地位は誰に従属しているのかで決まる。シエラレオネではこうしたタテの人間関係
が「雇用機会から加入儀礼までを含む生活のすべて」を規定している。CDFはこの人間関係
に基づき作 り上げられてお り、軍事的な命令系統を整えた組織ではないという(Hoffman
2007b)。
ゆえに階級呼称は職務内容ないし命令系統に基づいたものではなく、社会的地位を示す
愛称である。地域社会において尊敬 され重要な役割を負 う人物は、軍事経験が浅くとも高
8設立経緯については3章参照のこと。
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い役職で呼ばれた。また、「個人は必ず誰かに面倒を見られている」との言葉通り、上官は
部下に対して家父長的な地位にあつた。上官は部下に対して食事や住まいを提供し、部下
が持ちこんだトラブルを対処した。「俺は息子に命令するのと同じ感覚で兵士たちに命令し
ている」という司令官の言葉も提示している(Hoffman 2007b)。
ホフマンが主張するCDFの在り方は、量的調査によつても示すこともできる。図1-3は、
ハンフリー らの研究からの引用である。自警組織とRUFとを比較する形で「(戦闘員が)誰
に動員されたのか」を示している。図1-3によると、自警組織の成員のうち77%が友人や
親類、コミュニティのリー ダーを介して自警組織に参加している。これは、RUFの85%が見
知らぬ人に動員された (つまり、誘拐され戦闘員になった)と答えたのと対照的である。
***
小括
本章では、内戦の経緯を概観したうえで、カマジョー 、および、CDFの特徴を示した。カ
マジョー とは、内戦中に作られたメンデ人の自警組織である。カマジョー は、狩人の特徴
を踏まえて、内戦中に作られた結社といえる。一方、CDFはカマジョー を中心とした政府系
勢力である。CDFは、パ トロン=クライアント関係で成り立っており、シエラレオネの社会
を反映した人間関係でなりなっている。
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第2章
仮説の構築と分析枠組みの設定
本章では、先行研究をレビューし、批判的に検討した上で、カマジョー /CDFの変容を説
明するための仮説、およびその仮説を立証するための分析視角を提示する。
第 1節では、先行研究をレビューし、批判的に検討する。特に、本研究の系譜であるア
フリカ国家論、なかでも、新家産制の研究の系譜を辿つていく。第 2節では、先行研究の
議論を発展させることで仮説を導き出す。第 3節では、仮説の検証のために必要となる分
析視角を提示する。
第 1節. アフリカ国家論、現代アフリカの紛争についての先行研究
本研究は、カマジョー /CDFの変容を理解するために、1990年代の武力紛争に対する理解
を試みる政治科学の研究を参照する。
1990年代、アフリカでは、各地で大規模な武力紛争が発生した。ソマリア、リベリア、
コンゴ民主共和国などでは国家を崩壊せしめるほどの大規模な武力紛争を経験した。また、
ルワンダでは民族をめぐる虐殺が発生し80万人が犠牲者となつた(Strauss 2006)。こうし
た大規模な紛争の発生を受けて、さまざまな研究者が、本格的に武力紛争を考察対象とし
始めた。それ以降、およそ20年が経ち、研究の蓄積もかなりの量となつている。
アフリカの武力紛争に関する研究の中でも、個々の事例の特異性を抜きにして、アフリ
カ共通に見られる特徴を見出す研究群がある。この研究群を本研究では「アフリカ紛争研
究Jと呼び、そこから得られた知見を導き出す。アフリカをひとくくりにすることの妥当
性には議論の余地があるものの (遠藤 2007)、こうした研究は、少なくとも個別の事例をひ
もとく起点としては有用である。本研究は、シエラレオネ内戦を理解するため、アフリカ
紛争研究の知見を利用し、仮説および分析視角を設定する。
(1)アフリカ国家論の問題意識
アフリカ紛争研究では、アフリカ国家論を踏襲した潮流がある。アフリカ国家論とは、
1970年代中葉から1980年代にかけて隆盛してきたアフリカにみられる国家のあり方を問う
政治科学の議論である。
アフリカ諸国が多く独立した 1960年代には、国家は経済発展の担い手として期待されて
いた。当時、途上国が貧困から抜け出して経済発展をするためには、国家が積極的な役割
を担うべきだとする傾向が強かった。しかし1970年代中葉以降、政府主導の輸入代替工業
化や大規模な国家戦略の失敗を受けて、次第に国家の役割に対して疑間が呈されるように
なる(落合2003b)。アフリカ国家論は、国家が担うべき役割を果たせなかった要因を求める
形で隆盛してきた。
ロパー ト・ジャクソン(Robert JacksOn)により提示された概念「うわべだけの国家J
(quasi―tate)は、こうした議論で共有されている国家像を端的に示している (Jackson
1990)。アフリカ諸国家は国際法上、国家として承認されており、近代国家としての制度も
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見かけ上は有している。それにもかかわらず、公的な国家機構は機能しておらず、制度は
麻痺している。うわべだけの国家は、アフリカでしばしば見られる、こうした国家の在り
方を示している。そうした国家の内部はいかに機能しているのか。為政者や政治エリー ト
はいかに統治を維持しているの力、 その統治はいかなる帰結をもたらしたのか。アフリカ
国家論は、そのような問いに挑んでいる。・
1970年代から1980年代のアフリカ国家論は、経済停滞の要因を、国家のあり方に帰し、
それを特定のグループによる自己利益の実現過程との関係において論じる傾向がある (遠
藤 2000)。ジャクソンとロスパーグ(Carl Co Rosberg)は、公的な制度ではなく、為政者と
寡頭支配層(oligarch)との間で築き上げられてきた非制度的な政治システムが、国家の統
治を規定しているとした。また、リチャー ド0ジョセフ(Richard A.Joseph)は、公職を私
的利益のために用い、そこから得られた資源を自分の帰属集団に分配する政治を「聖職禄
政治J(prebendal politics)と呼んだ (Joseph 1987、落合 2003b)。このように、アフリカ
国家論では、公的な機構を迂回し、別の形で機能する国家が描かれている。
(2)新家制国家と人脈
本研究では、そうしたアフリカ国家論の中でも、アフリカにおける国家の機能を説明す
るために、人脈に焦点を当てた先行研究に注目する。特に、「新家産制国家」(neOpatrimonial
state)の議論は、後にアフリカ紛争研究に重要な影響を与えることになる。
新家産制国家とは、さしあたり、「為政者を頂点とするタテの人脈を通じて統治が維持さ
れる国家」と定義できる。新家産制国家では、為政者が国家権力や富を独占・私物化 (家
産化)しており、統治にあたる行政幹部はその為政者に対して個人的に忠誠を誓うことで、
地位や物質的資源の分配にあずかつているとされる (武内 2009:49-50,54-55)。
では、以下に新家産制国家の系譜を辿ることにする。
「家産制国家」(「新Jはつかない)とは、スイスの政治思想家カール0ハラー(Karl Ludwig
von Haller)(1968～1854年)により提唱された概念である。ハラーは、中世の国家のよう
に 国 家 が君主 の私 的 な世 襲財 産 とみ な され る国家 を さ して家産 制 国家
(PatrimOnial―St aten)と呼んだ。中世の領邦国家では、支配者が統治手段を占有し、統
治権と所有権の区別、あるいは公法と私法の区別が存在しない。君主はその民と領土に対
して所有権を持ち、国家財政は君主の私的収入と考えられる。ハラーは、こうした中世的
国家を理想とし、絶対王政および市民国家 (自由主義・民主主義)の両方を否定するため
に家産制国家という概念を提唱した (高沢 1998)。
この概念はウェーバー(llax Weber)が用いて以降、広く知られるようになつた (Bakker
2006)。ウェーパーは、1922年の論文「支配の社会学」1の中で、家産制国家を、伝統的支
配に見られる一類型として提示している。ここでの家産制国家とは、一人の専制君主が家
父長的な権威として君臨し、それに個人的に従属する官僚が統治を担う国家のことを指す
(向井他 1979)。ウェーパーのいう家産制国家とは、近代国家の統治を説明するものではな
く、前近代的な国家に見られる統治のあり方を説明するために提示されたものであつた。
ウェーバーによつて提示された家産制国家の概念はアルスティッド・ゾルバーグ
(Aristide Zolberg)によつてアフリカ諸国家の分析に援用された(Zolberg 1966)。彼は独
立後の西アフリカ諸国に見られる政党政治の分析でウェーパーを引用し、ウェーバーのい
うような家産制システム(patrimOnial system)が西アフリカでも見られるとした。為政者
と従属者、あるいは支配集団とその従属者の間で個人的な忠誠をもとにした紐帯がつくら
れているというのだ。その状況をゾルパーグは「官僚制と新家産制の共存」と表現した
:遺稿論文集『経済と社会』に所収されている。その出版が1922年である。
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(Zolberg 1966:140-141)。ゾルバーグは独立したばかりの西アフリカ諸国に伝統的支配の
要素が見られるのは、独立以前の名残だとし、「そのやり方が常に用いられていたからだ」
としている。ゾルパーグは、国家機構内で個人的な組帯が作られていることを強調してい
る。
一方、ギュンタ∵・ロート(Guenther Roth)は、家父長的な権威についての議論を切り捨
て、個人的な紐帯は物質的な報酬に基づいているとする (Roth 1971[1968],増原 2010:
16-17)。ロー トはゾルバーグと同様、ウェーバーによる家産制国家の議論を新興国家にあ
てはめた。しかし、彼の言う家産制国家では「支配者の個人的資質への信頼は必要」とさ
れず、支配者と従属者は「物質的な動機や報酬などとわかちがたく結ばれているJとして
いる(Roth 1971[1968])。経済的利益の分配に基づき近代国家が統治されているというロー
トの議論は、その後多くの研究者に共有されていく。
ロートやゾルバークの議論では、近代国家においてもウェーパーのいう家産制国家に類
似した支配が行われていることが指摘されている(von Soet 2010:3,岡野20Ha:74)。そ
れに対し、「新家産制国家」の議論では、近代国家における経済的利益の分配を通した支配
が強調されている。家産制国家に「新」を冠し、「新家産制国家」の概念を提唱したのがジ
ャン0フランソフ・メダール(Jean―Fran9ois Mёdard)である(Mёdard 1982)。メダールが「新」
という言葉を関したのは、近代国家にも関わらず、家産制国家の様相を呈していることを
強調したかつたからだと思われる。
ウェーバーによる家産制国家の議論では、公と私の区別が存在しないと考えられている。
ロー トやゾルパーグは、その議論をそのまま近代国家へとあてはめた。それに対して、メ
ダールは、公的なものが私的な目的へと流用されているという点において近代国家の家産
制は従来の家産制は異なると考える。「公」は、ハラーが考える家産制国家にも、ウェーバ
ーが考える家産制国家にも存在しない。それに対して、新興国家には近代国家という枠組
みが与えられ、公的な制度が整備されている。その中で公私の区別が無力化され、公のも
のが私的な目的に利用がされる。公が私に流用されるという点を強調し、メダールは「新
家産制国家」という用語を提示したといえよう(Bach 2012:28)。
家産制および新家産制は区別することなく使用されてきたが、1990年代以降のアフリカ
国家論の中では「新家産制」という用語は定着してきたように思われる (Bratton and van
de Waal 1994,Chabal and Daloz 1999,Erdelllan and Enge1 2006)。以降、本研究での表
記は「新家産制」に統一する。本研究の執筆段階では、新家産制についての共通認識とし
て、以下のような定義を与えることができる。
新家産制とは、為政者が権力・財産。権益を、独占。私物化し、私的隷属者からなる統治機構を用
いて、領土や人民を支配する国家のあり方である.新家産制国家では、私物fヒされた国家機構や行
政機構を通じて、富。地位・契約・雇用・権益・職位など、様 な々「資源」が上層から下層へ配分
される。その代償として、下層から上層へは、支持・忠誠心・服従が提供される2。
この定義では、為政者と私的隷属者という個人の関係で国家が運営されることを示してい
る。その意味において、新家産制国家は上下関係のある人脈で運営されているともいえよ
う。
新家産制の研究潮流を見ると、1980年代前半ころまでは一定の評価を与えるものもあつ
た。たとえば、ルマルシャンは民族や階級で分断されている人々を国家という枠組みでま
とめあげる機能を見出している(Lettrchand 1972)。ジャクソンとロスパーグは、為政者が
自らの手腕によってうまく政治エリー トをコントロールし、私的な支配を確立するメカニ
2落合(2001a)に基づき筆者が作成(51-52)。
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ズムを描いている(Jakson and Rosberg 1982)。
しかし、1980年代以降、新家産制に対する認識は否定的なものに変化していく。経済停
滞、腐敗、制度の機能不全、権威主義体制、政治的暴力、クーデターの元凶と見なされる
ようになった (Chabal and Daloz,1999:83,Erdmann and Enge1 2006,Pitcher et al.2009,
Reno 1995a; 1995b, Sandbrook 1985; 1998 [1972], Szefte1 2000)。
(3)新家産制国家とノ1トロン=クライアント0ネットワーク
新家産制国家の議論と分かちがたく結びついている概念がパ トロン=クライアント関係
(patron―client relations)である。新家産制では統治のメカニズムとして重層的に組み合
わさるタテの人脈が想定されている。そのタテの人脈を概念化したのがパ トロン=クライ
アント関係といえる。
パ トロン=クライアント関係とは「二者間で成り立つ顔見知りの関係」であり、「社会・
経済的に上位の個人 (パトロン)が、自ら持つ影響力あるいは資源を用いて、下位の個人
(クライアント)に対して保護や利益などの恩恵を供与する一方、その見返りとしてクラ
イアントはパ トロンに従属する」関係と定義できる(Scott 1972)。単純化するならば地位
や財力が異なる二者間での相互依存関係といえよう。
新家産制国家でのパ トロン=クライアント関係を見てみよう。為政者は個人的に従属し
ている行政幹部なしには為政者たりえない。そのために為政者は彼らに資源を分配するこ
とでつなぎ止めておく必要がある。パ トロン=クライアント関係は為政者とその従属者だ
けで終わりではない。誰かにとつてのクライアントは誰かのパ トロンであるという関係を
通し、パ トロン=クライアント関係は連鎖的に繋がつている。地方の小ボスは、自らのク
ライアント (子分)を抱えるパトロンであると同時に、中央の大ボスのクライアントであ
る(栗本 2000a)。中位のパ トロンは高位のパ トロンに忠誠を尽くす。例えば、中央の政治家
が選挙に挑む際、そのクライアントである地方の有力者は、親族・職業・ 自発的結社のつ
ながりを利用し、中央の政治家のために集票する(Sandbr00k 1998[1972])。その行為は見
返りを前提としての行動である。
本研究では、パ トロン=クライアント関係からなる重層的なネットワークをパ トロン=
クライアント・ネットワーク(Patron―client network)と呼ぶことにする (以降は「PCネッ
トワーク」と略称する)。 図2-1は、新家
産制国家のPCネットワークを概念化した
ものである。新家産制国家の場合、PCネ
ットワークの頂点に立うのは為政者であ
る。その下にはクライアントが重層的に連
なっている。為政者は究極のパ トロンであ
り、資源を分配することでクライアントを
確保し、国家の支配を行う。様々なレベル
のパ トロンは、その地位を保つため、自ら
のパ トロンから分配された資源を、自らの
クライアントに分配する。一方、さまざま
なレベルのクライアントは、パ トロンの恩
恵を期待している。大衆レベルでも、人々
口2…1.PCネットワーク
は地縁や血縁などあらゆる人脈を通して、雇用・衣食住の支援・情報など生存に必要な資
源を、持てる者から引き出そうとする。クライアントヘの分配は社会的圧力ともいえる。
それは、下から上へのヒエラルキーを通じて、大きくなる (高橋 1998:48)。
PCネットワークの存在は、新家産制国家で前提とされている。しかし、その存在が実証、
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あるいは、例証されているわけではない。ある国家について、頂点から最下層までつなが
るPCネットワークが明らかにされているわけではない。PCネットワークや新家産制は、国
家の運営や統治のあり方を説明するための説明モデルとして、想定されているに過ぎない
(栗本 2000)。            ・
(4)PCネットワークの分裂としての武力紛争
国家の在り方を示すPCネットワークは、武力紛争の多発を受けて、その発生を説明する
ための説明モデルヘと発展した。1990年代、アフリカでの紛争多発を受け、様々な分野の
研究者が「武力紛争はなぜ起こつたのか」、そして、「それはいかに持続したのか」という
問いに挑むようになつた。新家産制やパ トロン=クライアント関係は、その分析の中で使
われるようになる(Chabal and Daloz 1999,Reno 1995a1 1998,Richards 1996a,武内2000,
2005,2009,栗本2000a;2000b)。
その分析の中で用いられたアイディアの哺矢となるのが、武力紛争が多発するはるか以前、
1972年に発表されたサンドブルック(Richard Sandbrook)の論文である(1998[1972]):サン
ドブルックは、PCネットワークの分析枠組みを用いて、民族対立や軍事クーデターといっ
た政治的混乱を分析しようとした。
サンドプルックが想定したのは、新家産制国家のような為政者へと収飲するネットワー
クではなく、複数のネットワークの併存状態である。中央には、複数の政治エリー トがお
り、彼らはそれぞれ支持基盤となる独自のPCネットワークを持つ。政治エリー ト同士の対
立はPcネットワークを通じて政治アリー ナの外部へと波及する。軍事クーデターは、軍部
にクライアントを抱える政治エリー トが、軍部にいるクライアントを動員し起こさしめた
ものだと理解できる。一方、地方で発生した民族対立は、中央による政治エリー トの対立
がPC関係を通して農村に波及したものだと理解できる。PCネットワークは、民族や地縁に
沿つて構成される場合が多く、PCネットワークに動員された集団の対立は外見上、「民族対
立」として表出される場合も多い(Sandbr00k 1998[1972])。
サンドブルックが察した 1960～70年代のクーデターや民族対立は比較的、犠牲者が少な
い。為政者の生命も奪われることが少なかっ
た。それに対して、1990年代の武力紛争は、
為政者、市民含めて多くの死傷者を出すもの
であつた(2000:20)。
武内進一は(1990年代の武力紛争の勃発
を、サンドプルックの議論を援用して説明し
ている3(2009)。政治的対立を複数のPCネッ
トワークの対立として説明した三夫土ブル
ックに対し、武内は、為政者に結びついたひ
とつのPCネットワークが複数に分裂し、それ
らが対立することで武力紛争が勃発すると
考えた (図2-2)。その引き金となったのが、
1980年代から1990年代にかけて見られた政
治・経済的な変化である。
3欧米を含め、新家産制やパ トロン=クライアント関係をもとにした武力紛争の研究は多くある(Chabal
and Daloz 1999,Reno 1995a,武内2000,2005 2009,栗本 0a,2000b).その議論で、共有された理
解を、最も端的に説明しているのが武内の研究といえる。
図2-2.分製するPCネットワーク
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(5)為政者を頂点とするPCネットワークを分裂させた誘発要因
一般的に、1990年代の武力紛争には、経済・政治の両側面において誘発要因があつたと
される。
まずは、経済的な要因である。1970年代に発生した2回の石油危機により、世界的に経
済は停滞した。それにより、アフリカ諸国の主要産品である一次資源の世界市場価格が低
下した。その一方で、原油価格の高騰に伴う物価上昇により、輸入品の価格が高くなった。
輸出入のパランスが崩れ、アフリカ諸国は、経済成長の減速や財政赤字、対外収支の悪化
を経験することとなった (高橋・正木 2004)。    ・
その結果、累積債務は増大し、アフリカ諸国は軒並み、欧米日の債権国と債務繰り延ベ
交渉に入らざるを得なくなった。交渉の前提条件としてアフリカの累積債務国が受諾せざ
るを得なかったのが、国際通貨基金(International Monetary Fund:IMFDが提示する「構
造調整プログラム」(structural adjustment program)と呼ばれる経済改革プログラムであ
る(勝俣2000)。
構造調整プログラムは対象国の政策を直接縛る性格を持つていた。このプログラムでは、
アフリカの経済の停滞ないし破綻の原因を、アフリカ諸国が独立以来採用してきた非効率
な公営企業、そして、これらの部門を外国との競争から保護する貿易・投資管理政策、都
市住民の生活費を抑える補助金等に求め、これらの制度上の障害を取り除き、市場主義的
経済原理を導入することで経済回復を成し遂げよう、というシナリオに立脚していた。ILIF
や世界銀行(World Bank)の専門家が立案したこのシナリオは、きわめて一律的にアフリカ
諸国に課されていつた(勝俣2000)。           .
武内は、経済停滞や構造調整プログラムが、PCネットワークを維持するための資源を減
少させたと考えている。新家産制国家では、国営企業が生み出した利潤の私的な流用、許
認可権の供与に対するリベート、援助の流用など、国家機構を利用した私的利益の追求が
行われていた4.高次のパ トロン (為政者をはじめとする政治エリー ト)は、それらを資源
の入手元とし、クライアントに資源を分配していた。経済停滞により、資源の量は減少し
た。さらに、構造調整プログラムにより、資源の獲得元は制限されていつた。
次に政治的要因である。1990年代、先進国の援助政策の変化により民主化しない政権に
は援助を与えない方針となった。アフリカ諸国はその圧力に抵抗できなかった。一党制や
軍政下にあつた国々が次々と複数政党制に移行した。1989年にはアフリカ 48カ国のうち
29カ国が一党制であつた。しかし、わずか4年後には一党制は消滅している(武内2005:91)。
武内は、民主化がPCネットワークの分裂を導いたと考えている。複数政党制の導入によ
つて、それまで為政者に従属していた政治エリー トは、野党指導者として台頭した。すな
わち、為政者のPCネットワークから自律的な立場に立つこととなつた。そこに大衆の支持
が集まれば、彼らは独自の資源を獲得し、従来の指導者を脅かす。他方、選挙では大衆の
投票行動が大きな意味を持つ。そのため、PCネットワークは大衆をより深く組み込む形で
再編された (武内2009:62)。
武力紛争は、政治エリー ト間の対立にクライアントが動員され、武装されることで勃発
したと説明できる(武内2000、2009)。
(6)武内の説明が持つ問題点
この説明は、若干の修正を加えればアフリカで見られた大半の武力紛争が説明しうる。
4国家が市場介入することで利益を得る方策はBates(1984:2008)が詳しい。
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確かに、リベリア、コンゴ共和国 (プラザヴィル)など、多くの事例がこの説明と類似し
ており、武力紛争の勃発を説明するには妥当な説明モデルといえる。
しかし、武内の説明モデルは、武力紛争の発生を説明することを目的としており、内戦
が勃発してからの経過を説明するものではない。ゆえに、内戦中に見られたカマジョー /CDF
の変化を考察する本研究では、この説明モデルをそのまま援用するわけにはいかない。内
戦の勃発がPCネットワークで説明できるとしても、内戦発生後の変化を説明するには、説
明モデルとして不十分である。
第一に、武内は、注目する人脈を、タテの人脈 (パトロン=クライアント関係)に限定
している。紛争の勃発を説明するためにはそれで充分であつた。一方、内戦の経過を説明
するために検証を要する人脈はタテの人脈だけとは限らない。
バヤール(Jean―Fran9ois Bayart)によると、アフリカの社会政治現象の背後には、横断
的な人脈があるという。国家の規模が小さいアフリカ諸国では官民間わずエリー ト層は顔
見知りである。彼らは共謀することで国家機構からの収奪を行い、私的利益を追求してい
る。例えば、政治家は企業家に対して、天然資源の独占的採掘権の供与、港湾施設や空港
の使用料の不正免除、密輸の黙認といつた便宜を供与できる。それに対して企業家は、政
治家に対して一定の見返りを提供する。そうした官民エリー トによる共謀と、国家機構の
収奪がアフリカ国家をして機能不全に陥らしめたとバヤールはいう(Bayart 1993[1989])。
いわば、エリー ト層を結びつける人脈ネットワークが国家の在り方と密接にかかわつてい
るというのだ。
ただし、パヤールが主張するのは、エ リー ト層を結び付ける人脈ネットワークだけでは
ない。アフリカ諸国家では社会のあらゆる階層が人脈で結びつけられているという。人と
人とのつながりは、相互扶助集団、同郷会、友人・親族関係、政治・宗教・職業団体、同
好会から商売上のつながり、パーでの飲み友達などあらゆる場所で形成される。エリー ト
間のネットワークはさらに大きなネットワークの一部に過ぎない。そうした人脈を駆使す
ることによって国家は機能しているとする。パヤールはこうした人脈で運営される国家を
「リゾーム国家(Rhizome State)」と名付けた。中心も起点も終点もなく、日に見えない地
下において多方に錯綜するリゾーム (地下茎)に例えたのである。リゾーム国家では、公
的な制度や手続きよりも、人脈を通じて機能するとされた(Bayart 1993:219,大林 1996:
125)。
このようにアフリカ諸国で機能する人脈とは、タテの人脈だけとは限らない。パ トロン
=クライアント関係はリゾーム状の人脈の一部といえよう。ただし、それだけに注目して
は、紛争中に見られた変化を見落とす可能性がある。
武内による説明モデルが持つふたつめの問題点は、人脈が変化する動態を描けていない
ことである。武内の研究目的は紛争の勃発の説明であつた。その場合、PCネットワークの
分裂と捉えるだけで十分だろう。他方、紛争の経過を考察する場合、PCネットワークおよ
びリゾーム上の人脈を、絶えず変化し続ける存在として捉える必要がある。
(7)問題の解決方法
上述の問題点を克服するため、本研究ではマッツ・ ウタス(Mats Utas)の議論を用いるこ
とにした。ウタスはリゾーム状の人脈を、単に「インフォーマル・ネットワーク」と呼ん
だ(inforalal network)。ウタスによると、アフリカでは、政治でも経済でも、何か物事が
行われようとする時、公式な機能ではなくインフォーマル。ネットワークが機能している。
国家の公式な意思決定であれ、薬物や武器の取引であれ、物事を動かすのには表舞台に出
てこない人脈が機能しているという(Utas 2012)。
ウタスによると、こうした人脈では、私的な影響力を用いて物事を動かす能力を持つた
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「ビッグマン」(big un)の役割が大きいという。ウタスによると、ビッグマンとは、従属
者の面倒を見るという非公式で個人的な資質に基づいて集団行動を命令したり動員したり
する影響力を持つている人物だと定義できる。その影響力は「制度や社会・歴史的な文脈
に依拠しているわけではなく」、あくまで個人的な資質にあるとする(Utas 2012:6)5。
ウタスのいうビッグマンの概念はPCネットワークにおけるパトロンとほぼ同義だといえ
よう。ただし、ウタスはビッグマンの概念を持ち出すことにより、これまでのPCネットワ
ークの議論では問題視されなかつたパトロンの特性を描き出した。
第一に、ビッグマンは迫従者 (クライアント)をコントロールしているわけではない。
もしビッグマンが経済的利益や社会的な安全を提供できないのであれば、追従者は容易に
ビッグマンのもとを離れる。追従者は常にビッグマンに従属しているわけではなく、自由
に選出できる。つまり、ウタスは、パ トロン=クライアント関係は流動的であり、頻繁に
組み替えられると考えている(Utas 2012:8)。このことは、PCネットワークも常に組み変
えられる存在であることを示している。
第二に、パ トロン=クライアント関係は常に存在しているわけではなく、必要な時に動
員される。ビッグマンは、追従者 (クライアント)を必要な時に動員できる「ゆるやかな
人脈」(loose sOcial web)を有している。ビッグマンは、一定の行動を起こそうとする時、
迫随者を動員する。また、その行動が終わるとパ トロンとクライアントの関係は解消され
る。ウタスは、ネットワークは立ち現われたり、消失したりすると考えている(Utas 2012:
8-9)。
ウタスの解釈によると、ビッグマンはリゾーム状の人脈を有しているものの、それは常
に可視的なものとは限らない。何らかの行動を起こすためにビッグマンが人脈を駆使して
はじめて、ネットワークははじめて可視化すると考えられている。おそらく武装勢力も同
様であろう。武装勢力も、形成されようとする時、ビッグマンによる動員が行われ、武装
勢力として可視化されていくものと思われる.
第二に、ネットワークの中で活躍する人物も同じとは限らない。ビッグマンは物事を起
こす際に、結節点(nOde)として作用する。ある人物の影響力が物事を遂行する際に重要で
あれば、その人物はビッグマンとして台頭する。しかし、その役割が低下すればネットワ
ークからは離れていく。クライアントも同様である。クライアントもネットワークに参入
したり、退出したりする(Utas 2012:13).
PCネットワークという分析枠組みは、武力紛争の勃発を捉える際には有用である。しか
し、武力紛争の経過を見るには、パ トロン=クライアント関係というタテの人脈だけを見
ていては不十分だと思われる。ウタスはビッグマンの概念を持ち出すことにより、従来の
議論では問題視されていなかつたPCネットワークの流動性を指摘している。武内のいうよ
うに武力紛争がPCネットワークの分裂として発生するのであれば、武装勢力は 1つの PC
ネットワークとみなすことができる。本研究で論じるのは、内戦を通してリゾーム状に広
がる人脈の中から武装勢力というPCネットワークが浮かび上がり、変化するプロセスであ
る。
第2節。本研究の仮説
本研究では、武内の議論を踏襲し、カマジョー /CDFをPCネットワークとして捉える。各
6ビッグマンとはオセアニア研究を行つた人類学者サーリンズ(Marshall Sahlins)によつて整理された概
念であり(Sahlins 1963:289,Utas 2012:6)、それを明示的にアフリカ政治研究に応用したのはメダール
である (MOdard 1992 cited in Utas 2012:7).
第2章仮説の構築と分析枠組みの設定   28
目2-3.本研究の仮脱
① カマジョー は、チーフダムを基盤とし、複数のチーフダムで作ら
れた。
AAヘハ Aヘ
② 一部が連携をし、統合を重ねることによつて、より大きなPCネットワーク
が組み上げられる。複数のPCネットワークが組み上げられ、それらは競合する。
③ その中で、優位なPCネットワークが現れる。
:優位なネットワーク :
●ヽ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
=
④ 優位となったPCネットワークを中心として、他のPCネットワー クが統合さ
れる。
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地で組織されたカマジョー は、小さなPCネットワークとして捉えることができる。
・
またCDF
はそれらが統合して形成された大きなPCネットワー クと捉えることができる。本研究では、
複数のPCネットワー クが、いかに大きなPCネットワークヘと収飲していくのかを論じる。
カマジョー /CDFの変容は、分散していたPCネットワークがまとめあげられながら、ひとつ
の勢力CDFへと収飲していくプロセスであるというのが本研究の仮説である。
この仮説を図式化すると図2-3のようになる。内戦中に作られたカマジョー は、チーフ
ダムを基盤とした自警組織である。つまり、PCネットワークの長は、それぞれのチーフダ
ムの長であつた (図2-3①)。 しかし、カマジョー はチーフダムを越えて連携し、統合を重
ね、より大きなPCネットワークとなる。その結果、複数のPCネットワークが組み上げら
れ、それらが競合することになる (図2-3②)。 その中で、優位なPCネットワークが現れる
(図2-3③)。 その傘下として、他のPCネットワークがその傘下に統合される (図2-3④)。
PCネットワークがくみ上げられるときに機能したのが、リゾーム状の人脈ネットワーク
だと考えられる。カマジョー で重要な役割を果たした人物たちは、ローカル、ナショナル、
トランスナショナル、グローパルな人脈を有しており、それらを駆使することによつて活
動してきた。彼らは、リゾーム状の人脈を駆使しながら、現状に対する打開策を模索して
きた。その過程で、これまでは無縁であつた人々が接合されていつた。それを繰り返すこ
とで、複数のPCネットワークは統合を重ね、CDFというひとつの人脈ネットワークとなっ
たのではないだろう力、その中で、CDFのリー ダーとして上り詰めた者は、勢力を運営する
ための資源を獲得するチャンネルを維持し、資源を従属者に分配することによつてり.―ダ
ーの立場を保つたと考えられる。
従来の理解では、政治エリー トを頂点としたPCネットワークはすでに存在しており、ク
ライアントが置き換わることで、武装勢力が作られたと捉えられてきた。それに対して、
本研究では、内戦中に草の根から生まれた自警組織がくみ上げられ、その中から高次のパ
トロンとも呼びうる存在がのし上がっていくプロセスを描く。   ・
もちろん、この仮説は、カマジョー /CDFの変化を単純に描きすぎており、過度な単純化
という批判を受けるかもしれない。ただし、単純化することは一般化の可能性を与える。
内戦の中で、ローカルな組織が力をつけていつた例は多数ある。コンゴ民主共和国では地
元の民兵であつた「マイマイ」(Maimai)が武装勢力のひとつとして台頭している。また、
内戦後のスーダンでは、反政府勢力「スーダン人民解放軍」(Sudan PeOple's Liberation
Army:SPLA)に参加した戦闘員が、呪術師により動員されている。このようにローカルな勢
力が拡大するのは、各地の内戦で見られる。こうした勢力の躍進はいかに説明できるの力、
そのことを論じるのはアフリカ紛争研究への貢献にもつながる。
第3節.分析視角
上述の仮説を実証するためには、いかなる点に注目して事象を検討しなければならない
の力、本研究は、カマジョー /CDFというPCネットワークの変容を考察するために3つの分
析視角を設定した。
第一の分析視角は「人脈Jである。武装勢力の中で、いかなる人物が優位に立ち、その
人物やその周辺にいる人物 (幹部)は、いかなる人脈を活用しているのかに注目する。上
層部の変容に注目することによつて、人脈ネットワークの変化を明らかにする。
第二の分析視角は権力閾争である。武装勢力内では、幹部同士は権力開争を展開してい
ると考えられる。高次のパ トロンになるためには資源を獲得する必要がある。一方、資源
の獲得元を失った幹部は淘汰される。そのため、幹部構成はしばしば入れ替わると考えら
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れる。そのため、人脈の背後にある権力聞争を見る必要がある.
第二の分析枠視角は組織の在り方である。アフリカ国家論では、公的な国家機構を迂回
し運営される国家の在 り方が描かれてきた。シャパル (Patrick Chabal)とダロー
(」ean―Pascal Daloz)は、公的な国家機構が機能せず、汚職や政治暴力が蔓延し、法的な秩
序も保たれていない国家の中で、巧みな操作で自らの利益を誘導する政治エリー トの手腕
を指して「無秩序の政治的道具化J(political instrul■entalization of disorder)と呼ん
′ゴ(Chabal and Daloz 1999)。
武装勢力の中でも同様の手腕が駆使されているといえる。武装勢力の内部にいるものは、
内戦の中で、巧みな操作で自らの利益を誘導しているといえる。たとえ、武装勢力内で、
効率的制度や組織が作られているとしても、公的な国家機構と同様、迂回され、無力化さ
れていると考えられる。もしそうならば、幹部が自らの利益を誘導する手腕や、それが組
織にもたらす帰結についても考えねばなるまい。それらを明らかにするために注目したの
が組織の在り方である。組織のあり方として本書が以下の三点に注目した。
第一に、資源 (軍事物資・生活物資・資金)の調達と分配方法である。武装勢力が活動
するためには軍事物資・生活物資・資金が必要である。‐本書はそれらをまとめて「資源」
と呼ぶことにした。武装勢力がPCネットワークで成り立っていると考えた場合、武装勢力
が必要とする資源は、個人によつて獲得され、その個人が持つPCネットワークに沿つて下
位へと流れることになる。資源を入手する者はパトロンとして君臨することができる。
つまり、資源は、武装勢力が戦闘を継続するために必要であるだけでなく、資源を獲得
するパ トロンがクライアントをつなぎとめておくためにも必要なのである。そのため、武
装勢力全体への資源の分配は、資源を獲得する個人の思惑に規定されることになる。その
ため、誰により、いかなる方法で資源が調達され、いかに資源が分配されているかを知る
ことで武装勢力の維持のされ方を知ることができる。資源を調達する人物の変化、資源の
調達方法、資源の分配方法の変化は、カマジョー が統合され CDFとなるプロセスと密接に
かかわると思われる。
第二に、戦闘員の動員方法に注目する。PCネットワーク下では資源は人脈に沿つて流れ
ている。資源を有する者は戦闘員 (クライアント)を私的に従属させることができる。パ
トロンは、クライアントをコントロールしているわけではない。クライアントは自由にパ
トロンを選ぶことができるため、パ トロンはクライアントを繋ぎ止めておかなくてはなら
ない。ゆえに、様々なレベルのパ トロンがいかに戦闘員を獲得し、繋ぎとめているのかを
明らかにする必要がある。
第二に、命令系統に注目する。私的な従属者として用いるためには堅固な組織体制があ
ってはならない。命令を組織的に遂行するための効率的で合理的な組織化がなされている
場合、部下を私的に用いることはできないからである。そのため、武装勢力内では、様々
なランクに位置するパ トロンが組織構造を迂回したり、組織の構造改革を拒んだりすると
考えられる。こうした理由から命令系統、組織構造に注目する。
以上、本研究では、人脈、権力闘争、組織のあり方という3つの分析視角から、カマジ
ョー /CDFを論じることにする。
第4節 シエラレオネという事例
(1)仮説、および、分析視角の妥当性
本研究の仮説、および分析視角が、カマジョー /CDFの分析に有効であるためには、シエ
ラレオネという国家が新家産制の様相を呈しており、シエラレオネの社会がパ トロン=ク
ライアント関係に基づいていることが前提となる。この前提がなければ、仮説も分析視角
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も有用ではない。本節では、その前提が妥当であることを先行研究から示す。
第一に、新家産制はシエラレオネを分析するにためにしばしば用いられている(Claphalll
1982,Kandeh 1992,Reno 1995b:1998)。クラプハム(Christopher ClaphaOは、資源の分
配を通じて為政者が従属者を獲得する政治は、独立以前から見られたと指摘している
(Claphall1 1982)。また、レノ(William Reno)は、シエラレオネの為政者が新家産制国家を′
維持するために、いかに資源を入手するかを描いている(Reno 1995b)。
第二に、パ トロン=クライアント関係を分析概念として用いる研究も多い。
カンデ(Jinmly Kandeh)は、パ トロン=クライアント関係は労働者や農民にも行きわたつ
ており、彼らは地元の有力者や中央の政治家をパ トロンとして頼り、援助を求めていたと
する(Kandeh 1992:95).ベーターズ(Krijin Peters)`によると、シエラレオネには、教育
を受けるために、裕福な親戚や親のパ トロンから学費の提供を受ける者もいる。こうした
学生は、学費と引き換えに、パ トロンのために働く。休暇中にダイヤモンド鉱山で働いた
り、住み込みで農業や雑用を行うのである(Peters 2004:20)。これらの研究では、シエラ
レオネ社会に見る人間関係がパ トロン■クライアント関係とも呼べるものであることを示
している。    ・
パ トロンを見つけ出し、その人物に忠誠を誓うことは、セイフティ・ネットとしての側
面を持つ。シエラレオネには「自分自身で自立できる人間なんていない、誰もが誰かに支
援されている」という言葉がある (Fithen and Richards 2005:122)。雇用が限られ、現
金収入が不安定なシエラレオネでは、人びとはパ トロン=クライアント関係を作り上げる
ことで、自らの安全や生活の保障を確保してきたといえる。
(2)新家産制、およびパトロン=クライアント関係とシエラレオネ内戦
新家産制やパ トロン=クライアント関係が、シエラレオネの分析に有用だといえども、
シエラレオネ内戦の勃発は、武内のいうような為政者を頂点としたPCネットワークの分裂
として理解することはできない。アフリカに見られる多くの内戦では、閣僚や大統領候補
者など政治エリー トが武装勢力を形成している。それに対して RllFは学生運動の過激派よ
り生まれている。よつて、PCネットワークの分裂という理解は妥当ではない (落合 2003b)。
ただし、新家産制の枠組みを、武内とは別の形で用いることでシエラレオネ内戦の勃発
を説明した研究がある。ポール・ リチャーズ(Paul Richards)は、RllFを国家のPCネット
ワークより排除された者が、農村のPCネットワークから排除された人々を率いるごとによ。
つて形成されたと理解している。その主張は以下のように要約できる。
新家産制国家ともいえるシエラレオネは、1980年代、経済悪化や海外援助の減少に直面した。その
結果、為政者からの資源の分配が不足した。為政者からの資源は、奨学金や保健衛生など社会サー
ビスという形で分配されていた。また、医者。教師を含む公務員も補助金の提供やコメなどの食料
配給により恩恵を受けていた (給料は生活できる額ではなかった)。 経済悪化により、為政者からの
恩恵で維持されていた国民の生活がままならなくなり、大衆、特に若年層の不満が高まつた.国家
による恩恵から排除された「インテリ層JによつてRUFは形成された.RUFの初期メンパーは、大学
出の無職者や地方に左遷された教師などであつたヽ 彼らは国家に対する不満から反政府活動に身を
投した。彼らによつて形成されたRUFは、農村部の若年層を多く吸収した。その若者の多くは、村の
指導層の思恵を受けられづ3、 搾取の対象となった者達であつた。 (1996a:34-37).
6 RUFの形成に関わつたものの多くは、インテリ層とはみなせず、教育水準も低く定職さえない、およそ権
力やエリー ト的価値とは無縁な生活をしている人々だつたという理解 もある(Bangura 1997,Abdullah
1998, Abdullah and Muana 1998).
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また、ペーターズは、経済悪化によつてパ トロンの恩恵を受けることができなくなつた
者が RtlFに参加したと述べている.経済悪イヒによつてパトロンの収入は減少した。彼らに
頼つて就業や就学の機会を得ていた (あるいは、生活をしていた)若者は路頭に迷うこと
になつたもそうした者をRUFは吸収したとペーターズはいう(Peters 2004:20)。
ウィリアム・マーフィー(Willial■Po Murphy)は、RllFの一般戦聞員はパ トロン=クライ
アント関係を形成していたと考えている。RllFでは様々なレベルの上官がパ トロンとしての
役割を担った。PCネットワークの末端に位置する子ども兵は上官をパ トロンとし、彼らに
忠誠を誓つていた。彼らは略奪品を上納したり、チェックポイントや支配地域の警備をす
ることで上官に仕えた.その引き換えに子ども兵は、安全や保護、食料、生きるための手
段 (戦闘の技術や道具)を受け取つたとする(Murphy 2003)。一章で述べたように、CDFの
人間関係も、同様にパ トロン=クライアント関係で捉えることができる。
内戦の勃発がPCネットワークの分裂で説明できないとしても、シエラレオネ内戦は、ア
フリカの紛争で一般的に見られる特性を備えている。新家産制およびパ トロン=クライア
ント関係は、その二つと言える。政治エリートにより武装勢力が形成されなかつたシエラ
レオネは、内戦が長期化する中で見られる変化を分析する格好の事例と言える。政治エリ
ー トでないとすれば、いかなる人物が内戦中に勢力を拡大したのか。そのプロセスは、い
かに達成されたの力、 彼らはいかに資金、人員、内戦のノウハウを獲得し、武装勢力を運
営したの力、 カマジョー /CDFの分析はこれらの問いにアプローチすることを可能とする。
これらの問いに答えることにより、広くアフリカの武力紛争に対する示唆を得ることがで
きる。
第5節 検証の万法
PCネットワ‐クは、顔の見える関係であるパトロン=クライアント関係に基づいている。
しかし、CDFは大規模な人員を有しており、正式に武装解除を受けた戦闘員だけでも3万
7000名に及ぶ(要件を満たさなかつたため、DDRに参加していない戦闘員も多い)(Thusi and
Meek 2003)。組織全体の変容を追つても、PCネットワークという人と人との関係が把握で
きる規模ではない。筆者は仮説を立証にあたつて二つのレベルでPCネットワークを追うこ
ととした。
(1)第一のレベル:CDF全体のPCネットワーク
第一のレベルは、CDFのPCネットワーク全体の考察である。その際に注目したのは、シ
エラレオネ特別裁判所に訴追された二人の人物である。
シエラレオネ特別裁判所とは、「1996年H月30日〔アビジャン和平合意締結〕以降、シ
エラレオネ領域において行われた国際人道法とシエラレオネ法の重大な違反に対して最も
責任を有する者を訴追」(特別裁判所設立協定第 1条)するという目的のもと、2002年に設
立された。国軍および各武装勢力から数名ずつ、指導的役割を担つた人物が訴追されてい
る (望月20H:125)。
CDFからは3人が訴追されている。一人目がサムエル・ヒンガ・ノーマン(Samuel Hinga
Norman)である。ノーマンはカバー政権下で国防副大臣(Doputy Minister of Defense)や内
務大臣(Minister Of lnternational Affairs)の経験がある。彼は、CDFの「国家調整役J
(National Coordinator)と呼ばれ、事実上のリー ダーシップを握つた。二人目がアリウ・
コンデワ(Aliu Kondewa)である。コンデワは、内戦中にイニシエーターとして名を馳せ、
第2章仮説の構築と分析枠組みの設定   33
1997年以降、CDFの司祭長(High Priest)となつた。二人目が、モイニナ・フォファナ(Moinina
Fofana)である。フォファナは、1997年から戦争担当長(Director of War)として台頭して
きた。
この二人が CDFで中心的な役割を担ったことは明白である。本研究では、この二人がい
かに台頭してきたかを論じることで、カマジョー/CDFの変容について全体像を把握するこ
ととする。
写真 2-1.
サムエル・ヒンガ・ノーマン
写真2-2.
アリウ・コンデワ
(2)第二のレベル :ある司令官のPCネットワークはいかに構築されたのか
全体像としてカマジョー/CDFの変容を把握できたとしても、それではPCネットワークが
いかに機能しているかは十分検証できない。組織の規模が大きすぎるからである。そのた
め、第二のレベルとして、ある司令官のPCネットワークを考察することにした。
筆者は、「スパロー」(“Sparrow")と呼ばれる司令官の協力を受け、調査を行った。彼
は自分の上官から戦闘員まで様々な人物を筆者に紹介してくれた。つまり、彼のPCネット
ワークに対し、筆者は頂点から末端まで接することができたのである。
スパローはCDFの中でも、幹部とい
える存在である。彼 の PCネッ トワー クは、CDFのPCネッ トワー クの一部 とい える。 この
PCネッ トワー クがいか に運営 されたか を見 ることで、カマ ジ ョー/CDFにお ける PCネッ ト
ワー クの在 り方を明 らかにで きる。
頂点にいる司令官スパローの経験を明らかにすることは、パ トロンの役割を知ることに
つながる。いかにスパローがその地位を獲得したのか。いかに彼は資源を調達したのか。
いかに人員を獲得したのか。いかに権力闘争に巻き込まれ、生き抜いてきたのか。そうし
た経験を論じることにより、CDFのパ トロンの役割を考察する。
なお、スパローは自伝を執筆しており、彼の経験を広めることは自伝を出版する契機に
つながると考えている。スパローはそぅした意図のもと、筆者が彼の経験を博士論文で記
すことを許可した。
他方で、スパローの下にいる戦闘員の経験を聞くことにより、クライアントがいかにパ
トロンに頼り、いかにパ トロンを選び取つているのかを知ることができる。
スパロー、おょび彼のPCネットワークに参加する者の経験を描くことで、カマジョー /CDF
の持つPCネットワークの在 り方を明らかにしていく。このレベルでの分析を通して、カマ
ジョー/CDFでは、いかにPCネットワークが機能しているかを示す。
写
=2-3.モイニナ・フォフアナ
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第6節 議論の進め方
本研究では、カマジョー /CDFの変容を、PCネットワークの変容と捉えている。その妥当
性は、カマジョー /CDFの変容を確認することで明らかにする。そこでの議論の進め方を大
まかに示していく。
まず、3章で、本研究が採用した調査手法・研究方法について確認する。カマジョー が
CDFへと収飲するプロセスを検証するために筆者が行なつた調査や本書の記述方法などに
ついて説明する。
4章ではカマジョー /CDFを理解するために必要な背景情報を提示した。メンデ人の概要、
カマジョー の基盤となった行政区分チーフダム、イニシエーターを輩出することとなった
呪医およびイスラム知識人、内戦の要因について俯賊している。
5章から10章は、いく・つかのフェーズに分けてカマジョー /CDFの変容を記述する。その
際に注目したのが、3つの分析視角である。
第5章では、内戦が開始したモモ政権期からhPRC政権期前半まで (1991年3月～1994
年頃)の動きを確認する。RUFの侵攻に直面したモモ政権は、その対処のため、さまざまな
方策を取つた。その中には、国軍の増員、外国への支援要請、隣国リベリアからの難民の
武装イヒ、現地住民の動員が挙げられる。NPRC政権期には、現地住民の動員が行われた。こ
の時期は、カマジョー が現れる前史と位置付けることができる。
第6章では、NPRC政権中期・後期 (1994年頃～1996年3月)の動きを確認する。この頃、
グリラ戦に転換した RllFに対し、住民は自警を始めるようになり、チーフダムを基盤に狩
人民兵が形成されるようになつた。特に、グリラ戦の中心地となったメンデ人地域では、
その傾向が強く見られた。ボンス県で形成された狩人民兵の一派は加入儀礼を考案し、「カ
マジヨー 」として台頭した。本章で確認される動きは、チーフダムを基盤としたPCネット
ワークが各地で形成されるようになる動きといえる。
第7章では、カバー政権期 (1996年3月～1997年5月)の動きを確認する。この頃、狩
人民兵はチーフダムを越えた連携を繰り返す。ほぼ同時期に、加入儀礼が広まり、メンデ
人の狩人民兵はおしなべて「カマジョー 」と呼べる存在になつた。各地のカマジョー が連
携と統合を繰り返すことにより、大きな勢カヘと拡大するカマジョー が現れた。本章で確
認する動きは、分散したPCネットワークが徐々に統合されていくプロセスである。
第8章と9章では、1997年5月25日に発生したクーデター以降の流れを追う。このクー
デターによリカバー大統領はギニアヘと亡命した。クーデター後に設立された軍事政権
AFRCはRUFと連合政権を組む。それに対してカマジョー は、カバー政権復帰を掲げて敵対
することになる。
8章では、リベリアとの国境からAFRC/RllFに対して戦いを挑んだカマジョー を取り上げ
る。この章で描くのは1つのPCネットワークが優位に立つプロセスである.このカマジョ
ーは、民主主義の復権とカバー政権の復帰をプロパガンダとして掲げた。彼らは、各民族
の狩人民兵が連帯することでカバー政権復帰を試みるという大義名分を強調し、「市民防衛
軍」(CDF)を名乗るようになった。各地のカマジョー もその動きに呼応していく。この活動
によつてカマジョー は政府系勢力としての立場を得るようになる。
この頃のカマジョー /CDFの活動は、彼らが政府系勢力としての立場をコンセプト上、築
きあげたという意義がある。しかし、組織としては体裁を整えているとはいえなかつた。
コンセプトはあったものの、形は伴つていなかった。
9章では、AFRC/RllFに対するシエラレオネ内陸部からの戦いに注目する。本章では8章
で確認したPCネットワークが弱体化し、別のPCネットワークが台頭するプロセスである.
この頃、カマジョー /CDFの活動の中心は、シエラレオネ内陸部の町タリアを拠点としたカ
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マジョー に移る。このカマジョー で活躍した者は、カバー政権復帰後、国家レベルでの幹
部とした台頭することとなつた。この章が描くのは、CDFの中核を占める一つのPCネット
ワークが優位を占めるプロセスである。
10章では、カバー政権復帰後から内戦終結までの流れを追う(1998年3月～2002年1月)。
この頃、AFRC/RllFを駆逐したCDFはフリー タウンおよび各都市に事務所を構え、政府系勢
力として形を整えていく。その際、タリアを拠点としたPCネットワークが、他のPCネッ
トワークを従属させる形で CDFが形成されていった。しかし、一度は、政府系勢力として
確立したCDFのPCネットワークであったが、内戦の終息とともに解体されることになる。
本章で確認するのは、台頭したPCネットワークを中心として、分散したPCネットワーク
が取り込まれるプロセス、および、統合されたPCネットワークが内戦が収束するにつれ解
体されるプロセスである。
以上、5章から10章にかけてCDFの変容のプロセスを記述している。ここまでは第一の
レベルである CDFの全体像の変容に注目して記述を展開している。また、第二のレベルで
ある司令官スパローのPCネットワークについても、中で挿入する形で示している。
H章では、PCネットワークの中で構成員が移りゆくさまを描くために、いくつかのライ
フヒストリー を提示した。PCネットワークは再編を繰り返し、中にいる人物も参入や退出
を繰り返す。H章では、カマジョー /CDFに関わつた者のライフヒ不トリー を通して、その
変化の様を描くこととした。ライフヒストリー を提示することにより、カマジョー /CDFの
PCネットワー クが、そこに参加する人物が参入や退出を繰り返し、流動的に維持されるネ
ットワークであることを示す。
終章では、仮説の立証を確認に加えて、若干の議論を行なう。カマジョー ノCDFの変容を
検証することで得られた知見は単に仮説の検証に有効なだけにとどまらず、シエラレオネ
内戦や現代アフリカの紛争を再考するための手掛かりを与えてくれる。結論では、これま
での議論をもとに、過去の研究蓄積のいくつかを批判的に検討し、新しい知見を与えるこ
とに・する。
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第3車
■査・研究の手法
本章では現地調査の手法、および、仮説を実証するための論証方法を記述する。
第1節現地調査の概要
カマジョー /CDFの変遷を明らかにするため、筆者は現地調査を行つた。現地調査は、聞
き取りが中心となつた.武力紛争を研究する場合、現地の情報を把握する文書資料が限ら
れてくる。通常、現地の情報は断片的なものしかなく全体像を相むことが難しい。本研究
では、既存の文書資料に加えて口述資料を用いてカマジョー /CDFの変遷を再構成した (本
文中で、日述資料を指す場合「語り」あるいは「証言Jという言葉を用いた)。 現地調査は
何回かにわけて行つた。2∞7年からの5年間、毎年、シエラレオネおよび隣ロリベリアで
日査を行つた。リベリアとシエラレオネの位置関係については、図3-1を参照されたい。
|
■卜1 シエラレオネとリベリアOLEE●
(Jロメヽ)http://ne口so bbco co.uk/2/hi/africa/8171295。st■
筆者が大阪大学博士課程で研究を始めた当初の計画では、シエラレオネ内戦(1991-2002
年)だけではなく、リベリアの内戦 (第一次内戦[1991-96年]、 第二次内戦[2000-03年])
も調査の範疇であった。両国の内戦では、武装勢力が隣国を利用しながら活動している。
筆者は、内戦の発生や長期化に、いかに隣国が関わつているのかを明らかにしようとしたヽ
現地調査は、その関心に沿つて行つたが、執筆の段階になり、シエラレオネ内戦に限定し
て論じることにした2。 本研究がその成果である。
:リベリアの内戦とシエラレオネの内戦を同時に扱つた研究として、Hoffmn(20113)がある。2シェラレオネを選定した理由は、時系列的な順序にある.第一次リベリア内戦については、経過してか
ら年月が経過しているため、十分な情報を得ることができなかつた。一方、第二次リベリア内戦とシエラ
レオネ内職については、博士麟文と成り得る程度の情報を得てきた。第二次リベリア内戦は、シエラレオ
ネ内職に影●を受けながら形成されている。ゆえに、シエラレオネ内職について先に瞼じる必要があると
判断し、博士腱文の研究対彙とした。
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リベリアでも、シエラレオネと関係を持つメンデ人を主な対象として調査を行つている。
以下が筆者の調査期間である。
・ 2007年月27日-8月7日、シエラレオネ 12日間
0 2008年9月28日-10月20日、 リベリア、23日間
・ 2009年10月21日-12月5日
主にリベリアで調査 (46日間)。 その間、H月19日-12月2日までの 13日
間シエラレオネで調査。
・ 2010年12月13日-2011年2月7日、57日間
主にリベリアで調査 (49日)。 その間、12月29日-1月5日までの8日間シ
エラレオネで調査。
・ 20H年9月11日-10月9日、シエラレオネ、29日間  .
0 2012年9月5日ヨ 月 19日、リベリア、15日間
通算で174日の調査であり、リベリアが 112日間、シエラレオネが62日間である。調査期
間はリベリアの方が長い。筆者がシエラレオネで調査する場合、リベリアを起点として陸
路でシエラレオネヘと向かつた。
リベリアでの調査が中心となったのは、多くの調査協力者が得られたからである。リベ
リアでの調査では、シエラレオネ内戦後、第二次リベリア内戦の武装勢力 LURD(リベ ア
和解民主連合)に参加したカマジョー から多く協力を得た。彼らは、シエラレオネ内戦が
収束した後、内戦を変えて戦闘員を続けたのである。
そうした戦闘員と関わることになったきっかけがスパローとの出会いだった。2007年に
シエラレオネに滞在した際、筆者はスパローと知り合いになった。スパローは CDF/カマジ
ョー に参加した後、LURDに参加している。筆者は、彼のツテを通じて調査協力者を探すこ
とから調査を始めた。
スパローは現在、リベリアの首都モンロビアでもメンデ人が多く集まる地域に住んでい
る。二人の妻 (複婚制)と五人の子どももいつしょだ。この地域は、シエラレオネ方面ヘ
の乗り合いタクシーが発着するドゥアラ市場(Douala)から近い。スパローの家には、元戦
闘員が出入りしている。その中には、・シエラレオネ人もリベリア人もいる。リベリアに滞
在中、筆者はスパローの家に出入りして、彼の家族や彼の家に出入りする人々と日常的に
接した。最初は、彼の人脈に依拠し、聞き取りを行つた。調査が進展し、知り合いも増え
た頃、彼の人脈から離れた調査も行つた。
シエラレオネヘと調査へ行く場合、スパローにかつての仲間と連絡を取つてもらい、彼
の同行のもと調査を行つた。2008年から2010年の調査で計三回、それぞれ 10日から2週
間ほどシエラレオネに滞在している。シエラレオネでの調査が多くスパローに頼ることに
なったため、20H年にはシエラレオネに一人で滞在し、一か月の間、独自で調査を行つた。
久しぶりに会つた彼らは、筆者の間き取り調査の前後に、会話を楽しんだり、情報交換
をしていた。リベリア、シエラレオネ両国の内戦では、戦闘員を「ブッシュ名J(bush name)
(愛称)で呼ぶ。ブッシュ名は、自分でつける場合もあるし、上官や同志に付けられる場
合もある。その名は「コプラJ、「サンダー」「ランボーJといったカッコいい名前が多い。
ただし、「砂埃部隊長」(C.Q Dust)、「素つ裸将軍」(Goneral Butt Naked)といつた茶化し
た名前もある。砂埃部隊長は銃撃戦の間、側溝に滑り込んだ際、「あり得ないくらいの砂埃
が舞つてみんなで大笑いになったJことから名付けられた。また、「素つ裸将軍Jは靴と銃
以外は裸で前線に出ることで有名であつた。
内戦後、プッシュ名はあまり使わない.頻繁に顔を合わせる者同士はファーストネーム
で呼び合っている。ただし、同じ勢力にいた者が久しぶりに会つた時、「お―、コプラ、元
気 ?」 といつた具合に、音を懐かしんで使つていた。内戦中の経験は、つらいものだと思
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われるが、聞き取り調査に応じた者の多くは、何事もないかのように (たわいない昔話を
するのと同じように)過去を語つているようにみえた。もちろん、中には、あまり語りた
くないと聞き取りを断つた者もいた。
本調査方法に対する問題点として、一人の人物に大きく依拠していることがある。現地
で知り合いができ、単独で調査になるまで、スパローに依拠した調査を行つた。本研究で
は、人脈を辿るため、やむを得ないが、この方法では、一部を見て、全体だと思い込んで
しまう可能性がある。それを避けるために、現地調査で得た口述資料と既存の文書資料と
照合し、現地調査で得た情報の妥当性を検証しながら研究を進めた。
第2節.聞き取り調査の方法
筆者が現地調査で行つたデータ収集のほとんどは聞き取り調査である。
調査対象者の選定には機縁法を用いた3.調査対象者、あるいは滞在中に知り合つた者か
ら次の調査対象者を紹介してもらつた。聞き取り調査の中で登場した人物に接触を試みた
ことも多い。調査対象者の選定は「運任せ」だつたことは否めない。
聞き取り調査で用いた言語は主に英語である。リベリアでは英語 (リベリア英語)が共
通語として用いられている。シエラレオネ人でも、リベリアに住んでいる者は、日常的に
英語を使用している。一方、シエラレオネでは、英語に近いクリオ語(Krio)が共通語とし
て用いられている4。 そのことから、英語を解する者も多い5。 筆者のクリオ語は、聞き取り
調査をできるほどではない。そのため、シエラレオネでも英語を使って聞き取りを行つた。
英語が出来ない者への聞き取り調査は手近にいた者に通訳を依頼して行つた。
全ての聞き取り調査において行つたのが個人史 (ライフヒストリー )の聴取である。生
まれた場所や出身地・出身民族6からはじめ、どこで育ち、どこで教育を受けたのか、いつ・
どこで紛争に巻き込まれたのかを含め、インタピュー時の生活に落ち着くまでの半生を聞
き取つた。調査対象者に対して「私はシエラレオネ内戦の研究をしに来た。実際に経験し
た人の話を聞きたい」と告げた上で、「これまであなたが人生で経験してきたことを、内戦
を中心に聞かせてもらいたいJとお願いしている。
‐出自 (出身地・民族)を含めて聞いた理由は、出自とその人の経験を照らし合わせるた
めである。カマジョー /CDFの人数は膨大である。ゆえに、社会的身分・職業上の立場・出
身地・戦闘員であつた期間によつて経験が異なると思われる。そのため、属性も含めて聞
き取りを行つた。
調査内容は、非常にセンシティプであるため、録音機材は用いなかつた。ゆえに、本書
で記載した語りは、すべて聞き書きである。聞き取つた直後、できるたけ忠実に内容や語
3機縁法については桜井(2002:25)を参照.
4クリオ語は英語を基盤としたクレオール言語である。詳細は4章にて後述する。5初等教育から英語が指導言語として用いられている。そのため、10歳程度の子どもでも教育を受けてい
れば英語を話すことができる。シエラレオネにおける英語については以下の文献を参照.JohnSOn(1986)
°シエランオネの人々にとつて父の民族や出身地を自分の民族や出身地とするのが一般的である。ゆえに
出身地は、出生地 (生まれた場所)とは異なる場合もある。「どこから来たのか(Where are you from?)J
という質問に対しては父の出身地を答え、「どこで生まれたのか」という質問で自分の生まれた場所を答
えるため、しばしば二つの答えは異なる.
また、自己の民族同定は流動的であり、母の民族を名乗る者もいる.筆者はそのことに調査の途中で気
付き、それ以降は父母の出身民族やおいたちも開くことにした。例えば、フリー タウンで生まれても父の
出身地が地方ならば、そこが出身地となる。また、なんらかの理由で父よりも母の民族を名乗つた方が都
合のよい場合は母の民族を名乗る.例えば、筆者が聞き取りしたカマジョー の中に、父が他民族シェルプ
ロ(SherbrO)であり母がメンデ(Vende)でという者がいた。彼は最初、自分はメンデだと述べた。
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り口を反映させる形で、ノー トに書き落とした。
第3節.「語り」に対する2つの位置付け
こうした調査から得た日実資料は二つの意図で使用している。
(1)事実関係を把握するための「語り」
第一の意図は、事実関係の把握である7.内戦の中で、重要な役割を果たした人物が語つ
た内容は、この意図で使用した場合が多い (カマジョー /CDFの幹部や政治家など)。彼らは、
内部事情に精通し、組織の全体像を把握する立場にある。「この取り組みは○○ (人物名)
が主導した」、「○○ (人物名)がいたから問題が大きくなったんだ」といった組織内部の
事情を知っている。そこで、筆者は、複数の間き取りを重ね合わせて、カマジョー /CDFの
変容に対する事実関係の確認を試みた8。
この場合、「語り」は客観的に出来事や経験を語つているものだと判断せざるを得ない。
そうしなければ、文書資料のない過去を把握することはできない。記憶は曖味であり、し
ばしば間違いを犯す。人によつて出来事の解釈は異なる。ゆえに、同じ経験をした二人の
話す内容が全く違うことがしばしばおこる(伊藤2007:9)。
事実関係の妥当性を検証するため、筆者は文書資料を用いた9。 内戦についての文書資料
は限られてはいるものの、断片的な情報は手に入る。それらを手掛かりとし、聞き取り調
査を重ねることで、さらに事実関係を掘り下げていつた。
この作業を進めると、報告書や研究書に書かれた内容と、調査対象者たち個人の経験が
繋がつていつた。文字資料から知った情報が日の前の調査対象者によつて語られるのだ。
無論、細かいところでは凱餓があつたり解釈が異なつていたりする。また、彼らの経験は
別の人間の経験とも繋がつていつた。ある二人が一時期、同じ経験を共有していたとする。
しかし、その前後の彼らの経験は異なる。聞き取りを重ねることで、資料や各人の語りの
妥当性を検証していつた。
(2)調査対象者の主観性を明らかにするための「語り」
第二の意図は、事実関係は間わず、研究対象の主観性を明らかにすることである。人間
は想像力を持ち、考えて行動する。そのため、世界に対する一定の信憑や理想、思い込み
もまた現実を構成している。そのため、曖味にしか同定できない事実関係に付して、人々
はそれをどのように経験し、認識しているかを「語りJから読み取る必要があつた。この
意図では、語りが客観的な叙述をしているという立場を取らない。この意図では語りを、
語 り手の価値観や動機によつて構成された「主観的なリアリティ」が反映されたものと捉
7この手法で参考にしたのは御厨(2002)である。日本を見ると、この目的での聞き取り調査は政治史にお
いて発展してきている (江頭 2007)。近代日本政治を研究する御厨や伊藤はオーラルヒストリー の手法に
ついていくつかの論考を書いている(伊藤 2007、御厨2002).そこでは政府内部にある文書資料からでは把
握しきれない政策決定プロセスを明らかにする手段として聞き取りが位置づけられている。すなわち、文
書資料を起点として聞き取り調査を位置づけている。本研究の調査では日本近代史の研究よりも文書資料
が限られているという問題もあるが、彼らの口述資料の扱い方や研究の進め方を参考にした。3個人史 (ライフ・ ヒストリー )のアプローチの中でも、筆者が用いたアプロー チは、解釈的客観主義ア
プローチと呼ばれる。語りを帰納的に分析し、一般化を志す立場である。その他の、アプローチとして、
自然科学を基準とした演繹的で仮説検証型の実証主義的アプロー チ、対話によリインタピュ ・ーデータが
相互構築されると捉える対話的構築主義アプローチがある (亀碕2010)。
9口述資料の批判検討については、以下の文献を参照。石井(2002)、伊藤 (2007)。
第3章調査・研究の手法
える(桜井2002)。
主観的なリアリティは事実関係と異なる。そのことを物語るのがマルキ(Lisa Ho Malkki)
の研究である。マルキは、プルンディからタンザニアヘと追われたフトゥ(Hutu)難民の調
査を行つた。マルキは、難民キャンプでの調査で、定式化した語りが難民の間で共有され
ていることに気づく。その語りとは「フトゥはプルンディを追われる過去を持つた民族で
あり、いつしか自分たちの国を作りたいJというものである。マルキはこの定式化された
語りを、閉鎖された空間の中で作られた「集合的歴史(collect市 history)J(241)と位置
付ける (Malkki 1995)。集合的歴史は、事実関係に則しているかというと、そうではない。
過去の出来事は人々の間で何度も語られる。ある出来事に対して人々は事実関係とは関係
なく意味づけを行う.そしてこそれが語られ続け、定着していく。そうして集合的歴史は
作られるという(Malkki 1995:122-128)。例えば、タンザニアですべての成人に課される
開発税を難民からも徴収しようとした時、難民の間で「タンザニア政府は国際機関が撤退
してから難民を搾取しはじめた」、「タンザニア人はフトゥ人を農民だと見下しており、タ
ンザニアのために働かせようとした」といつた語りが広がっていった。マルキが描き出し
た集合的歴史は共有された「主観的なリアリティ」に他ならない。筆者が、調査を通して
聞き取つた「語り」もそうしたものを多分に反映したものといえる。
筆者がマルキの研究から学び取つたのは、語りを資料として用いる際、事実関係を明ら
かにする意図をもつて用いるのか、あるいは主観的な認識を描写するために用いるのかを
自覚しなければならないということである。ライフヒストリー とは、話し手が「自己にと
つての現実」を述べているものである。その主観性を重視した記述をするのか、誰が見て
も妥当だと思われる説明を求めるのかでは語りの位置付けは異なる。
(3)ペーターズの失敗
語りを二つの意図にわけて用いる必要性を示しているのがベーターズ(Krijin Peters)の
研究である。彼はシエラレオネ内戦後、現地調査を行い、RllFの声を聞き取つた。それは一
冊の博士論文となっている(Peters 2006)。この博士論文は、正式な出版前から多く引用さ
れ、シエラレオネ紛争研究に留まらず武力紛争の研究に対して広範にインパクトを与えて
いる(澤2011,Denov 2010,Chauveau and Richards 2008,Utas 2008,World Bank 2007).
同論文は、加筆修正を経て20H年に出版された(Peters 20H).
彼は、内戦直後に現地調査を行い、元戦闘員たちと共に生活し、ラポール (信頼関係)
を得た上で語りを聞き取つている(2006:8)。彼がフィール ドワークを行つた頃、シエラレ
オネではDDR(武装解除・動員解除・社会統合)が行われていた。彼は武装解除キャンプに
通い、青年期の元戦闘員とサッカーをしたり、大人たちとディスカッションをしながら一
日を費やしたという。RllFの司令官たちも彼と同じ年齢くらいで比較的うち解けやすかった
のだとペーターズは語る (筆者との会話より)Ю。
ペーターズの論考以前にも、RUFについては多く論じられてきた。しかし、戦闘員の声を
直接聞き取つた研究は多くない。ベーターズは、現地調査の中で、RUFの元戦聞員のみなら
ず、元幹部とも接触し、彼らの主張を聞き取つた。
ペーターズによる記述は、シエラレオネ内戦を生きた人の具体的な経験が描かれている。
例えば、4章では、RllFの基地内での規律や生活の様子が描かれ、8章では、シエラレオネ
特有の社会 0経済情勢を反映した戦闘員のライフヒストリー がリアルに描かれている。メ
ディアや鵬0の宣伝に登場するお決まりの「お涙頂戴Jストー リー ではなく、シエラレオネ
を知る者にして、さもありなんと思わしめる内容である。彼の記述は、これまで残虐性や
40
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ダイヤモンド採掘の側面が注目されてきたRUFの、異なる側面に注目した研究だといえるlL
その語りから得たペーターズの結論は、RllFはイデオロギーに裏打ちされた、規律のとれ
た集団であり、経済的利益を収奪する戦闘員の集団(cfo Conier 2001)という従来の RUF
理解は妥当ではないというものだつた。
しかし、ペーターズの聞き取つた「語り」から事実関係が明らかになったとはいえない。
第一に、ペーターズは戦闘員や司令官の声を無批判に受け入れている。特に、語りの資
料批判が不十分である。例えば、ある司令官が、(RUFの残虐行為として有名な)四肢切断
はRllFが行つたのではなく、CDFがRllFのふりをして行つたのだとペーターズに主張してい
る(78)。しかし、数多くの報告書は四肢切断をRUFの行為として報告している。そのため、
この司令官の主張はにわかに信じがたい(cf.HLEllan Rights Watch 1999)。語りにも、史料
批判が必要である。ペーターズは、RllFによる語りを語りとしてのみ提示しており、その内
容の妥当性については検討していない。
第二に、RllFは規律の取れた武装勢力であるというペーターズの解釈は、既存の研究と相
反している。多くの研究では、RUFを、経済的な利益を求める武装勢力、ないし無益な残虐
行為を行う規律の取れない集団と見なしている(Human Right Watch 1999,Gberie 2005,
Keen 2005,Abdullah(ed。)2004)。ゆえに、RUFの司令官が明確なイデオロギーを有し、
規律の取れた集団と述べたとしてもにわかには信じがたい。ペーターズは、自身が明らか
にした R『の=側面が、先行研究で描かれた RllFといかに関係しているのかを描かなけれ
ばならなかった。しかし、先行研究レビューでは、その作業を怠り、先行研究は RllFの内
部を見ていないため、その理解は十分ではないと片づけてしまつている。
ペーターズの聞き取つた語りが、嘘で塗り固められているとは思えない。また、RllFの主
張を聞いたというペーターズの学術的貢献は大きい。筆者が考えるに、ペーターズの経験
は、RUFの「主観的なリアリティ」を明らかにしたのではないだろうか。研究者が研究対象
の人々の声を「代弁」しうる「執筆家」であることを、研究対象者である RUFの戦闘員は
知っていただろう。RllF.の幹部にとつて、ペーターズは自らの声を代弁する絶好の機会とな
つたに違いない。ペーターズが語りから明らかにしたことは、事実関係ではなく、RUFが主
張したいことであったといえよう。その中には、彼らの価値観や認識、理想像が反映され
ているといる。
本研究では、カマジョー /CDFに関する客観的事実、および、彼らが語る「生きられた現
実」をもとにカマジョー /CDFの生成と変容を論じることにした。・
(4)本研究における記述方法
語りを用いて、歴史的経緯を明らかにすること自体無理があるという批判があるかもし
れない。だが、歴史的な経緯に対する解釈は、あいまいなものにならざるを得ない。本研
究で提示したカマジョー /CDFの変遷は、ひとつの解釈に過ぎない。この解釈以外にも多様
な解釈はあり得るだろう。本研究の解釈は、筆者が調査・研究を重ねる中で紡ぎ出したも
のであり、筆者が様々な主体と関わる中で「生成」されてきたものである。関わり方が異
なれば、異なる解釈が生まれた可能性がある。いうまでもなく、解釈の提示者が私でなけ
れば、解釈は異なる。その意味で、本研究で提示する解釈は、調査対象者の主観だけでは
なく、筆者の主観も多分に反映されたものである。だが、そのあいまいなものだからとい
って、沈黙するわけにもいかない。日述資料を用いた社会科学の研究は多く存在する。彼
::シエラレオネ内戦の残虐性を記した資料としてHulnan Right Watch(1999)がある。また、ダイヤモンド
による利益獲得行動について注目した研究にAbdullah(2004)、Gberie(2005)、Keen(2005)、Bangura(20∞)
がある。
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らに沈黙せよと命令しても、彼らの知的探求は止まらないであろう。
近年、我々の知っている「現実」が作られるプロセスを提示し、社会的に作られたもの
に過ぎないと指摘する学問潮流がある (春日編 2011、森田 2011、ラトゥー ル 1999)。ラト
ゥー ルは、科学的事実が、社会的文脈や実験器具など、研究者を取り巻くものに大きく依
拠しながら生成されていることを示している(1999)。しかし、ラトゥー ルの指摘は、科学
者の科学的事実の探究を止めるわけではない。
歴史的経緯に解釈を与える作業も同様である。筆者は少なくとも、本研究で提示する解
釈を提示するに至るまでに、多数のものに影響されてきた (調査対象者との関わり合い、
調査期間、私が読んできた書籍や先行研究、自身のこれまでの経験、大学制度など).ゆえ
に、この角牢釈は、筆者が作り出したひとつの可能性にしか過ぎない。筆者は、自己の提示
した解釈が、ひとつの可能性であることを (十分とはいえないまでも)意識しながら筆を
進めた。カマジョー /CDFの変遷に対する解釈は、5章以降に提示してある。そこで提示し
た語りは、筆者が至った解釈に基づいて再配置したものである。
本研究では、あえてシンプルな解釈を提示した。細部にとらわれることを避け、ひとつ
の「流れ」として把握できるように記述してある。本研究で与えた解釈は、いささか単純
化しすぎかもしれない。近年の民族誌的研究では、現象の多様性・複雑さが強調され、「多
様なあり方を描くJという決まり文句のもと、難解な文章が書かれるきらいがある。しか
しながら、そうした研究の多くには、単純な解釈、シンプルな分類、安易な定義が潜んで
いる。おそらく、著者が自党しないまま用いているのであろう。
それに対して、筆者は現象に対する単純な解釈を自覚的に付与した。複数の解釈や多様
の在り方をまとめて扱うのは無理がある。文章による描写とは、二次元の物体 (立体)を
描くのに二次元 (平面)を用いているのと似ている。二次元の物体の在り方を二次元で描
こうとしても限界がある2。 現象の多様な側面を一度に描くのではなく、まずは、ひとつの
側面を描こうというのが本研究の試みである。もし、読者がシエラレオネ内戦に関心を持
ち、文献を読む (あるいは、現地調査を行う)ならば、本研究の記述が多様な解釈のうち
のひとつに過ぎないことがわかるだろう。
一人でシエラレオネ内戦のすべてを語ろうという気はない。シエラレオネ内戦の研究は、
単純な解釈を積み重ねることにより発展してきた。1996年、シエラレオネ内戦について最
初に本格的な出版したリチャーズは、「シエラレオネ内戦は若者が排除された結果である」
という単純な主張を行つた(Richards 1996a)。その主張を起点とし、反論が繰り返される
ことで研究蓄積が増えていった。主張が単純であることは、反論じやすくなる。事例を詳
細に検討し、一側面でもよいから単純な主張を提示する。それを重ねることで、研究の蓄
積は増えていき、理解を深めることもできる。本研究も、その一部となることを意識した。
研究者が持つ危険性として、出来事の解釈を無理矢理ひとつに決め込んだり、既知の事
柄のみに基づいて無理に因果関係をつけてしまうことがある。筆者の調査でも、「語りJ同
士が相矛盾する場合や、「語りJと文献が一致しない場合も多くあつた。解釈をひとつに決
めがたい場合もあつた (その場合、本論で採用した解釈以外の可能性を注記してある)。 矛
盾を承知したまま記述した箇所もある。記述を行う上で、こうした判断は行わざるを得な
い.
「語り」に客観性はないと、事実関係の解明を放棄するわけにはいかない。主観的な語
りから得られるものもある。そこで、二つの意図で語りを用い、より多くの人 (当事者も
曖この表現は、筆者が友人に指摘されたものである。「岡野くんは、ひとつのことを説明するとき、同時
にいろいろ説明しようとするよな.この前、映画薦めてくれたやん。けど、映画のよさを伝えるとき、主
人公の感情の変化がよいとか、ス トー リー に意外性があるとか、描写が美しいとか、いろんなことを一緒
に伝えようとするやん。けど、日はひとつしかあらへん。全部、いつしょに説明しようとしても、無理や」。
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研究者も含めて)が納得できる説明を、筆者なりに追い求めた。その結果、「構築」された
のが本研究の記述である。
第4節スパローとダニ ・ー ホフマン
筆者が調査をするにあたリカギとなった情報提供者スパローについて記しておく。スパ
ローは過去にも二人の研究者の世話を行つた。その研究者がダニー・ホフマン①anny
H硼hanlである。本節では、スパローおよびホフマンについて記述する。
(1)スノ1□―について
スパローはリベリア育ちの、メンデ人である。スパローの父親は内戦が始まる前、カイ
ラフン県(Kailahun District)からリベリアの首都モンロビアヘと移り住んだ。スパローは
モンロビアで生まれ育ったが、メンデ語を学習させようという父の意図で、1980年代後半
にシエラレオネに渡つた。そこで中等教育・高等教育を受けている。シエラレオネ内戦を
契機に、彼はリベリアヘと帰る。彼が帰国したころ、リベリアでも内戦があり、モンロビ
アは武装勢力に分割された (第一次リベリア紛争[1989-96年])。とはいえ、戦闘が毎日繰
り返されるたわけでもなかった。
1997年、リベリアに住んでいたスパローは、カマジョー /CDFの活動に参加することにな
る。内戦終結後のリベリアで、スパローはリベリア人戦闘員を集め、カマジョー /CDFに加
わる。その後、カマジョー /CDFの一員としてフリー タウンに住むことになった。2000年、
スパローは、シエラレオネで現地調査を始めた文化人類学者ダニー・ホフマン(Danny
Hoffman)に出会つている。スパローは、ホフマンの研究に興味を持ち、ホフマンの調査を
手伝つた。スパローは、その後、第二次リベリア内戦 (200卜3年)の反政府勢力 LURDに
参カロした。
スパローはリベリアに渡つてからもホフマンと連絡を取り合つていた。ホフマンは、ス
パローの案内のもと、LURDの「解放区」へと調査旅行に出かけている(Hoffman 2004a:
297-323, 2011)。
スパローは第二次リベリア内戦が収束した後、モンロピアに戻つた。内戦後、スパロー
はローカルNGOを運営する傍ら、ホフマンが紹介するNGOや研究者のアシスタントをした。
ホフマンを介して、スパローは、アメリカ人研究者の人脈を拡大していった。それを通し
て、ローカル NGOの基金も獲得している。現在、スパローは、ローヵル NGOを運営しつつ
も、しばしば研究者の調査アシスタントをして、そこそこの金額を稼いでいる。
筆者がスパローと出会ったのは2007年7月である。博士課程に進学するか否かを迷つて
いた私は、とりあえず、シエラレオネを旅行していた。数少ないシエラレオネ研究者であ
る落合先生に相談しにいったところ、「とりあえずシエラレオネ行つてみればいい」という
アドバイスを受けたからである。とりあえず、観光することにした。フリー タウンの町な
みや、ダイヤモンド商が軒を連ねるボーやケネマを回つた後、フリー タウンで過ごした。
宿のテラスでノンピリしていたところ、話しかけてきたのがスパローだった。スパロー
はある研究者の調査に同行していた。話の流れの中で、彼は自分が元司令官であることを
述べ、経験を話し始めた。観光客だつた私は、メモを取つていたわけではない。メールア
ドレスを交換し、また来る時があれば連絡をすると別れた。
スパローと再び会ったのは2008年9月であつた。筆者は2008年4月に、大阪大学人間
科学研究科の博士課程に進学した。スパローに連絡した上で、最初の調査をモンロビアで
行つた。それ以来、スパローは主要な調査協力者である。なお、スパローが筆者の調査を
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協力するにあたリー 定の金銭の授受があつたことは述べておく。シエラレオネヘの調査旅
行の際には「契約」という形で、賃金。日当を払つた。
(2)ダニー0ホフマンについて
スパロァを研究協力者にした文化人類学者ダニ ・ーホフマンは、内戦が収束傾向を見せ
る2000年からシエラレオネで現地調査を開始している。その後、第二次リベリア内戦の勃
発を受け、リベリアヘと調査地を移した。「戦闘員たちが活動のフィー ルドを移したように、
自分もフィー ルドを移した」のだという(2011:x五)。
2011年に彼が出版した『戦争機械一若者達とシエラレオネ・リベリアの戦争T』 (Far
1/a“力
“
f/鉗昭 胎 ″″ ど 万οf“εθ動 ∬arra ιθ
“
θ"どιゴberiaは、彼 に とって初 めての著作である。ホフマンは本書を「出来事の民族誌」だという(xvii)。本書にはスパロー
と思われる人物が何回か登場し、スパローが筆者に紹介した元戦闘員も多数登場する (ホ
フマンはほとんどの人物を実名で記しているB)。 この「出来事の民族誌」は現在進行形の
内戦を調査することで書かれている。ホフマンも、彼の著作に登場する人物も内戦の渦中
にいたのである。
それに対し、筆者は、シエラレオネ内戦を、過去の出来事として捉え研究を行つた。本
研究ではホフマンが出会つた人物の何人かが登場する。彼らにとつても、また、内戦は過
去の出来事であうた。
ホフマンの著作を読むと、彼の関心が、捉えどころのない現実をいかに記述するかにあ
るように思える。彼自身が直面した現実は、彼の理解を阻むものであり、それを何とか記
述しようとするホフマンの苦闘が読み取れる。その苦闘は、本書を民族誌と位置付ける傍
ら、常に一人称 (「私」の視点)から語られていることからもうかがえる。ホフマンは常に
「私」の視点からしか記述していない。捉えどころのない現実を、記述する、最も適切な
方法として、ホフマンは一人称を用いたのであろう。
ホフマンが一人称を使らた理由は、「戦争機械J(War machine)というタイ トルからも読
み取れる。 ドゥルーズとガタリによつて提唱された「戦争機械」は戦争そのものと直接関
係がある概念ではない。戦争機械が意味するのは、「国家の形成を妨げるような、非中心化
的で集団的なメカニズムないし横断的なネットワーク」であるH。
戦争機械を理解するためには、二つの対峙する概念を理解する必要がある。
一つ目の概念が、「条里空間」(striated space)である。条里空間とは、制度化され、規
則化され、コード化されている空間である(ドゥルーズ、ガタリ 1994:408)。この空間は、
国家の権力で制度化されている。すなわち、官僚制で運営され、領土は区画化され、国勢
調査で状況が把握されているのだ。この空間では、国家が合法・違法の区別をし、物事は
期待通りに進むとされる(Hoffman 20Ha:8)。つまり、この空間は規則性を持つ。
もうひとつの概念が「平滑空間J(smOoth space)である。平滑空間は、国家の外に位置
し、規則性や法則性を持たない空間だとされる。平滑空間では、条里空間の秩序が通用せ
ず、特定の道筋があるわけでもない。区画化されておらず、様々なものが様々な形で結び
"本研究もそれに則り、調査対象者が望む場合は実名で記した。調査対象者の希望によつて名前を伏せた
場合や、本人に害が及びうると判断した場合は、仮名を使つた。ただし、過去の資料から名前が割れてい
る者はなるべく実名を用いた。Hドゥルーズ/ガタリが国家の形成を妨げる動きに「戦争」と冠したのは、クラストル(Pierre clastres)
による議論が背景にあると思われる。クラストルは狩猟採集を行う未開社会は国家の形成を阻んでいる(小
集団の共同体の自律性を保とうとしている)とし、国家の形成を阻止する者が戦争 (近接する小集団との
戦闘)であるとしている。このことからドゥルーズ/ガタリは国家に抗するものに「戦争」という言葉を
冠 したと思われる(Clastres 2010).
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付く空間である。その結び付きはリゾーム (地下茎)にも例えられる。結節点は、流動的
に変化しつつも、ネットワークとしての全体を保つている。 トゥルーズとガタリはいう。
…平滑空間は…非等質な空間であつて、非常に特殊な型の多様体であり、それを「探険する」には「そ
の上を進んでいく以外にはないJ ・¨。この型の多様体は外部の一点から観察されうるという視覚的条
(棒線部は筆者による強調)
(ドゥルーズ、ガタリ 1994:427)。
つまり、平滑空間では、客観的な理解は不能であり、直接経験をする以外にないというの
だ。その平滑空間に戦争機械は存在している。
ホフマンは、研究対象である戦聞員を戦争機械になぞらえている。ホフマンにとつて、
彼らを理解するためには「その上を進んでいく以外にはJなかったのであろう。だからこ
そ、ホフマンの記述は、一人称に終始しているのではないだろう力、彼は、カマジョー /CDF
を「客観的に分析する」という作業を行つていない。こうしたホフマンの姿勢は、自分の
見た「捉えようのなさ」をそのまま伝えようとした結果なのかもしれない。
それに対して、本研究が行つたのは、一定の枠組みをもとに、カマジョー /CDFを理解し
ようという試みである。彼らに、一定の法則性や規則性を見出そうとしているのだ。それ
が仮説であり、分析視角である。この作業は、ホフマンが平滑空間という言葉を借り、捉
え難い動態とみなした現象に対して「条里空間」的な秩序をあてがつて理解しようという
作業に他ならない。
この作業は、内戦が、過去の経験となつたからこそ、可能になったといえる。筆者は、
現在進行形の紛争を目撃したわけではなく、過去の経験を聞き取つている。調査対象者も、
過去を振り返る形で語つている。おそらく、彼らの中で「あの経験とは何だつたのかJと
いう整理が出来ているのではないだろうか。そうした個人史を聞き重ね、一般化を行つた
のが本研究の解釈である。
第5節 本研究が依拠する文献・ 資料
本研究は聞き取り調査を、文字資料と照らし合わせて、事実関係を把握していく。事実
関係の把握のために用いた資料として重要なものが 3つある。本節では、それぞれの資料
の特徴と、引用の際に留意しなければならない問題点を論述する。
(1)『真実の証言一―シエラレオネ真実和解委員会報告書』(真実和解委員会報告書)
第一の資料は、2004年に出版 されたシエラレオネ真実和解委員会(Truth&
ReconciHation Coml■ssion,Sierra Leone:TRC)の最終報告書『真実の証言一―シエラレ
オネ真実和解委員会最終報告書』(″勧
“
s ιο rr」励∫助 ″ι οF ttθ∬erra ιθ
“
θ rry"
"′わε"σゴノカιゴ"雨 ssiあ)である。本文中では、「真実和解委員会報告書」と表記し,ている。また、引用の際は、略称であるTRCと表記している。真実和解委員会は、1999年7
月に調印されたロメ和平協定(LomO Peace Accord)に基づいて設立された国内機関であり、
2002年から本格的な活動を始めている。当委員会は1000人以上の人物に対して聞き取り調
査を行い、解釈を付与した上で、2004年に最終報告書を発表した。その目的は「シエラレ
オネの内戦に関する人権侵害や国際人道法違反についての公平な歴史的記録を作成する」
ことである(TRC 1 2004:24)。
この報告書は、包括的に内戦の史的展開を追った資料のうち、最も詳細な記録であり、
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その記述もある程度信頼できる15。 特に、中央政府やRllFなど内戦のアクターの動向につい
ては個人レベルまで踏み込んだ記述をしている。大統領をはじめとする政治エリー ト、国
軍の幹部層、各武装勢力の幹部層の行動については最も信頼のできる記述といえる。
とはいえ、その記述や解釈を無批判に受け入れることはできない。真実和解委員会は、
和平プロセスの一環で設立された政府の機関であり、和解の促進のために、正史をつくる
機関であるからである。
第一に、隣国に対する配慮が行われている.シエラレオネ内戦はリベリアからの影響を
受けている。RUFはリベリアの武装勢力NPFLの支援により蜂起の準備をおこない、シエラレ
オネヘと侵攻した。その後も、リベリアはシエラレオネ産ダイヤモンドを市場に流通させ
るための中継地点となつている。しかし、真実和解委員会では、リベリアの影響について
の記述は最小限にとどめられている。両国間では戦闘員の行き来や、国境を越えた武装勢
力間の同盟の関係があつたものの、そうした両国間の関係は踏み込んで調査されていると
はいえない。本研究では、真実和解委員会報告書での記述を参考にしつつも、カマジョー
/CDFが持つリベリアとの関係を掘り下げて記述していく。
第二に、その記述は、RllFとシエラレオネ政府を中心に構成されている。カマジョー /CDF
はその中心にはなっていない。ゆえに、その変容を報告書から十分に理解することはでき
ない。本研究は、真実和解委員会の記述を手掛かりに、カマジョー /CDFを焦点を当てた記
述を行う。
(2)『シエラレオネ内戦地図―-1991年から2002年までの国際人道法違反』
第二の資料は、アリソン・LOスミス(Alison Lo Smith)らが編纂した『シエラレオネ内戦
地図一-1991年から2002年までの国際人道法違反』(Conflict Mapping in Sierra Leone:
Violations of lnternational Hulllanitarian Law from 1991 to 2002)である(Sm th et al.
2004)。本文中では「内戦地図報告書」と表記し、引用の際は、筆者の名をとり[Smith et al.
2004]としてある。本報告書は非営利団体「正義なければ平和なし」(No Peace Without
JuStiCe:NPWJ)によつて作られたものである。
NPWJは「戦争犯罪、人道に対する罪、および、ジェノサイ ド罪を裁く常設の機関」である
「国際刑事裁判所について社会の認知を高めること、および、その設立を目指して各国議会
や政府、その他の意思決定機関に圧力をかけることJを目的として1994年に設立された
(Smith et al. 2004: 1)1%
NPWJによる「〔シエラレオネ〕内戦中の出来事の連鎖を再構成Jするためのプロジ■クト
が内戦地図プログラム(COnflict Mapping Progralll)であり、本報告書は、その成果物である。
各県ごとに国際人道法違反に該当する事件をまとめている。NPWJは136人のシエラレオネ人
を雇用し、彼らに聞き取り調査の訓練を行つた上で、ほぼすべてのチーフダム(県[District]
の下の行政区分)で調査を行い、現地の事情をよく知る者400名に聞き取りを行つた(149あ
るチーフダムのち146で調査を行つている)。
本報告書の特別すべき点は、各武装勢力の小隊がいかに行動したかを日付と共に記載して
いる点にある。この報告書により各武装勢力の戦闘員の具体的な行動や、小隊と住民との関
係を知ることができる。
ただし、この報告書の問題点が二点ある。第一に、人物名が記されていないことである。
“筆者は、シエラレオネにおける現地調査 (2009年10月～12月)において何人かのジャーナリストや武
装勢力の幹部と接触した。その際に、TRC報告書を持参したが、多くの人は、大筋では信頼できる文献で
あると述べていた.ただし、細かい状況や解釈については、間違いや偏りもみられるという指摘もあつた。
“国際刑事裁判所は2003年に設立されている。
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各部隊の行動は記されているものの、その中心人物は誰であつたのかがわからない。そのた
め、時系列的に見て武装勢力内でどのような人物が活躍しており、彼らがどのような「キャ
リア」を辿って行つたのかがわからない。NPWJは人物名を、あえて掲載しなかったのだと思
われる。しかし、その結果として、武装勢力で活躍した個人を追えなくなっている。第二に、
シエラレオネ内戦の全体像が見えてこない。本報告書は、県にわけて事件を報告しており、
ローカルなレベルでの記述に終始している。ゆえに:その事件が発生した大きな文脈が見え
てこない。例えば、県を越えて展開する武装勢力の活動や、襲撃事件の背後にある中央政府
の動向などは本報告書だけではわからない。本報告書はローカルなレベルで何が起こったか
を明らかにした点で大きな貢献といえるが、シエラレオネ内戦の全体像の把握には、問題が
ある。
(3)シエラレオネ特別裁判所の証言記録
第二の資料がシエラレオネ特別裁判所(Special cOurt for Sierra Leone:SCSL)rの裁判
記録である。シエラレオネ特別裁判所は、国際人道法違反に関して最も責任のある者を訴
迫する権限が付与されている。CDF、RllF、AFRCからそれぞれ数名が起訴されている。それ
に加えて、リベリアの元大統領チャールズ・テイラーも、シエラレオネの内戦に深く関与
しているとして起訴された。2012年4月に、最後の一人、テイラーに対する判決が出され、
シエラレオネ特別裁判所は一定の区切りを迎えている (テイラー側は控訴の予定している)。
シエラレオネ特別裁判所の公判記録はウェプ上で公開されている。前述のように、CDFに
関しては、サムエル 0ヒンガ・ノーマン、アリウ・ョンデワ、Fイニナ・フォファナが訴
迫されている。公判ではCDFから訴迫された二人や、彼らに深くかかわる者が証言台に立っ
ている。彼らの証言は、当時の状況を知るための有効な資料といえる。裁判という性質上、
弁護側あるいは告訴側の証言どちらであつても公平性は保障できない。とはいえ、CDFの動
きを知る資料としては有用である。
本文中に公判記録を用いる場合、<SCSL:日付、ページ数>という形で記している。こ
の表記方法は学術的には適切ではない。ただし、本研究が参照するすべての公判記録はシ
エラレオネ特別法廷が管轄するCDF事件についてのものである。そのため、日付とページ数
のみで辿ることができる。ゆえに、表記を簡略化した1ヽ
以上、本研究が依拠する3つの主要な文献資料について紹介した。筆者は、こうした文書
資料、および聞き取り調査を用いてカマジョー /CDFの変容を再構成した。
第6節。本研究の記述の特色
"SCSLの設立プロセスは以下のとおりである。1999年にRUFと政府の間で結ばれたロメ和平協定では、す
べての紛争責任当事者に対する全面的な免責が規定されている (その一方、和解を促進するための機関と
して真実和解委員会の設立を規定された).当和平協定9条では「平和を強固なものにし、国民和解を推
進するため、シエラレオネ政府はRUF、元AFRC、元国軍、あるいはCDFに対していかなる政治的・法的な
行動を取らないことを保証する」と述べている(ロメ和平合意第lX条)。 それにも関わらず、シエラレオネ
特男1裁判所は設立された背景には、ロメ和平協定が締結されてからも戦闘が継続したことがある。2000年
に入ると平和維持活動(Peace Keeping Operation:PKO)のため派遣された国連シエラレオネ派遣団(United
Nations Mission in Sierra Leone:WttSIDの部隊がRUFによつて次々と襲撃され、約500名が拘束され
るという事件まで起こつた。それを契機に思赦を取り消すべきとの声が強まり、シエラレオネ政府は国連
に国際的な裁判所の設立を要請した。当初はRUFのリー ダー層だけではなく、その構成員も訴追の対象と
して想定されていた。しかし、様々な障害から「最も責任ある者Jを訴追するだけに留まった(Gberie 2003)。
"本来ならば、以下のように公判名、事件番号、日付、ベージ数を記した表記をしなければならない。
Trascript of The Prosecutor of the Special Court vo SalBIIinga Nor口an, lloinina Fofana, Allieu Kondewa
(SCSL-2004-14-T), 27 January 2006, pp. 95-96.
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本研究の記述は 3つの特色を持つている。本節ではそれぞれの特色を先行研究との対峙
することで提示していく。
(1)第一の特色 :政治科学のトビック
第一の特色は、本研究が「政治科学」(Political Science)が論じてきたトピックについ
て論じていることである。
政治科学は一般化を追究する学問といえる。すなわち、ひとつの政治現象に注目し、個々
の事例を越えてみられる一般的な法則やメカニズムを追究している。前章で確認したよう
な新家産制国家やPCネットワークという本研究が依拠する分析概念は、政治科学による武
力紛争の研究で用いられてきた。本書が設定した 3つの分析視角 (人脈、権力聞争、組織
の在り方)もその議論を踏襲したものである。
確かに、政治科学の研究では、武装勢力の組織の在り方や、組織内で見られる権力闘争
といつた問題群に関して十分な蓄積を積み上げてきた。しかし、政治科学では複数の事例
に共通した特徴を抽出するという作業が中心となるため (cfo JohnsOn 2000,Kalyvas 2006,
Weinstein 2007)、ひとつの事例が深く分析されることが少なかった。政治科学が行つてい
る複数の事例に共通に見られる特徴だけに注目し、理論化や説明モデルを構築することは、
その他の側面を捨象するのと表裏一体である。   ・
こうした作業に対し、地域研究や人類学など、ひとつの対象について丹念に研究する学
問分野からは、一般化の姿勢に対して、「現実の一側面を捉えてはいるものの、現実を性急
な理論的視野の中に矮小化」している (関根 2006)という批判も出されている。こうした
批判は、政治科学の一般化志向を理解していないと、無視することも可能だろう。しかし、
もしかすると、事例を深く掘り下げることで初めて見えてくる共通性があるかもしれない。
こうした意図に基づいて本研究はシエラレオネの詳細な分析を行つた。
(2)第二の特色 :民族誌的記述を参考にした
第二の特徴として本研究は民族誌の書き方を参考にしている。本研究が注目するのは、
政治科学というマクロな次元で注目されてきたトビックであるが、そのトピックを深く追
究するためにはミクロな次元での記述と分析が必要となる。そのため、本研究は人類学的
研究の方法に依拠した。中でも、民族誌の記述手法や研究手法を参考にした。
民族誌については次の定義がある。民族誌とは「自分で見聞きした資料を用いた、自分
とは異なった文化についての記述」であり、「自分自身が対象となる異文化の中にとびこみ、
そこで生身の人間と相対して、相互に人間的なつながりを創り上げ.… それを通して異文
化の中に自分の居場所を築きながら、相手を理解しようという手法をとる」ものである (松
田・川田2002)。本研究は (十分とはいえないが)民族誌的要素を含んだ研究である"。
第一に、筆者はあるスパローの家で居候をし、(リベリアにいる)シエラレオネの人々と
共に生活をし、そこから両国について理解しようと試みてきた2%この体験で得られた知見
"とはいえ、本書を人類学的研究というのはおこがましい。のべ約 6ヵ月という調査は人類学者の調査期
間と比べると格段に少ない。この短期間の調査期間で、現地の人々の視点に立った理解をできてぃるとい
う自覚は筆者にはない。また、多くの人類学者とは異なり、筆者の研究テーマ (武力紛争の研究)はフィ
ール ドで「見つけ出した」ものではなく、日本で最初から設定したものである。このように人類学的な研
究というには本研究は多くの問題がある。ただし、少なくとも人類学的 (民族誌学的)な手法を取り入れ
た研究という位置づけはできるだろう.
"とはいつても、生活をしたのはリベリアがほとんどである。筆者はリベリアに住むシエラレオネ人、あ
るいは、リベリア・シエラレオネ国境地帯出身者でシエラレオネ人ともリベリア人とも主張できる人々と
＼
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は、聞き取り調査から得られた「語り」を理解するのに役立っている。彼らの語る経験は、
筆者が彼らと日常生活を送ることで、深く理解できるようになつた。
第二に、本研究の記述にあたり、先行研究の民族誌的記述を参考にした。民族誌では理
論的考察を主軸にするものの、ひとつの結論を導くだけではなく、現象の多様性と重層性
を意識した記述が行われている(永渕 2000:112)。本研究は、カマジョー /CDFの変容を、
人脈に注目して描く試みである。しかし、人脈だけではなく、内戦の様子や、内戦で見ら
れた人々の経験を具体的に描こうとした。
本研究は過去のことを扱っているため、主に過去の出来事を扱つた民族誌を参考にした
(石井 2002,James 2007,Malkki 1995,Peters 2006,Rosald 1980)。例えば、ジェーム
ス(Wendy JameS)は、第二次スーダン内戦で移動を余儀なくされたウドゥック(Uduk)の人々
の経験を描いている(James 2007)。また、石井は、フィリピンはミンダナオ島のムスリム
女性から声を聞き取り、内戦に直面する社会で、社会進出を遂げる女性の様子を描いてい
る (石井 2002)。
本研究の記述方法で大きな影響を受けたのは、レナート・ロザル ト(Renato Rosald)の研
究である(1980)。フィリピン、ルソン島のイロンゴット人(11longOt)の調査を行つたロザ
ル トは、19世紀末から1970年代までの人々の経験を、聞き取りを重ねることによつて明ら
かにした。それを通し、イロンゴットの社会構造の変化を時系列的に追つたのである。こ
の研究は、主観的な語りから再構成した歴史にも、一定の意義を見出せることを示唆して
いる。
(3)第二の特色 :ルポ・ルタージュの記述も参考にした
第二の特色として、本研究の記述はルポ・ルタージュの書き方も参考にしている。本研
究は、人々の経験を聞き取り調査によつて把握し、それを時系列的に整理する。カマジョ
ー/CDFの展開を把握するには、政治エリー トやカマジョー /CDF幹部の人脈や権力闘争に目
を向ける必要がある。だが、人類学の研究では人脈や権力闘争を研究対象とした例は少な
い。他方、アフリカ国家論は人脈や権力聞争を論じているものの、理論構築に力点が置か
れているあまり、具体的な人脈を追った研究はほとんど存在しない。あったとしても為政
‐者を含む国家の トップ数人の人脈を問題としているものに限られている (Jackson and
Rosberg 1982, Reno 1995a: 1995b)。
日本のルポ・ルタージュは、人脈に注目し、過去の経緯を明らかにしてきた。そこでは、
制度や政策、あるいは、政治の展開の要因として人脈に着日し、アクターの人間関係を詳
細に追っている (伊藤 1982,北2005,小林2005,立花1975,前間 1998).筆者は、その手
法をも参考にして、シエラレオネ内戦に見られる人脈や権力聞争を明らかにした。
この記述手法が学術的ではないという批判があるかもかもしれない。しかし、この記述
手法によつて、学術研究に貢献ができるのであれば異論はないだろう。筆者は、この手法
によつて、PCネットワー クの存在やPCネタトワー ク間での権力闘争の存在を確かめること
ができると考えている。
***
小括 ヽ
本章では調査の方法や手法を提示した。次章 (4章)ではカマジョー /CDFの変容を理解す
ともに生活していた。
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るために前提となる背景を提示する。.
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第4章
背景
本章では、カマジョー /CDFを理解するために必要な背景情報を提示する。
第 1節では、シエラレオネおよびメンデ人を概観する。第 2節ではカマジョー 動員の基
盤となつたチーフダムの制度およびその成り立ちを確認する。第 3節ではカマジョー の呪
術的側面を理解するため、メンデの信仰について論じる。第 4節では内戦の要因について
述べる。
第 1節.シエラレオネの民族分布とメンデの概要
本研究で論じるのは、シエラレオネ内戦でみられたメンデ人の自警組織カマジョー であ
る。それを論じる前に、シエラレオネおよびメンデ人について概観しておく。本節では、
内戦期までの状況を把握するため、1990年前後の文献を多く用いた。
(1)シエラレオネ概観
シエラレオネは西アフリカに位置するJ 国ヽである。大西洋に面し、ギニアおよびリベリ
アと国境を接する。面積は約 7万1千平方キロメー トルであり、北海道よりやや小さい。
かつてはイギリス領植民地であり、1961年に独立をしている。1990年(内戦が開始する前
年)の人口推計は約400万人である(United Nations 1992:144)。
シエラレオネの近代国家としての歴史は、1462年、ポル トガルによつて「発見」される
ことから始まる。雷鳴轟く丘陵地帯を見たポル トガル人はその地を「ライオンの丘(Sierra
Lyoa)」と名付けた。これがシエラレオネの国名の由来である。ポル トガルに発見された 15
世紀以降、シエラレオネは交易のためにヨーロッパ人が立ち寄る場所となった。17世紀に
は奴隷の調達地となり、18世紀まで奴隷の送り元であり続けた(赤坂2000:923)。
18世紀後半、イギリスの奴隷貿易廃止論者たちが解放奴隷のために入植地を建設した。
その地として選ばれたのが現在の首都フリー タウン周辺である。まず、1787年にロンドン
から派遣された400人が現在のフリー タウン近郊にテムネ人(Tellne)から土地を買い、そこ
に入植した。この入植を皮切りに1800年までに次々と入植がおこなわれる。入植したのは、
ノヴァ・スコシア (現在のカナダ東海岸部)にいた 1100人、ジャマイカからの逃亡奴隷
400人であつた (布留川 2006)。
シエラレオネ会社(Sierra Lcone Company)によつて運営されていたフリー タウンは、1808
年、イギリス政府の手に渡り、イギリスの直轄植民地(crOwn colony)となった。この時、
植民地となつたのはフリー タウンおよびその周辺に限られていた。直轄植民地となつた後
も、入植は繰り返された。イギリスは、1807年に制定された奴隷貿易禁止法CAn Act for the
Abolition of the Slave Trade)に基づいて、アフリカ沿岸で奴隷貿易を取り締まつた。
拿捕された奴隷貿易船にいた奴隷はフリー タウンで解放された (彼らは「奪還奴隷」と呼
ばれる)。 彼らはフリー タウンに定住することになる(布留川 2008:40)。1808年から1864
年にかけて8万4千人が入植したと言われている(Pham 2005:12)。
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解放奴隷ら入植者グループは文化背景が大きく異なり、当初は深刻な軋株や確執が見ら
れたものの、1870年代頃になるとそうした対立関係もある程度解消された。彼らは自分た
ちをひとつのまとまった集団と見なすようになり、「クリオ」(Krio)とよばれるアイデンテ
ィティを形成するようになつた(落合20Ha:185187)。
この頃まで直轄植民地の外側は、原住民による首長国が林立していた。西洋文化を身に
着け、大部分がキリス ト教に改宗したクリオは、教師、伝道師、商人として首長国へと進
出した。それに付随する形で植民地政府も影響力を広げていき、1896年、直轄植民地を除
く、現在のシエラレオネの領域を保護領(prOtectorate)とした。1961年に、直轄植民地お
よび保護領が独立することで近代
国家シエラレオネは誕生した。
民族構成を見ていこう。まずは上
述したクリオである。クリオは人口
の約 2%を占め、その多くが現在で
も首都フリータウンやその周辺に
居住している。彼らはかつて、イギ
リス植民地下で官吏や交易商とし
て活躍し、西洋文化を身に付け、高
い教育を保つていた。しかし現在で
は、その他の民族との差は少なくな
つている(赤坂 2000:690、首藤n.d)1。
次に、土着の民族である。シエラ
レオネでは、メンデ人とテムネ人
(Tenlne)が二大民族となってお り、
それぞれ人日の約 30%を占める2。
その他、リンバ人(Limba)(996)、コ
ノ 人 (Kono)(8%)、ク ラ ン コ 人
(Kuranko)(3.7%)、シェルプロ人
(SherbrO)(3.4%)、スス人 (Susu)
(3.1%)、フラ人(Fullah)(3.1%)、ロ
コ人(Loko)(3.096)、マンディンゴ
人 (MandingO)(2.3%)、キ ッシ人
(Kissi)(2.2%)、ヤルンカ人(Yalunka)
ゴラ人(Gola)(0.3%)、クル人(Kroo)(0.
(0。7%)、クリム人(0.4%)、ヴァイ人(Val)(0.3%)、
296)、ガリナス人(Callinas)(0.296)力れ るヽ(“Sierra
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Leone" 1992)。
次に使用される言語である。イギリスからの解放奴隷が入植 し、イギリス領植民地とな
つたことから、シエラレオネの公用語は英語である。ただし、その使用は行政やビジネス
に限定されている。学校教育でも英語が教授言語として使われているが、識字率は 23.5%
と低い (1985年推計)(“Sierra Leone"1992:1725)。 ‐方、正確な統計はないが英語話
者はそれ以上にいるものと思われる。日常で共通語として広く使われているクリオ語が英
語と近いからである。
クリオ語とは英語を基盤にしたクレオール語である。クレオール語とは、異なる母語を
持つ者の間で意思疎通のために簡略化 して使われた言語が社会に広がり、人々の母語とな
l内戦後のシエラレオネで現地調査を行った首藤によると、クリオとは「教育を受けた人」と認識され、
リオの間でもアイデンティティは薄れてきているという (首藤 nd.)。
シエラレオネの人口は、1985年の推定では約350万人とされ、2001年の推定では約460万人である
ヵ
?
?
?
( “Statistic Survey, Sierra Leone"  2004: 1006)。
4章 背景 53
つたものを指すち英語のクレオァル語として発達したクリオ語は、クリオの母語であるが、
土着の民族の間でも共通語として用いられるようになり、現在では、人口の95%が理解でき
るとされる。
クリオ語は19世紀を通して徐々に醸成された。奪還奴隷や解放奴隷の間では英語が共通
語として用いられた。しかし、彼らの出身地の多様さ、および彼らが「原住民」とコミュ
ニケーションを取る必要性から複数の言語 (現地語を含む)が混ざり合うことで、クリオ
語が生まれた(Oyёtadё and Luke 2008:128二131)4。
クリオ語のほか、メンデ語やテムネ語も共通話として広く用いられている。メンデ語は
南部で、テムネ語は北部で、それぞれ共通話として用いられている(Heath 2005)。
シエラレオネの人々の大半は、自給自足に近い生活を営んでいる。村から歩ける距離で
焼畑が行われ、コメやキャッサバ、ヤム、ラッカセイ、・トウモロコシ、パイナップル、コ
コヤシ、 トマ ト、 トウガラシが育てられている。筆者の調査でも、地方では食糧はほとん
ど自給していた。町であつても食料は自給自足を基本としている。食料油であつてもアプ
ラヤシから採れるヤシ油を自給している。内戦中に町が孤立したとしても不足したのは貨
幣で購入する必要がある塩とコンソメ顆粒くらいだったという5。
1980年代までにシエラレオネは、世界市場の不況ならびに農業生産の停滞に悩まされる
ようになった。1986年の一人あたりの国民総生産(GNP)は310ドルと推定される。1965年
から86年の一人あたりのCPの成長率は0.2%に過ぎない (中村 1989)。
内戦までのシエラレオネの停滞状況は、人間開発指数(Hullan Development lndex)にも示
されている。人間開発指数とは、国連開発計画(United Nations Development Prograllme:
llNDP)によつて 1990年以来、毎年公表されている、人々の生活の質や発展度合いを示す指
標であり、経済指標、教育指標、平均余命の三要素から産出される。シエラレオネでは、
内戦の影響が出始める前の1991年の指標が最下位である(llNDP 1991)。
シエラレオネの経済は、一次産品に依存している。ダイヤモンド、ボーキサイ ト、鉄鉱
石、金紅石 (チタンの原料鉱)の採掘、および、カカオ、コーヒーノキ、アプラヤシの栽
培が主な経済活動である。
特に、ダイヤモンドは総輸出額の半分を占める (中村 1989)。シエラレオネのダイヤモン
ド鉱床は川沿いに広がっており、鉱石は川底の上砂に混ざつて埋蔵されている。そのため
採掘は人力に依存した単純な仕事になる。川底の上砂をさらつてふるいにかけ、ダイヤモ
ンド原石を探す作業を延々と繰り返すのだ (武内2003)内ヽ戦が開始してからは、各勢力
が活動資金を得るために採掘を行つている。            ・
内戦を論じるに当たり必要なのが、町や村の規模である。1985年の調査では人口1万人
を超える「都市」は7か所しかない。首都フリー タウンの当時の人口は約47万人と推定さ
れている。また、地方都市を見ると、ボー(Bo)が2万6千人、コイドゥ(Koidu)が8万人、
ケネマ(Kenellla)が1万3千人、マケニ(Makeni)が1万2千人と小規模であることがわかる。
こうした人口が 1万人を超える規模の町をシエラレオネの人々は「都市」(city)と呼ぶ
3「クレオール語」とは社会言語学の用語である。クレオールを説明するためには「ピジン語」という用
語を知る必要がある。ビジン語とは、植民地のプランテーションで働く原住民や黒人奴隷が、異なる母語
を持ちつつも、彼らの間や支配者とコミュニケーションを図る必要から最小限の意思疎通のために使われ
るために発達した言語である。支配者の言語の文法や発音を一定の規則に基づいて簡略化するという特徴
を持つ(小田2000:911)。一方、クレオール語は、ビジン語が急速に特定の社会全体に広がり、住民の新
たな母語となり、文法や語彙を充実させたものを指す。4なお、クリオ語を母語とするのは人口の 1096ほどである。一方、クリオの人々の人口は鄭 である。筆者
のフィールドワークによる経験から、その 1銘の内訳はクリオの人々だけでなく、都市部で育つたことに
より、民族の言葉よりもクリオを先に覚えた人々だと考えられる。 ｀5村が戦闘に巻き込まれず、生業活動が維持できている場合に限る。6内戦とダイヤモンドの関係については武内 (2001)を参照。
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(ISierra Leone" 1992:1711)。また、「町」(town)は人口が 1000人以上の集落を指す。
およそ160の「町」がシエラレオネにはあるとされる ((Gwynne―jones et al。1978:131).
一方、典型的な農村は人口が70人から250人程度である。農村は、1.5～5kmの間隔で点在
している (Olson 1996:391)。この規模から判断すると、都市であつても住民は顔見知り
であり、噂が瞬く間に広がる規模であることがわかる (ただし、内戦中の避難民の流入や、
内戦後の都市化により人口は急増している7)。
(2)メンデ人概要
シエラレオネにおけるメンデ人の人口は、約 146万人とされる (なお、隣国リベリアに
も2万人ほど居住している)(赤坂2000)。この数はシ■ラレオネの人日の約30%にあたる。
図4-1ではシエラレオネの民族分布を示した8。 メンデ人の分布域は、シエラレオネ南部・
束部である。県で言うと、カイラフン県、ケネマ県、ボー県、ボンス県、モヤンバ県(Moyamba)、
プジュン県(Pujehun)にあたる (図4-1および巻頭の図2「シエラレオネの県」参照)。 本研
究ではこの地域をメンデ・ランドと呼ぶことにする。ボー(Bo)やケネマ(Kenema)(いずれ
も都市名)周辺はメンデ・ランドの中心地と見なされている。
メンデ人は 15世紀から16世紀にかけてマンダング人から分離し、現在の地に落ち着い
た。イギリスがフリー タウンを直轄植民地とする19世紀前半には、多くの首長国が林立し
ている (小り|11988)。
メンデ人の主要な生業は農耕であリコメを主食とする。主に陸稲栽培が行われているが、
水稲栽培もおこなわれる(Bleadsoe and Robey 1986)。その他、キャッサバ、ヤム、トウモ
ロコシ、オクラ、マメ類、 トウガラシ、 トマトを作つている。陸稲は、他の穀物類、根菜
類、野菜類とともに混植される。水稲は雨期、(5月-10月)に湿地で栽培される。その湿地
では乾季にはキャッサバやサツマイモが育てられる(Richards 1990)。陸稲、水稲ともに収
穫は9月末あたりである。狩猟、漁労、採集も営まれる。7月から新米の収穫がある9月末
までは「空腹期」(hungry season)と呼ばれ、他の期間に比べ、狩猟、漁労、採集の依存が
高まる。こうした生活のため、内戦中でも自給自足の生活を営むことが可能であつた9。
メンデ人は伝統的に一夫多妻とされる。ムスリムは一夫多妻が許される一方、クリスチ
ャンは一夫一婦が望ましいとされる。一世帯の中には夫婦だけではなく、その兄弟姉妹、
里子、兄弟の寡婦、その夫婦の「クライアント」(生活上での保護を受ける代わりに、家事・
農作業に従事する者)がともに住む場合も多い(Bleadsoe and Robey 1986)。
図 4-1中のボー・ケネマ地域およびボンス地域は、カマジョー の活動が日立った場所で
ある。これらの地域はRllFがゲリラ戦に移行した後 (1994年頃)、 内戦の中心地となつたと
ころである。図 4-1では、ボンス地域はシェルプロ人の分布域となつている。しかし、シ
ェルプロ人は内戦までに「メンデ化」(Mendenization)している(Abraham 1978:1)。
メンデ人は 19世紀中盤から20世紀にかけて影響力を伸ばしており、周辺の民族に影響
を与えてきた。そのことはメンデ語が話されている地域からもわかる。メンデ語は、ニジ
ェール・コンゴ語族マンデ語派西マンデ語に属する言語である。メンデ語は、シエラレオ
ネ南部で共通話として用いられており、シエラレオネの人日の46%によつて話されている。
図 4-2は、現在メンデ語が話されている地域である。図 4-1と比べると、メンデ語話者
の分布が、メンデ人の分布域より広いことが見て取れる。シェルプロ人の地域もその中に
72003年の推計では、コイドゥの人口はH万3000人、マケニの人口はH万700人である(Heath 2005)。3この民族分布はあくまでも傾向を表したものであり、実際には民族は混在して居住している地域もある。
また、マンディンゴ、フラは、長距離交易を通してシエラレオネ各地に定住したため、全土に分散してい
る。                                              ・
9メンデ人の農耕、特にコメの栽培についてはRichards(1996b)を参照。
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含まれている。19世紀、メンデは内陸部からシェルプロの地域へと流入している。19世紀
末のヨーロッパ人による記録でも「メンデ人は他の民族を吸収しており、シェルプロ人は
もはや独自性を持つておらず、メンデ人と融合しているJと記されている (Vi宙an 1896
cited at Abraham 1978:1-2)。筆者がポンス地域で調査した際も、「シェルプロ人はメ
ンデ化されており、シェルプロの言葉は失われている、もはや老人のみしか話すことがで
きないJと聞いた 。
通婚や交友関係は民族を超えて持たれている。また、民族出自は父系で継承される。も
し父親がメンデで、母親がテムネの場合、その人物は通常、メンデを自称する。ただし、
状況に合わせて母親の民族名を名乗る場合もある10。               °
■牛tメンデロが目されている地壌
(JJJ町)   “
“
ende,'  (no d。) UCLA Language uaterial
Proj∝t,[cited at 21 April,2012]
くhttp://―.1口p.ucla.edu/ProFile.aspx?LangIDE15ιロ
enu=004〉
第2節.カマジョー動員の基盤となつたチーフダム
狩人民兵やカマジョー は、行政単位であるチーフダム(chiefdom)を単位にとして動員さ
れている。本節ではチーフダムという行政区分、およびその行政を担うチーフダムの指導
層について俯はする。
(1)チーフダムの制度とそのあらまし
チーフダムとは県(district)の下位の行政区分である。西部州(Western Area)(首都お
よびその近郊)を除くすべての地域がチーフダムに区分されている (巻頭の図 3参照のこ
と)。 現在では全国であわせて149のチーフダムがある。
チーフダムに区分されていない西部州は、1808年、イギリスが直轄植民地とした領域で
ある。直轄植民地では、宗主国に派遣されたイギリス人の総督(govemor)が頂点に立ち、
Ю筆者のフィール ドロ査より。
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宗主国的な法制度に基づいた支配が行われた。それに対して、チーフダムに区分された地
域は1896年に保護領(prOtectorate)とされた地域である。保護領では、地方の権力者をチ
ニフ(chieoに任命し、彼らによる慣習法 (法として守られている社会規範や慣行)に基づ
いた支配が行われた。植民地政府に任命されたチーフがそれぞれ統治を担った地域が現在
チーフダムとされる行政区分である。このような統治の在 り方は「間接統治」(indirect
rule)と呼ばれ、アフリカにおける植民地支配で広くみられた制度といえる(Mamdani 1996,
Manning 2009)。間接統治を基本とする保護領では西洋的な地方行政制度はほとんど進展せ
ず、むしろ、伝統的な支配の維持が図られた (落合 2007)。             '
チーフダムの統治は以下の 3つの階層に大別できる。第一が、「パラマウント・チーフ」
(paramOunt chief)とよばれるチーフダムの長である。パラマウント・チーフになる資格は、
チーフダム内にあるいくつかの家系に限られる(ひとつの家系だけではない)。 パラマウン
ト・チーフを輩出する家系は「支配家系」(ruling houseあるいは、rOyal family)と呼ば
れる。パラマウント・チーフは終身の役職であり、死亡すると支配家系から新たなパラマ
ウント・チーフが選出されることとなる。
第二の階層が、パラマウント・チーフに従属する「セクション・チーフ」(section chief)
および「タウン・チーフ」(town chief)である。セクション・チーフはチーフダムの下位
行政区分「セクション」(section)を統治するチーフである。タウン・チ‐フはチーフダム
内の主要な町(town)を管轄するチーフである。
第二の階層が、セクションに分布する村落を代表する「ヘッドマン」(headman)である。
パラマウント・チーフやセクション・チーフには「スピーカー」(speaker)と呼ばれる側
近がいる。スピーカーはそれぞれのチーフに次ぐ第二位の地位にある。
これらの役職は 1937年の部族当局令(Tribal Authorities Ordinance,No.8 of 1937)
によつて制度化され、法的に設置が義務付けられた。1961年にシエラレオネが独立した後
も、チーフダム制度はほぼそのままの形で継承され、地方行政機構として機能した (落合
2007)。                                                                   、
本研究では、チーフダムの統治にあたる権力者層を「伝統的権威」(traditional
authority)と呼ぶこ にする。                1
(2)植民地イヒ以前のメンデ・ランド、
チーフダムやパラマウント・チーフを邦訳すれば、それぞれ「首長国」、「最高首長Jと
なる。そのことが意味するように、チーフダムの制度とは、現地の支配者層を取り込み、
その支配地域を行政区分として確定することで整えられた制度である。行政制度としての
チーフダムに関する研究は、落合によるいくつかの論考がある (落合 2007、2008、201la)。
本研究は、それに則つて行政制度としてのチーフダムを論じるときは、「チーフダム」、「パ
ラマウント・チーフJなど上述したようなカタカナ表記を用いる。一方、植民地化以前に
ついて論じる際は「首長国」「最高首長」「首長Jという用語を使用することにした。
イギリスがフリー タウン周辺を直轄植民地とした頃(19世紀初頭)、シエラレオネには「首
長国」(chiefdom、あるいは、kingdom)が林立していた。メンデ・ランドも例外ではない。
首長国には最高首長(paramount chief、あるいは、king)がおり、その下位の首長がそれぞ
れの集落を統治していた1ヽ最高首長が死ぬと:首長国傘下にいる複数の首長が合議により、
11首長国に一貫した統治制度があるわけではない。アプラハムOuthor Abraham)は19世紀に見られるメン
デの首長国をふたつに分類した。第一に、個人権威的首長国(Personal horphous State)である。個人権
威的首長国では、王(KinDの個人的な権威に基づいた支配が行われている(Abrahaln 1978:33,35)。領域
が固定化されているわけではなく、支配の源泉は個人の権力に依拠している。臣民も「○○ (工の名)の
国民である」という言い方をする。この分類に該当する首長国として、シェルプロ国(Sherbr。)、 ガリナス
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新しい最高首長を選出した。「影響力のある者であればたいていの者は最高首長となれ」た
という(Fenton 1933 cited in Abraham 1978: 36)。
首長は最高首長から自律した地位にあり、日常の行政を担っていた。19世紀後半のヨー
ロッパ人の記録には「最高首長は自分の町の外では権力を有しておらず、首長となんら変
わらなぃ」とある(Laborde 1880 cited in Abraham 1978:37)。最高首長は絶対的な権力
者ではなく、首長国の代表者という位置づけであつたといえる。
首長国は、近隣の首長国と戦争を重ねた。特に、新たな集落を開く際の入植地をめぐり
戦争が繰り返された。首長国に明確な境界があるわけではなく、影響力は同心円状に広が
つている。戦争は複数の首長国による影響が交錯する周縁部で繰り返された(Little 1967:
28)。また、交易ルートや交易拠点の掌握が争点となった戦争もあつた。戦争によつて捉え
られた捕虜は「奴隷」と,して取引された。ここでいう奴隷とは、ヨーロッパ人に引き渡さ
れ、海を渡つた奴隷を指すだけではない2。 西アフリカには「家内奴隷」Bという奴隷制度
があり、その奴隷も指している (Abraha品1978:7-18):
イギリス植民政府は、19世紀後半には、直轄植民地から首長国が林立する地域に進出す
ることになる。                     .
直轄植民地に住むクリオは、輸出用にショウガやコショウなどの香辛料を栽培し、財を
築いた。政府により没収された奴隷交易船を買い取ることで、現在のナイジェリアをはじ
めとした西アフリカ沿岸諸国と交易をおこなつたのである。彼らは、直轄植民地で教育制
度を整え、西洋化した生活を身につけ、宣教師や交易商を輩出するようになる(Pham 2005:
13)。布教や交易といつたそれぞれの目的のもと、彼らは首長国へと進出した(落合 2011:
187)。以降、直轄植民地に対して、首長国が林立する地域を「内陸部」と呼ぶこととする。
内陸部へ進出したクリオの交易商はヨーロッパからの品々を首長国にもたらした。しか
し、彼らはしばしば略奪の対象となった。植民地政府は、臣民の保護のため、首長に略奪
の禁止を約束させた。略奪品の返還もしばしば要求した。やがて植民地政府は、約束事を
条文化し、各地の首長と合意文書を交わすようになる。この合意文書は、イギリスと首長
「国」との間で結ばれているため、「条約J(treaty)と呼ばれる。条約では、臣民に対する
略奪行為の禁止や、交易のために訪問0居住する臣民の安全の保障が約束された。例えば、
パ・メンデ首長国(Kpa Mende Country)Mの二人の首長と1891年に結ばれた条約 (「第 134
号条約」[Treaty No。134])では、①イギリス臣民のパ・メンデ国への自由な往来、②イ
ギリス臣民の生命や財産を危険にさらす戦争行為の禁止、③すべての交易路の解放、が約
束されている。その引き換えとしてチーフは 10ポンドの俸禄を受け取つている(Great
Britain 1892 cited in Reeck 1976: 18)。
植民地政府が内陸部に影響力を及ぼすようになると、植民地政府を利用して自らの権力
国(Callinas)、ルプ国(Lugbu)、プンペ国(Bumpeh)、パ・メンデ国(Kpa Mende)がある(Abraham 1978:33-34)。
第二の分類は、領域に基づく首長国である。この分類の首長国では、臣民は個人にではなく領域に属性を
求めている。三と呼べる存在はいるものの、絶対的な地位にあるわけではない。首長国内の各地を治める
チーフが首長国の代表として王を選出している。この分類に該当する首長国として、ニャグア国(Nyagua)、
メンデグラ国(Mendegla)、マカヴォレイ国(Makavoray)、カイ 。ロンド国(Kai Londo)がある(Abrahall1 1978:
33-35)。2シエラレオネは、17世紀には奴隷の調達地とされ、18世紀を通して奴隷の送り元であり続けた。シエラ
レオネで調達された奴隷はジョー ジア州やノースカロライナ州などアメリカ南部でプランテーション労働
に従事した (Oy6tado and Luke 2008).シエラレオネの人々はコメや綿花の栽培技術を持っており、北米
の需要と一致したからである(児島2005)。  ｀B 家内奴隷とは西アフリカに見られる奴隷制である。労働に従事する一方、自身の土地を与えられ、自身
のための農耕に従事できた。通婚関係を通して数世代で主人の家系へ統合されていつたとされる (坂井
2006)。シエラレオネでは1928年に廃止された。
“パ
。メンデ国は、後に、現在のコリ・チーフダム(Kori chiefdom)となつた(Reeck 1976:18)。
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を拡大する首長が現れた。ロティファンク(Lotifunk)(地名)の首長ソリエ・ケッセベ(Sorie
Kessebeh)は植民地政府が他の首長国との戦争に直面した際、植民地政府に味方して派兵し
た。さらに彼は、交易路を確保することで交易からの富を蓄積した(Reeck 1976:27-29)。
また、パ・メンデ首長国の首長マダム・ヨーコ(Madam Yoko)は、植民地政府が結成したフ
ロンティア警察隊(Frontier―Police Force)馬の駐屯を認め、彼らを恣意的に利用すること
で他首長に対して有利を保つた(Reeck 1976:29-31)。
(3)植民地化とチーフダム制度の導入
1896年8月31日、植民地政府はシエラレオネ内陸部を保護領として領有することを宣言し
た。その際に導入されたのがチーフダム制度である。この制度では、それまで独自に影響
圏を持つていた原住民の長を植民地の制度として再編し、統治制度に組み込んだものであ
る (落合 2007:120-121)1%パラマウント0チー フ、セクション・チーフ、ヘッドマンの
三階層が設置されたのもこの時である。保護領成立当初にパラマウント・チーフに任命さ
れた者の数は 216名であつたというから、当時のチ早フダム数もこれとほぼ同程度であっ
たものと推定される (落合2007:121)。 ′
彼ら「伝統的権威」が担った機能は、徴税と裁判である17.植民地政府は保護領運営の費
用を捻出するため、家屋税(house tax)(通称、「小屋税」[hat tax])を導入した。各チー
フダムのパラマウント・チーフはその徴税を請け負い、手数料としての一部を差し引いた
金額を植民地政府に収めることとなった。また、伝統的権威は重大な犯罪を除き、慣習法
に則つた審理を行う司法上の役割を有することになった1%
ただし、植民地政府による内陸部の保護領化が、植民地政府による内陸部の掌握と見な
すことはできなぃ。保護領化は原住民の長との合意の上で行なわれた宣言ではない(Reeck
1976:37)。保護領化されても、すべての首長は植民地政府の傘下に入つたわけではない。
植民地政府は首長を統治制度に組み入れるため、金銭的なインセンティプを活用した。
パラマウント・チーフとなつた者には徴収した税の一部を接収する権利が与えられた。ま
た、植民地政府から俸禄が支給された。さらに、パラマウント・チーフがチーフダムから
出る時には、日当や贈答品が与えられた。こうした経済的なインセンティプにより首長は
徐々に植民地支配体制へと組み込まれていつた(Kllson 1969:25-26)。
その過程で、植民地政府はパラマウント・チーフを任命していくこととなる。その中で
パラマウント・チーフになれる家系が固定化し、支配家系が生まれた。「この家系がパラマ
ウント・チーフとなる権利がある」という形で植民地政府が承認したのである。
現地の指導層が植民地政府に取り込まれるプロセスは、宗主国の官吏を高次のパ トロン
とするPCネットワー クが確立していくプロセスとも理解できる。
(4)SLPP(シエラレオネ人民党)の台頭と伝統的権威
シエラレオネが独立する1961年までに、支配家系は植民地政府下での原住民代表を多く
“フロンティア警察隊とは、1890年(保護領化以前)に植民地政府によつて作られた、内陸部の治安維持
機関である (落合20Ha)。
“チーフダム指導層の権限は各地の慣行に委ねられていた。しかし、1937年には「原住民行政システム」
(Native Ahinistration SysteDが導入され、チーフダムの権限が統一的に規定されることとなった。こ
の制度を独立したシエラレオネ政府がそのまま受け継ぐ形でチーフダム制度が存続したことになる 。
"パラマウント・チーフを監督するのが、総督に任命され、各県に派遣される自人行政官である「県弁務
官(District Conmlissioner)Jである。現在の県とは異なり、当時は5県に分けられていた(落合2007:120)。
お伝統的権威の役割についての詳細は、落合(2007)参照。
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輩出するようになった。以降、彼らを「政治家」と表記する。   ・
' メンデ人は、特に多くの政治家を輩出した。他民族をさしおいてメンデ人が活躍した背
景には、植民地政府による初等教育の導入がある。20世紀初頭にはじめられた初等教育の
導入はメンデ・ランドを中心に行われた。メンデ人は北部の民族ほどイスラム化しておら
ず、キリスト教の布教が見込めたからである (実際、教育が浸透した地域では多くのキリ
スト教徒が生まれた)。 1906年、保護領で初の初等教育施設がボーに作られた。「ボー学校」
(Bo School)と呼ばれるこの教育施設の入学要件は、チーフの子息であること、あるいはチ
ーフからの推薦があることであつた。1938年までに学校数は増えたが、その8割はメンデ・
ランドに作られた(Kilson 1969:77)。
内陸部で教育を受け、読み書きができるようになった者は、近代セクターに参入するか、
伝統的権威となるかの二つの道があった。近代セクターヘの参入とは、植民地政府、ある
いはヨー ロッパ企業への雇用を意味する。1934年のボー学校の卒業生のうち22%が植民地
政府に雇用され、15%がチーフダム制度で役職についている(Kilson 1969:79)。
近代セクターに入つた者の中から政治家になる者があらわれる。独立以前のシエラレオ
ネでは、クリオと原住民との政治的対立が見られた。保護領に住む原住民は、自らの地位
向上を図つた。直轄植民地に住み、人口が少ないクリオは、それに危機感を覚え、それを
BR I卜しようとしたЮ。そうした中、メンデ人の政治家は原住民の代表として台頭することと
なった。
1951年、憲法の施行を契機に、原住民を代表する政党としてSLPP(シエラレオネ人民党)
が結成された。その支持基盤は、パラマウント・チーフおよび支配家系であつた。SLPPの
党員では、メンデの割合が高かつた。その背景には1ボー 学校をはじめとした内陸部の学
校で培われた人脈がある(Clapham 1976:29)。党首となったミル トン・マーガイ (Milton
Margai)20は祖父がパラマウント0チー フであり、支配家系の出身である。副党首であるバ
イ・ファリマ・タス 2世(Bai Farinla Tass H)はメンデ人のパラマウント0チー フだった
(Pham 2005: 26)。
SLPPは新たに導入された選挙で、勝利を収める必要があつた。当時の選挙は制限選挙だ
った。有権者は文字が読め、一定の財産を有する者に限られていた。チーフダム内の票を
一挙に誘導することができるパラマウント・チーフからの支持を得るため、マーガイは彼
らに便宜をはかつた。例えば、パラマウン ト0チー フの選出の時に特定の人物に便宜を図
る、チーフダム裁判所の議長の座を与える、あるいは、チーフダム間の境界争いに優先的
に処遇するなどして支持を取り付けたのである(Clapham 1982:85-86)。SLPPは独立を向け
"原住民の発言権は20世紀前半を通して徐々に拡大した。保護領に住む原住民が植民地政府の政治に参加
するのは1924年に制定された憲法がきつかけであった。この憲法が制定される以前、立法評議会
(Legislative Council)(立法府)には6名の公式議員と4名の非公式議員がいた。すべての公式議員はヨ
ーロッパ人であり、総督もその中に含まれていた。非公式議員は1人のヨー ロッパ人と3人のクリオが選
ばれるのが慣行となっていた。それに対し、1924年に制定された憲法では、保護領代表と直轄植民地代表
のいずれもが一定数の議席を占めることとなった。この憲法では12の公式議員と10名の非公式議員が選
ばれることが規定されている。公式議員のうち8名がアフリカ人とされ、そのうち2人が原住民代表であ
り、パラマウント・チーフの中から任命された(Pham 2005:24)。1946年の保護領の政治制度改革 (県議
会[District Council]と保護領議会[PrOtectorate Assembly]の設置)をきつかけとして原住民の発言権の
拡大を求める運動がおこる。1951年にはシエラレオネの自治を目指した憲法が施行された。そこでは、直
轄植民地からは7名の代表が選ばれるのに対し、保護領からは14名の代表が選ばれることになった(Prince
1967: 155)。
20彼が初等教育を受けたのはボンス県ボンス(Bonthe,Bonthe District)にある福音派同胞教会学校(the
Evangelical United Brethren School)である。中等教育・高等教育はフリー タウンで受けた。1921年に
ファラ ・ーベイ・カレッジ(Fourah Bay College)での高等教育を修了した。学士号を取得した後は、イギ
リスに渡り、医師免許を取得している。彼は1930年にボンス県の県議員に選ばれた。その後、中央での保
護領代表となり、中央での政治活動を始めた。彼は1959年、ナイ トの爵位を授与されている。
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た権力移譲期に与党となった。ミル トン・ヤーガイが首相となり、1961年にシエラレオネ
は独立を迎えた。
独立後の政争を通し、クリオと原住民の間に敷かれた政治的な対立は、原住民間の対立
へと変化した。その中で、SLPPはメンデ人の政党とみなされるようになる。クリオの人口
は原住民と比べて圧倒的に少ない。一度、原住民の政党が勝利を収めるとtクリオは少数
派となり、投票行動への影響も少なくなる。その代わりに政治の争点となったのが原住民
間の投票行動である。
独立前に少し遡ろう。1957年、後にシエラレオネの大統領となるシアカ・スティープン
ズ(Siaka Prebyn Stevens)がSLPPを脱退した21。彼はSLPPの創設に参加 していたものの、こ
の年に実施された立法評議会選挙で落選した。それを契機にSLPPを脱退したのである。1960
年には自らが党首となり、APC
全人民会議党)を結成 した。SLPPがメンデ人を支持基盤にしているのに対し、APCは北
部にいる複数の民族からの支持を取り付けた。スティープンズはリンバ人であるが、リン
バ人の人口は少ない。ゆえに、テムネ人やコノ人を含めた北部民族の連帯を主張する。ス
ティープンズはメンデ人によるSLPPの占有を政治的な争点とし、北部の民族が団結するこ
とでメンデ支配に立ち向かう構図を作り上げた。
スティー プンズのAPCは1967年の選挙で与党の座を獲得し、シアカ・スティープンズは
首相に指名された。その後、スティー プンズはAPCの一党支配体制を築き上げ、1978年に
は、APCの一党体制を規定する憲法も導入された。その時、SLPPは解体されることとなっ
た。
SLPPが復活するのは、1990年代に民主化の流れが押し寄せてからである。復活してもな
おSLPPはメンデの政党であり続けた。その支持基盤もメンデ人の支配家系が中心であった。
再スター トを切つたSLPPでも、かつてのSLPP支持者が活躍することとなった。SLPPのカ
バー政権が内戦中にカマジョー を用いたのは、こうしたSLPPとパラマウント・チーフの関
係があつた。
(5)独立後の専制
APCが政権を取つて以降、中央ではスティープンズによる資源の分配に基づいた政治が展
開された。スティープンズによる資源の配分から排除された地域では、インフラの整備や
維持が困難であり、食料や日用品も不足しがちとなつた。植民地期の地方行政機構は、独
立後、十分に機能することも、定着することもないままに廃止され、あるいは、形態化し
ていくことになった (落合 2007)。
中央からの影響が薄れる中、伝統的権威は「専制」ともいえる支配を行つた(cfo Mamdani
1996)。チーフダムでは、伝統的権威や彼らと姻戚関係を持つ家系が、土地の所有権を握り
住民を統治した(Manning 2009)。1970年代から1980年代にかけてのシエラレオネ農村部で
は、パラマウント・チーフら伝統的権威が一般住民、特に若年層の人々に労働力や貢物の
提供を不当に要求したり、チーフダム開発のための資金や税収を私的に流用したり、無実
の者に不当な判決を下して罰金を略取したり、その公的地位を悪用して収賄を繰り返した
りするといつた不公正で抑圧的な支配状況が広範に見られた (落合2007:125)。
21スティ_プンズは鉱山労働者統一労働組合(the united Mine Workers Union)の代表となったことから、
政界入りを果たした。立法評議会(legislative council)の議員となつたスティープンズは、SLPPの創設
に参加し、内務大臣[Minister Of Governlnent])の地位も得ている。しかし、1957年、選挙に落選し、SLPP
から脱退した。彼の父はリンバ、母はメンデであるその出身はモヤンパ県(Moyanlba District)である。モ
ヤンパ県はメンデ・ランドの周縁であり、メンデと北部の民族が混在している地域である。
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ポール・ リチャーズは、そうした伝統的権威による横暴が内戦が勃発した背景のひとつ
であるとする。伝統的権威による搾取の対象となつた若者が多くRUFに参加したというのだ。
リチャーズはRllF戦闘員への間き取り調査を行つているが、その声の中には「チーフから労
働提供を要求されてそれを拒むと重い罰金が科され、それが払えないので村から逃げた」、
「無理やり結婚相手をあてがわれ、.不当な婚資を要求された」というものが含まれている
(Richards 2005)22.
(6)小括
ここまで、チーフダムの制度とその成り立ちについて確認した。以下に、カマジョー /CDF
を考えるにあたり重要なポイントを確認しておく。第一に、植民地政府が地方の権力者を
取り込むプロセスで、シェラレオネという国家は新家産制の様相を帯びることとなった。
植民地政府は、経済的な利益の分配を通して地方の権力者を植民地統治に取り込んだ。利
益の分配を通じた統治は、独立後も引き継がれ、内戦後まで尾を引いている(cfo Clapham
1976, Labonte 2012, Lonard et al。 2009, Reno 1995b, Reno 1998)。
第二に、独立前後の政争を通して、支配家系出身者が政治家となった。彼らは、選挙で
の支持を取り付けるため、支配家系に利益を誘導した。SLPPは、その中で台頭した政党で
あり、メンデ人の伝統的権威と結びついている。一度は廃止されたSLPPが、1990年代に復
活した時も、その支持基盤はメンデの伝統的権威であった。
第二に、地方行政が麻痺する中で伝統的権威はチーフダムの統治者として恣意的な支配
を行つた。支配家系や、その家系と婚姻関係を持つ家系がチーフダムの支配を握つた。彼
らの保護を受けられない住民は、支配層からの不当な扱いに甘んじた。その状況は、シエ
ラレオネ内戦が始まる1990年代まで続いている。伝統的権威に搾取を受け、農村から排除
された者が多くRUFに参加した研究もある(Fanthorp 2001,Richards 2005)。
第3節.土着信仰とイスラムの混交―カマジョーの呪術的側面の背景
本節で論じるのはカマジョー の呪術的側面の背景となるメンデ人の信仰である。
カマジョー (内戦カマジョー )は、加入儀礼により銃弾を跳ね返したり、姿を消したり
する能力を持つとされた。また、護符や呪物を身につけて戦闘をおこなった。こうした呪
術的側面は土着の信仰やイスラムに依拠したものである。カマジョー のイニシエーターは
土着の信仰に基づく呪医あるいはイスラム知識人のいずれかであつた。
(1)メンデの上着信仰
カマジョー の加入儀礼は、超自然的な力「ハレ」(Hale)を引き出すために行われたとい
う。ハレは超自然的な力、精霊の力とされるが、それは銃弾を跳ね返す、姿を消すといつ
た「超能力」を指すだけではない。ハレの中には、日常生活に必要とされる力も含んでい
る。例えば、ナイフや山刀など道具が機能をする (与えられた能力を発揮する)のはハレ
によると考えられた。また、ある技能に長けた熟練者はハレを引き出すのに長けた人だと
考えられた (Reeck 1972:184)。
22リチャーズに対する態度には反論もある:ファンソー プ(Richard Fanthorp)によると、伝統的権威の横
暴は、中央の政治家からの圧力があったり、中央からチーフとしてよそ者が派遣されたりしたためである
とした(Fanthorp 2005)。チーフヘの権力集中や権力行使の恣意性が問題視されながらも、パラマウント・
チーフやセクション・チーフ、ヘッドマンらは指導層として人々により認められていると主張する研究も
あそゝ(Fanthorp 2005, Manning 2009, Sawyer 2008)。
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ハレは、「ゲウォ」α¨め と呼ばれる創造主が作り出したものとされる。人や動物、植
物はゲウォによつて作られたとされる。現在、ゲウォは、地上にはいない。空高くに隠遁
したとされる。彼は、空に昇る時、日に見えない力を残した。それがハレである (Little
1967:217-218)。誰にでもハレを使うことはできる。ただし、その力をうまく操るために
は能力が必要とされた。
呪医はハレを扱う能力に長けているとされた。人々は呪医に、.不可解な出来事あるいは
夢に対する解釈、病の原因の特定を依頼した。例えば、「畑で昼食をとつているときに、カ
メレオンが落ちてきた」、「親族が病に伏しているとき祖先が夢枕につた」といった出来事
に対し解釈を求めたのである2ち 呪医はそれに応じ、必要な場合には儀礼を行つた(Harris
and Sawyerr 1968: 55-57).
また、呪医は自分が見た夢にも解釈を付与した。病人がいる場合や集落が問題に面して
いる場合、その夢が解決方法を示しているとされる場合もあつた。呪医の夢が未来を予見
するとされることもあるい。呪医の中にはその力によリコミュニティ全体に影響力を及ぼ
す者もいた(Little 1967:228-230)。
呪医がハレを引き出すために用いたのが呪物である。薬草(herb)の他に、コヤスガイ、
カミソリ、リボン、羽毛、獣脂、ヒトの爪などが呪物となる (Little 1967:234-235)。こ
うした呪物は、カマジョー の加入儀礼でも用いられた。
呪医の知識は父から子へと伝えられる場合も、徒弟制によつて伝達される場合もあつた
(Little 1967: 229)
ハレはそのまま操ることはできない。ハレを操るには、「精霊」0″Fapが媒介する必要
があるとされた(Little 1967:219)。リトル(Kenneth Little)によると、精霊はいくつか
に分類できるという(Little 1967:216-239).
第一に、祖先霊である。祖先霊は二世代ほどさかのぼる死者である。祖先霊は以前に住
んでいた場所に今も住んでいるとされる。夢を通して生者とコンタクトを持つ場合もある。
祖先霊は親族を守護するといわれる一方、怒らせると災禍をもたらすとされた(Harrib and
Sawyerr 1968:15,Little 1967:220)。カマジョー でも呪医アリウ。コンデワの夢枕に殺
された兄が立ったことから加入儀礼がはじまつたとされる (後述)。
第二に、自然精霊
“
"ゴ
Dである。川やブッシュに住むとされ、感情や嗜好をもち、人格
を持つ存在である。その大きさは小人から大きな怪物まで様々とされる(Little 1967:221)。
例えば、ボンス県にはカッセラ(施ssθノのと呼ばれる精霊がいるとされる。イニシエーター
のママ・ムンダ(Mama Munda)はカッセラを通してハレを得ていると語つている(後述)。 ｀
(2)西アフリカのイスラム
カマジョー のイニシエーターの中には、イスラム知識人に出自を持つ者も多い。西アフ
リカでは、伝統宗教との折衷・混交を繰り返しながらイスラムが広がっている。メンデも
例外ではない。メンデでは、イスラム知識人もハレを扱うことができるとされた。ここで
は、坂井(2003)に依拠しながら西アフリカで見られたイスラムの広がりを見ることで、ハ
レを扱うイスラム知識人とはいかなる存在なのかを確認する24。
“通常、病人は薬草を数日間飲んでみる。それでも効果がない場合、呪医のもとを訪れ、病気の原因を探
つてもらう佃arris and Sa■yerr 1968:55-56)。
24坂井(2003)を依拠文献としたのは、メンデのイスラム化が、ムスリム商人に大きく依拠したからである。
坂井の丈献は、西アフリカでのイスラムの中でも、商人の役割を中心に論じている。西アフリカにおける
イスラムの拡大は、①交易、②イスラム教師および聖職者による伝道、③軍事的な征服、の三者が役割を
果たしたと考えられている。その中でも、坂井(2003)は、交易を中心としてイスラム拡大を論じている。
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西アフリカにおけるイスラムの拡大に大きな役割を担ったのは、マンデ系民族25のムスリ
ム商人である (坂井2003,竹沢 1988:19)。ムスリム商人は早くも11世紀にはサハラ砂漠
を横断し交易を行っている。北アフリカから塩や繊維製品を持ち込み、サハラ砂漠南縁で
産出する金やコーラの実と交換したのだ。マリ帝国 (1230-1645年)やソンガイ帝国
(1646-1590年)などその後に興つた広域国家は、主な交易路および中継基地を掌握するこ
とで繁栄した。西アフリカ内陸部を中心とした交易ネットワークが広域国家の保護のもと
発達した。
広域国家により交易が保護されるという構造は、ヨーロッパ人が奴隷交易を開始するこ
とで変化した。16世紀、沿岸部に立ち寄るヨー ロッパ人は金属製品をヨー ロッパから持ち
込み、西アフリカの金、象牙、綿製品などと交換した。この頃は、奴隷が主要な輸出品だ
つたわけではない。しかし、新大陸でヨーロッパ市場向けの大規模農園が経営されるよう
になると労働者不足が生じ、奴隷交易が増加することになる。17世紀にはアフリカ西海岸
の主要輸出産品は金から奴隷へと変わつていった (宮本 1997:257-259)。
当時、西アフリカには「家内奴隷」と呼ばれる奴隷制度がすでにあり、ムスリム商人は
奴隷の売買も行つていた。ヨーロッパ人による奴隷交易により奴隷の需要が増加した。あ
る国の奴隷は、他国との戦争によつて獲得される。拿捕された捕虜を奴隷とするのである。
効率的に奴隷を捕獲するためには、政治的に未組織で、軍事的にも無防備な辺境の諸部族
に対し組織化された軍事力を行使するのが効果的である。そのため、広域国家は解体し、
小国家が分散することとなつた。小国家では戦士層が経済的利益の獲得源となり、やがて
権力の担い手となった。17世紀には、戦士層が支配者となる首長国が林立するようになっ
た(坂井2003:100-101)。
そうした首長国とヨーロッパ人交易商を結び付けたのがムスリム商人であつた。ヨーロ
ッパ人は海路で訪れたため取引は沿岸部で行われる。ムスリム商人はすでにあつた交易ネ
ットワークを西アフリカ沿岸部へと拡大することでヨーロッパ人と接触した (坂井 2003:
65-67,138)。戦士層出身である首長は奴隷の輸出と引き換えに、ヨーロッパから入つてく
る銃・火薬・馬といつた軍事物資を手に入れた。こうした商品で軍事化の度合いを高め、
首長国は奴隷供給のための戦争を繰り返した26。_方のムスリム商人も、購買力を有する戦
士首長と安定した関係を築く必要があつた(坂井2003:158-160)。
この両者の相互依存関係をさらに強固なものにしたのが交易商のムスリム性である。
交易商は交易で築き上げた富をイスラムの学問研究へと投資した。交易商とイスラム知
識人は、同一の親族集団の成員であることも多い。交易商は経済的にイスラム知識人の活
動を支える一方、イスラム知識人が、ムスリムのコミュニティに精神的指針を与えるとい
う関係が一般的に成立していた。同一のリネージでは、成員の多くが交易に従事し、少数
の成員は商人が得た利益を資本としてイスラム学校を運営した。彼らはクルアーンやシャ
ーリアの研究・解釈、および護符の作成や 卜占などの呪術・宗教的活動の担い手となった(坂
井2003:130-140)。
イスラム知識人は各地に散らばつており、交流をするために移動を重ねた。知識の伝達
は師から弟子への個人的な伝授に重点が置かれている。そのことがイスラムの学者や修行
者の移動を促した。遊学するイスラム知識人や学生は、商人の交易路を利用した(139-141)。
郷「マンデ」(Mande)という用語は、フランス語圏西アフリカの民族誌学において、類似する諸集団をさす
包括的名称として、ドラフォス(M.Delafosse)が導入した。言語上の親近性を手掛かりに、人種、文化、
歴史を加味してまとめられた概念である (坂井2003:45)。今日、マンデ系の中心とされているのは、マ
リンケ(Malinko)、バンパラ(Bambara)、ジュラ(Jula)の二つの民族である。マンデ系の商人によるイスラ
ムの拡大は、以下の文献を参照。坂井(2003)、竹沢(1988)。26奴隷の他、大西洋岸からもちだされるものは、アラビアゴム、蜂蝋、牛皮、大西洋奴隷交易のための食
料となる穀物があつた(坂井2003:97)。
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交易商が組むキャラバンに加わり、移動したのである。これによリイスラム知識人もまた、
各地の首長国へと散らばっていつた。
外の世界についての豊富な知識を有するイスラム知識人は、首長の政策に助言を与える
ことができた。コーロッパ人の記録には首長の側近としてイスラム知識人が加えられ、顧
間や宰相として影響力を持っていたことが報告されている。また、彼らは戦士のために護
符を作成し、戦勝祈祷を行つた(坂井2003:162-165)。
とはいえ、戦士首長がイスラムに帰依しているわけではない。各地の首長層は彼らの伝
統的信仰に則つてイスラムを理解した。こうしてイスラムは伝統宗教と折衷 0混交を繰り
返すこととなった。現地社会にて信頼を得たムスリム商人やイスラム知識人は現地の首長
と通婚関係を築き、定住することになる。
メンデ人のイスラ■化も同様である。シエラレオネ北部 (非メンデ人地域)にあるいく
つかの首長国では1750年までに、マンディンゴ人、フラ人、スス人のムスリム商人やイス
ラム知識人が居住するようになった27。彼らは上述のプロセスと同様、交易を通して流入し
ている (Skinner 1976:501)。戦争を繰り返す首長国でイスラム知識人は、首長の側近と
して政治・軍事的な役割を担つた(Abraham 1978:4)。その結果、イスラムは指導者層に取
り入れられ、商人やイスラム知識人の地位も高まつていつた。彼らは土地の所有を認めら
れ、地元の有力者と姻戚関係を結んでいった(Bledsoe and Robey 1986,Reeck 1972:186)。
植民地政府によつて戦争が禁止された後、イスラム知識人は、護符づくりや祈祷に役割
を見出していつた(Reeck 1972:187)。
(3)メンデのイスラム
メンデのイスラムについては、ダレル・ レー ク(Darell Lo Reeck)の研究が詳しい。レー
クはメンデにみられるイスラムを「よそ者イスラム」(stranger lslam)と「メンデ・イス
ラム」(Mende lslaめに大別した(Reeck 1972)。
「よそ者イスラム」とは、外からやってきた交易商によつて実践されたイスラムである。
それに対して、「メンデ・イスラム」とはイスラムのシンボルをメンデの伝統的信仰に従つ
て使用する実践を指す(Reeck 1972:186-187)。その担い手は小農からチーフダムの指導層
までと幅広い。イスラム知識人やイスラム商人が用いるアラビア文字は超自然的なカハレ
を媒介する能力があると信じられた(Reeck 1972)。
ブレッドソー(CarOline H.Bledsoe)とローベイ(Kenneth M.Robey)の研究は、メンデ・
イスラムに対するイスラム知識人の役割について論じている。彼らはイスラム知識人を二
つに分類している(Bledsoe and Robey 1986).第一に、「カラモコ」(karamOko)28でぁる。
カラモコは、イスラム学校を運営し、学生 (弟子)に知識を伝える者を指す。住み込みで
学ぶ学生による労働や農作業、および学生の親からの供物で生計を立てた (学生は 5歳以
上の子どもとされる)(Bleadsoe and Robey 1986:223,n5)。第二に、「モリメン」(morimen)29
である。モリメンは、呪術を行うことで生計を立てた。その施術領域は広く、男女関係の
成就や豊作の祈願、 卜占、就職祈願、試験の合格祈願、邪術の跳ね返し、悪霊払いなどが
27ィスラムを取り入れた首長国として、スンプヤ国(Sumbuyah)、キシキシ国(Kisi―Kisi)、ベンナ国(Benna)、
ムサイア国(Musaia)、ポートロコ国(Port Loko)がある(Skinner 1976:501)。
おカラモコとは、マンデ系の言語 (マリンケ語、バンバラ語、ジュラ語)に起源をもつ。アラビア語のqara'
a(「読む、朗唱する」)に出来するKaraと、人を意味するMokoとの合成語であり、直接には「読む人」
の意味になる (坂井2003:130).
"Moriとはソニンケ語やポゾ語、フルベ語の回Ori/modiから来ており (坂井 2003:130)、クリオ語で「呪
術」を指す。men(「人」)は英語のmanである (Bledsoe and Robey 1986:223,n.5)。そのまま、メンデ
語として定着した。
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含まれる (Bledsoe and Robey 1986:208-209,223n.5)30。
カラモコやモリメンは、町や村のイスラム学校で学んだあと、さらに教育を重ねるため
に西アフリカ各地のイスラム学校で学んだり、各地のイスラム知識人と交流を深めたりし´
た(Bledsoe and Robey 1986:209,Skinner 1976:510)。それにより、イスラムを伝えた
「よそ者」と同等の知識を有するようになったのである。
本研究では、カラモコもモリメンも区別することなく「イスラム知識人」と表記した。
カマジョー のイニシエーターもカラモコやモリメンは多い。イニシエーターには「カモ」
(Kamoh)あるいは「モアレム」(MOaleOと付く名前が多い。これらはイスラム知識人を示す
称号である。前者がカラモコ、後者はモリメンに冠される。
第4節。 内戦の要因         .
最後に、シエラレオネ内戦の要因を確認しておこう。二章で確認したように、1990年代
にアフリカで見られた武力紛争には、経済と政治の 2つの誘発要因があつた。経済停滞お
よび経済停滞を打開するために導入された構造調整プログラムは、PCネットワークを維持
するための資源を減少させた。他方、複数政党制の導入はPCネットワークの分裂を促した。
反政府RUFには、政治エリー トと呼べる人物はおらず、PCネットワークの分裂という理
解は妥当ではない。ただし、経済悪化およびPCネットワークを維持するための資源の減少
が内戦の要因となつていることは指摘できる。
第一に、PCネットワークで維持されていた国家の統治が1980年代までに徐々に蝕まれて
いった。1960年代末から政権の座についたシアカ・スティープンズは個人支配の体制を整
え、1985年まで大統領の座に居座った。ステイープンズにはPCネットワークを維持するた
めの資源が必要である。その調達先としてスティープンズが目を付けたのがレバノン商人
であった。レバノン人は、19世紀に自国の養蚕業の打撃から移民として流入し、その後は
内陸部の交易で経済的優位に立ちつつあった。また、ダイヤモンドの輸出も行つていた。
1970年の時点で人口は7000人である(Kaniki 1973)。
レバノン人は、シエラレオネ人政治家とコネクションを持たず、政敵と癒着をする恐れ
がない。スティープンズはレバノン人に対してダイヤモンドの採掘権をツト他的に供与し、
その見返りを受けとつた。同時に、ダイヤモンドにかかる税金など公的な国家機構を通じ
て得られた国家歳入も私的に流用した。それらを元手にスティープンズは「クライアント」
に資源を分配したことになる(Reno 1995)。
しかし、その支配体制は徐々に崩壊する。蓄財により力を得たレバノン人がスティープ
ンズの保護を必要としなくなつたからである。レバノン商人は、スティープンズの庇護下
でビジネスを拡大し、シエラレオネ経済を握るほどに成長した。もはや政府の助けを必要
としないレバノン人は政府の手の届かないところでビジネスを行った。以前は、採掘地の
警備のために「国内治安維持部隊」(Internal Security Unit:ISU)(武装警察)31の派遣
を受けていたが、それに代わり、彼らは独自に武装し採掘地を警備するようになった。ま
た、何かとピンハネされる政府のチャンネルを辻回し、独自の流通経路でダイヤモンドを
捌くようになった。
歳入の減少に直面したスティープンズはもはや支配を維持できなくなった。大統領の座
∞Little(1948)は、モリメンの役割として、惚れ薬の調合や頭痛の治療、チーフ選出の際に候補者が勝利
を願つて持つ護符の作成を挙げている。
31シェラレオネ警察(Sierra Leone Police)の一組織としてスティープンズにより作られた。この組織には
ギニアやキューパにより軍事訓練が施されており、1970年代から抑圧と圧政の役割を担つたという。その
背景には、スティープンズが、国軍を十分にコントロー ル出来ていなかったことがあげられる。後にISU
は「特別治安部門(Special security Division:SSD)」と改称した。
4章 背景 66
をジョゼフ・サイドゥ0モモに空け渡す。1985年のことである。モモはダイヤモンドから
の収入の再獲得や他チャンネルからの収入確保を試みるも功を奏せず、支配基盤は確立で
きないでいた(Reno 1995)。モモ政権期に国家は機能不全という様相を呈しだす。前述した
ように、国家歳入が減少し、補助金や社会サービスがカットされ、人々の生活が立ち行か
なくなったのである」
第二に、農業生産が徐々に蝕まれていつた。シエラレオネは1950年代初頭までコメの輸
出国であつた。しかし、1955年からは国内需要が満たせなくなり、輸入国に転じている。
政府はコメの生産の奨励を行つたが、輸入は増え続けた(Due and Karr 1973)。ダイヤモン
ド採掘に人員をとられ、慢性的な人員不足が生じたためである。コメ不足を解消のため政
府は安価にコメを輸入したが、国内で生産されるコメは安価な輸入米と競争できなかつた。
さらに、生産の停滞に拍車がかかり、自給自足以上の農業ができなくなった(Richards
1996a: 51)。
第二に、貨幣経済が崩壊した。インフレにより、都市部において現金収入で生活するこ
とができなくなつたのだ。その引き金となったのはIMF主導の構造調整政策である32。 1986
年には通貨レオン(Leone)が固定相場制から変動相場制に移行した。それを契機に急激なイ
ンフレが発生する。首都フリー タウンの消費者指数は、1978年を100とした場合、1986年
後半には1516、1987年4月には4743であった。また、コメの価格は半年で2倍になつた。
それまで、コメの消費者価格は、補助びにより低く抑えられていたが、1986年に補助金は
撤廃された33(Longhurst and Kamara 1988)。それにより、1980年代後半には都市へ出て、
収入を得るという選択肢が奪われた(Richards 1996a:51)。前述のように、パ トロンに保
護を作ることで就学や就業の機会を得ていた若者もパ トロンを失つた。
第四に、伝統的権威の横暴がある。経済停滞は伝統的権威にも打撃を与えた。彼らもク
ライアントを擁し、クライアントをつなぎとめておく必要があつた。伝統的権威の保護を
受けられない者は、彼らの搾取の対象となり、農村社会にいられなくなつた。
搾取の対象となり、農村に居場所を失つた者たちは最も厭われる仕事のひとつであった
ダイヤモンド採掘で生計を立てるしかなかった。リチャーズによると、ダイヤモンド採掘
は、ダイヤブームに沸いた頃には一般的な仕事であったが、1980年代末になると、学校ヘ
いく資金がない者、生活上の支援を受けることができない者、あるいは学校を出た後、仕
事を見つけることができない者が従事する最後の選択肢になつていたという。このような
最も厭われる仕事しか選択肢を持たなかつた者たちが、多く RUFに参加したといわれる
(Richards 1996a: 50)。
以上、1980年代のシエラレオネは、政治、経済、社会的な閉塞感にあふれていた。この
閉塞的な状況は、国家機構の麻痺が招いた様々なレベルでの権力者の横暴と経済停滞の悪
循環によつて形成されていつたといえる。1980年代、人々は経済停滞という打撃だけでは
なく、恣意的な支配によりもたらされた権力者による搾取にも悩まされている。両者は悪
循環的に1980年代の閉塞的な状況を作り出していつた。それがRllFの形成につながってい
つたと言える。
***
小括
32シェラレオネにおける構造調整政策とその影響についてはReno(1996)が詳しい。
33都市部において流通する消費財の価格が補助金により低く抑えられた理由については、Bates(1984)が
アフリカ諸国にあてはまる一般的理論として提示している。
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以上、本章ではカマジョー /CDFの理解に必要な背景を確認した。
第一節では、シエラレオネにおけるメンデの位置づけを確認した。メンデ人は人日の30%
を占め、シエラレオネ南東部に分布している。第二節では、チーフダム制度について確認
した。チーフダムとは行政区分であり、行政組織である伝統的権威は、伝統的な指導層で
もあつた。三節では、メンデでは、土着の信仰とイスラムについて確認した。メンデには、
土着の信仰に基づいた呪医がいる。一方、19世紀に、流入したイスラムは、メンデの信仰
と融合していつた。イスラム知識人は、メンデの信仰に基づいた儀礼や護符づくりを行つ
た。第四節では、内戦の要因を整理した。1980年代、経済停滞および、さまざまなレベル
での権力者の横暴によつてシエラレオネは疲弊していた。
以上のことを踏まえたうえで、次章以降は、カマジョー /CDFの時系列的な変遷を追つて
い く 。
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第5章 国軍によるリベリア難民や地域住民の動員
―一モモ政権期～NPRC政権期前半 (1991年～93年)
本章では内戦が開始したモモ政権期 (1991年の内戦開始～1992年4月)からNPRC政権
期前半 (1992年4月～1993年末)までのプロセスを確認する。1991年3月、シエラレオネ
内戦は反政府勢力 RllFが隣国リベリアからシエラレオネヘと侵攻することで始まった。シ
エラレオネ政府は反乱に対応するための武器やノウハウを十分に持ち合わせいるとはいえ
なかつた。それを補うために、時のモモ政権は様々な方策をとった。その中には、国軍の
増員、外国への支援要請、リベリア難民の武装化、地域住民の動員が挙げられる。本章は、
その中でも、カマジョー /CDFと関わりのある地域住民の動員およびリベリア難民の動員を
見ていく。国軍による地域住民の動員は狩人民兵が形成される直接の契機となった。シエ
ラレオネ政府によるリベリア難民の動員は、後のカマジョー の変容に大きな影響を与えた
(そのプロセスは8章で確認する)。 また、国軍が各地で地域住民を動員した結果、NPRC政
権前半までには各地でローカルな自警組織が誕生することになった。
本章の構成は以下のとおりとする。まず、第1節では、RllFに直面したシエラレオネ政府
が軍事力を増強するために取つた対応について俯欧する。第 2節、第3節ではそのうち部
を詳述する。第2節では、シエラレオネ政府によるリベリア難民の動員について述べ、第3
節で国軍による地域住民の動員について確認する。
第 1節. シエラレオネ政府による反舌Lへの対応
1991年3月、RllFは二手に分かれ、リベリアと国境を接するカイラフン県(Kailahun
District)およびプジュン県(Pujehun District)へと侵攻した。RUFはリベリアの武装勢力
NPFLの援軍を受け、侵攻部隊の大半はリベリア人であつたといわれる。
内戦発生時、シエラレオネ政府は反乱に対応するための武器やノウハウを持ち合わせて
いなかった。シエラレオネ政府が持つ軍事力は以下のとおりである。まず、シエラレオネ
政府には、約4000名の兵士を擁する国軍がある。しかし、その役割は形式的なものに留ま
り、反乱鎮圧の技術・設備を持ち合わせているとはいえなかつた。また、警察内に設置さ
れた武装警察「特別治安部門」(Special security Division:SSD)1がある。約 800名の人
員を擁するSSDは、大統領の直属部隊という性質を有し、キューバ軍による軍事コ1練を受け
るなど軍事的には国軍よりも優れていたとされる。また、100名ほどの沿岸警備隊もシエラ
レオネには存在する (Gberie 2005:29)。
これらの組織は反乱を鎮圧するには十分といえず、1991年7月までは劣勢を強いられて
いる。しかし、シエラレオネ政府は、いくつかの手段を用いて戦力を増強し優勢に回るこ
とになる(Pham 2005:83-85)。
第一に、国軍の人員を拡大した。1991年末に国軍は 7000名を抱えるまでとなつた。1992
:その前身は前述のISU(国内治安維持部隊)である。1973年。シアカ・スティープンズ大統領により作
られ、事実上は、大統領直属の部隊として機能した。政敵に対する脅迫や社会運動の弾圧にも用いられて
いた。後に、SSDと改称した(Gberie 2005:29)。
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年 4月のクーデターによリモモ政権が転覆し、NPRCが政権を担うようになると、その数は
さらに増大する。内戦終結と被災地の復興を公約に掲げたPRCがさらなる増員を行つたか
らである61992年中盤までには国軍の数は 1万3千～4千人程度にまで膨れ上がった(Pham
2005: 92-93)。
第二に、シエラレオネ政府はギニアやナイジェリアからの派兵を受けた。シエラレオネ
とギニアとの間には1971年に相互防衛協定が結ばれている。内戦が始まった直後、この協
定に基づきギニア軍が派兵された。ギニア軍はカイラフン県ダル(Daru)の防衛にあたつた。
他方、ナイジェリア軍も、1991年7月からRllF/岬FLと交戦している。このナイジェリア軍
はすでに内戦状態にあつたリベリアに展開するために駐留していた部隊である (Pham 2005:
88)。
第二に、シエラレオネ政府はリベ リア難民を武装した。1989年に第一次リベリア内戦が
開始して以降、シエラレオネにはリベ リア人難民が流入していた。ケネマやボーの町中に
も多数の難民がいたという。筆者は当時のリベリア人について知ることのできるエピソー
ドを聞いた。
難民が来るまで、シエラレオネ人はリベリア英語を理解しなかつた。理解できたのは、国境周辺の
人々だけだつた。しかし、難民が流入してからは、多くのシエラレオネ人がリベリア英語を理解す
るようになった。
この語りからもわかるように、当時のシエラレオネには多くのリベ リア人が流入していた。
中でも難民となったのは、クラン人(Krahn)やマンディンゴ人(Mandingo)といつた政府と関
係が深い民族である。反政府勢力NPFLは、政府に重用されていた彼らをターゲットとした
「民族狩 り」を行つた。
RllFは、そのNPFLに支援を受けている。そのため、シエラレオネヘと追われたリベリア
難民にとつて、RllFは敵対勢力であった。シエラレオネ政府はリベリア人難民を「リベリア
人連合防衛軍」(Liberian United Defense Force:LUDF)として組織 しRllFとの戦いに動員
した。
第四に、前線で活動する国軍が地域住民を動員した。RUFとの戦闘にあたつた国軍兵士は
土地勘を持つていなかつた。前線にいる国軍は、周辺の地理に精通している地域住民を道
案内役として用いた。こうした地域住民は戦闘で正規兵を補助する役割を担 うようになる。
このようにシエラレオネ政府はRllFと対抗するためにいくつかの方策を取つている2。その
中でも、リベ リア難民の動員および地域住民の動員は、カマジョー/CDFの変容を論じるに
あたり重要となってくる。以降、第 2節でリベリア難民の動員について、第 3節での国軍
による地域住民の動員について詳述する。
第2節. リベリア難民の動員
本節では、内戦のごく初期にはじめられたリベリア人難民の動員について記す。RUF掃討
のためにシエラレオネ政府はリベリア難民を動員し、LUDFを組織した。そこはリベリア人
だけではなく、シエラレオネ人も参加している。LUDFへの動員を通して、シエラレオネ人
とリベリア人の間に人脈が作られた。この人脈はAFRC期にカマジョー に大きな影響を与え
ることとなる (8章を参照)。
2政府の対応についての詳細は、岡野(201lb)参照。
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(1)シエラレオネ政府によるLUDFの形成と∪LIMOへの発展
シエラレオネ政府によるリベリア難民の動員はかなり早い時点で行われている3。RUFの侵
攻は、1991年3月23日である。すでに4月16日には国軍およびギニア軍とともに行動す
るリベリア人部隊が目撃されている (TRC vol.3A2004:150)4。
リベリア難民の組織化は、在シエラレオネ・リベリア大使であつたアルバート0カー ペ
ー将軍(General Albert Karpeh)がシエラレオネ政府に働きかけたことにより実施された。
リベリア国軍での継暦を持つカーペー将軍は米国で軍事詞1練を受けた経験を持ち、国防大
臣(Ministry of Defense)(任期 :1981～82年)や参謀長(Chief of Staff)の経験を持つエ
リー トである(真島 no d。)。 反徒の侵入を聞き付けたカーペーはシエラレオネ政府に対して
リベリア人難民を武装し、RUFの掃討に協力することを申し出た(Ellis 1999:95)。
そうして組織されたのがLUDF(リベ ア人連合防衛軍)である。LUDFのリベリア人戦闘
員には武器・弾薬および軍服が与えられ5(Ellis 1999:95)、その拠点としてケネマ近郊の
タオマ村(TaOma)に基地が作られた。この基地は「タオマ・ベース」(Tao■la Base)と呼ばれ
た。筆者は、LllDFに動員されたクラン人のリベリア難民から声を聞くことができた。
1990年、内戦の緊張が高まリクラン人にとつては逃げた方がよい状況となった。この年にモンロ
ビア 〔リベリアの首都〕からシエラレオネヘと逃げた。父親はリベリア国軍だつた。父はリベリア
に留まり、母と共にシエラレオネに行つた。国境まではリベリア国軍の車で送つてもらった。運転
手は軍人である。〔襲撃から守るため〕車はコンポイを組んだ。そのままシエラレオネ国境をつつ
きり、ジェンデマ(Cendema)〔シエラレオネ側の国境の町〕で降ろされた。そこで国連に保護され
た。一週間ほど滞在した後、我々はケネマに連れて行かれた。その後、ウォータールー(Water100)
〔フリー タウン近郊の町〕の難民キャンプに移り、そこに落ち着いた。…その頃、チャールズ。テ
イラー 〔PFLのこと〕がシエラレオネに侵攻してきた。それにカーペーは「ノー」と言つたんだ。
カーペーはLUDFを組織し、りベリア人に加わるように求めた。だから俺もタオマ・ベースに行つた6.
この語りからはLllDFの動員が組織的になされていたことあがわかる。リベリア難民はごNIDFL
(あるいは、そのリー ダー、チャールズ・テイラー)に立ち向かうという大義のもと、リ
ベリア国境やケネマ近郊のみならず、フリー タウン近郊からも集められている。まさに、
シエラレオネ中から動員されたといえよう。
次の証言は、難民.となったリベリア国軍兵士によるものである。
私はタオマ・ベースを作つた最初のひとりだ。シエラレオネに来たのは、PFLとの戦闘によつてシ
エラレオネ国境まで押し出されたからだ。その時21名がいた。コンゴ(Kongo)で国境を越えてシエ
ラレオネに入り、ダル(Daru,Kailahun District)まで来た。当時は難民キャンプがあるわけでも
なく、国際赤十字もいなかった。難民がただ住んでいただけだ。その後、ジンミ(Zinmli)へと移り
ダイヤモンド・ボーイ 〔鉱夫〕となった。この頃、国連が来たので難民申請をした。難民申請をす
3リベリア難民が流入するまで、シエラレオネのほとんどの地域でリベリア英語はあまり通用しなかった
(リベリア英語とはリベリアで共通語として使用されているリベリア訛りの英語である)。 しかし、リベ
リア難民の流入をきつかけにシエラレオネ人もリベリア英語が聞き取れるようになったという。2010年12
月 31日、筆者のフィール ドノートより (この時、国境近くの町ポトル(Potoru)に滞在していた)。4その目撃場所は、ダルやポトル(Potru)、ケネマ(Kenema)近郊であつた(TRC vol.3A2004:150)。
5 TranScript of r力θ′ン。sθο〃
`ο
r ar ι力θ5,θofa′ ι♭arι ι ι力arfθs ι力an″a/ ,av■οr (SCSL-2003-01-T),
10 January 2008, pp. 958-959.620H年1月13日、ポール・ヘンリー (Paul Henry)、モンロビア。
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れば毎週配給が受けられるようになるからだ。難民キャンプに住んでいたわけではない。難民登録
をしただけで、普通に暮らしていた。しかし、ジンミは未確認部隊により襲撃された。私は友人と
ともにケネマまで逃げた。私はリベリア国軍での経験があつたため、ケネマで「作戦」に無理やり' 引き込まれた。7
この語りは、LllDFが難民となったリベリア国軍兵士を中心として作られたことを示してい
る。この頃までにリベリア政府は弱体化し、多くが逃散していた。その中にはシエラレオ
ネに渡つた者もいた。彼らがLllDFの担い手となった。
カーペー将軍はリベリア人難民の組織化と引き換えに、RUFの掃討に成功した暁には、リ
ベリアヘと侵攻するための支援を受けることをシエラレオネ政府と約束していたとされる。
1991年5月、LllDFは、ギニアのリベリア難民グループ「リベリア・ムスリム救済運動」
(Movelllent for the Redemption of Liberian Moslem:駅D」 と統合し、「リベリア民主統
一解放運動」(United Liberation Movement for Democracy:llLIMO)を結成する。ULIMOは
9月にはリベリアヘと侵攻し、NPFLと対峙することとなつた。その後もタオマ・ベースは
ULIMOの基地として使い続けられた。
ULIMOの活動は国境を越えて行われた。シエラレオネ国内ではRllFの掃討にあたり、リベ
リア領内では武装勢力として勢力を拡大していった。llLIMOの戦闘員は「我々はシエラレオ
ネ側 では LllDFとい う名 前 を使 い、 リベ リアでは ULIMOと呼んでいた」 と証言す る。ULIl10
の戦闘員による語 りを二つ紹介しよう。ひとつめはULIMOの戦闘員の生活についてである。
(俺はULIMOの一員としてリベリアヘと侵攻した。)その頃は、NPFLとの戦闘に従事するため1～2
カ月前線にいてはシエラレオネに帰るという生活だった。シエラレオネに戻るのは、エンジョイ
するためだ。シエラレオネに戻ると買い物を楽しめる。8
次の語りはULIMOに強制動員された戦聞員の語りである。
ヽ 親父がシエラレオネ=リベリア国境近くで働いていた。鉱山で働いていたんだ。そこにULIMOがや
ってきた。50人ほどが徴兵された。10代の若者35人くらいが徴兵された。自分もその中の一人だ
つた。捕まってから、徒歩でリベリア=シエラレオネ国境を越えた。国境を越えてからはULIMOの
車でタオマ。ベースヘと連れて行かれた。そこで一か月ほどの軍事訓練を受けた。他の戦闘員の訓
練もできるようにみつちり訓練をされた。9
この語りは ULIMOが強制的に動員した若者をシエラレオネで訓練していたことを示してい
る。この二つの語 りからは ULIMOがリベリアでの戦闘のためにシエラレオネを後方基地と
して利用していたことがうかがえる。
(2)∪日MOに参加したシエラレオネ人
ULIMOに参加したのはリベリア人難民だけではない。ULIl10に参加したシエラレオネ人も
いた。こうしたシエラレオネ人の中には、RUFとの関係を疑われた結果、llLIMOに参加せざ
るを得なかった者たちが多い。内戦が始まった当初、RUFにはリベリア人が多かった。その
ため、シエラレオネ国軍はリベリア人やリベリアと関係を持つシエラレオネ人を反徒とし
72011年1月15日、アッパス・カネー(Abbas Kanneh)、タプマン。パーグ。820■年 1月13日、ポール・ヘンリー 、モンロビア。0筆者によるインタピュー (匿名)。
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て疑つた。特に国境地帯の人々は リベ リア と関係を持つていることが多い。シエラレオネ
特別裁判所では、国境地帯の様子が証言されている。
国境を越えてもメンデ人はいる。国境近くでは、シエラレオネ人でもリベリアの通貨を使っている。
〔国境地域では〕ケネマヘのアクセスは悪い 〔車道は舗装されていない〕。しかし、モンロビアに
はすぐにいける 〔国境からモンロビアヘの道路は舗装されていた〕。姻戚関係も国境を越えて作ら
れている。だからシエラレオネ側でも多くの者がリベリア英語をしゃべる。リベリア人あるいはシ
エラレオネ人という区別は意味をなさない。Ю
この証言で述べられているようなリベリア人でもシエラレオネ人でもあるような人々は国
軍からRUFだと疑われた。RllFの大半がリベリア人であつたため、国軍はリベリア英語を喋
る者やリベリアと関係を持つ者をRUFだと疑つた。国境地域に住んでいた人々、あるいは、
リベリアと関係を持つ人々は国軍から自分の身を守るためにULIMOに参加したともいえる。
筆者の調査協力者スパローも同じ理由から ULIl10に加わった。スパローは以下のように語
る。    ｀
内戦が発生した時、国軍はリベリア英語をしゃべる者を「反徒」(rebel)〔RUF〕だと疑つた。殺さ
れる可能性もあつた。私がボーで大学に通つていた時、LUDFに参加することに決めた。シエラレ
オネ人は大勢いた。数百人はいたと思う。数か月の軍事訓練を受けた。モンロビアに帰りたかつた
ため、ULIMOとしてリベリアに侵攻するつもりでいた。その前にボーに住む母親に挨拶しにいつた。
.すると怒涛のごとく反対された。それで行くのをやめた。
シエラレオネの人々は、RUFを指すとき、「反徒」(rebel)という語を用いる。以降、語りで
「反徒」という言葉が使われる場合、RllFのことを指すものとする。
スパローの父親も母親も生粋のシエラレオネ人であるが、リベリアが内戦に巻き込まれ
る前にモンロビアヘと移 り住みビジネスをしていた。そのため、スパローはモンロビアで
育っており、.リベリア訛 りの英語を話す。こうした背景からスパローは国軍に疑われる存
在であつた。                               .
スパローの弟も ULIMOに加わっている。彼は兄とは異なり、シエラレオネで育つた。ボ
ー近郊の村で母方の祖父と共に住んでいたという。 リベリアが内戦に巻き込まれる前はし
ばしばモンロビアの父や兄に会いに行らたとぃぅ。   .
内戦が始まると、村の人々が私をRUF関係者だという日で見るようになった。村を離れ、ケネマま
で行つた。ケネマでスパロー と合流し、いつしょにULIMOに入ることにした。…俺は2カ月ほどの
軍事訓練を受けた。戦況によつては人をすぐに派遣しなければならない。だから、ULIMOの軍事訓
練の期間は、参加するタイミングによつて異なった。その後、ULIMOとしてリベリアに侵攻した。
しか し、NPFLに国境まで追い返 された。そ こでULIMOから離脱 した。ULIMOでは金を払われたわけで
もないし、シエラレオネにガールフレンドもいた。だから俺はボーに戻つた。ボーではガールフレ
ンドが小規模な商い(small business)をしており、それで支えてもらつた:L
村の人口規模が少なく、顔見知 りの者がほとんどである。村人は彼のパックグランドを知
つていたのだろう。彼もリベリアと関係を持つ者として疑われ、ULIIIOへと参加 した。しか
:° Transcript of The PrOsecutor of the Special Court vo Charles Chankay Taylor (SCSL-2003-01-T),
10 June 2010, p. 42484.H2011年1月2日、ポーにある彼の自宅にて。
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し、その後、シエラレオネヘと戻 り、人口が多く、見知らぬ人が歩いていても気に留めら
れない都市へと移つた。
スパローやその弟とは異なり、ULIMOの戦闘員としてリベリアヘと渡つた者もいる。以下
の証言はリベ リアヘと渡つたシエラレオネ人イブラヒム・ジャロ(Ibrahim Jal10h)から聞
き取つたものである。
シエラレオネ国軍は反徒に対処するためリベリア難民を組織した。リベリア難民はシエラレオネの
ことを知らない。進軍するためにはシエラレオネ人の道案内が必要となる。私はその案内役をして
いた。「お前は勇気があるから戦聞員にならないか」と言われ、そのままULIMOの戦闘員となつた。
我々は反徒を 〔リベリア国境まで〕押し戻し、そのままリベリアヘと進軍したレ。
彼は、自分には勇気があったから戦闘員となったと語る。しかし、彼の友人は、彼がリベ
リアヘ行つた理由として故郷が反徒の支配下にあらたからだと語つた。イブラヒム・ジャ
ロの出身地は、リベリア国境と近いプジュン県のポ トル(Potoru)である。当時、ポ トルは
反徒の支配下にあつた。そのため、政府の支配地域にいても、反徒の協力者として疑われ
ることになった。彼はULIMOといっしょにいるしか選択肢はなかったという。
リベリア難民が動員されたのは内戦が始まった直後のことであった。当時、内戦では、
まだブッシュ小道を使 うという発想がなく、車道を中心とし展開された。国軍と RllFが前
線で対時する形で戦闘が行われた (TRC 3A 2004:134)。そうした背景からシエラレオネ政
府は、第一次リベ リア内戦を経験し、即戦力となるリベリア人難民を動員し、対 R『戦に
用いたのである。
第3節。 国軍による住民の動員
内戦開始から数力月が経過すると、プッシュ小道を用いた戦闘が行われるようになった。
そのため、地理に精通した人材が必要とされるようになった。国軍は、地元のブッシュ小
道に精通した地域住民を動員するようになる。その初期には、住民を組織化するわけでは
なく、兵士 (司令官)個人に忠誠を誓う個人によつて活動が行われていた。
(1)司令官の個人的なクライアントとして始まった非正規兵の動員
対 RllF戦に従事するため国軍の部隊は前線へと派遣された。前線へと派遣された国軍は
組織的に部隊を展開しているわけではなく、それぞれの部隊が独自に RllFに対処している
という様相であつた。そうした部隊には、地域住民を動員し、RUFとの戦闘に用いたものも
あつた(Hoffman 201la:33)。アプドゥラー(Ibrahim Abdullah)とムアナ(Patrick Muana)
は国軍に動員された住民について以下のように述べている。
国軍に動員された者の中には、RUFによる最初の攻撃で親や保護者を失つた者もいる。彼らは復讐に
燃えて国軍へと参加した。内戦により失われた教育の機会の代わりとして軍事訓練を受けた者もいる。
大人は軍に徴兵された。年端もいかない子供も、司令官に個人的に忠誠を誓う「見習い」として使わ
れた。彼らは兵士としての身分を得た正規の兵士というわけではない。そうした戦闘員は忠誠を誓う
司令官を指すとき「兄貴」(bra[big brother])という呼称を用いた。     _   ‐
'                             (Abdullah and Miana 1998)
12ィプラヒム・ ジャロ(Ibrahin Jalloh)、2010年12月31日、ポ トルにて。
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ここで示されているように、国軍の部隊は住民を組織的に動員したわけではなく、司令官
個人に忠誠を誓うクライアントを用いたのだといえる。アプ ドゥラーらのいう「見習い」
とは、おそらく最初は、国軍のために調理や洗濯など雑用にあたっていたのだと思われる。
シエラレオネでは、近所の子供にお使いをさせたり、仕事を手伝わせたりすることが日常
である。最初、そうした形で国軍兵士と接することになった若者が非正規兵として戦間に
従事するようになったものと思われる。前述のようにシエラレオネではパ トロン=クライ
アント関係がセイフティ・ネットとしての役割を持つ。非正規兵、あるいは見習いは、兵
士のために働く代償として食事にありついたり、安全を確保したりしたのだと考えられる。
(2)ベン0ハー シュ大尉の「空挺師団」
国軍による地域住民の動員の中でも、成功を収めた例として有名なのが、プリンス・ベ
ン・ハーシュ大尉(Captain Prince Ben―Hirsh)による動員である。1991年、ハーシュ大尉
は、無職の若者やダイヤモンド鉱夫を動員し、「空挺師団(Airborne Division)」を組織し
た (「空挺部隊」とは部隊の名前に過ぎない)。 ハーシュ大尉が動員を行つた場所は、彼自
身の出身地であるカイラフン県のセヴェマ(Segbwellla)である。セヴェマ出身のハーシュ大
尉はポロ結社の横のつながりを用い、周辺の村々から若者を動員した(Fithen and Richards
2005:128)。空挺師団の若者が持つ地理的知識をもとに、ハーシュ大尉の部隊は対RUF戦
を展開し、一定の成功を収めている(Muana 1997,Gberie 2005:76,Keen 2005:91,Richards
1996: 9)13.
しかし、1992年1月、ハーシュはダルで死亡する。奇襲を受けたのだ。空挺師団はハー
シュ大尉に対して個人的に忠誠を持つ者で組織されていたため、ハーシュ大尉の死亡とと
もに立ち消えとなった。ハーシュ大尉が死亡した奇襲は、国軍の中でハーシュをよく思っ
ていない者が行つたのだという噂がある(Richards 1996a:6,Gberie 2005:76-77):シエ
ラレオネの新聞ではハーシュ大尉が「もし俺に何かあつたらそれは反徒のせいじゃない」
と生前語つていたと記している14.
(3)民族を基盤とした最初の自警組織タマポロ
ハーシュ大尉の動員に見られるように、最初の動員は司令官個人によつて行われていた。
その後、国軍による動員は組織的なものとなる。1992年には、民族を基盤とした最初の自
警組織「タマボロ」(Tallaboro)が作られた。ハーシュ大尉が前線において場当たり的で個
人的な動員を行つたのに対し、タマボロは、組織的・計画的に動員が行われた。
タマボロとは、もともとクランコ人の狩人を指す。彼らは現金収入を得るためオナガザ
ルやチンパンジーを狩猟し、食肉としてリベリアに輸出した(Fithen 1999:206)“。カマジ
ョ‐とは異なり、タマボロになるためにはカロ入儀礼を受ける必要があつた。10代で加入儀
“Gberie(2005)は彼らがRUFと同じ出自であるため、ハーシュの管理地域ではRUFの攻撃を受けなかった
としている。
14 Kabia Emmanuel  “Echoes from Ben―Hirsch' s Death,"  ιb″οora rittes, 28 Aug。1992.
"筆者の調査では、「シエラレオネの人々の多くはムスリムであり、宗教上の理由からサルは食べない。」
という語りを得た。シエラレオネ人は、リベリアに輸出するためにサル猟を行なっているという.一方、
リベリア人による密猟も行われた。リベリアでは乱獲によリサルが減少し、1970年ころからリベリア人が
シエラレオネヘと侵入し、サル猟を行うようになつた。彼らは集落などにキャンプを設営し、そこを基地
にして森を探し回つた。一週間で数百頭の猿を殺すこともあつたという。キャンプに戻ると、サルは手足
を外され、燻製にされる (オー ツ2006:94)。内戦後、大規模な密猟は見られなという (筆者の聞き取り
による)。    ‐
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ネLを受け、徒弟制で狩猟やブッシュ小道の知識を獲得するのだ。ファイセンによると他民
族の狩人が持つ地域は地元のプッシュ小道に限られているのに対し、タマボロは広範な地
理に精通していたという(Fithen 1999:206-207)。
1992年4月にクーデターにより成立したNPRC政権はシエラレオネ北部のコイナ ドゥグ県
(Koinadugu District)において狩人タマボロを計画的に動員している。同県にはHのチー
フダムがある。1992年7月から10月にかけて国軍の上級職員(Senior staff Member)が各
チーフダムを回り、それぞれのチーフダムの伝統的権威と交渉をし、狩人(local hunter)
を動員し、部隊を作ることを提案した (Smith et al.2004:164)。タマボロを組織するた
めにNPRC側でリーダーシップを取つたのは国防大臣(Ministry Of Defense)のサムエル・ コ
ンバ・カンボ大尉(Lieutenant Samuel Komba Kambo)である。彼はコイナ ドゥグ県出身であ
つた(Smith et al.2004:164)16。
NPRCの要請を受け、各チーフダムでは狩人をはじめとした若者が集められた。パラマウ
ン ト・チーフからタウン・チーフおよびセクション・チーフヘと命令が伝達された。若者
を集めよというのだ。内戦地図報告書はニエニ・チーフダム(Nieni ChiefdoOの事例を紹
介している。
1992年11月に、警察官がアリカラ(Alikara)の町を訪ねた。その警察官はパラマウント・チーフ
からの伝言をアリカラのセクション・チーフに伝えた。その内容は、7日以内にセクション内のす
べての狩人を集めイェフィン(Yifin)〔ニエニ・チーフダムの中心地〕に派遣せよというものだっ
た。… 〔ニエニ・チーフダムの〕別のセクションでは12月23日に43名の狩人を派遣した。こう
して集められた若者は同県カバラ(Kabala,Wara Wara Yagala Chiefdonlpにて軍事訓練を受けた。
(Smith et al.2004: 164)
1992年8月には450名がコノ県やカイラフン県に派遣された。その後も、動員は続けられ
2～3千人が組織されたと推定されている(Fithen 1999:207)。そのうち、何人が狩人であ
ったのかはわからない。おそらく狩人タマボロだったものは一部にすぎないだろう。しか
し、彼らは「タマボロ」という名で知られるようになった。
1993年頃、タマボロは、その軍事的な成功で新聞に多く取 り上げられられるようになっ
た。そうした新聞ではタマボロを銃弾を跳ね返す力を持つ集団だと伝えた(Fithen 1999:
207)。多くの女性戦闘員が活躍したことも、報道の注目を引きつける結果となつたr(Gberie
2005:82)。フリー タウンで発行された新聞の多くの記事では、タマボロを紹介する際、呪
術を行つている女性戦闘員や武器を携帯 した女性戦闘員の写真を掲載 している(Fithen
1999:207)。
タマボロでリー ダーシップを取つたのが呪医のデンパソ・サムラ(Daembaso Samura)であ
る。サムラは戦闘の前、タマボロの戦闘員に準備儀礼を施した (Gberie 2005:82)。NPRC
のカンボ大尉は伝統的権威を説得するため、強い力を持つ呪医を用いることを約束した。
そのために、呪医が指導的な役割を果たすことになった。
タマボロにはクランコ人だけが参加したわけではない。北部に住むその他の民族も参加
している。タマボロで野戦司令官(field collullander)の役割を果たしたのがマリー 0ケイタ
(Marie Keita)という女性である。反徒の位置を部下に伝えるため鏡を常に持ち歩いていた
(Gberie 2005:82)。その下の司令官は、同県に住む5つの民族 (ヤルンカ人、クランコ人、
リンバ人、フラ人、マンディンゴ人)より選ばれた(Smith et al。2004:164)。その下位
“彼はPRCのクーデターに参加した一人である。
“マ リー ・ケイタの他に、ウィリミナ・ ビントゥ
。フォファナ(WilHmina Bintu Fofana)という女性がR“
(対戦車郷弾)の名手として有名であつた (Gberie 2005:82)。
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の司令官は、チーフダム、セクション、村といつた地理的区分、およびチーフダムでの社
会的地位や身分に沿つて構成されたという(Fithen 1999:208)。
タマボロは RllFとの聞いに置いて一定の成果を収めている。しかし、タマボロと国軍の
関係は悪化していく。1993年6月、タマボロはトンコリリ県マシンビ(Masingbi,Tonkolili
District)で30名の国軍兵士を拘束した。反徒を装い、山賊行為を行つたとからだという。
タマボロも空挺師団と同様、指導層の死亡とともに解散を余儀なくされる。1993年10月、
タマボロの拠点であったカバラはRUFに襲撃された。サムラやケイタはめつた刺しにされ、
タマボロは立ち消えとなった (Gberie 2005:83,Hofflllan 201 la:38,Jackson 2004:144)。
しかし、カバラのあるコイナドゥグ県は RllFが活動していたコノ県やカイラフン県から離
れており国軍の警備も堅かつた。この襲撃にも国軍内の誰かが手を引いていたのではない
かという噂がある。
(4)メンデ 。ラントでの最初の自警組織「東部地方防衛委員会」(EREDECOM)
タマボロはチーフダムの伝統的権威が国軍による呼びかけに応じ、狩人をはじめとした
チーフダムの若者を組織することで作られた。同様の試みがメンデ・ランドでもなされて
いる。それが、1992年12月にケネマで設立された「東部州防衛委員会」(Eastern Region
Defense Collullittee:EREDCOMDである博。当時、東部州担当大臣(Secretary of State for the
Eastern Province)であつたトム・ニュマ(Tom Nyulna)Юがその組織化を主導したとされる
(Gberie 2005,83)。この動員はタマボロの動員とほぼ同時期に行われた。タマボロの結成
を政府側で担ったコンバ・カンボ大尉同様、 トム・ニュマはNPRC政権成立の契機となった
クーデターに参加している。
EREDCOllの議長(chairman)を担ったのがアルファ 0ラバ リー(Alpha Lavalie)である。ラ
バリーはイギリスのロンドン大学東洋アフリカ研究学院で博士号を取つた後、シエラレオ
ネに帰国し、シエラレオネ大学ファラ ・ーベイ校(Fourah Bay College,Un市ersity of Sierra
Leone)で歴史学の教鞭をとつていた (Alie 2005)。また、彼はSLPPの副幹事長 (Deputy
Secretary General)でもあつた。EREDCOMで財務係を担ったのは、ケネマで医者として生計
を立てていたジョー・デンビー(Joe Demby)である。彼は、後にカバー政権で副大統領とな
る (カバー大統領はSLPPの党首であつた)(Gberie 2005:83,SCSL、2007年8月2日)20。
このようにEREDCOMはSLPPと深い関係にある。
前述のようにSLPPとメンデ人の伝統的権威との結びつきは強い。ラバ リー は、SLPPでの
地位により、メンデ人の伝統的権威から信望を集めた。ラバローの呼びかけに応 じた伝統
的権威は、狩人カマジョーを中心に若者を招集した (Muana 1997)。その結果作られたのが
EREDCOllである。EREDECOMに加入し、その後、内戦カマジョーとなつた年配のカマジョー
はラノ｀ リーについて以下のように語つた。
1992年、ラ′｀ リー は政府や国際社会、宗教指導者やパラマウント・チーフに訴えた。「我々はRUF
との闘いに参加したい」。WRCはそれを受け入れた。ノンゴワ・チーフダム(Nongowa Chiefdom,
Kenema District)のパラマウント・チーフは本部を設置することを承諾した 〔ノンゴワ・チーフダ
ムの中心地がケネマである〕。こうしてケネマにEREDECOMの本部が置かれることになった.当時、
反徒はカイラフン県で活動していた。ケネマは前線へ戦闘員を派遣するための基地となつた。ケネ
マ県の′くラマウント・チーフは、武器の使用を習得させるため、血気盛んな男たちをラバリエヘと
旧東部州に該当する地域は、ケネマ県(Kenema)、カイラフン県(Kailahun)、コノ県(Kono)である。
"トム・ニュマは、カイラフン県出身のキッシー(Kissy)である。WRCのクーデターに参加した一人であ
つた。
20彼は、1996年3月、カバー政権 (SLPP)下で、副大統領になる。
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派遣した。彼らは 〔訓練の後〕国軍のカヌ大佐(Colonel Kanu)に引き渡された。カヌ大佐はケネマ
旅団(Kenema Brigade)の旅団長でもあつた。派遣された若者のうち139名がダル(Daru)へと派遣さ
れた。当時は加入儀礼は存在しなかった。「カマジョー 」と自称していたわけでもない。当時、我々
は自分達のことを「自警団」(vigilante)と呼んでいた。カマジョー 〔狩人〕が動員されたのは、
単発銃が使えるからだ。アルファは愛国心あふれる人間だつた。彼はシエラレオネを守るためにカ
マジョー 〔狩人〕に呼びかけたのだ。a
この語りから二点のことが指摘できる。第一に、EREDCOllの結成によつて集められたのは狩
人だけではない。チーフダムの若者が広く動員された。この語りを語つた人物も狩人カマ
ジョーではない。単発銃が使える狩人カマジョー は重宝されたものの、動員されたのは彼
らだけではなかった。第二に、ラバリー らが国軍の仲介役となり、国軍のためにチーフダ
ムの若者を動員したことである。
空挺師団やタマボロと同様、EREDCOMもリー ダーが殺害されることにより立ち消えとなる。
ラバ リー は、1994年2月8日22、 マノ0ジャンクション(Mano JunctiOn)(ケネマから21
km離れている町)で運転中に、地雷を踏んで爆死した。ラバリー の爆死も、国軍が絡んで
いると噂されている(Hoffman 201la:38)。
多くのカマジョー が、カマジョ=(内戦カマジョー )の淵源を EREDCOMに求めている。
カマジョー の起源が EREDCOMにあると信じられているといつてもよいであろう。上述の語
りを語つたカマジョー も、カマジョー の起源を EREDCOMに求める一人であつた。学術研究
でもそれを踏襲してか、内戦カマジョー の起源として EREDCOMが提示される場合が多い
(Alie 2005,Hoffman 201la,Keen 2005)。しかし、EREDCOllとカマジョー に連続性には疑
間が残る。本研究では、従来、「カマジョー 」として一括で扱われてきたものを3つに分類
している。すなわち、①狩人である狩人カマジョー、②内戦の中で自警組織として作られ
た狩人民兵、③狩人民兵の中でも加入儀礼を受けた内戦カマジョー 、である。EREDECOMは
最初に狩人カマジョー (①)が内戦に動員された最初の事例といえる。ただし、EREDECOll
は国軍主導で行われたものであり、伝統的権威が主導し、チーフダムの自警のために組織
された②や③とは異なる。実際、EREDCOMの成員の多くはEREDCOllが解散した後に、各チー
フダムヘと戻り狩人民兵として活躍している。このことから、EREDCOMをカマジョー の起源
と考えるには留保が必要だと言える。
ここまで国軍が実施した地域住民の動員を見てきた。寺行住民の動員には成功した事例
も見られるものの、多くはリー ダーの死亡と解体され、継続的に活動をしているわけでは
ない。その理由は、国軍は動員した住民に独立した活動を認めなかったからである。国軍
は彼らが力をつけることを恐れ、タマボロのデンパソ・サムラやEREDECOllのアルファ・ラ
バ リー のように国軍にとつて都合のよい人物を仕立て、彼らに自警組織をコントロールさ
せた。さらに、自由な行動や武器の所有を制限したといわれる。本節で紹介したように、
いずれの事例もリー ダーの殺害によつて解散したのはこうした背景がある。国軍は、RUFに
対処するために住民を動員したものの、常に国軍の影響力下に置かれていた。
***
小括
RUFに対処する必要に迫られたシエラレオネ政府はいくつかの方策を通じて軍事力の強
化をした。本章はその中でも、リベリア難民の動員および地域住民の動員を詳しく見てき
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た。RUFの掃討のために、シエラレオネ政府に動員されたリベリア難民は、第一次リベリア
内戦の武装勢力 ULIMOとなった。彼らは、シエラレオネでは RllFの掃討にあたる一方、リ
ベリア領内では武装勢力として台頭した。ULIMOには、シエラレオネ人も参加している。特
に、反徒だと疑われるようなパックグラウンドを持つた者が ULIMOへと参加している。ま
た、国軍によって地域住民が動員された。その中には、北部で動員されたタマボロやメン
デ・ランドで動員されたEREDECOMが含まれる。彼らは国軍の下で活動し、独立して活動す
ることはなかった。
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第6章 メンデ・ランドにおけるカマジョーの二つの萌芽
― NPRC政権中期 (1994年頃)
前章では、RllFの侵攻に直面したシエラレオネ政府が軍事強化のためにとつた方策を確認
した。その中にはリベリア難民の組織化や地元住民の動員が含まれている。
本章では、国軍による動員とは別に、住民自らの手で狩人を中心に自警組織が作られるよ
うになるプロセスを確認する。1994年からRUFはゲリラ戦に戦略転換をし、村や町を襲撃
するようになった。RllFはしばしば国軍に偽装をして襲撃をした。一方、内戦の中で国軍の
統制を失い、住民に対して略奪行為を行うようになる国軍兵士も現れるようになる (「ソベ
ル」)。反徒および国軍に怯えるチーフダムでは伝統的権威が中心となり、狩人をはじめとし
た若者を動員して自警組織を組織した。それが本研究で言 う｀「狩人民兵Jである。
狩人民兵の形成は、チーフダムを基盤としたPCネットワークの出現ととらえることがで
きる。内戦に対処するために、各地のチーフダムでは若者が組織された。そのことは、既存
の人脈ネットワー クから内戦に対処するために狩人民兵というPCネットワークが浮き出て
くるプロセスだと理解できる。住民が狩人民兵を各地で組織したことにより、チーフダムを
基盤としたPCネットワークが各地で出現するようになつた。
本章は、二つの地域を中心にして狩人民兵の活動を確認する。
一つ目の地域が、ボ ・ーケネマ地域である。この地域はRUFの襲撃を最も多く受けた地域
であり、多くのチーフダムで狩人民兵が作られた。シエラレオネ特別裁判所に訴追されたサ
ムエル・ヒンガ0ノー マンは、この地域で狩人民兵を率いた伝統的権威の一人であつた。本
研究で確認する二つ目の地域がボンス地域である。ボンス地域では、狩人民兵の中から、加
入儀礼を有し超自然的な力を扱うとされる集団が現れた。カマジョー 結社である。シエラレ
オネ特別裁判所で訴追されたアリウ・コンデワは、カマジョー 結社のイニシエーターの一人
であつた。
ノーマンもコンデワも、この時には、それぞれの小規模なPCネットワークで指導的な立
場を担つているにすぎなかつた。
第 1節では、内戦の中で住民が、反徒と国軍の脅威にさらされたことを指摘する。第 2
節では、そうした住民が狩人民兵を形成する過程を、ボー・ケネマ地域を中心に確認する。
第3節では、ボンス地域に見られたカマジョー 結社の成り立ちを確認する。
第1節。 メンデ・ ラン ドにおける住民と国軍の関係悪イヒ
1994年以降、RUFはグリラ戦を開始した。グリラ戦の中心地となつたのが、メンデ・ラン
ドであつた。RUFは住民に対して急襲をかけた。また、国軍は混乱に乗じて住民から略奪を
おこなった。
(1)地理的特性を生かしたR∪Fのグリラ戦
6草 メンウ タン トにおける力 、′シ:1-の1´)の1サ,労
RtlI'のゲリラ戦 |:た、シユtラレオネの地Fl的特性を41かt´て実施された、シエラレオネで11、
人の背 丈以 llσ)中式D低本で澄われた植′liが広範に分lfしていろ,シエラレオネυ)人々は、二
うしたIll′liを|ブッシュ|た‖ヽFぶ (′′メニ'〔 61),フリー タウンか′)メンデ 。ラン ドヘと移動
すると、「|〔窓か「,は延々tlブッシュが続 く(たまに町や村を通 り過ぎるが、そσ)あとはまた
‐グソシュが続 く、
写真 ←1.ブッシュ
自然地Fl学ではシエラレオネグ)人々がブ ッシュと呼ぶ植′liを「農耕ブッシュJ(1そ11‐ming
I)us11)と位置l付けている.力‐)て熱帯111林であった場,]「が焼き畑で使われた後、111び樹本が
′li′てきたhll′11である。アプラヤシがしばしば見られるため 「アプラヤシ 。ブッシュ l
(oll I〕alm卜ush)tヒも‖｀FI:財■るこヒヽ1)ル,る((}wynnc―J()nc、s(lt をll.1978: 6162).[X161は、
シヨlラレオネυ)れ貞′11を41し~ごtヽる((lwynil(ヽJon(sヽ('t al.1978: 58)ッ シ」Lラレイネυ)はtlJ■う)
4iを記した|ズl′11と比較十ると、メンデ・ラントσ)人卜｀が農村|ブッシュであ/0ことがわかろt
以降、農耕ブ ソシュをlliに|ブッシュ|とた :己す /」
ブッシュにltブッシュ小i■とよばれる、人がilliれるだけの道が走っていろ`:|二道に1角iして
いない集落や耕作地は、ブッシュ小;直を和l用してアクセスする.蜂起lド「後は'lti直を
'll tlこ
し、
支配地域を拡大していた Rt l'()、11)94年げ1にゲリラitt略に1サ:換してからはプ ッシュ小道を
利用したitセ1棚を′Jし,た(Ri(hヽards 2()03:i5,「R( 3A20()4:182196),ブッシュ小道を利用し
て密iかに移動し、日「ゃ村に急襲をかけたυ)である.1松本仁 は´そσ)様rを記している .
原野伝いに移動を続けるゲリシ部隊は,1くてかさばろ食料なとは持ってリケかない 腹がすくと「 近
な11を襲う 風方、 1教人σ,兵|がブ ノシュに隠れ、ン ,こリヒ村に近づ く ル)と 10メー ト′じll
どになる|↑;1が
'`)11か
)´〔叫び声をル)げ、AK,17を乱11しながr,41落に突入する ll:民は驚いて
逃|「てしたち イυ)ル,111落if入り、J.1理済みυ,ft llをnit衛する 湖:隊はイli民か逃げて空き家にな
っ′1家で 2、 3H像「りl´、本|′)食||を食い′ヽくすと Lた移動する
(松本2(X)l:1718)
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RUFに襲撃により住民が逃げた先もブッシュであった。襲撃にあうと人々はプッシュに駆け
込んだ。数 日間ブッシュに潜み、RUFが去ったと思えば村や町に戻つてきた。ブッシュには
耕作地があり、そこには休憩や調理のための小屋が設けてある。そ うした場所に隠れて暮 ら
したのである。シエラレオネでは、農耕のほか、狩猟採集 も行つている。そ うした自給 自足
の生活のため村人全員がブッシュに隠れて暮 らすことも可能であった。襲撃にあつたときの
住民の行動を示すため、モヤンパ県モカンジ(Mokanji)に住んでいた一般女性の語 りを提示
しておく。      .
反徒が来たのは1995年1月18日だつた。反徒は最初カベマ村を昼 12時ごろに襲撃した。モカン
ジに来たのは昼3時頃だ。その時、私は姉さんと一緒にブッシュの中にある畑にいた。町の方から
銃声が聞こえた。町が騒がしいので見に行こうとすると、町から人々が逃げてきた。…我々はプッ
シュに潜んでいた。反徒はプッシュに老人を送り、皆に村に戻るように伝えた。「ブッシュにいれ
ば死ぬことになる、町に戻れJという命令だつた。皆が町に戻つた。反徒は平服を着ており、銃を
持つていなければ反徒とはわからなかった.反徒は我々に各自の家に留まることを命令した。皆、
扉を閉ざし潜んでいた。反徒は家々を回り、町に誰が住んでいるのか、家の主人は誰なのか、よそ
者が潜んでいないかを調べた。日が沈む頃、反徒は鉱山の方へ向かつていつた。いなくなったよう
だが、誰もが恐れ、外に出ようとしなかつた。夜になって夫が「町は危険だから今日はプッシュで
過ごそう」といい、一晩だけブッシュで寝た。 1
この語りからは襲撃に合うと住民がさしあたリブッシュに隠れることが読み取れる。
ブッシュ小道を用いた内戦では、一定の支配地域を有することができない。そのため、各
勢力の支配地域は混在することとなった。RUFの部隊は人里離れたところに作られた基地
(camp)を作り、そこを拠点とした。ブッシュ道を利用することで、町や村を不意打ちで襲撃
した。襲撃は20～30名の小隊で行われたので、支配はできず、すぐに撤退する場合が多か
つた。その際、持てる物は略奪し、荷役人夫や戦闘員とするために住民を誘拐した。
(2)国軍に偽装するR∪F
RllFはしばしば国軍に偽装して襲撃した。シエラレオネ国軍の正規の軍服や軍靴を身に着
けた。これは国軍の信頼を失わせるための戦略として行われたともいわれる。国軍の権威を
失墜させ、戦いに優位に立とうというのである。以下は、アムネスティ・インターナショナ
ル(Amnesty lnternational)による報告である。
1994年12月26日、武装し軍服をまとった40名の部隊がマトゥル(Matru,Bonthe District)に現
れた。彼らは近隣のティコンコ(Tikonk。)が昨日襲撃されたため、マトゥルを警備すると住民に告
げた。本当の兵士かどうか疑つた住民はボーの国軍事務所に問い合わせた。確かに兵士はマトゥル
ヘと派遣されているという。増派の予定もあるという。同日、軍服を着こなし、重装備をした兵士
が到着した。…村人は銃声を聞き、家々に隠れた。その後、国軍の軍服を着た者に家から出るよう
に命令された。その者達はRUFを名乗つた。RUFは住民に国軍が町にいるのかを問うた。マトゥル
を守るために来た兵士はどうやら逃げ出したようだ。何名かが殺され、家は壊され略奪された。
(Amnesty lnternational 1995)
:民間人女性、20H年9月22日、ウォータールー。以前、彼女はモカンジに住んでいた。
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目6-1.シエラレオネの組生
(日興)・―
―JoneS et al。1978:58.
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このようにRUFは、国軍の軍服を着て襲撃を行つている。
RUFにとつても軍服では敵と見方を区別するのが難 しい。そのため合言葉 (“Speaking
Tongue")を用いて友軍を見分けた。例えば、こちら側が「タンゴ(Tango)」という。友軍な
らばそれに対応する言葉を知っている。それを知らなければ相手方は友軍ではない2。 私服
を着た戦闘員も同様に合言葉で見分けた。
RUFによるグリラ戦の中心地となったことにより、メンデ・ランドでは多くの人権侵害事
件が発生した。図6-2は真実和解委員会に報告されたRUFによる人権侵害事件の報告件数を
示している(TRC Appendix 2004:26)。真実和解委員会は人権侵害事件の報告件数を県別に
まとめている。筆者はそれを以下の3つにまとめ直した。
① R『が最初に侵攻した二県 (カイラフン県、プジュン県)の発生件数 (この2県はメンデ・ラン
ドに含まれる)
② カイラフン県、プジュン県を除くメンデロランド(ケネマ県、ポンス県、コノ県、ボー県、モヤ
ンパ県)での発生件数
③ メンデ・ランド以外の地域
図6-2.RUFによる人権侵害報告件数
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①と②を合わせた地域がメンデ 0ランドに該当する。RllFがグリラ戦を開始した 1994年と
その翌年1995年には②の地域 (カイラフン県とプジュン県を除くメンデ・ランド)で多く
の人権侵害事件が発生したことがわかる。
2元RUF兵へのインタビュー。2009年H月10日、モンロビア。
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(3)略奪を行う国軍兵士
住民は RllFによるグリラ戦だけではなく、国軍からの脅威にも悩まされている。国軍は
RllFに対処するため、都市部の若者を中心に動員し、急ごしらえの増員を図つた6+分な統
制が行き届くなった国軍の中には内戦の混乱を利用し、私腹を月巴やす兵士もあらわれた。以
下はアムネスティ・インターナショナルの報告である。
ンジャラ 。タウン(Njala town,Komboya Chiefdom,Bo District)がRUFに襲撃されたとき、混
乱に乗じて一人の司令官が殺された。その司令官は命令に忠実な軍人であつた。彼が殺されて以
来、その部隊は計画的に略奪を繰 り返した。銃をぶっ放 しながらトラックで村へと乗 り入れ、食
料や貴重品をトラックに積み込んで去って行つた。
1                                                    . (Amnesty lnternational 1995)
このような略奪行為を行 う国軍兵士は、国軍 (soldier)でも、反徒(rebel)でもあるとい う
意味で「ソベル」 (sobel)と呼ばれた。ただ し、国軍による略奪 といっても、国軍が組織的
に略奪を行つているわけではない。あくまでも、一部の国軍が逸脱行為 として行つたものだ
といえる。1993年5月24日の新聞には「4人の兵士、略奪の容疑で逮捕」とい う見出しの
記事がある。
北部担当大臣(Secretary of State,North)ファラ ・ーセワ少佐(Fallah Sewah)は、…盗品を扱う
略奪者を取り締まりのため…盗品を所有する人物はその所属にかかわりなく逮捕せよという命令
を発令した。この命令は驚くことではない。すでに北部担当大臣は国軍のすべての構成員に対し、
戦争地域で…市民を迫害したり、その所有物を略奪したりせぬようにとの命令を発している。…5
月18日(本)の夕暮れ間近には、…冷蔵庫、電化製品、発電機など略奪物資と思われる品々が発
見され、PRC当局に報告されている。それに関与していると目される兵±4名も逮捕された。公
安上の理由から名前は公開されていない。略奪品は政府の北部担当事務所に運び込まれ、捜査が
終わるまで保管されるという。「コノからの避難民も取り締まりが続けば安心するだろう」と北部
担当大臣は述べている。3
この記事に見られるように略奪は国軍の一部の者が行つた逸脱行為である。特に前線で独自
に活動を行つていた部隊は、軍の上層部の目が行き届かない村々で略奪を行つた。銃声を聞
くと住民は逃げる。そのあと、食糧や人々の所有物、家の屋根に使われるトタンなどを奪つ
ていくのである。略奪品は前線からケネマ、マケニ、ボー、フリータウンといった都市部ヘ
と持ち込まれ、そこで売られることになった(Keen 2005:H9)。
国軍がRllFと共謀していると思われる事例もある。
1993年12月25日、反徒は町を襲撃するという手紙をノモファマ(地名)送りつけた。ノモファ
マに駐屯していた国軍兵士はそそくさとケネマに戻つていった。住民は残らぎるを得なかった。
反徒が町に来たとき、彼 らは銃や弾薬を略奪していった。なぜ国軍兵士が武器弾薬を置いて行っ
たのか不思議なところだ。
(Keen 2005: 119)
国軍による人権侵害の報告件数は、RUFによる発生件数と同様、RUFがゲリラ戦を開始し
3 
'Four Soldiers Arested with Looted Property, " The New Citizen (24 May, l9g3)
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た1994年以降、メンデ・ランドで増加している。
軍の人権侵害事件の報告件数を示したものである。
95年に増加している。
図 6-3は｀、図6-2と同様の分類で、国
RUFによる人権侵害と同様、1994年～
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キーン(David Keen)はこの頃の国軍に対する住民の声を載せている。そこでは、国軍に対し
て以下のように述べられている。
国軍は、内戦を利用しているんだ。政府は内戦を終わらせることはない。そこから利益を得てい
るからだ。…反乱軍はもしかしたらそれほど強くないのかもしれない。
(Keen 2005: 122)
第2節.カマジョーの萌芽
RUFによる襲撃および国軍の略奪に面した住民は自警組織を形成し、自らを守った。自警
組織の結成において指導的な役割を担ったのがチーフダムを統治する伝統的権威であった4。
パラマウント・チーフをはじめとする伝統的権威のリー ダーシップのもと、チーフダムの若
者が集められたのである。そこで中心的な役割を担ったのが狩人カマジョー である。こうし
た自警組織は山刀やナイフ、単発銃といった入手可能な武器で反徒に対処した。狩人が中心
的な役割を占めていたことから彼らは次第に「狩人民兵」(Hunter MiHtia)と呼ばれるよう
になる。いくつかの文献では、ボ ・ーケネマ地域を中心にした狩人民兵の形成をカマジョー
の萌芽と見なしている。しかし、狩人民兵は加入儀礼を持っているわけではなく、カマジョ
ーと呼ぶには不十分である(Smith et.al。2004:382)。
4多くのチーフが自警組織を率いチーフダムを守ろうとした一方、そうでないチーフもいた。特に、APC政
権期に外部から据えられたチーフは狩人らを恐れた。4章で述べたように、紛争の要因のひとつに、チーフ
による横暴がある。紛争前に外部から据えられたチーフは住民のことを考えておらず、搾取に走る者が多
かつたという研究もある(Fanthorp 2005)。こうしたチーフは狩人を恐れ、自らを守るためにビストルやボ
ディガードを政府に要求する場合もあつた(Keen 2005:132)。
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(1)初期の狩人民兵
襲撃が多かったボ ・ーケネマ地域では、多くの狩人民兵が多く作られた。この頃の狩人民
兵は、それぞれのチーフダムで独自に結成されたものである。例えば、クリム市民防衛部隊
(Krim Civil Defense Unit)はボンス県とプジュン県の境界に位置するいくつかのチーフダ
ムが協力することで作られた狩人民兵である5。 また、ボーの町では、町の有力者やチーフ
が集まり「ボー市民防衛委員会」(Civil Defense Comittee in Bo)を結成した(Hoffman 20H:
73)。この組織は若者を動員し、夜のパ トロールや検問所の設置を行つた(筆者の調査より)。
また、カイラフン県では「カイラフン県戦争への取り組み」(Kailahun District War Effort)
という名で動員が行われている(Hoffman 2011:73)。
それぞれの狩人民兵の活動は自発的に行われている。そのため、狩人民兵の全体像を把握
することは難しい。特に、住民と国軍との関係の両義性は狩人民兵の位置づけを困難にして
いる。本章1節で論じたように住民は国軍に対する信用を失つていった。そのため、一部の
狩人民兵は国軍を敵対視し、自警を行つた。その一方で、国軍の協力を受けた狩人民兵もあ
つた。国軍の中でも住民の自警組織に協力的な部隊は、彼らに武器を供与し、共同に対R『
戦にあたつている。
この頃の狩人民兵でリー ダーシップをとったのは、伝統的権威やローカル0エリー トであ
った。この頃の狩人民兵では、彼らが地元の若者を動員するという構図があつた。国軍との
協力体制を築くかどうかに関しても彼らに決定権があつた。
(2)ヒンガ・ノーマンの台頭   ~
シエラレオネ特別裁判所に訴追されたサムエル・ヒンガ・ノーマン(Sallluel Hinga Norman)
は狩人民兵を率いる伝統的権威のひとりであつた。ノーマンは当時、,ジャイマ。ボンゴ・チ
ーフダム(Jiama Bngor)の代理チーフ(Regent Chief)であった。代理チーフとは、パラマウ
ント・チーフが不在となつた際、新たにパラマウント・チーフとなる適切な人物がいない場
合、次のパラマウント・チーフが選ばれるまでの代役として設けられるポストである。代理
チーフは、支配家系出身である必要はない。
ノーマンは 1940年、ボー県バルニア・チーフダム6(valunia chiefdom)のモングレ
(Mongeri)に生まれた。バルニア・チーフダムの支配下系出身である。1954年、彼は植民地
政府軍7へと入つた (植民地政府軍はそのままシエラレオネ国軍となる)。彼には従軍経験が
あったのである。また、彼はSLPPの活動家として知られ、SLPPが政権の座を明け渡した 1967
年、クーデターにも加担している。このクーデターは失敗に終わつた。ノーマンは、シアカ・
スティープンズ政権下で迫害を受け、1970年代前半には隣国リベリアヘと逃げた。シエラ
レオネに帰国したのは、1989年である(Gberie 2005:26-28)。ノーマン自身が、シエラレ
オネ特別裁判所で証言するところによると、帰国後、彼は出身地であるバルニア・チーフダ
ムに戻り、そこで暮らした。1993年10月、NPRC政権により、ジャイマ・ボンゴ0チー フダ
ムの代理チーフ(Regent Chief)になるよう依頼され、同チニフダムの中心地テル(Telu)へと
5プジュン県のマノ・サクリム 。チーフダム(Mano Sakrim Chiefdom)、ヤケモ・プクム・チーフダム
(Yakelno―Kpukumu ChifedoO、および、ポンス県のクフメパイ・クッム・チーフダムが参加した。°その頃はリニア・チーフダム(Linia Chiefdom)と呼ばれていたが、合併によリパルニア・チーフダムと
なった (SCSL、2006年1月24日)。7王立西アフリカ前線部隊シエラレオネ大隊(Sierra Leone BattaHon,Royal West African Frontier
Force)。
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居を移した (SCSL 2006年1月24日:49-54)8。代理チーフとなったノーマンは、テルを拠
点とし狩人民兵を組織している。以下は内戦地図報告書の記述である。
1994年初頭、狩人民兵の形成が始まった。自分のチーフダムに反徒が迫ってきているというニュー
スを聞いたジャイマ・ボンゴ・チーフダムの代理チーフ 〔ノーマン〕は、チーフダム内のすべての
町や村の若者を動員し、それぞれの地域を守らなければならないと命令した。若き狩人は老いた狩
人から銃を受け取った。狩人をはじめとした若者達は…訓練を受けた。一ボアマ・チーフダム(BOama
Chiefdom,Bo District)やバベ・チーフダム(3agbe Chiefdom,3o District)〔近隣のチーフダム〕
も同じように若者を組織しはじめた。1994年6月までには、狩人をはじめとした2800名の若者が
武器弾薬を保持するまでとなつた。
(Smith et.al. 2004: 388)
ノーマンは、狩人民兵を用いてRUFを撃退することに成功 した。RUFと同 じように狩人民兵を
小隊にわけることでRUFを撃退 したのである。 ノーマン自身の証言によると、彼が代理チー
フとなったとき、すでにジャイマ 。ボンゴ・
チーフダムおよびその周辺チーフダムには
避難民が流入していた。反徒の襲撃に備える
ためにノーマンは周辺の 5つのチーフダム
と協議をした9。 その結果、各チーフダムは
それぞれ 75名の若者を選び出すことになつ
た。若者の選出方法については各チーフダム
に委ねられた。ジャイマ・ボンゴ・チーフダ
ムではセクション・チーフと話し合うことで
決められたという。ジャイマ 。ボンゴ。チー
フダムを含めた 6つのチーフダムから選び
出された若者には軍事訓練が施された。従軍
経験を持つノーマンも教官となつたという
(SCSL 2006年1月24日:59)。軍事訓練の
後、彼らはそれぞれのチーフダムヘと帰り、
自警への任務についた1°。
狩人民兵の活動はチーフダムの領内に限
定されていた。ウンデ 。チーフダム(Wunde
Chiefdom)が襲撃されたとき、隣接するジャイマ 。ボンゴ・チーフダムの狩人民兵はチーフ
ダムの境界に展開したに過ぎない。また、ボアマ 'チー フダム(BOama Chiefdom)の「領土防
衛隊」(Territorial Defense Force)はチーフダム内の要所である2つの町に展開したのみ
である(Smith et.al.2004:389)。
後にカマジョーの リー ダーとなるノーマンは、この時、狩人民兵を率いる一人のチーフに
8シエラレオネ特別裁判所で、ノーマンは、1994年10月に代理チーフに任命されたと証言しているが、お
そらく1年の誤認をしている。1994年6月に起こったテルの虐殺を 1995年6月に起こったとしているから
である(SCSL、2006年1月24日:59)。9ボー 県の4つのチーフダム(ウンデ[Wunde]、ボヤマ[Gboyama]、ボアマ[Boama]、ティコンコ[Tikonk。])
と、プジュン県のひとつのチーフダムだという。プジュン県のチーフダムがどこかについての証言はない。
l° 狩人民兵の活動はチーフダムの領内に限定されていた。ウンデ・チーフダム(Wunde Chiefdom)が襲撃さ
れたとき、ジャイマ・ボンゴ・チーフダムの狩人民兵は、チーフダムの境界に展開したに過ぎない。また、
ボアマ・チーフダム(BOama Chiefdom)の「領土防衛隊」(Territorial Defense Force)は、チーフダム内の
要所である2つの町に展開したに過ぎない(Smith et.a1 2004:389)。
図6-4.テルの位置
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過ぎなかった。その狩人民兵が成功して事で有名となったが、チーフダムを超えた影響力を
持っていたわけではなかった。たしかにノーマンは近隣のチーフダムを巻き込んだ上での狩
人民兵の形成に携わつているが、あくまでも彼の影響力はジャイマ・ボンゴ・チーフダムに
限られていた。
狩人民兵の形成はノーマンらの動きだけではない。狩人民兵形成の動きは、この頃、多く
のチーフダムで同時多発的に見られた。以下では、狩人民兵が作られた別の事例としてケネ
マ県のシンバル・チーフダム(Simbari chiefdOm)を取り上げる。内戦地図報告書はシンバ
ル・チーフダムの動きについて以下のように記している。
シンパル・チーフダムの狩人は自らを組織し、国軍を支援した。二十歳以上の若者が集まつて国
軍へと申し出た。彼らは、国軍にチーフダム内の道案内をした。当時、カロ入儀礼はまだなかった。
こうした動きは〔シンパル・チーフダムに隣接している〕ワンドル・チーフダム(Wandor chiefdom)
に広がり、近隣のチーフダムで狩人の組織化が見られた。‖
(Slllith et al. 2004: 311)
この出来事は 1994年中の出来事である。1994年3月、同チーフダムの中心地ボアジブ
(Boajibu)"はRUFにより17日間掌握された。その後、国軍の手によつて奪還された(Smith et
al.2004:308)。上述のようにシンパル・チーフダムが自警を始めたのはそれ以降である。
筆者はシンパル・チーフダムの自警に参カロした人物にあった。1994年に国軍を辞めたモ
ハメド・ ドゥアイ(IIohallmed Duai)は自分がシンパル・チーフダムの狩人民兵の活動に巻き
込まれた経緯を次のように語つた。
国軍にいたとき、上官がRUFと裏で手を組んでいた。「こんなので戦えるか」と思い国軍を辞めた。
2～3か月、フリー タウンでぶらぶらしていた。その時、軍事訓練の依頼がきた。〔ケネマ県〕シン
パル・チーフダムのパラマウント・チーフ、マダム・ガマンガ(Madaln camanga)が訪ねてきた。狩
人たちに軍事訓練を施してほしいといった。俺はOKし、ボアジプ(Boajibu)で軍事訓練にあたつた。
ボアジプでは俺の他にもう二人が軍事訓練にあたつていた。そのうちの=人がシ
エラ′レオネ国軍の
元軍人であり、もう一人がリベリア国軍にいた元軍人だつた。訓練を受けたのはシンパル・チーフ
ダムの狩人だけではない。ケネマ県中から人々が集まっていた。お
この事例にみられるように、RllFの脅威に面したことにより各地のチーフダムは狩人民兵を
形成 し自警を始めた。ジャイマ・ボンゴ・チーフダムは代理チーフのノーマンに軍事経験が
あつたことから成功をおさめた。また、シンバル・チーフダムは軍事経験を持つ者に軍事訓
練を依頼した。この二つのチーフダムは軍事的なノウハウを有したことにより周辺のチーフ
ダムの狩人民兵に対しても軍事くれんンを提供した。しかし、各チーフダムの狩人民兵に対
するリーダーシップは各チーフダムの伝統的権威にあつた。この頃の狩人民兵はあくまでも
チーフダムを基盤とする自警組織であつた。             '
H国軍との関係は1996年4月にポアジプに駐屯する司令官が変わつたことによつて悪化した。その司令官
のもとで、国軍は狩人民兵の武器を取り上げ、住民を農業や採掘のために強制動員したという。また、国
軍がRUFと思われる集団に襲撃されたとき、その容疑が狩人民兵に向けられ、二人の狩人が処刑されたと
いう(Snith et.al。 2004: 313)。2ポアジプは、近郊のチーフダムにとつて、ビジネスの中心である。ダイヤモンドや金を扱うディーラー
のオフィスがあった。
13筆者によるインタビュー、モハメド・ ドゥワイ、2009年H月27日、フリー タウン.
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(3)テルの虐殺
ノーマン率いるジャイマ・ボンゴ・チーフダムの狩人民兵は成功を収め、何度も反徒を撃
退 している。 しかし、そのジャイマ・ ボンゴ 0チー フダウに対 して、RllFは大規模な攻勢を
かけた。それが 1994年6月30日に発生 した「テルの虐殺」(Telu Massacre)である。テル
の虐殺によつて大半の狩人民兵が殺害され、ノーマンはチーフダムをから迫われることにな
った。
当時の新聞は生存者の証言を載せている。
午前6時頃だつた。数百人が住むこの町は、日を覚ましたところだ。辺リー 帯から銃声が聞こえた。
しばらくはカマジョー の演習だと思っていた。しかし、銃声はどんどん激しくなっていった。混乱し
た:まさに修羅場だ。人々はあちこちに逃げ惑い、どこに行けばいいのかわからないようだつた。銃
声の主が現れた。…私は胸をなでおろした。国軍の軍服を着ていたからだ.「よかつた。味方だった。」
心の中で安堵の笑みがこばれた。しかし、その笑みは泡のように吹き飛んだ。軍服を着た「兵士」が、
日の前の女性を射殺した。近くの人も倒れていつた。泣き声と叫び声があたりに満ち溢れた。私はモ
スクに駆け込んだ。3人で物陰に潜みながら、殺人者が神に敬意を表し、神の家には入らないことを
期待した。彼らが神に敬意を評したのか、それとも日に留まらなかったのかは分からない。とにかく
彼らは入つてこなかった。日も高くなる頃、ようやく銃声が聞こえなくなった。しかし、そのあと反
徒はモスクヘと入つてきた。我々は見つかつた。我々の運命もここまでかと思つた。…反徒の一人は、
我々を撃ち殺そうと思つていた。しかし、そうはならなかった。別の奴が「今日はもう充分じゃね?
弾の無駄だよ。もつといいことに使おうぜ」といつた。彼らは、そのまま去っていった。我々は、神
のもとにいたんだ。…その後、ようやく本当の国軍兵士がやってきた。けれども、まだ信用はできな
い。私は疑つて外を見ていた。どうも本当の兵士のようだ。顔見知りがいる。我々は外へ出た。男、
女、子どもの死体が溢れていた。赤ん坊も死んでいた。まさに死体置き場だった。“
この襲撃後、狩人民兵や若い男性の遺体が70体、代理チーフの家の前で発見されたという。
遺体には損傷が見られた。それに加わえて、20名の民間人と思われる遺体も発見されてい
る(Smith et.al.2004:390)。ノーマンはシエラレオネ特別裁判所で、75名の自警組織員
のうち50名が殺されたと証言している。ノーマン自身も反徒に捕まり、殺害される寸前だ
つたという。しかし、その時、銃声が聞こえ、反徒は逃げて行つた(SCSL 2006年1月24日:
59-60)。
ノーマンはテルの虐殺の後、ボーヘと移り住んでいる (SCSL 2006年1月24日:60)。ボ
ーは当時、各地からの避難民であふれていた (1994～1995年ころ)。 ノーマンはボーに移つ
た後、ボーを中心に狩人民兵をまとめ上げることになった。そのきっかけはNPRCによつて
支援が提供されたことである。フリー タウンでは、NPRCの内務大臣(Ministry of lnternal
Affairs)が主導となり、各チーフダムのチーフを集めた会合が持たれた。この会合を通して
NPRCはチーフに散弾銃を提供したという。評議会を通し銃器はカマジョー をはじめ各地の
自警組織に配られた(SCSL 2006年1月25日)。 政府が狩人民兵を武装する中、ノーマンは
それをまとめるリー ダーとして頭角を現していつた。           ‐
14 “Telu llassacare: A Survivor Tells His Ordeal,"  /」isゴa177 14-21, July 1994.  図6-2疹ヽ「照。
写真 6-2「テルの大虐殺」を伝える当時の新聞
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第3節。 ボンス地域における加入儀礼の者案
狩人民兵はボンス地域でも作られた。その中から加入儀礼により「強化」された狩人民兵
があらわれる。彼らは「カマジョー 」と呼ばれた。本研究のいう「内戦力■ジョー 」でぁる。
本節では、ボンス地域で見られた「カマジョー 」(内戦カマジョー )の形成を確認する。
.(1)ボンス県の狩人民兵とアリウ・コンデワ                  ‐
この地域の狩人民兵は国軍と協力関係にあった。国軍に動員された若者は、反徒を探す斥
候として使われたり、反徒を捕獲し軍へと届け出たりする役割を追った。また、25名程の
隊列を組み、巡回することで治安の維持にあたった。さらに国軍の軍事行動に同行したり、
独自でRUFを掃討することもあつた。
ただし、国軍は彼らに武器を提供はしていない。狩人民兵は、単発銃 01銃)の使用が認
められただけであった。地域の若者たちは、山刀や刀、ボー ト用の櫂で武装したに過ぎなか
つた(TRC 3A 2004:213-214)。国軍は、狩人民兵が、軍の存在を脅かす存在になることをお
それた。                    .
1995年頃、ボンス県の狩人民兵は、呪医やイスラム知識人から加入儀礼を受けるようにな
る。多くの先行研究では、カマジョー の加入儀礼は、シエラレオネ特別裁判所に訴追された
アリウ・コンデワによつて考案されたとしている (Muana 1997,TRC 3A 2004)。1994年頃ま
でにはコンデフはシエラレオネ南部で呪医として知られていた。彼は病気の治療に薬草を使
用し、儀礼を施すことにより、病気を退ける力をはじめ「特別な能力」を人々に対して与え
ていた。その儀ネLは自分に対しても行うことがあつたという(TRC 3A 2004:215)。
カマジョー 誕生の経緯については、さまざまな伝承が流布しており、その多くはコンデワ
を、加入儀礼の考案者だとしている。まずは、コンデワが加入儀礼を考案したという3つの
伝承を紹介する。
第一の伝承は、二人の老女が見た同じ夢が、加入儀礼のきっかけとなったとする伝承であ
る。老女たちは、クワメバイ・クリム・チーフダム(Kwa■lebai Krim Chiefdom)とマノ・サク
リム・チーフダム(Mano Sakrim Chiefdom)に住んでいた15。 最初 加入儀ネLを受け、カマジ
ョーとなった人物は真実和解委員会に対して以下のように証言している。
二人の老女は言いました。
「祖先は我々の嘆きを耳にし、助けを与えたいとおっしゃっています。祖先は男たちがクワメパ
イ・クリム・チーフダムのカレ村(Kale)に行つて捧げ物をしなければならないとおっしゃいました。
その儀礼をすれば、儀礼の参加者のひとりに預言を与えるというのです。」
老女たちの提言を受け、我々は儀礼を行いました。すると、預言が与えられました。預言が与え
られたのがアリウ。コンデワだったのです。それ以降、コンデワはカレ村に住み、カマジョー 結社
のイニシエーターとなりました。
(TRC 3A 2004: 215)
この伝承では、老女が夢を通して祖先からのメッセージを受け取つている。前述のようにメ
ンデでは夢が託宣としてしばしば用いられる。そうした託宣は病や禍いの原因を告げるもの、
“両チーフダムは隣接しており、クワメパイ・クリム・チーフダムはポンス県に、マノ・サクリム・チー
フダムは県境を越えてプジュン県にある。
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あるいは将来もたらされる災禍について警鐘を鳴らすものが多いとされる(Little 1947:
229)。この証言も夢による託宣である。
第二の伝承は、シエラレオネ人人類学者パ トリック・ムアナ(Patrick Muana)が収集した
伝承である(Muana 1997)。
ボンス県ジョン・チーフダム(JOng ChiofdoDの村がRUFに襲われた。反徒は人々を虐殺した。
その時、・コポソワイ(Kposowai)という人物が殺されている6彼はカマジョー 〔狩人カマジョー 〕
でもあり呪医でもあつた。コポソフイの弟であるコンデワは反徒に捕まり、略奪品を運ばされる
ことになった。反徒は夜営するため、コンデワを縛り付けた。コンデワはその痛みにも関わらず
ウトウトとしはじめた。すると、前日殺された兄コポソフイが夢に出てきた。
コポソフイは言つた。
「すべての健全なメンデ男性を率いるのだ。家・妻 。子ども。自分自身の命を守る使命を帯び
た者を導け。」
その途端、コンデフを縛り付けていた縄がスルスルとほどけ落ちた。コポソフイは戦士を呪薬
で「清め」る必要があることを告げ、その調合方法を教えた。この呪薬により戦士は銃弾を跳ね
返し、千里眼の力が得られるとされた。その力を保つには掟を守る必要があつた。コンデフは反
徒を殺し、他の捕虜を解放した後、秘密の聖地まで数マイル歩き、そこで最初の加入儀礼を行つ
た。
その秘密の聖地がカレ村だつたと伝えられている。この伝承は1997年にシエラレオネ人の
人類学者パトリック・ムアナ(Patrick Muana)に引用されて以降、いくつかの論文に登場し
ている(Alie 2005,Gberie 2005,TRC 3A 2004:217,Wlodarczyk 2009)L
第二の伝承は筆者が聞いたものである。語り手はコンデワの下で加入儀礼の補佐役を担つ
た ドクター・マサレー (Kamoh Mohalnlned Dro Masalley)である。
コンデワは夢の中で女性に会つた。その女性は「呪医が集まって村を守りなさい、全ての呪医が集
まって作つた呪薬を試しなさい」と告げた。呪薬の作り方と、その効力の試し方も教えられた。二
つの棒を立て、その棒に自いサテンの布を掲げて、それに向かつて銃を撃てというのだ。もし布が
銃弾を通さなかったらその呪薬を戦士たちに使いなさいと女性は告げた。この預言に基づいてコン
デワは加入儀礼を始めることになった。"
これ らの伝承の他にもコンデワ自身が人類学者ホフマンに語つた語 りがある。加入儀礼は
自身が考案 したと語つている。ホフマンは、シエラレオネ特別裁判所に収容 されているコン
デフに面会 し、彼がいかに加入儀礼を始めるようになったかを聞き取つた。そこでコンデワ
は自身が加入儀礼を考案 したと語つている。以下はホフマンによる著作からの抜粋である。
私の名はアリウ・ムサ(Aliu Musa)という。…コンデワという名は、あだ名に過ぎない。この名
前は「何かを言えば、それが起きる」という意味だ。内戦が来るまで、私はヨベコ・チーフダム
(Yawbeko ChiefdoDで普通に暮らしていた。私の父は殺された。私の兄弟であったカフ(Kafu)も殺
された。母もだ。妻は負傷した。内戦のため私たちはプッシュヘと逃げ込んだ。ブッシュにいる間、
私たちの子どもは常に飢えていた。…ブッシュにて私は夢を見た。父と母が現れた。私の知らない
“この伝承が最も知られているカマジョー の誕生秘話である。Muana(1997)、Alie(2005)、Gberie(2005:
84)。このス トー リー が最初に登場するのはMuana(1997)であり、ムアナ自身が国内避難民からインタピュ
ーで聞きとつたものである。
"ドクター・マサレー 、2011年1月3日、ポー.
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3人といつしよにいた。父は「アリウ、我々はお前に会いに来たのだよ」と言つた。「なぜですか」
という私の問いに父は「この二人がお前のもとに連れて行つてくれ、と頼まれたんだ」と答えた。
一人日は男だつた。彼はこういつた。
「私は殺された。妻も子供も殺された。アリウ・ムサよ。お前は殺人を止めなければならない。
暴力を止めるために我々はこの呪薬を持ってきた」。
二人目は子を宿した女性だった。彼女も自分は反徒に殺されたと言 う。そして呪薬をくれた。三
人目も自分の経験を語り、呪薬をくれた。彼もまた殺されたのだという。
「しかし、私にいつたい何ができるというのですか」と私は言つた。すると「我々が呪薬の作り
方を教えましょう。あなたを助けてあげましょう」といい、その呪薬を用いる際の掟を告げた。こ
の呪薬を使 う者は、すべからくこの掟を守らなければならないことも付け加えられた。一つ目の掟
は死体に触ってはいけないというものだった。そうすれば、銃弾にあたつても何もおこらないと告
げられた。…ふたつめが、略奪の禁止だった。…その他にも、「呪薬が利いているときは性交をし
てはならない」、「レイプをしてはいけない」、「呪薬を飲んでから自分のために調理をしてくれる女
性を7日放っておいてはいけない」といつた掟もあつた。
こうして呪薬が与えられた。最初はそれをアリ塚で試 した。次に、布で試 した。次は本でやつた。
人間に試 してみる前に、大でやつてみた。何も起こらなかつた。掟を守つている限り、何も起こら
ないんだ。…そうして、事は始まったんだ。
(Hoffman 201lc: 232-235)
真実和解委員会によると、カマジョー 結社の誕生については、何年もの間伝承が流布し、そ
の間に、メンデの民話の影響を受け、形を変え
ていったと述べている(TRC 3A 2004:218)。筆
者の経験では、イニシエーター自身の語り自体
にも、超自然的な要素が多く含まれていた。カ
マジョー 結社誕生については、おそらくイニシ
エーターが語 り、それが形を変えながら広まっ
ていったと考えられる。
たしかに第一の伝承通り、カマジョー結社は
カレ村に起源をもつようである。内戦地図報告
書はカレ村(Kale,Kwamebai Krim,3onthe)で
の住民による抵抗がカマジョー結社を生むき
っかけとなつたと記している。カレ村が襲撃を
受けた時、二人の若者が二人のRUF戦闘員を殺
害した。それを知つた近隣チーフダムの住民は
協力して自警組織を形成した。住民は単発銃を
持ちより、共同で出資して単発銃の弾倉を買つ
た。それに加えて、ナイフや槍、山刀で武装し
た。この自警組織は加入儀礼を持つようになり
カマジョー 結社となつたという(Smith et al.
(2)カレ村での加入儀礼のはじまりとサダム 0シェリフ
伝承にはコンデワがカレ村にて加入儀礼を考案したとするものが多い。真実和解委員会も
加入儀礼の考案をコンデワによるものとしている(TRC 3A 2004:213218)。しかし、真実和
解委員会の記述には疑間が残る。多くのカマジョーが加入儀礼を考え出したのは、コンデワ
回6-5.カレ村の位置
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http:〃w‐cbsnews.com/2100‐502203_162‐33
52253.htm
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ではないというからである。TRCの記述は加入儀礼に対するすべての責任をコンデワに押し
付けているようにも思える。
古参のカマジョー によると、加入儀礼はコンデワだけによつて始られたのではないとする。
当時、コンデワはイニシエーターでリー ダーシップを担つていたわけではなく、イニシエー
タTの一人にすぎなかったとのことだ。当時を知る者は、加入儀礼の創始者として、内戦中
に殺された一人のイスラム知識人を挙げる:
そのイスラム知識人の名はカモ・モアレム・サダム0シェリフ(Kamoh Mwalim Saddam
Sherriff)という廊。以降、「サダム0シェリフ」と表記することにする。ブジュン県に住ん
でいたサダム・シェリフは自ら考案した加入儀礼を施した戦士を率い、プジュン県から反徒
を撃退した。そのサダム・シェリフが、複数の呪医やイスラム知識人にその知識を伝えるこ
とでカレ村での加入儀礼が開始されたという。その知識を伝えられた一人がコンデワであつ
たという。あるカマジョー は加入儀礼の起源について以下のように語つた。
サダム・シェリフはプジュン県に住むイスラム知識人だつた。彼は1994年、若者を何人か呼び
出しカマジョー の加入儀礼をおこなった。儀礼後、彼らは銃弾を跳ね返すことができるようにな
り、プジュン県から反徒を追い出した。それを聞いたボンス県のノンゴパ・プロム・チーフダム
(Nongoba Bullolll)やバップ・チーフダム(Gbap)の長老層(elders)はサダム・シェリフを招待し、
会議をカレ村で開いた。カレ村が選ばれたのはtそこまで戦争が来ていなかったからだ。長老た
ちはサダム・シェリフに言つた。「我々のところにも呪医やイスラム知識人がいる。彼らの力を強
化してくれまいか」。サダム・シェリフはそれに同意し、｀彼らに知識を伝授した。その中には呪医
のアリウ。コンデワ、イスラム知識人のカモ・ラハイ・バングラ (Kallloh Lahai Bangura)Юが含
まれている。サダム・シェリフが知識を伝達しプジュンに帰つた後、コンデワは自分の力を試す
許可をチーフから得た。チーフはコンデワに対して 3日間、呪薬を調合する時間が与えられた。
その力を試すために志願者が募られた。呪術をかけたシャツを志願者に着せ、銃で撃つた。最初、
コタという人物が撃たれた。しかし、何も起こらなかった。人々は喜び、その場で踊り始めた。
次に、ムサという志願者にも試してみた。やはり何も起こらなかった。そこで、このチーフダム
の人々はサダム・シェリフを迎えることにした。共同で加入儀礼を行うことにしたのだ。こうし
て、サダム・シェリフ、アリウ・コンデワ、カモ・ラハイ・バングラはカレ村にて加入儀礼を行
うことになった。コンデワは呪医であリイスラムの知識はなかった。ラハイ・バングラは、イス
ラム知識人であり、呪薬の知識はなかった。彼らが力を合わせることによつて強力な力を得るこ
とができた。20
この語りでは加入儀礼の創始者はサダム0シェリフだと、されている。コンデワは、彼から知
識を伝えられた一人の呪医に過ぎない。サダム・シェリフは加入儀礼をおこなうだけでなく、
自らも司令官として前線に出た。当初のイニシエーターは「社に籠り加入儀社に専念するの
ではなく、自らが敵陣に飛び込み、銃弾を跳ね返すことを証明する必要があつた」と古参の
カマジヨー は語る2、 ヵレ村にて、サダム・シェリフから知識を伝授されたのが、呪医であ
B Hoffman(20H)によると、サダム・シェリフはモーリタニア人の父を持ち、呪術についての司1練はエジ
プトで受けたという噂がある。
"ラハイ・バングラという名のイニシエーターは二人いる。一人は、カレ村のオリジナル・メンパー、も
う一人は、525事件を機に、司令官であつたが加入儀礼を行うようになった人物である (9章参照)。20筆者によるインタピュー。2011年10月8日、フリー タウンにて.彼も後にカマジョー となる。シエラ
レオネ特別法廷でもナロは証言を行つている (SCSL 2005年3月10日)。
"イニシエーターのモアレム・ボニ(Moalem Boni)は、プジュンの前線で指揮を執つている時、銃弾にあた
り死亡した (スパローよる説明、2012年9月12日、モンロビアにて)。
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るアリウ・コンデワとイスラム知識人であるラハイ・バングラである。筆者の調査では、こ
の3人が加入儀礼の中心的役割をはたしていたことを複数の間き取りにより確かめている。
彼らがカレ村で社を構え、共同で加入儀礼を始めたことは確かなようだ。
第一章で確認したような、加入儀礼によリカマジョー 結社に加入し、ロンコと呼ばれる独
特の衣装や護符を身につけるカマジョー のスタイルはこの頃確立した。
カロ入儀礼を受け、カマジョー となった者は、銃弾を跳ね返す能力を維持しつづけるために
は掟を守らなければならないとされた。その中には、「戦闘衣を着ている時に女性に触れて
はならない」、「人々の所有物を略奪してはならない」というものが含まれる12。 ホフマンに
よると、こうした掟は、ポロなどの秘密結社の掟を踏襲したものだとする(Hoffman 20H:78)。
(3)ボンス県でのカマジョーの拡大
加入儀礼を受けたカマジョー は国軍と協力し、ボンス県から反徒の掃討を開始した。1995
年5月頃のことである。6月にはカレ村のあるクワメバイ・クリム・チーフダムからRllFを
追い出すことができた。
ボンス県ではその噂が広がった。「クワメバイ・クリム・チーフダムの人々が呪術を用い
て RllFを撃退している、彼らはナイフや山刀だけで戦つている。」(Smith eto al.2004:
433-434)。
この噂を聞きつけ、ボンス県内からカレ村へと人々が加入儀礼を受けにくるようになつた。
人々を派遣したのが、各チーフダムの伝統的権威である。クワメバイ・クリム・チーフダム
はRUFから解放された。しかし、ボンス県の他地域では未だにRUFが勢力を保つていた。そ
うした地域では、伝統的権威が若者を動員し、加入儀礼を受けさせた。例えば、ボンス・タ
ウン(Bonthe TOwn)では、タウンチーフによつて国内避難民が動員された。各チーフダムか
らの国内避難民に対して若者を提供するようにと呼びかけたのである。集められた300名の
若者はカレ村に送られ加入礼儀を受けた。1995年■月までにはクワメバイ・クリム・チー
フダム周辺のチーフダム (ノンゴパ・プロム0チー フダム、バップ・チーフダム)も解放さ
れた(Smith et al.2004:434-435).1996年までにはボンス県のほとんどの地域から RUF
は駆逐された。RUFの組織的な活動は見られなくなり、残党が食料を探して彿復っている程
度となった。
(4)カマジョーの組織構成
ボンス県で生まれたカマジョー は、チーフダムを基盤として動員され、チーフダムを横断
する形で連携を取つている。その組織構造について筆者は当時を知る者から説明を受けた。
カマジョー 結社では、チーフダムやセクションといった行政上の区分をもとに軍事組織を
形成した。各チーフダムのカマジョー は、「行動班」(action group)と呼ばれるひ つの行
動単位を形成する。略して、「AG」と呼ばれたそうだ。AGのリー ダーとして「チーフ司令官」
(chief collmander)が据えられた。AG内部は、セクション (チー フダムの下位行政区分)に
基づいて分けられ、「セクション司令官」(section conmlander)がそれを率いた。
実際の軍事活動は、複数のチーフダムが集まつて行われる。それを指揮するのが現場司令
官(grOund∞IIlmander)であった23。彼が複数のチーフダウをまとめ上げたのである。
″ この掟はもつとも一般的なものである.イニシエーターが増加し、それぞれのイニシエーターが各自で
カロ入儀礼を行うようになると、それぞれのイニシエーターが独自の掟を設けるようになる。
23ィプラヒム。タッカー(Ibrahim Tucker)、2009年11月23日、マ トウル。
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この組織構成は、加入儀礼が出来る以前にみられたボンス県の狩人民兵を踏襲したもので
ある。加入儀礼が出来る前の狩人民兵について、あるカマジョー は以下のように説明した。
当時 〔1994年頃〕、〔ボンス県では〕反徒の脅威が再び増していたため、チーフダムは自警を始
めるようになった24。 自警のために作られたのが「行動班」(Action Croup)だ。これは町やセク
ションの若者を組織したものだ。僕は′ヽップ。チーフダムのACのリー ダーだつた。支配家系であ
つたし、狩猟の経験から銃も使えたからだ。AC単位で国軍と協働し掃討作戦に出たこともある。
それぞれのチーフダムにリー ダーがおかれ、彼らが国軍との調整にあたった。もし軍が人手を必
要とする場合、文書で知らせてきた。だからチーフダムのリー ダーは文字が読める必要があつ
た。25
このように、AGは加入儀礼ができる以前から狩人民兵の行動単位となっていた。カマジョ
ー結社は、それをチーフダムを超えて連携させることにより活動を行つた。カマジョー は、
その後、ボンス県カレ村にとどまらずメンデ・ランドに拡大していくことになる。
***
小括
本章では、RUFがゲリラ戦を始めることによつて、住民が狩人民兵を作るようになった動
きを確認した。1994年頃から1995年前半に見られたこの動きは、ボ ・ーケネマ地域で特に
多く見られた。狩人民兵はチーフダムを基盤として活動した。シエラレオネ特別裁判所で訴
追されたノーマンは、ボ ・ーヶネマ地域のひとつのチーフダムで狩人民兵を組織した伝統的
権威であつた。
一方、ボンス地域では、呪術で強化された狩人民兵が現れる。それがカマジョー 結社であ
る。カマジョー の加入儀礼はいくつかのチーフダムが共同でイスラム知識人や呪医を集める
ことで始まつた。彼らがイニシエーターとなり、カレ村でカロ入儀礼が始められた。シエラレ
オネ特別裁判所で訴追されたアリウ・コンデワは、そうしたイニシエーターの一人であつた。
カマジョー はRUFの撃退に成功した。それにより、各地のチーフダムの伝統的権威は若者を
派遣し、加入儀礼を受けさせた。
ノーマンもコンデワも後にその地位を高めていくことなる。しかし、この頃、シエラレオ
ネ特別裁判所に訴追された二人の人物は狩人民兵の一端を担つている一人物に過ぎなかっ
た。
この頃の動きをPCネットワークで理解すると以下のようになる。この頃、チーフダムに
存在していた既存の社会関係はRUFによるグリラ戦を受けて軍事化した。その結果、チーフ
ダムを基盤とした「軍事化したPCネシトワーク」が林立することになった。この頃、狩人
民兵のリー ダーシップを取つたのは各チークダムの伝統的権威だつた。イニシエーターも伝
統的権威の下に組織された存在であった。いわば、伝統的権威の下にPCネットワークが作
られたと理解することができる。
補論
24ブッシュ道を使つたグリラ戦略に移行したRUFは各地で基地を設けた。1994年頃、ポンス県内にも「キ
ャンプ・ライオン」(Canlp Lion)を設置している。マトゥル 。ジョン(Matru Jong)(都市名)近郊の油ヤシ
プランテーションに設けられたこの基地へはコー トジボワー ルから軍事物資が海路で提供された。ハイプラヒム・タッカー、2009年H月23日、マ トゥ′L
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補論として、筆者が調査出来なかったこの頃の狩人民兵の動きをまとめておく。NPRC政
権後期、ボ ・ーケネマ地域の狩人民兵は独自で行動している。その中には独自で活動するも
のも、国軍と協力するものもあつた。国軍と協力した狩人民兵の中にはNPRC政権が契約を
交わした民間軍事会社、エグゼクティブ・アウトカムズ社(Executive Outcomes:EO社)に
よる後方支援や訓練を受けたものもある。
RUFのグリラ戦により、1995年までにNPRC政権は、ダイヤモンド採掘場、ボーキサイト
鉱山、チタン鉱山という主要な収入源を反徒に抑えられた。フリー タウンから数十キロの町
でも襲撃があつた。戦況の打開を図るべくNPRCは、外部の軍事コンサルタント会社と契約
した。最初に、契約を交わしたのが、「グルカ保安警護社」(Gurkha Security Cuard)である。
グルカ保安警備社は、1989年に設立された、イギリス資本の企業である。英国軍のグルカ
大隊(the Gurkha brigade)で活躍した元グルカ兵を主な人材としている。そのサービス内容
は、警備、警備訓練、要人警護、・治安維持に必要な物資の提供、爆発物の処理などがある。
1990年代に、シエラレオネの他、アンゴラやソマリアでサービスを提供した。
同社は、シエラレォネに対して、58名のグルカ兵と、その管理に当たる3人のヨーロッ
パ人職員を派遣し、1995年1月から活動を始めた。その活動は、反乱鎮圧に関する国軍ヘ
の訓練、および、 トンコリリ県マ トトカ(Matotoka,Tonkolili District)にあるチャァリー
基地(Camp Charlie)の防衛である。同社はある程度の成功を収めたものの、作戦に失敗を帰
し、数力月のうちに撤退する(Vines 1999:125)。その穴を埋めるように、契約を交わした
のがEO社である。EO社が依拠する人材は、南アフリカ軍で経験を積んだ兵士であるEO社
は、国軍、および、狩人民兵とともに、実際の戦闘にも関わつている(Howe 1998)。
EO社は資金難のシエラレオネ政府に対して、系列会社によるダイヤモンド採掘を条件に契
約を交わした。1995年5月、30人のEO社職員が、国軍、および、狩人民兵に対して軍事訓
練を施した。さらに、数台の軍用ヘリコプター、BIIP-2歩兵戦闘車26、高射砲を搭載したラ
ンドローバーなどを提供し、狩人民兵の案内のもと対RllF戦を展開した(G6erie 2005:95)。
EOは狩人民兵に軍事訓練を施し、食料を含む後方支援を提供し、その戦略を練ることによつ
て対RllF戦にて成功を収めていったという(Howe 1998):
筆者は、研究を通じて知り合つたカマジヨー /CDF関係者を通して、EO社に対して調査をし
ようと行つたが、そのことを知るカマジョーとは出会えなかった。27
26車内に5名程度の歩兵を乗せることができる装甲戦闘車両。積極的な戦闘参加を前提とし強力な火砲を
搭載している。
27国軍に動員されたカマジョー には、多くあつた。もしかすると彼らは、EO社の支援を受けた活動に参加
していたのかもしれない。「自人が国軍といつしよにいた」程度の認識だつた可能性もある。
7章 自警組織としての確立
第7章 自警組織としての確立
― NPRC政権後期から前期カバー政権 (1995年～97年5月)
前章では、国軍と住民との関係が悪化し、チーフダムを基盤に狩人民兵が形成されたこ
と、および狩人民兵の一派としてカマジョー 結社が生まれたことを確認した。
‐本章では、ボンス県で生まれたカマジョー 結社がメンデ・ランドに浸透し、メンデ人の
狩人民兵がおしなべて「カマジョー 」と呼べる存在になることを指摘する。この動きは、
NPRC政権後期 (1995年後半)から前期カバー政権期(1996年3月～1997年5月)に見られ
た。農村部の動きであった狩人民兵は、1995年頃、都市部および都市周辺に設置された国
内避難民キャンプヘと波及する。都市部や国内避難民キヤンプには、各地からの避難民が
住んでいた。彼らが狩人民兵となることで、それまでのチーフダム領内、あるいは周辺の
チーフダムに限られていた活動はチーフダムを越えたものになる。
同じ頃、ボンス地域で生まれたカマジョー結社の加入儀礼はメンデ・ランド全体に広が
り、それに伴い、イニシエーターもボンス県から各地へと散らばっていった。また、新し
いイニシエーターも現れた。
この頃、チーフダムを基盤としたPCネットワークが連携、統合を重ねることにより、そ
れぞれの狩人民兵 (カマジョー )のPCネットワークは拡大していった。その結果、PCネッ
トワークは、もはやチーフダムを基盤としているとはいえなくなった。伝統的権威はPCネ
ットワークのリー ダーから外れ、カマジョーやイニシエーターの中からリー ダーシップを
取るものが現れるようになつた。この頃、いくつかの影響力の大きなカマジョー の集団が
現れることになる。
第 1節では、狩人民兵が、国内避難民キャンプや都市部でも組織されるようになり、チ
ーフダムを越えた連携を行うようになったことを指摘する。第 2節では、カマジョー の拡
大と同時期に加入儀礼が広がり、メンデ・ランド全体へ広がっていったことを確認する。
第 3節では、イニシエーターがカレ村からメンデ・ランド各地へと広がったこと、および
新たなイニシエーターが台頭してきたことを記す。第 4節では、カマジョー が徐々にまと
まりを見せ始め、複数の大きな勢力が見られるようになつたことを指摘する。
第1節。国内避難民キャンプでのカマジョーの成立と          ・
チーフダムを越えた連携
(1)  国内避難民キャンプにおける狩人民兵の拡大
1994年頃からメンデ・ランドにある各地のチーフダムでは狩人民兵が形成された。この
動きは主に農村部でみられた出来事である。農村部にいる (あるいは、避難民として逃亡
せずに残っている)人々 が狩人民兵を結成したのである。1995年頃からは都市部、および
都市部周辺に作られた国内避難民キャンプでも人々が狩人民兵に動員されるようになった
(Muana 1997: 78)。
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都市部では避難民となった住民が親類や知り合いのもとに身を寄せていた。また、都市
部周辺には国内避難民キャンプが作られ、各地からの避難民が集まつていた。キーン(David
Keen)によると、1995年初頭までにボーやケネマ周辺の国内避難民は狩人民兵の動員に協力
をするようになつたという(Keen 2005:140)。
狩人民兵を結成したのは出身チーフダムに残つた人々であつた。彼らが同じチーフダム
内でも避難民キャンプに逃げた人々を呼び戻したのである。また、完全に RUFの支配下に
あつたチーフダムを取り戻すために、避難民が避難民ギャンプで狩人民兵を結成すること
もあつた。
メンデ・ランドで国内避難キャンプがあったのは、ボー、ジレフン(Gerihun,Boa■la
Chiefdo0 1、タイアマ(Taiallla,Kori ChiefdoO、ゴンダマ(Gondama,Kakua Chiefdom)であ
る(Smith et al。2004:298)6これらのキャンプでは管理のために、避難民をチーフダム
単位でまとめ、伝統的権威をチーフダムの代表者に据えた。伝統的権威は、支援物資の分
配、避難民名簿の作成、ドナーの政策を伝える伝達係といつた役割を担うことになつた
(Musana 1997)。                                     .
筆者は調査の中でボー市から数キロの場所に設置されたゴンダマ避難民キャンプ
(Gondallla Displaced Calllp,Kakua Chiefdom)の様子を聞くことができた (以下、ゴンダマ・
キャンプと表記).ゴンダマ 0キャンプができたのは 1993年の初頭である。ブジュン県か
らの避難民が国軍の指示によリゴンダマに留まったことから設立された。それまでゴンダ
マ・キャンプにはギニア軍およびナイジェリア軍が駐留していた。1994年からメンデ・ラ
ンドでの襲撃が増えたため、ゴンダマ・キャンプにはメンデ・ランドの各地から避難民が
集まるようになつた。
1995年から1997年までゴンダマ・キャンプにいた国内避難民から話を聞いたところ、キ
ャンプはNGOにより運営管理がなされており、業務を円滑に進めるため避難民は組織化され
ていたという。キャンプの住民代表は「議長」(chairman)と呼ばれ、キャンプに関して住
民側の責任を追つた。彼は援助機関と避難民をつなぐ役割を果している。その下には「副
議長」(Deputy Chairlllan)、「書記」(Secretary)が作られ、彼らがキャンプの住民全体を統
括した。その下位には、県単位の組織がある (ボー 県、ケネマ県、モヤンバ県、カイラフ
ン県、ボンス県(プジュン県に分かれていたという)。 県の下位はチーフダムで住民が括ら
れていた2。
チーフダムを基盤に住民が管理されていたことは、内戦中でもチーフダムで情報共有が
可能であつたことを意味する。避難民キャンプのチーフダム代表に話を通せば、そこから
キャンプ内の人々に情報は共有されることになる。さらに、キャンプに住む避難民が都市
に出れば、その情報を都市住民に伝える。こうして避難民キャンプで流した情報は都市に
も広がっていった。狩人民兵の動員はこうした情報網に依拠して行われた。動員を行つた
カマジョー は以下のようにいう。
当時、ポーやケネマには国内避難民キャンプがあった。そこにはチーフダムの代表がいる。彼ら
に、マン・パワーが必要なこと、そして参加するにはどこにいけばいいかをを告げると、彼らが
人々に伝達した。それが人づてに広がっていく。そのようにして情報を広げることで人員を集め
た。3
シエラレオネ特別裁判所でも以下のような証言がある。「カマジョー 〔狩人民兵〕は国内避
11994年3月に設立された(Keen 2005:123)。2筆者によるインタビュー、20H年10月4日、
3筆者によるインタビュー、2010年12月31日、
セディキエ・コロマ(Sidikie Koroma)、フリー タウン.
エディ・マサレー 、ジュリン。
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難民キャンプに入り、人々を動員した。そして、反徒に立ち向かうために故郷へと帰つた。」
(SCSL、2006年2月10日、8ペー ジ)。
(2)ノーマンと狩人民兵            ・
都市部や避難民キャンプで狩人民兵の動員が広がると、チーフダムの枠に留まらない連
携が見られるようになった。各チーフダムの伝統的権威の間で協力体制が築かれ、彼らが
複数のチーフダムをまとめあげるようになった。ノーマンはボーやボー周辺の避難民キャ
ンプの狩人民兵をまとめ上げた伝統的権威の一人であつた (cf.Keen 2005,Muana 1997:84)。
ノーマンはテルの虐殺から生き残つた狩人民兵のうち18名を中心とし、各地の狩人民兵を
まとめあげたという(Keen 2005:133)。キーンは、1995年6月、ノーマンに面会している
が、ノー マンはその時までに「狩人民兵をまとめ上げる、中心的な役割を担つた」人物と
なっていた(Keen 2005:Hl)。
とはいえ、ノー マンがすべての狩人民兵をまとめ上げたわけではない。複数のチーフダ
ムが協力しており、ノーマンはその意思決定を担う一人であつたに過ぎない。シエラレオ
ネ特別裁判所ではノーマンが参加する狩人民兵について以下のような証言がある (筆者に
よる証言の要約)。
〔チーフダムを越えて形成された、その狩人民兵では〕コンボヤ・チーフダム(KombOya Chiefdolll)
のパラマウント・チーフ、レビー ・ラベヨー(Lebbie Lagbeyor)が指導的立場にあった。しかし、
ラベヨーは 1996年に国軍とのトラベルで殺害された。その後、新たなリー ダーを決めるためにポ
ー県、モヤンパ県、プジュン県のパラマウント・チーフが集まり、新たな「議長J(Chairman)を選
出した。その時、選ばれたのがノーマンであった。4
この証言からは、チーフダムを越えた狩人民兵の連合体が形成されており、そのリー ダー
がパラマウント・チーフが担つていることが見て取れる。ノーマンもその中で一定の役割
を担っていたといえよう。
その役割はノーマンが国防副大臣になってからも変わらなかつた。多くのカマジョー は、
ノーマンが国防副大臣となってからもしばしばボーを訪れ、狩人民兵との接触を保つてい
たと語つている。
第2節。 加入儀礼の拡大と動員の定式イヒ
国内避難民キャンプでも狩人民兵が形成されるようになつた頃 (1995年頃)、 ボンス地域
で始まつた加入儀礼もメンデ・ランド全体へと広がっていく。それにより、狩人民兵はカ
マジョー 結社に加入したカマジョー となり、自らをカマジョー と称するようになった。
(1)メンデ・ランドヘのカマジョーの拡大        ,
前章では、ボンス県カレ村で加入儀礼がはじめられたことを確認した。カレ村で加入儀
社がはじまつたのは 1995年前半である。彼らに加入儀礼を受けたカマジョー は 1996年ま
でにボンス県からRllFを駆逐した。この成功を受け、カレ村のカマジョー についての噂がメ
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ンデ・ランド中に広がった。噂は「山火事のように広がった」という5。
カレ村のカマジョー の噂を受け、ボー・ケネマ地域でも加入儀礼が導入されることとな
つた。各チーフダムのチーフらは、加入儀礼のためにイニシエーターを呼び寄せ、それぞ
れの狩人民兵に加入儀礼を受けさせた(Hoffman 20H:40)。シエラレオネ特別裁判所でも
「チーフらはしばしばイニシエーターにお金を払い、すでにあった自警組織に対する儀礼
を依頼した」と証言されている (SCSL、2006年2月10日、13ページ)。 こうしてメンデ人
の狩人民兵はカマジョー (本研究のいう「内戦カマジョー 」)になった。
ただし、すべての狩人民兵が加入儀礼を受けたわけではない。すでに狩人民兵であつた
者の中には、加入儀礼を受けるきつかけがないまま、過ごしてきた者もいる(Wlodarczyk
2009:101)。カマジョー の加入儀礼が広がる中、そうした者もカマジョー と呼ばれるよう
になった。
.加入儀礼を受ける人数が増加したことにより、カレ村のイニシエ‐ターは補佐役を設け
るようになった。補佐役となったのも同様に呪医やイスラム知識人である。イニシエータ
ーおよび数人の補佐役は「キャビネット」(cabinet)と呼ばれた。イニシエーターを中心と
して、このキャビネットが加入儀礼の実施を担うのである。キャビネットには、イスラム
知識人 (カラモコ、モリメンのいずれか)および、呪医の両方を入れなければならなかっ
た。例えば、サダム0シェリフのキヤビネットは4人のイスラム知識人と2人の呪医から
構成されていた。キャビネットの構成員は、加入儀礼の補佐を行うと同時に、司令官とし
て前線へも出た6.
カロ入儀礼が浸透し、メンデの狩人民兵はカマジョー 結社の成員となった。それにより、
彼らはカマジョー を自称しはじめるL以降、本研究でも、メンデの自警組織を「カマジョ
ー」と称することにする。
(2)ダサム・シェリフの遠征とポ ・ー ケネマ県での力0入儀礼の拡大
カロ入儀礼の拡大により、イニシエーターはメンデ・ランドの各地で必要とされるように
なつた。それを受けて、カレ村のイニシエーターは1996年頃、各地に散らばるこ」とになる。
その先駆けとなったのがサダム0シェリフの遠征である。
サダムごシェリフはキャビネットのメンバーと共にボーヘと遠征した。サダム0シェリ
フは司令官としてカマジョー を率い、ボーヘと至った。ボーに着くとそこに社を構え、加
入儀礼を始めたという。以下はコンデワの補佐役がサダム・シェリフについて語つたもの
である。
サダム・シェリフはボー ヘと遠征をした。ポー に着くと、彼のキャピネットの一人、 ドクター ・ジ
ベオ(Dr.Jibe。)はカレ村へと戻つてきた。サダム・シェリフと、もう一人のキャビネット、カモ・
プリマ。バングラ(Kanloh Brima Bangura)はそのままボー に留まり、社を設けて加入儀ネLを始めた。8
それまでカマジョー のカロ入儀礼はイニシエニターが依頼に応じて各チーフダムヘと「出張」
することで執り行われていた。サダム・シェリフがボーに社を構えたことにより、さらに
多くの狩人民兵が加入儀礼を受けられるようになつた。社では、一度に複数のチーフダム
5ァルパート・ナロ (Albert Nallo)、2011年H月8日、フリー タウン。6ドクタ_.マサレー 、2011年1月2日、ポー。7それまでは、メンデの自警組織は、カマジョー (「狩人」が中心となつていることから)、狩人民兵(Hunter
militia)、自警組織(Vigilante)などと称されてきた。それが「カマジョー 」に統一されていく (″KamajOr
Militia"と用いる場合もある)。                   ・8筆者によるインタビュー。 ドクター:マサレー、2011年1月2日、ポー。
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の依頼を受けることができるからである。以下は、サダム 。シェリフの遠征に参加 したカ
マジョーの経験である。
私が内戦に巻き込まれたのはイスラム学校で学生だった時だ (当時、13歳くらいだと述べた)。 私
はプジュン県のガリナス・ペリ・チーフダム(Gallines Perri Chiefdompでイスラム学校に通つて
いた。ある時、軍がやつてきて「反徒がもうすぐくる。市民はここにいてはいけない」と強制的に
住民を移動させた。我々は衣服など必要最小限のものを頭に乗せ、皆で 〔ボー近郊の〕ゴンダマ・
キャンプまで歩いた。着くまでに一週間ほどかかつた%キャンプで暮らしていた頃、カマジョー
の噂を聞いた。彼らは反徒を撃退しているという。そこで私はカマジョー になることにした。友人
と共にキャンプを出、サダム・シェリフが住んでいたブジュン県のバンタベ(Gbandapi,Panga
KabOne Chiefdom,Pujehun District)まで来た。しかし、サダム・シェリフはもういないと言われ
た。カレ村に行くように勧められ、カレ村へと向かつた。…カレ村で加入儀礼を受け、カマジョー
となった。その後、サダム・シェリフとともにポーヘ向かつた。ポーに着くと再びゴンダマ・キャ
ンプで暮らし始めた。私は自分のチーフダムの人々をサダム・シェリフと引き合わせた。彼らは加
入儀礼を受け、カマジョー となった。私は、彼らとともに故郷へ向かい、反徒を追い払つた。それ
以降、我々は再びチーフダムで暮らしはじめた。Ю
このカマジョーは、サダム 0シェリフに随伴してボーヘ行つた後、避難民キャンプにいる
故郷の人々に加入儀礼を受けさせた。この証言からは、加入儀礼がメンデ・ランド全体ヘ
と広がり、狩人民兵がカマジョー となるプロセスを示している。
ノーマンや彼の狩人民兵もサダム・シェリフから加入儀礼を受けている。サダム・シェ
リフと共にボーヘ向かつたカマジョー は以下のように述べる。「ノーマンが加入儀礼を受け
たのは我々が来てからだ。サダム0シェリフがボーで加入儀礼を行つた最初のイニシエー
タァである。ノーマンや彼の民兵は最も早い時期にサダム・シェリフから加入儀礼を受け
た者たちである」lヽ この証言をしたカマジョー は、当時、サダム0シェリフの社に住んで
いた。彼によると、カロ入儀礼を受けた後もノーマンはしばしばサダム・シェリフに会いに
来ていたという。
ノーマンは精霊の力、銃弾を跳ね返す力を強く信じ、加入儀礼を広めていたといわれる。
筆者の調査でも、カマジョー の何人かの幹部は以下のようなことを語つた。「ノーマンは加
入儀礼の力を心底信じていた。加入儀礼が広まったのは、ノーマンが薦めたからだ。」また、
ノーマン自身も、シエラレオネ特別裁判所で以下のように証言している。
〔西洋では、防弾のために防弾チョッキをつけなければならない〕。それに対し、加入儀礼を受けた
カマジョー は何もつけなくてよい。頭の上からでも、足元からでも、ミサイルが飛んできても、カ
マジョー は跳ね返すことができる。私も加入儀礼を受けた一人だ。自信を持つて言える。私は 〔カ
マジョー の力は〕確かにあると思つている。そして、〔加入儀礼を受けたことを〕誇りに思つている。2
カロ入儀礼の力を信じたノーマンは積極的に加入儀礼を導入した(Wlodarczyk 2009:64)。ノ
9内戦地図報告書にも、1993年2月、国軍は安全のためにガリナス・ペリ・チーフダムの人々を強制的に
避難させたとある。その記述によると、避難民はボー県コリボンド(Koribundo)に行けと命令されたという。
そこは、国軍の駐屯地があり、国際NGOが避難民のための炊き出しをしていた。人々はコリンボンドにつ
いたものの、再度、同じボー県内にあるゴンダマ 。キャンプにいくように命令されたという(Smith et al.
2004: 499-500)              °
Ю筆者によるインタビュー。アプ。パカール・カマラ、2012年9月11日、モンロビア。
11同上。
12 scsL、2006年1月27日、46ページ。
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―マンが服防衛大臣となる前、カレ村のイニシエーター集団はボーにいるノーマンに呼び
寄せられている。コンデワのキャビネットであった ドクター・マサレーは以下のように述
べる。
ノー マンがまだ代理チーフだったとき、彼は 〔RUFと戦うために〕若者を副1練していた。しかし、
襲撃によつて多くり犠牲者を出した 〔筆者注―テルの虐殺のこと〕。そこで、ノー マンは人員の強
化を図るために我々を訪ねてきた。その時、ボーに行つたのが私の他、アリウ・コンデワ、カモ ,
ボニ(Kamoh Boni)、ドクター 。ジベオ、アリウ。セサイ(Aliu Sesay)、カモ・フワー ド(Kamoh Fuward)
である。我々は人々にカロ入儀礼を施した後、カレ村へと帰つた。B
この時、彼らはノーマンのチーフダムの人々だけでなく、他のチーフダムの人々に対して
もカロ入儀礼を施したという。また、内戦地図報告書は、1996年9月に、ケネマ県ワンド・
チーフダム(Wandor chiefdom)の若者がノーマン チーフダム (ジャイマ・ボンゴ・チーフ
ダム)で加入儀礼を受け、帰つてきたことを伝えている(Smith et al.2004:315)。さら
に、筆者の調査でも、ノーマンのチーフダムでアリウ・ コンデワに加入儀礼を受けたと語
る者がいた。ノーマンは、しばしばイニシエーターを呼び寄せ、加入儀礼を依頼していた
ようだ。
シエラレオネ特別裁判所の証言からは、ノーマンが国防副大臣となった後も加入儀礼を
広めていたことがわかる。1996年、ケネマ県のパラマウント・チーフが集まり、会議が開
かれた。その会議には、国防副大臣となったノーマンも参加 していた。参加 したパラマウ
ン ト・チーフの中には、ドド・チーフダム(Dodo chiefdoOのパラマウント・チーフも含ま
れていた。 ドド・チーフダムはRUFの攻撃を受けて 1993年に狩人民兵を形成している。他
のチーフダムとの連携は無く、狩人民兵はパラマウント・チーフの指導下にあつた (SCSL
2005年5月26日:10-11)。以下は ドド・チーフダムのパラマウント・チーフによる証言で
ある。
判事 1996年には 〔その会議の中で〕加入儀礼の導入が提唱されたわけですね。誰が加入儀礼を導入
したのですか。
…最初に加入儀礼について提案したのはヒンガ・ノーマンでした。
いつノーマンが来たのか覚えていますか。
1996年の9月でした。
(中略)
彼が提言をした時、加入儀礼についてどのように言つていました力、
加入儀礼を受けると、敵の爆弾や弾丸から身を守ることができると言つていました。
他にはありません力、
加入儀礼を受けた者は結社の一員となると言いました。カマジョー という組織は結社であると
いうのです。
その考えはケネマでは受け入れられたのですか。
その地域のすべての人々がその考えを受け入れました。… (中略)・¨ 彼 〔ノーマン〕が帰つた
後、一人のイニシエーターがケネマヘとやってきました。それが、故サダム・シェリフでした。
この証言に見られるようにノーマンは加入儀礼を広げる立役者となった。証言からはノー
マンが加入儀礼の普及を望み、ボーで社を構えていたサダム・シェリフはそれに答える形
でケネマヘと移つたことが確認できる。
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"筆者によるインタビュー、 ドクタ ・ーマサレー 、20H年1月2日、ポー。
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ここまで確認したように、ボンス地域で始まった加入儀礼はメンデ・ランドに広がって
いつた。狩人民兵は、カロ入儀礼をうけ、カマジョー となつた。ノーマンは、加入儀礼の効
果を信じ、それを推し進めた一人であつた。彼が国防副大臣の地位を得たことで、加入儀
ネLの拡大はさらに加速したと思われる。
(3)定式イヒされたカマジョーの動員
加入儀礼が浸透するとカマジョー になるため方法が定式化された。まず、カマジョー と
なるにはパラマウント・チーフの認可が必要だつた。下位のチーフ(セクション・チーフ、
あるいはタウン・チーフ)がパラマウント・チーフにカマジョー の候補者を推薦した。推薦
された者はイニシエーターの社まで向かう。パラマウント・チーフからの依頼のもとイニ
シ手~夕~は加入儀礼を行う。儀礼が終わるとパラマウント・チーフに引き渡された。こ
れは、国内避難民キャンプや都市に住む者が動員される場合も同様であつた。
以下に、この頃動員されたカマジョー の語りを提示する。最初の二つの語りは避難民キ
ャンプあるいは都市で動員された例である。
陣例11
私がカマジョー に入つたのは 1996年である。その頃、私のチーフダムは反徒の手に落ちており、
ポーの国内避難民キャンプで過ごしていた。8人のパラマウント・チーフが合計 100名の若者を
集めることになった。その時に私も選ばれた。イニシエーターのもとに連れて行かれ加入儀ネLを
受け、私はカマジョー になった。14
〔私の住むバオマ・チーフダムの町〕ジレフン(Jerehun)にも反徒がやつてきた。私はジレフンか
ら逃げボーの親戚のもとに身を寄せ、そこで二年ほど過ごした。その間、パオマ。チーフダム(Baollla
Chiefdom)は反徒の手中にあらた。〔避難民キャンプにいた〕チーフダムの指導層は8つのセクシ
ョンにわかれている。そこから、それぞれ 25名の若者を出すように命じた。計200名の若者が集
められた。私もそこに参加した。私を含む 200名の若者はカモ・ラハイ 。バングラのもとにつれ
ていかれ、そこで加入儀礼を受けた。"
次に提示する語りは自分の出身チーフダムを訪れ、選男J面談を受けることでカマジョー
になった者の語りである。       '
(私がカマジョー になつたのは、カマジョー の噂が広がっている時であった。)その頃、自分のお
じさんが反徒に殺され、自分もカマジョー になろうと思つた。カマジョことなるにはチニフによる
推薦を得る必要があつた。そこで出身のチーフダムヘと帰り、選別面談を受けた。…イニシエータ
ーは自分で選んだけではない。チーフがママ・ムンダ 〔イ■シエーター〕を選んだ。私は彼女の呪
力が強いことを知つていた。だから、その選択に異論はなかった。16??
ジョー になるためにカマジェイ・チーフダム(Kamajei Chiefdoln)からの推薦を受けた。当時、
104
“2008年10月5日、152011年1月3日、
“2011年11月8日、
アプ・パカール・カマラ、モンロビア。
ハッサン・デコ・サル、ジレフン。
アルパート・ナロ、フリー タウン.
7章 自警組織としての確立
私はポーに住んでいた。カマジェイ・チーフダムは父母の実家があり、学校が休みになると滞在し
ていた。ボーから歩いて 〔カマジェイ。チーフダムの中心地である〕セネフン(Senehun)まで行つ
た。そんなに距離は無い。一日で行ける.…セネフンのタウン,チー フを通してパラマウント・チ
ーフからの推薦を得た。カマジェイ・チーフダムは多くの若い男性を必要としていた。推薦された
男たちとともにママ・ムンダ 〔イニシエーター 〕のもとへ向かい加入儀礼を受けたlL
この二つの事例ではカマジョーとなるために自分の出身チーフダムを訪れ、チーフからの
推薦を受けている。このようにカマジョーとして推薦されるためには、そのチーフダムの
出自である必要があつた。住民への横暴や命令違反を避けるためである。ただし、居住の
経験がなくても構わない。両親のいずれかがそのチーフダムで育った経験があればよかつ
たとぃぅ18。
以上、確認したように1996年頃には、カマジョー となるためのプロセスが定式化された。
パラマウント・チーフに推薦を受けた者がイニシエーターを訪ね、加入儀礼を受けるとい
う流れが出来上がったのであるЮ。
第3節.ボンス県のイニシエーター集国の拡散と、
新たなイニシエーターの台頭
加入儀礼の需要増加を受けて、メンデ・ランドの各地で加入儀礼が行われるようになつた。
カレ村のイニシエーターは各地へと散らばった。また、新しいイニシエーターも現れた。
(1)カレ村のイニシエーターの拡散
ボンス県では反徒が撃退されてからも、カマジョー の影響力は増え続けた (1995年後半
から1996年頃)(Smith et al.2004:437-438)。治安の維持を図つたボンス県のカマジョ
ーは各所に検問所を設けた。検間所では身分証明書を持っていない、通行証を持つていな
いなど適当な理由をつけてカマジョー は人々を虐待した。ある検問所には人々を拘留する
ためにイバラで作つた檻が設置されていたという(Smith et al。2004:437-438)。成人男
性は自らの身をカマジョー から守るため、自らもカマジョー になった (Smith et al.2004:
437-438)。ファイセンはメンデ人NGO職員から検問所の様子を聞き取つている。
〔プジュン県の検問所でテムネ人の兄弟が言いがかりをつけられた。〕弟はきれいなメンデ語を
話したので殺されなかった。兄は、メンデ語が話せず殺された。…ラゴ(Lago,Kenenla Distritt)
の検間所では少女がカマジョー に目をつけられた。彼らは、その少女を国軍兵士の妻だと罵り、
ぞんざいに扱つた。私は、話が通じそうなカマジョー を探し、彼に言つた。「その子は普通の市
民じゃない力、何も知らない普通の人だ。なぜ彼女が殺されなければならないんだ。兵士だった
としても、それは夫であつて、彼女じゃない。」
ゃりとりをするうち、私がNGO職員であることを話した。そうすると、カマジョー は「OK、お
まえらは行つていい。ここのカマジョーは人殺 しだと言われてはかなわんからな」といい、我々
:72012年9月10日、イプラヒム・スクエア、モンロピア.B筆者の調査にもとづく。
19同じチーフダムのカマジョー といえども、同じ時期に同じイニシエーターから加入儀礼を受けるとは限
らない。同じチーフダムでも、カマジョー によつて加入儀礼を受けた時期が異なつていたり、異なるイニ
シエーターから加入儀礼を受けていたりすることもある。         .
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を解放した。(Fithen 1999:218)
こうした横行が見られるようになつた頃、加入儀礼を受けるためにイニシエーターから
「支払い」が要求されるようになつた。儀礼費として一人あたり1万レオンが要求された。
その他にも、食用油、使い古しの伝統的正装衣、カミソリなどの提供を求められるように
なった(Smith et.al.2004:440)。こうした
「費用」は、チーフが支払うことが多かつた。
1996年の初め頃、イニシエーター集団を抱
えるカレ村のカマジョー は拠点を移動する。
移転先は、同じボンス県のティフン(Tihun)
であつた。ティフンは、1996午1月、NPRC政
権内の官中クーデターで国家元首となったマ
ーダ・ビオ准将の出身地である".カレ村か
らティフンまでは直線距離で 20kmほどであ
る。カレ村のカマジョー 集団は、中央政府の
注意を引きつけ、支援を取り付けるために、
ティフンヘと拠点を移したというa。 イニシ
エーターのコンデワやラハイ・バングラもテ
ィアンヘと移り、新たな社を設けた(Smith
et.al.2004:440)。この時、すでにサダム・
シェリフはボーに移つていた。
ティフンヘと移転した後すぐ、ラハイ 。バ
ングラもティフンを離れることになる。ラハ
イ・バングラは加入儀礼の需要増加を受けて
ボーに新 しい社を設置 した。その社にはもう一人、イニシエーターがいた。それがママ・
ムンダ(Mama Munda Fortune)22と呼ばれる女性イニシエーターである。彼女はもともとボン
ス県に住む呪医であつたが、カレ村での加入儀礼とは関わつていなかつた。彼女がイニシ
エーターとなったきっかけについて筆者は一人のイニシエーターから聴取 した。
カマジョー は護符を身に着けている。呪力を保つためには掟を守らなければならない。掟を破つ
たカマジョー は、効力を失つた護符を次々と我々のもとに持つてきた。その数はあまりにも多か
つた。コンデフは護符の修理に、加入儀礼と同額を請求することにした。するとカマジョー の多
くが呪医であるママ・ムンダのもとに護符を持ち込んだ。彼女は安価で護符を修理し、カマジョ
ーの信頼を集めた。我々はママ・ムンダが十分な力を有していると判断し、イニシエーターとし
て迎え入れた。"
女性はカマジョーに関わってはならないとされたが、ママ・ムンダは老齢で、もはや妊娠
することができなかった。そこで彼らはママ 0ムンダを女性とみなさなくてもよいと判断
した、イニシエーターとして迎え入れた。
一方、ママ・ムンダ自身はイニシエーターとなつたきっかけを以下のように語る。
"マー ダ。ビオはティフンがあるソンベニ・チーフダム(SOgbini chiefdolll)の支配家系出身である。aドクター・マサレー 、2011年1月2日、ボー。その他にも同様の証言をいくつか取つた。2ママ・ムンダについては以下にも登場する。Hoffman(201la)、Hoffman(201lc)。
"20H年1月3日、 ドクター・マサレー 、ボー。
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私は精霊カッセラ(Kassela)24にさらわれた。カッセラは、私をブッシュに連れて行つた。私が目を
覚ますと、私はカッセラの足元にいた。カッセラは寝ていた。その時以来、銃弾から若い男性の体
を守る力を得た。      _
(Hoffman 201lc: 224)
ボーに作られた新しい社はラハイ・バングラとママ・ムングの共同で運営された。しかし、
二人のイニシエーターはすぐにたもとを分かち、それぞれボー周辺で独自の社を構えるよ
うになった21                            1
アリウ・コンデワはティフンに留まり、加入儀ネLを続けた。コンデワはティフンで加入
儀ネLを行うだけでなく、しばしば要請に応じて「出張」し、カロ入儀礼を行つた。また、サ
ダム・シェリフはボーヘと遠征し、社を構えた後、ケネマに移動している。1996年9月に
ケネマヘ移動した後、1997年に死亡するまでケネマで社を構え、カロ入儀礼を行つた(SCSL
2005年5月26日:10-11)。
このようにカレ村で加入儀礼を生み出した二人はそれぞれ社を構えるようになった。し
かし、各地で社を構えるようになったのはこの二人だけではない。彼らのキャビネットも
独立し、各地で社を運営するようになった。サダム・シェリフの弟子であるモアレム・シ
ュアヒブ・シェリフ(Moalem shuahibu Sheriff)はプジュン県で社を構えた。コンデワのキ
ャビネットであつた力t・コワ(Kamo Kowa)は、バボで社を構えた。
メンデ07ンドから出て社を構えた者もいる。 ドクター・マサレー は、シエラレオネ北
部のマシンピ(Masingbi,Konike Chiefdom,Tonkolili District)で社を構えた26。 彼はテ
ムネ、クランコ、リンバといった他民族に加入儀礼を行つたという. ドクター 0マサレー
から加入儀礼を受けた者はカマジョー と名乗つたわけではない。北部の狩人民兵「ベンテ」
(Gbenthis)を名乗つた27.
(2)なぜイニシエーターは各地に拡散したか
では、なぜイニシエーターは各地に散らばつたのだろう力、 イニシエーター自身の説明
によると「各地で加入儀礼の要請が増え、それに対応するため」に各地で社が作られたと
いう。しかし、別の理解もできる。
第一に、略奪品の分配がある。カマジョーは活動の中で略奪をおこなった。町や村での
略奪品のほか、検間での没収品や反徒からの接収品がある。これらの分配をめぐリイニシ
エーターは分裂したという理解がある。
第二に、ノーマンからの支援が分裂を招いたという理解がある。ノーマンは加入儀礼の
ためにイニシエーターと深くかかわり、積極的に加入儀礼を推し進めた。ノーマンと関わ
ることはイニシエーターの利益にもつながった。以下はイニシエーターに対して懐疑的な
あるカマジョー の話りである。
ノーマンは国防副大臣になってから各地のカマジョー に生活物資や軍事物資を支援するようにな
24 1nneS(1969)によると、カッセラ(Kasela)とは、精霊(spirit)であり、夜になるとカッセラの舟が光つて
みえることがあるという。Little(1967)もボンスに住む精霊、カスウェラ(Kaswela)について触れている
(p.223)。Hoffman(201la)によると、ママ・ムンダもノーマンもカッセラのことを河に住む鬼(riverine
devil)だと説明したという(p.294)。筆者は、海やり!|に現る怪獣(Monster)だと説明されたこともある。25マ・ムンダはボーに社を構え、その後、移動している。
26ァリウ・コンデワのキャビネシトであった。その他、「サクラメント」(経緯、綴りともに不明)という
イニシエーターも北部に派遣されている。
27スパロ_ょり。2012年9月7日。
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った。イニシエーターに対しても同様である。ノーマンは自らを頼つてきたイニシエーターに対し
てイニシエーターの免許を発行した。免許を持つ者が社を構えることができるとした。支援と免許
を得たイニシエーターやキャビネットは独立を決意した。「見ろ、これが免許だ。私はノーマンに
認められたイニシエーターだ。これで私も社を設けることができる」とね。こうしてイニシエータ
ーは各地で社を構えるようになった。"
確かにイニシエーターの免許は前期カバー政権から発行されている。ノーマンの支援を受
けたイニシエーターは、以前のパ トロン=クライアント関係を解消し、ノーマンとパ トロ
ン・ クライアント関係を構築したといえよう。
(3)新たなイニシエーターの台頭
カレ村のイニシエーターやキャビネットが各地に散らばつた 1996年頃、カレ村のイニシ
エーターとは関係を持たないイニシエータニも現れた。彼らはイスラム知識人や呪医であ
り、内戦に巻き込まれることで加入儀礼を行うようになったと思われる。筆者は、そうし
たイニシエ‐ターの一人、シェイク・カバー(Sheik Mohalnmed Abdullahalnan Kabbah)から
話を聞いた。彼はイスラム知識人である。
本人が語るところによると、彼の父親はイスラム知識人であり、プジュン県バンダジュ
マ(Bandajulla,Sowa Chiefdom,Pujehun District)でイスラム学校を開いていた。シェイ
ク・カバーは、その学校で学んだ後、ケネマのイスラム学校で更に勉強を重ねる。その後、
モーリタニア、モロッコ、ダル・エス0サラームヘと留学し、30歳の頃、シエラレオネヘ
と帰つてきた。帰国後はケネマで暮らしていたという。シェイク 0カバーは自身が加入儀
ネLを行うようになったきっかけを以下のように語つた。
1996年、初めてケネマの町が襲撃された時、私はクルアンの力で銃弾を止め、人々を守つた。クル
アンの力は銃弾をも止めることができる。ほら…ここに聖水(Holy Water)をかけるとするだろ 〔と
いつた机の上を指した〕。これで銃弾は飛んでこれない。私の力は呪医よりも優れているのだ。私の
力は彼らのようにイスラムと呪薬のミックスではなく、純粋にイスラムによるものだ。ケネマの町
を守つた後、私はチーフらに「君はコーランの力を自由に操ることができる、カマジョー の加入儀
礼をしてもらえないかJと頼まれた。ノンガワ・チーフダム(Nongawa Chiefdom)で最初に加入儀礼
を行つた。29
その後、彼は依頼に応してチーフダムに赴き、ケネマ県、カイラフン県、コノ県を回り加
入儀ネLを行ったという30。
シェイク・カバーのようにカレ村とは関係を持たないイニシエーターもこの頃あらわれ
るようになつた。
(4) イニシエーターの拡散、増加とともに見られた変化
23スパロ_ょり。2012年9月7日。
"シェイク・カバー、2011年1月4日、ケネマにある彼の自宅にて。∞シェイク・カバーの語りは信じがたい。ただ、適当に答えてやろう、あるいは、嘘をついてやろうとい
う態度はなかつた。インタピューでも無知な筆者に丁寧してやろうという姿勢が読み取れた。彼の語りか
らは、イニシエーターの考え方や、自らを語る語り方が読み取れる。筆者は、インタピューの際、このイ
ンタピューは本にするつもりだと述べている。おそらく、シェイク・カバーは、そこに書いてほしいよう
に自分の経験を述べたのではないだろうか。
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イニシエーターが各地へと広がり、新しいイニシエーターも現れたころ (1996年頃)、 一
度は定式化されたカマジョー の動員も形を変えていくことになる。
第一に、イニシエーターが独自の部隊を持つようになった。当初、イニシエーターは加
入儀礼が終わると、カマジョー をチーフダムに引き渡たしていた。しかし、各地で社が設
けるようになると、イニシエーターに従属するカマジョー も現れた。こうしたカマジョー
はチーフの推薦により加入儀礼を受けた後、イニシエーターと行動を共にするようになる。
彼らはイニシエーターを司令官とする部隊を作り上げた。その中で有名なものがママ・ム
ングの「カッセラ戦争委員会」(Kassela War Council)やカモ・モニュル(Kalooh Monuru)鋭の
「ボーン・ネイキッド大隊」(Born Naked Brigade)である(cf.Hoffman 201la:77)32.ィ
ニシエーターが独自の部隊を持つようになった経緯として、以下のような角子釈がある。
イニシエーターは略奪物資が欲しかつたんだ。戦争の中でカマジョー は略奪を行つた。カマジョ
ーの司令官は略奪から欲しいものを得ていつた。イニシエーターもそれを見て同じことがしたく
なった。そうして、自分の部隊を持つようになつた。"
第二に、加入儀礼が大規模化・短期化した34。 当初は、二～三週間の期間であつた加入儀
礼は短期化していつた。前期カバー政権あたりには 1晩から3日で行われる儀礼も出てき
た。秘密結社であるカマジョー は結社内の知識を外に漏らしてはならないとされる。しか
し、この頃加入儀礼を受けた一人のカマジョー は加入儀礼をインチキだと言い、その内容
を筆者に語つた。
他のイニシエーターのことは分からないが、ラハイ 。バングラはインチキだ。知らない人は、加入
儀礼について、ああだ、こうだ、というも、ラハイ・バングラの加入儀礼に儀礼めいたものは何一
つなかった。一日…いや、一晩、みんなで踊つただけだ。一晩踊つた次の日、護符を着けた服を身
に着け、公衆の面前で並ばされた。そこで銃がぶつ放され、何も起こらなかったことを証明した。
それで「もう君はカマジョー だ」と言われた35
また、一度の加入儀礼に参加する人数が増えた。「大規模儀礼」tllass lnitiation)の始ま
りである。カレ村で最初に行われた加入儀礼は4～6人に過ぎなかった(TRC 3A 2004:218)。
それに対して、この頃には 100人以上の者を一度に加入させるようになった。儀礼の後、
カマジョーは人々の前で一列に並べられる。そこに銃弾を浴びせ、何事もなければ呪力を
身に着けた証明となる。ママ 0ムンダからカロ入儀礼を受けたカマジョーは次のように言 う。
〔ママ・ムンダのもとで加入儀礼を受けていた時のことだった〕ある日、儀ネLを受けている者がす
べて集められ、戦闘に適しているか確かめられた。銃を持ってきて、我々を撃つた。もし掟を守つ
ているなら保護されており問題ない。誰も負傷しなかった。こうして我 は々戦闘へ向かうことが認
"プジュン県で社を設けた(Hoffman 201la:77)。それまでの経験は不明。32サダム・シェリフの部隊は、カレ村のイニシエーター集団ができる前から存在し、サダム・シェリフは
前線にも立った。彼の弟子である、モアレム・シュアヒプ 。シェリフ、プリマ・バングラ、モアレム・ボ
ニは、それを踏襲し、独自の部隊を持つている。それに対し、ここで挙げたイニシエーターの部隊は、新
たに作られたものである。                                   .332010年12月31日、スパローょり。
34すべての加入儀ネLが、短期間化。大規模化しているというわけではない。同じ1996年に、待ち伏せの方
法から、カマジョー 組織構造や命令系統、武器の使用方法など詳しい説明を受けたと述べる者もいる。352011年1月3日、ハッサン・デコ・サル(Hassan Decor Sallu)、ジレフンにて。 ・
109
められた“。
大規模儀礼の様子を示すために写真
よるものである37。 左端にシェイク・
に並んでいることがわかる。
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71を提示した。この加入儀礼はシェイク・カバーに
カバーがいる。その後ろに、儀礼を受けた者が横一列
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写■ 7-1。大規模儀礼の様子
(シェイク・カバーによる個人所蔵)
第二に、チーフダムを通さずにカマジョーに入る者が現れるようになった。前述 したよ
うに、加入儀社を受けるにはチーフダムからの推薦が必要であつた。その慣行が崩れ、加
入儀礼を望む者が直接イニシエーターを訪れる場合も見られるようになつた。
〔前期カバー政権頃、〕私は一人の市民として国を守るためにカマジョーとなった。自分自身で儀礼
の費用を負担し、加入儀礼を受けた。その頃はチーフダムを介さずにく〉加入儀礼を受けられるよう
になっていた。加入儀礼を行つたのはママ・ムンダである“。
卜例a
カマジョーにはいる前は、国軍の非正規兵をしていた。ある時、住民にスパイだと言われ、袋叩き
“ スィディキェ・コロマ、2011年10月4日、フリータウンにて。37シェィク.カバーに見せていただいた写真を撮影した。時期や場所は不明であるが、彼は 「私が加入儀
礼を行つた後に撮影したものだ」と述べた。
“ スィディキエ・コロマ、2011年10月4日、フ リー タウンにて。
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にされた。私を捕えた者たちはどうやって殺すかを相談していた。見せじめのために交差点に連れ
て行かれた。カマジョー の司令官が通りがかり助けられた。服が与えられ、彼め家に連れて行かれ
た。「この町から出たい、助けてもらえないか」というと、カマジョー になれば、この町でも安全が
保障されると言われた。加入儀礼の担当者に連れて行かれ、カマジョー となつた.39
この二つの事例ではチーフダムの伝統的権威を介さずにカマジョーの加入儀礼を受けてい
る。また、加入儀礼を受けずにカマジョーになろうとした事例もある。
<ポー 出身、メンデ/ 国軍からカマジョー ヘとなった人物>
子どもの頃、ポーに住んでいた。1992年、国軍としてスカウトされる。近所には国軍兵士が住
んでおり、誘われる形で動員された。… 〔1996年に〕休暇のためにポーの親元へと帰つた。父
親は俺が国軍であることを快く思っていなかった。〔国軍に戻る気はなく、友人もいたためボー
で住み続けることにした。〕治安が悪くなってきたため、自分の安全のためにカマジョー になる
ことに決めた。しかし、正規にカマジョー になろうとは思わなかった。国軍にいた俺がチーフに
承認されるはずがないからだ。おじのラハイ。マサコイ(Lahai Massaquoi)は、イニシエーター
のフォディ・ガモ(Fody Camoh)40の弟子(junior initiator)であった4、 ぉじを通してフォディ・
ガモに賄賂を渡し、カマジョー が知るべき掟ゃ決まりごと(code)を全部教えてもらつた。しかし、
誰かが俺が国軍であることをチクった。パレて袋叩きにあった。俺は罰金を払い。正規のルート
で加入儀礼を受けることとなつた。42
以上のように、出身チーフダムの伝統的権威による認可を受けてイニシエーターのもとに
行くという慣行は崩れていつた。
第4節。チ‐フダムを超えたカマジョーの組織化・
カマジョー の中には複数のチーフダムで連携したり、国軍と協力するなど、チーフダム
の自警に留まらない活動をするようになつた。やがてカマジョー の中にも大きな勢力を持
ついくつかの勢力が台頭するようになった。
(1)ゾゴダの攻略
カマジョー といえども、すべてが国軍と敵対しているわけではなかった。中には、国軍
と協力し、反徒鎮圧に従事するカマジョー もいた。1996年3月、政府は国軍にカマジョー と
の共同作戦を命令しており、多数の武器がカマジョー に流れた(Muana 1997)。この軍事作
戦は、RUF本拠地への攻撃につながるまでとなつた。ゲリラ戦を展開するRllFは、ケネマ県
バンダウォの森(Bandawo Forest)に本拠地を置いていた。「ゾゴダ」(Zogoda)43と呼ばれた
この本拠地はカマジョー と国軍の共同作戦により1996年10月に陥落した。
ゾゴダの攻撃は和平交渉中の出来事であった。カバー大統領は3月に就任して以来、RllF
との和平を模索した。それにも関わらず、戦闘は続いた。カバー政権が、カマジョー を統
39ジェシ_、2008年10月18日、モンロビアにて。40後に、カイラフン県ジュジュマで社を開いている (後期カバー政権期)。 それ以前の経緯は不明。4:その他、フォディ・シェリフ(Foday Sheriff)という書記(scribe)がぃたという。42筆者によるインタビュー.ハッサン・マサコイ(Hassan H.Massaquoi)、2012年、43ゾゴダの様子は、Peters(2006)参照。RUFがグリラ戦を開始して以降、1994年2月に設置された(TRC 3A
2004: 192)。
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制できなかつたからだといわれている(Muana 1997:98)。カバー大統領は和平交渉の進展
を受け、カマジョー による敵対行動を禁止した。シエラレオネ政府の軍隊は国軍のみであ
ること、そして和平交渉が進行中であることを再三公言してきたにもかかわらず、カマジ
ョー の活動は止まらなかった。カバー政権で国防副大臣であつたノーマンも積極的にカマ
ジョーを支援したという。カバー大統領に、12月までに和平協定に至らない場合、カマジ
ョーに対する制裁措置を加えると、公の場で発言した。しかし、カマジョー による攻撃は
続けられた。ゾゴダが陥落した翌月、11月30日には、RllFとカバー政権の間でアビジャン和
平協定(Abidjan Peace Agreement)が結ばれている(Pham 2005:121)44。ゾゴダの陥落によ
りRUFは大きな痛手を被つたともいわれる。
この軍事作戦に参加したカマジョー は、複数のチーフダムから動員されている45。 シェラ
レオネの新聞「ビジョン」紙(Vision)は「カマジョー 、RllFの基地を破壊」(Kamajohs Destroy
RUF Military Base)という見出しでこの軍事行動を報じている (1996年10月17日)。 この
記事によると、カマジョー の司令官(Chief)であるアス・バンジャ率いる数百名のカマジョ
ーが9月7日にブラフ(Blawa)を出発し、いくつかの村を解放した後、バンダウォにある「RUF
の第二大隊の基地を破壊した」という。
内戦地図報告書にも、ゾゴダの攻略は記されている。
戦間は数日間続いた。カマジョー はRUFを追いやることができた。カマジョー はRUFの書類を数多く発
見した。ポー=ケネマ幹道(Bo―Kenema Highway)の襲撃について 文書、略奪物資や文民の捕虜数に
ついての記録が見つかつた。また、多くの文民捕虜が発見され、保護された。
(Smith et al. 2004:314-315)
筆者はこの軍事行動に参加した3名から聞き取り調査を行つた4%彼らによると、シエラレ
オネ政府側の大半はカマジョー であり、国軍はごく一部に過ぎなかったという4Lゾゴダの
攻撃に参加したカマジョー の話からは、カマジョー が自らの意思で所属する戦闘員を変え
ていることがわかった。この攻撃に参加した者も様々な場所から集められていたという。
この 3名のうち一人はパオマ・チーフダムから、残りの二人はサダム・シェリフの部隊か
ら参カロしている。
44ァビジャン和平協定の締結プロセスについてはHirsh(2001)参照(pp.51-52)。
45内戦地図報告書には、以下のチーフダムが参加したとある。ケネマ県のスモール・ポー(Small Bo)、ニ
アワ(Niawa)、ランルマ(Langruma)、および、ポー県のウンデ(Wunde)、ポアマ(Boallla)である (ポアマ・チ
ーフダムはケネマ県に隣接している).筆者の調査では、その他のチーフダムからゾゴダの攻略に参加した
者にいた。
46その内訳は、パオマ・チーフダム (ボー 県)から一人、サダム・シェリフ (イニシエーター)下のカマ
ジョーが二人である。
47新聞『 ビジョン』は、カマジョー だけの軍事行動だとしている。一方、内戦地図報告書は、国軍だけで
なく、ECOMOGもいたとする(Smith et al。2004:314-315)。ただし、ECOM∝は1996年の時点では介入し
ていない。
『 ビジョン』の紙面にプリマ・バングラ (イニシエーター)の顔写真が掲載されているが、彼がゾゴダ
攻略に関わつていたわけではない。カマジョー の関係者として掲載されているだけである。当時のシエラ
レオネの新間では、関係ありそうな人物の顔写真が使いまわされているのがしばしば見られる。
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(2)大きなカマジョー集団の台頭
―エディ・ マサレーとプリマ・バングラー
ゾゴダの攻撃に参加したカマジヨー は各チーフダムからの志願者によつて成り立ってい
た。そのリー ダーはもはやチーフダムの伝統的権威ではない。当初は伝統的権威の下で組
織されていたカマジョーも、次第にその手から離れていくことになった。本研究ではカマ
ジョーの中でも一つの勢力として行動している集団を「カマジョー集団」と呼ぶことにし
た。チーフダムの枠を出て連携をする中、複数の大きな勢力を持ったカマジョー 集団が現
れた。ここではそうしたカマジョー 集団の事例を2つ挙げる。いずれもファイセンの研究
に基づいている(Fithen 1999)。
ひとつめが、エディ・マサレー (Eddie Massalley)率いるカマジョー 集団である (以下、
「エディ」と表記)。 エディは、国軍とカマジョー をつなぐ連絡将校(liaison Officer)と
して台頭し、カマジョー 集団のリー ダーとなった。ゾゴダの攻略に参加したカマジョー も
エディが動員したとされる。
エディは、リベリア国境に隣接するプジュン県ソロ0ヴェマ・チーフダム(SOro Gbella
Chiefdom)出身である。このあたりに住むメンデ人は、リベリア側に分布する民族ヴァイ人
(Vai)と深い関係にある。ブジュン県に住むメンデ人は、かつてはヴァイの首長国の傘下に
あつた。しかし、戦争で負けた結果、メンデ人首長国の傘下に入り、メンデ人と名乗り、
メンデ語を話すようになった48。彼らは、メンデ化された後もヴァイ人との親族関係を保つ
てきた。国境を越えて、モンロビアヘ出稼ぎに行く者も多い。その場合は、リベリアの親
族の住所を借り、リベリア人と名乗つた49。
エディも例外ではない。彼はリベリアで軍事経験を積んだ。1980年代前半、リベリアの
武装警察「特別治安部隊」(Special security Service:SSS)で勤務し、大統領官邸(Executive
Mansion)の警備にあたったという。彼は、モンロビアが第一次リベリア内戦に巻き込まれ
たのを機にシエラレオネヘと帰つた5%シェラレオネでは、カイラフン県やプジュン県から
ダイヤモンドや材木を輸出する商売をした5、 シェラレオネも内戦に巻き込まれることによ
り、エディはラハイ・バングラに加入儀礼を受けた。連絡将校となった彼は、1997年まで
にはボーの大きなカマジョー 集団を率いるまでとなった52。
ファイセンは、エディが率いるカマジョーについて数ページにわたり記している(Fithen
1999:210-223)53。そこでは、大きなカマジョー の勢力がボーとケネマにあり54、 ェディは
48メンデ語もヴァイ語も同じマンデ系の言語であるが、相互に理解するには学習が必要だという。
49リベリアに親族関係を持たないメンデ人も、出稼ぎのために親族関係を偽装する場合もあつた (これは
プジュン県に限つたことではない)。 1980年代まで、リベリアはシエラレオネよりも経済的に発展してい
た。メンデ人は、リベリアにおいて姻戚関係はないが、同じ名字の人を探し出し、金銭を払い姻戚関係を
装つてもらつたという (筆者の調査より)。
∞2010年12月30日、エディ。マサレー 、ジュリン。
ロラハイ 。マサレー (Lahai Mansaney)、2012年9月17日、モンロビアにて。彼は、エディの親族でもあ
り、「従卒」(aid―e―calllp)でもあつた。シエラレオネ内戦での従卒とは、司令官に護衛を指している。武
装勢力内でも裏切りが起こり得るため、親族関係のある者や信頼のおける者が従卒となる (筆者の調査よ
り)。 ラハイ。マサレー によると、エディには、レパノン人の共同事業者がいたという。レパノン人はシエ
ラレオネの経済を握つている。シエラレオネのレパノン人については、詳細は以下の文献を参照。Fithen
(1999)、 Gberie (2002)、 Kaniki (1973)
52ェディがヵマジョー となるまでの経緯は明らかにすることができなかった.本人へのインタビューの際、
聞き漏らしてしまったことが悔やまれる。
53ファィセンは、現地調査を1996年H月から1997年5月に行ない、ポーやケネマを訪れている。まさに、
内戦の真つ只中、カマジョー が台頭する中で調査したのである。彼は博士課程に在学する前、ダイヤモン
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ボーのカマジョーの リーダー と記 されている。以下はファイセ ンの記述の要約である。
ボーとケネマのカマジョー は性格が異なる。ボーの集団は、エディ・マサレー 55が率いている。
1997年1月、この集団とケネマの集団の間で争いがあつた。RUFの隠し持っていたダイヤモンドを
巡る戦いである。この戦闘で、数名のカマジョー が死亡した。ダイヤモンドはボーのカマジョー の
手に渡つた。ケネマの集団のリー ダーはこの損失を大いに悔しがつたという。この二つの集団は少
なからずお互いに不信感を抱いている。
…ボーのカマジョー の掟は比較的ゆるい。年配のカマジョー は、しばしば大酒飲み 。マリファナ
喫煙者 。女好きとして振る舞う。〔カマジョー は通常〕清められた状態を保ち、自制心や敬虔さを
要求される。彼らはそれとは対照的である。それに対して、ケネマのカマジョー はそうしたものを
忌嫌う。
筆者は、ポーのカマジョー のある司令官に聞き取り調査を実施した。彼がトンゴ採掘場(Tong。
Field,Kono District)〔ダイヤモンド採掘場〕から帰つてきた直後にケネマのパーで聞き取りを
行つた。彼も自分を「プッシュの野郎ども(bush lad)」のイメージで語つた。
…ポーのカマジョー はケネマのカマジョー よりも装備がよい。ロンコ 〔伝統的衣装〕を着ている
戦闘員も多い。ロンコを着た方が呪力が長持ちするとされる。装備の差異は支援の差を表すものだ
ろう。ボーのカマジョー は国防副大臣ノーマンからの支援を多く受けていると思われる.ノー マン
は金やダイヤモンドの採掘をパベ・チーフダム(Bagbe)、パオマ・チーフダム、パルニア・チーフ
ダム(Valunia)“で行つている.これは公然の秘密となっている。
(Fithen 1999: 214-215)
この記述に基づけば、ボーのカマジョー だからといつて活動範囲がボー周辺に限られてい
るわけではない。ボーのカマジョー の司令官がケネマのバーで飲んでいる。それぞれの集
団は地理的に制約された支配地域を有しているわけでないことがわかる。
筆者の調査から、ファイセンのいうボーのカマジョー は国軍と共同作戦をするために集
められたカマジョー であることがわかった。必ずしもボー周辺のカマジョー をすべて率い
ているわけではない。このカマジョ,の動員も人づてに伝えられ、集員されたという。人
員を欲していることが、国内避難民キャンプの各チーフダム代表やイニシエーターに伝え
られれば、それが人々の間で広がる。こうした方法で参加者を募つた。エディは国軍との
連絡将校を務める中でひとつのカマジョー 集団のリー ダーとなつていつた。このカマジョ
ー集団は、チーフダムや伝統的権威に従属したものではない。ゾゴダの攻略に参加したの
もこのカマジョー である。
二つ目のカマジョー 集団は、ファイセンの言うケネマのカマジョー 集団である。この集
団はイニシエーターであるプリマ・バングラが率いている(2H)。エディのカマジョー とは
反対にブリマ・バングラのカマジョー 集団博国軍との衝突を繰り返した(243)。以下はファ
イセンによる記述の要約である。
ケネマのカマジョー は、最高指導者であるアルハジ・プリマ・バングラ(Alhaji Brima Bangura)
ド産業の社員としてシエラレオネに駐在していた。その企業は内戦のために撤退している(Fithen 1999)。54ファィセンは、カマジョー があたかも二つの集団しかないかのように記しているが、それは正確ではな
い。ただし、この二つが大きな勢力であったことは確かである。しかし、カマジョー は地理的には分けら
れず、「勢力の大きな集団が、ポーとケネマに存在する」といえる程度である。
55 第二に、フテイセンは、エディに「カモ」(Kamor)という敬称を付けている。しかし、筆者が判断する
限り、この敬称は適切ではない。エディはイスラム知識人ではなく、カマジョー の司令官にカモという敬
称を用いることもない。
“パルニア・チーフダムはノーマンの出身地である (ノ∵マンが、代理チーフとなり、狩人民兵を組織し
たジャイマ・ボンゴ・チーフダムと同じボー県に位置する)。
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に率いられる連合体である。複数のチーフダムが彼の傘下に加わっている。プリマ・バングラは、
カマジョー の知識の管理者であり、精神的・道徳的な長である。部隊が集合するとき、戦闘員は
ゆるぎなき忠誠を示す。ひざまづき、大げさに敬礼をする。…プリマ・バングラはいかめしく、
超然と構えている。司令官が手のひらにキスをする。この振る舞いは、規律を存在を大げさに見
せつける。RUFも、国軍も有さない規律があることを誇示するのだ。…
プリマ・バングラの下には「ケネマ県カマジョー 戦争委員会」(Kenema Kalnajorijia District War
Council)がある。この委員会は、軍事活動上の状況を把握し、軍事活動や部隊の移動など戦略上' の決定を行う。軍事活動に必要な情報(intenigence)は、タウン・チーフやセクション・チーフ
から受け取つている。彼らは報告のためにケネマに上がってくる。あるセクション・チーフは、
毎週報告するのが義務だと述べた。戦争委員会は、資金を提供する伝統的権威や年配のカマジョ
ーから構成される。資金は戦闘が落ち着いている間に行われるダイヤモンド採掘から得ている。
若いカマジョー がパ トロンの命令で掘つているのだ。
戦争委員会は命令を「組織司令官」(organisational comnlander)に伝える。組織司令官の義務
は戦略を練ることである。攻撃のみならず、後方支援も考慮にいれなければならない。後方支援
には移動手段の確保・コメの分配・弾薬の調達がある。移動手段は、民間の運送業者によつて手
配される。 トラックで戦F93員やコメを前線まで運ぶのだ。帰路に負傷兵をグルやケネマの病院ま
で運ぶ場合もある。
調達は補給係将校(quarteralaster)の役日である。彼はRUFから接収したり、国軍からの提供
を受けた物資を管理している (原文のママ)。 経験のあるカマジョー は高度な武器を使用する。一
方、国防副大臣から派遣されたヨー ロッパ人の教育係から軍事訓練を受ける者もいる。
組織司令官は、考えた戦略を「上級司令官」(senior cOllullander)や「野戦司令官」(field
comlllander)に伝える。彼らが戦闘の中で実際に戦闘員を操る。彼らが議論を重ね、作戦の細部が
詰められる。それぞれの司令官は特定の地域について土地勘を持っている。そのため、場合に応
じて司令官は変わつてくる。
(Fithen 1999: 213-215)
ファイセンの記述に基づくと、プリマ・バングラのカマジョー集団はケネマ周辺のチーフ
ダムを取り込む形で形成されている。複数のチーフダムの伝統的権威がイニシエーターを
リーダーとして据えたといつてもよいだろう。また、このカマジョー集団はしばしば国軍
と衝突を繰り返していたとも述べられている(243)。
このカマジョー集団の リー ダーであるプリマ・バングラはサダム 0シェリフの弟子であ
る (筆者の調査より)。 サダム・シェリフは、ボーからケネマヘと社を移した後、1996年9
月にケネマにて国軍に殺害された57(Hoffman 20Hc:231)。仲間を殺された復讐だつたとい
う(Muana 1997:96)。この対立については、以下のような経緯があつたという。
サダム・シェリフが殺された背景には国軍による略奪がある。カマジョー は、村々に知り合いがい
る。だから、誰が略奪に関わつているのか見当がつく。カマジョー は、国軍に単独で軍事行動に出
ることを禁した。一方の国軍は、略奪を阻むカマジョー は邪魔である。こうして、それぞれは、独
立して軍事活動を行うようになった。両者の関係は悪化し、しばしば銃撃戦を行うほどに悪化し
た。田
57サダム・シェリフについては6章および、本章2節参照。要約は以下の通り。サダム・シェリフはカマ
ジョー を率い成功したはじめての人物である。彼は、ポンス地域の複数のチーフの養成により、カレ村ヘ
と移動し、そこで他のイニシエーターと共同して加入儀礼を始めた (6章)。 その後、カレ村からボーヘと
遠征し、ポーに社を構えた。ノーマンの希望によリボーからケネマヘと社を移した (本章2節)。
58スパロ_ょり。20124F9月。
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ここまで見てきたように、カマジョー 集団は多様化していつた。その中には、国軍と共
同作戦を行う集団 (あるいは、敵対する集団)、 イニシエーターに率いられる集団、チーフ
ダムの連合などが含まれる。その中から、大きい影響力を持つ複数の勢力が現れる。本節
では、エディ・マサレー の勢力とプリマ・バングラの勢力を示したが、それは一例に過ぎ
ない。各地でカマジョー はまとまりを見せ、複数の大きなカマジョー 集団が同時多発的に
できあがつた。
***
小括
本章は、1995年後半から1997年5月 (PRC政権から前期カバー政権期)までの動きを
確認した。この頃、国内避難民キャンプでも、狩人民兵が作られ、チーフダムを越えた連
携が持たれるようになった。同じ頃、加入儀ネLが広まり、狩人民兵は「カマジョー 」と呼
べる存在となる。それに伴い、ボンス県のイニシエーターは、メンデ・ランド中に散らば
つていつた。新たイニシエーターも台頭した。彼らの中には、独自の部隊を持つ者も現れ
る。こうした経緯を経て、カマジョー は多様イヒし、大きな影響力を持つ勢力が複数台頭し
た。
この頃の変化として、チーフダムの自警組織だつたカマジョニは拡大することによつて、
ローカルなものではなくなつていくことが指摘できる。チ●フダムを越えた連携を持つこ
とで、カマジョー は伝統的権威の手を離れていつた。結果、イニシエーターやカマジョー
の司令官がカマジョー のリー ダーシップを握つていつた。
カマジョー はチーフダム
Iの
PCネットワークから離れ、大きなPCネットワークベとまと
まっていったといえる。その結果、複数の大きな勢力を持つカマジョー が台頭した。
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第8章 リベリア国境からの戦い
― AFRC政権期 ① (1997年5月～1998年11月)
前章では、チーフダムを基盤として出来上がったカマジョー が統合を重ねることで、大
きなカマジョー 集団が現れるようになったことを確認した。本章では、それぞれ独自に活
動を重ねていたカマジョー 集団が、親カバー政権という立ち位置を共有するようになるプ
ロセスを確認する。
1997年5月25日に発生した軍事クーデターはカマジョー にとって転機となった。このク
ーデターは「525事件」(May―twenty―five)と称される。525事件によリカバー大統領は隣
国ギニアの首都ヨナクリヘと亡命し、そこで亡命政権を設置した。カバー政権に代わり、
フリー タウンで政権を担ったのがジョニ ・ーポール・コロマ少佐(MajOr Johnny Paul Koroma)
を首班とする軍事政権 AFRC(軍事革命評議会)である (以下、「コロマ少佐」と表記)。
AFRCはRllFと共同で政権を運営することを表明し、彼らを政権内部に向かい入れる。
以来、カマジョー は民主主義とカバー政権の復帰を掲げて、AFRCおよび RUFと対峙する
ことになる。本章 (8章)と次章 (9章)では、クーデターの発生からカバー政権が復帰す
る1998年までのカマジョー /CDFの変容を追う。
そのうち、本章では、リベリア国境の町ジェンデマで活動するカマジョニ集団を追った。
このカマジョー 集団は国境という地理的特性を利用しながら軍事活動を行い、クーデター
発生直後から1997年■ 月までの間、カマジョー の中でも最も注目された集団となった。
このカマジョー 集団は、リベリアに展開していた ECOMOG(西アフリカ諸国平和維持軍)か
らの支援を受けて活動した。また、指導者としてノーマンを呼び寄せた。カバー政権で国
防副大臣の立場にあつたノーマンはECOMOGの保護 もとリベリアの地からカマジョー を支
援した。
この時期の活動を通じてカマジョー はカバー政権のために戦う勢力と位置づけなおされ、
ノーマンは、ECOMOGによつて提供される支援の分配を通じて、カマジョー のリー ダーとし
ての地位を確立していった。
第 1節では、525事件の背景とその経緯を述べる。525事件は、カバー政権による国軍改
革、および国防副大臣ノーマンによるカマジョー の重用が招いた結果といえる。525事件は
利権が縮小される国軍による抵抗だつたのである。地方で見られたカマジョー と国軍の対
立はそれに拍車をかけた。525事件の結果、カバー大統領はギニアヘと逃亡し、そこで亡命
政権を樹立することになる。カマジョー は 525事件を契機に成立した軍事政権 AFRC、およ
びAFRCが共同政権運営者として迎え入れたRUFと対峙することになった(以下、「AFRC/RllF」
と表記)。 第2節では、リベリアとの国境沿いの町ジェンデマ(Cendema)に集まつたカマジ
ョー がAFRC/RUFとの闘いを始めたことを述べる。ジェンデマのカマジョー は1997年H月
までの数か月、最も注目されるカマジョー 集団となった。第 3節では、ノーマンがリベリ
アで行つた活動について述べる。ノーマンはジェンデマのカマジョー に呼び寄せられた。
ノーマンはリベリアの首都モンロビアにおいてECOMOGの保護下で活動し、各地のカマジョ
ー集団に支援を与えた。第4節では、ジェンデマのカマジョー の戦間の様子を述べる。第5
節では、筆者の調査協力者スパローがジェンデマのマジョーに入るきつかけと、彼が率い
た  「CDF特別l書椰彫狡」 (CDF Special Force)についヨ〔言巳す。
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第 1節。軍事クーデターの背景とその発生の経緯
1997年5月25日、軍事クーデター「525事件」が発生した。まずは525事件の背景を述
べておこう。
(1)国軍の周縁化と、カマジョーの権限拡大
まず、カバー政権は内戦で膨れ上がった国軍の組織改革を実施した。それは国軍の規模
の縮小や既得権益の削減を伴った。カバ=政権に対して国軍が擁する兵員は約 17,000名
1と
報告された。カバー政権はそれを7,000名弱にまでの削減しようとした(TRC 3A 2004:235)。
また、毎月提供される支給米を削減した。当時、国軍への支給米は25,000袋であつた。カ
バー政権は、それを8000袋まで削減した。単純に計算しても17,000名に対し25,000袋の
支給だつたのが、7000名に8,000袋である。一人当たり1.47袋から 1。14袋への削減であ
る。実際には、将校階級による不正転売が横行していたため、一平卒へめ配当量は激減し
た。正規の一兵卒の月給は 25ドル程度と少なく、生活には支給米が不可欠であった(Phanl
2005:121)。兵卒の間で不満が高まった(TRC 3A 2004:235)。
また、カバー政権はカマジョー を重用した。国防副大臣であるノーマンは国軍を信頼し
ていなかった。確かにノーマンはボー周辺のカマジョー をまとめ上げた実績もあり、規律
の取れない国軍に不信を抱くのも不思議ではない。だが、ノーマンは国防副大臣となって
も、その態度を改めず、国軍への不満を公然と口にした。さらに、1997年4月、シエラレ
オネ議会は自警組織による武器の使用を認める法案2を通過させた (Hoffman 201lc:43)。
このことは国軍の役割がカマジョー に奪われつつあることを意味した。
真実和解委員会によると、クーデターは時間の問題だつたという(TRC 3A 2004:233)。
実際、カバー政権は、「525事件」の前に、三度のクーデター未遂事件に面している(Pham 2005:
120)。
(2)カマジョーと国軍との武力衝突
一方、地方ではカマジョー と国軍の関係が悪化していた。前章でも確認したようにカマ
ジョー と国軍の関係はよくなかった。カマジョー が勢力を拡大していく中で国軍とカマジ
ョー がしばしば衝突するようになった6ここでは、国軍とカマジョー の衝突について、フ
ァイセンの研究から二つの事例を紹介する (筆者による要約)。
巨璽コ ダイヤモンド採掘場での事例
国軍は理由もなくトンゴ採掘場に留まり、採掘に当たつていた。カマジョー はそれを襲撃した。
〔1997年〕3月23日〔日曜日〕からトンゴ採掘場は戦場になった。
土曜の夜 〔3月22日〕、トンゴ採掘場にあるパー「インディベンデント」で二人の兵士がカマジ
ョー に窃盗の容疑をかけられ、撲殺された。このパーのある中央市場近辺の警備はカマジョー が敷
いていた。次の朝、事件は報告された。 〔カマジョー と国軍の仲介にあたるため〕チーフや長老層
(elders)が奔走した。あるパラマウント・チーフは述べる。「問題解決のためカマジョー の事務所
へ行き、その後、国軍の事務所まで向かつた。そこで国軍と折衝をしている時、外で銃撃戦が始ま
lヵ六―政権に報告された公式に登録された人数であり、実際の人数は不明である(TRC 3A 2004:237)。2法案名は不明。
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つた」。
国軍は銃撃戦が始まった23日から29日までトンゴ採掘場を支配下においていた。しかし、29日
の夜、闇夜に紛れて撤退した。その間、トンゴ採掘場からは、鉱夫やその家族が脱出した。彼らは、
ケネマヘと流入した。
(Fithen 1999: 217-220)。
巨コロ 国軍の検間での衝突 (1907年4月～5月頃)
ある場所に国軍の検間所があつた.この検間所はマシアカ(Masiaka)からマイル 91(Mile 91)〔町
名〕に通ずる幹線道路にあつた。 トラックに乗つていた 3人のカマジョーがその検間所で捕まえ
られ暴行を受けた。1人のカマジョーがプッシュヘと逃げた。そのカマジョーは小隊と共に戻つて
きた。戦闘が始まり、何人かの国軍兵士が殺された。国軍はマイル91の軍事施設に引きあげた。
(Fithen 1999: 221)
この頃、カマジョーは統合を繰 り返し大きくなってきた。こうして形成されたカマジョ
ー集団は独自に治安維持や戦闘を繰り返すようになっていた。
筆者は、国軍とカマジョーの対立について、モヤンバ県モカンジOokanji,Chiefdom,
Moyamba District)に住む住民 (当時)から聞き取つた。少なくとも、彼女の認識として、
国軍と住民の関係は「問題なかった」とい う。以下は、国軍と住民の関係について筆者が
彼女から聞き取つたものである。        ・
モカンジは、一度、反徒に襲撃されたが、その後、国軍が奪還した。それ以来、国軍の駐留する
場所になった。国軍の兵士は町をウロつき、町にガ
=ル
フレンド(girl friend)を作つていた。
我々は畑もあるし、魚もとれるし、肉もある。飢え死にするような状態であつたわけではない。
問題なのはマギー(Maggie)〔化学調味料〕3と塩だった〔それらは都市から運んでくる必要があつた〕。
モカンジには、それらが出回つてはいるが非常に高価だつた.塩やマギーは兵士が町から持つてき
てガールフレンドに与えたものだ。ガールフレンドたちはそれを売つたんだ。4
モカンジには内戦中、国軍が駐留し、町には国軍兵士がいた。上述の語りを語つた女性は
国軍と住民の関係は悪いものではなかつたという。しかし、カマジョー はそれを混乱させ
たと彼女は言う。モカンジでカマジョー が作られた経緯から述べる。ちなみに、モカンジ
は、テムネ人とメンデ人が混在する地域である。
和平合意により、町に駐屯していた国軍のほとんどは撤退することとなった(アビジャン和平合意
[1996]のことだと思われる)。 しかし、町の人は安全を欲しがつた。そこで国軍は各コミュニティ
から1名の若者を差し出すように命じた。その結果、40名の若者が集まった。彼らはすべてメンデ
人であつた。カマジョー 結社に入れるため、ボンス県に送つた。彼らが戻つてきたとき、式典を開
き、カマジョー は皆の前で国軍から住民へと引き渡された。国軍は 49名の兵士だけを残し、残り
は撤退した。その後、メンデ人は「軍服を着ている連中はみな反徒だ」と言い始めた。そんな頃、
カマジョー と国軍の間で衝突が起こる。カマジョー が国軍の駐屯地を取り囲んだ。多くのカマジョ
ーは、襲撃のために周りの県や村からやってきた。まず2人の兵士が殺された。ティパティとデニ
スという人物である。その後、大勢のカマジョー が殺された。国軍は、近代的な火器を持つていた
からだ。カマジョー は撤退し、モカンジは軍の統制下におかれた。以降、内戦が終わるまで争いは
3固形のブイヨン。シエラレオネでは調理の時に、必ずといつていいほど用いる。42011年9月12日、首都近郊の町、ウォータールー(Water100)に住むテムネ人女性、ウォータールーにて。
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経験していないヽ
この語りで示されているようにカマジョー はこの時期、勢力を拡大していた。当初は自警
組織であつたものが、国軍と衝突するようになったのである。国軍兵士はカマジョー につ
いて以下のように述べる(Keen 2005:200)。             ・
国家の制度として国軍の存在は、実際に脅かされていた。…我々の不満は政府に無視されていた。
カマジョー が兵士に悪さをしても何ともないが、 〔国軍〕兵士がカマジョー に対して報復を行つた
場合、懲罰が与えられる。それが規律を脅かした。…525事件は、そうした問題から発生したヽ
(3)クーデターの発生とカバー大統領の亡命
525事件が発生したのは、1997年5月25日の早朝である。フリータウン市内のコックリ
ル(Cockrill)にある国軍総司令部からクーデター部隊は行動を起こした。クーデターの結
構を知つた国軍兵士は次々とクーデター部隊に合流していく。総司令部を出発したクーデ
ター部隊のうち一部はラジオ局を占拠し、カバー政権の崩壊を宣言した。また、別の一部
はパデンバ通 り刑務所(Pademba Road PrisOn)へ向かつた。パデンバ通り刑務所にはコロマ
少佐が先のクーデター未遂事件の首謀者として収監されていた。現地の新間ではクーデタ
ーの様子が以下のように語られている。               '
25日(日)午前4:30、二台のベンツがパデンバ刑務所の前に横付けされた。車には、武装した男が
複数乗つていた。警備員は車に銃を向けた。しかし、危険を感じ、持ち場を離れて逃げた。警備員
らが5:30に様子を見に戻ると、重武装をした男たちがトラックで乗り付けていた。夜間の警備員や
刑務官は銃を突きつけられ、メイン・グートを開けるように指示された。7
午前 7時には、数千名に膨れ上がったクーデター部隊がパデンバ通り刑務所の前に浴れか
えっていたという(TRC 3A 2004:242-247)。クーデター部隊は刑務所の扉を開け、すべて
の囚人を解放した。コロマ少佐も解放された。
同日、コロマ少佐を首班とする軍事政権が設立された。軍事政権は RllFやフォディ・サ
ンコーと共同で政権を運営する用意があることを公表した。それに応じて 5月30日、RllF
の報道官はRllFと国軍が統合し、「人民軍」(PeOple's Army)を結成するとの宣言を行つ
た。6月1日、AFRCのメンバーが発表された。議長にはコロマ少佐が就任し、副議長には
RUFの指導者フォディ・サンコーが名を連ねた。ここに、軍事政権と反徒の連合政権が誕生
した。ただし、サンコーは 1997年3月2日、ナイジ手リアにおいて武器の不法所持で逮捕
されている。サンコーはナイジェリアに拘留されており、名目上の副議長に過ぎなかった。
彼はAFRCが政権の座にある時にシエラレオネに戻ることはなかった(Pham 2005:120)。
525事件はシエラレオネが経験してきたそれまでのクーデターとは一線を画すものであ
つた。数日にわたリフリータウンは略奪と暴力の嵐に見舞われた。略奪した車を乗 りまわ
し、銃を振 りかざす若者が盗れた。
RllFは各地の国軍駐留地へ合流した。フリー タウンにも入城した。RllFがフリータウンに
入る時、町は混乱に陥つた。住民は逃亡するか、姿を隠した。その結果、政府の機能はマ
ヒに陥つた。AFRC/RUFの支配がはじまつた数か月の間、20万人が難民としてギニアヘと流
6同上。
6 Position Statement of the Sierra Leone army[SLA]and the Armed Forces Revolutionary Council[AFRC],
Saturday 18 September 1999, pp. 1-3, sited in Keen (2005: 200)。
7  “Facts about AFRC Coup,"  Farどf′し_■θ(1997有ヨ6月 13日)
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出した(Pham 2005:124-125).
525事件の発生当 日、カバー大統領 は安全確保のためルンギ国際空港 (Lungi
lnternational Airport)へと移動した。彼はそのままギニアヘと亡命し、そこで亡命政権
を構えた。多くの閣僚や国会議員も同様にギニアヘと渡つた。カバー大統領は自らの復帰
のために国際社会を味方につけ、交渉による打開策を模索した。カバーはヨナクリを拠点
に、国際社会に向けたロビー活動を展開する(TRC 3A 2004:248)。
それに答えるかのように、国際社会はこのクーデターを強く非難した。国連安保理も議
長声明で非難を示した8。 地域機構「西アフリカ経済共同体」(Economic Conmlunity of West
African States:ECOWAS[エコワス])9も、3つの手段を用いて、カバー政権復帰を目指した。
その手段とは、①AFRCとの交渉、②経済制裁、③軍事活動、である。
本研究では、ECOWASの活動でも軍事活動に注目したい1%カマジョー /CDFの変容に大きな
影響を与えたからである。ECOWASの軍事活動といえども、それはナイジェリア軍をはじめ
とした一部のECO17AS加盟国の独断による活動である.525事件発生当初、シエラレオネには、
ECOWASにより派遣された平和維持軍ECOl10G(西アフリカ諸国平和維持軍)の一部として数
百名のナイジェリア軍が駐留していた。ECOMOCは第一次リベリア内戦に対処するために派
遣された平和維持軍である。ナイジェリア軍はECOMOGの正規任務として外国人の救出作戦
を遂行した後、カバー大統領の要請に基づき6月2日にフリー タウンを爆撃した。
その後もガーナやギニアが独断によつて軍事介入を実施している。(この軍事介入により
第一次リベリア内戦で用いられた ECOMOCという軍事組織名称が ECOWAsの承認なしにシエ
ラレオネでも使われるようになつた(落合・プラ20H:15)。以降、ナイジェリア軍はECOMOG
の名のもとに軍事政権と対峙することになつた (落合2002)。
(4)525事件直後のカマジョー
525事件の当日、シエラレオネ放送サービス(99.9MHz)で、コロマ少佐は以下のように告
げた。
我々はひとつにならればならぬ。戦争は終わつたのだ.私は広報官としてここに告げよう。すべ
てのカマジョー は解散せよ。カマジョー や自警組織はもはや存在してはならない。我々は国軍で
ある。国のために戦う存在である。国民はそれを応援せねばならない。 AFRCは、かつての敵を
歓迎し、統合された軍隊を作りあげるだろう。
(Abdullah 1998:23)
カマジョー の解散命令がラジオから流れたのである(落合20Hc)。しかし、カマジョー は解
散するわけにはいなかった。軍事政権の成立により、国軍のほとんどはそのまま軍事政権
の兵士となつた1ヽ カマジョー と軍事政権との衝突は各地で見られた。ボーやケネマをはじ
めとした都市部では国軍が勢力を伸ばした。以下は、シエラレオネ人NGO職員の証言である。
8 国連安保理議長声明S/PRST/1997/29(1997年5月27日)9 ECOWASは、関税同盟の結成や共同市場の創設を目指す純粋な経済共同体として1975年に創設された。
当時の加盟国はナイジェリア、ギニア、ガーナ、シエラレオネ、リベリアを含む15カ国である。第一次リ
ベリア内戦以来、域内の安全保障に対する活動も行い、平和維持部隊を派遣している。
Ю ①AFRCとの交渉、②経済制裁については以下の文献を参照。Keen(2005:212-218)、落合( 002落
合(201lb)、落合・プラ(2011)、酒井(2001:2002)、酒井(2011)H一部、軍事政権への参加を拒み、カバー政権についた者もいる。彼らはECOM∝の掌握するルンギ空港ヘ
と集結することになつた。
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私は1997年、MSF〔国境なき医師団/M6decins sans Frontiёre 〕"で働いており、モヤン′｀ (Moyamba,
Moyamba District)(都市名)に滞在していた。 〔525事件までは〕カマジョー がモヤンバを支配
していた。 〔525事件の後〕彼らは追い払われた。カマジョー は殺され、通り沿いに掘つた穴に埋
められた。
(Keen 2005:211)
こうした衝突が各地で発生した。カマジョー は AFRC政権を「軍政軍」(junta)と呼び、敵
対することになった。
各地のカマジョー 集団はAFRCとの敵対姿勢を示した。報道官を設けるカマジョー集団も
あり、彼らはメディアヘと声明を発表した。例えば、6月16日には、「カマジョー 民兵国
家代表」(National head of the Kalnajor militia)を名乗るイプラヒム・バングラ(Ibrahim
Bangura)が以下のような声明を発表している。「我々は国家を統合するとうたう軍事政権
にカロわるつもりはない。我々は政治家ではない。我々はコミュニティ単位で作られ、村や
町を守る存在に過ぎない」“。独自に活動していたカマジョー は、それぞれがAFRCに対して
従わないことを表明したのである。
都市部にいたカマジョー は農村部やブッシュヘと移動した。都市部は軍政軍の支配下に
おかれた。しかし、それは点の支配に過ぎなかった。都市部から一歩出た農村部はカマジ
ョー の支配地域だつたのである。例えば、ボンス・タウン(Bonthe TOwn,Bonthe District)
は、軍政軍が以前と同様に町を支配した。カマジョー だと疑われて殺害される者もいた。
ただし、その郊外はカマジョー の支配下にあつた。ボンス・タウンのカマジョー は一度町
を離れ、態勢を整えた上でボンス・タウンを襲撃した(Smith et al。2004:442)。AFRCは
移動のためにコンボイを組まなければならなかった。物資の輸送もフリー タウンから各都
市へのコンボイで運ばれた。
525事件以降のカマジョー の変化として三点を指摘することができる。
第一に、対立の構図が変わつた。以前のカマジョー は自警組織であつた。525事件以前、
カマジョー が国軍を敵対視したのは、規律を守らない一部による略奪があるからである。
ゆえに、国軍と協力し、対RUF戦に従事するカマジョー 集団もあつた。それに対し、525事
件以降は、国軍 (軍政軍)はおしなべて敵対する勢力と見なされた。それにより、内戦の
対立は、中央政府を掌握するAFRCとRllFに対して、カマジョー およびカバー亡命政権が敵
対するという構図に変化した。      ・
第二に、カマジョー は、民主主義の復帰を掲げるようになつた。多くのカマジョー が525
事件以降について語る時、「我々は、民主主義のために軍事政権と戦うことにした」と説
明する。カマジョー は、そのプロパガンダを通じて、カバー政権復帰を共通の目的とする
ようになった。それにより、チーフダムで自警にあたるカマジョー がいる一方、民主主義
の復権に動員されるカマジョー が出てきた。後者は積極的に軍政軍と戦闘を重ねるように
なる。
第二に、カマジョー は自らを「CDF」 (市民防衛軍)と称するようになった。国民全体の
意志として軍事政権に対立することを示すために、カマジョー というメンデ人の伝統を反
映した名前の使用を避けたのである。カマジョー は、国民の意志を代表し、民主主義を復
帰するとのプロパガングを掲げ、他民族の狩人民兵にも連帯も訴えかけた。しかし、CDFと
称しても、実際に聞争に参力Лしたのはカマジョー だけであった。
本研究では、525事件以来、CDFという呼称がつかわれるようになつたことを受け、以降、
″医療 。人道援助を提供するNGO。            ・
13 16 」une, June 1997, Sierra Leone News, Sierra Leone Web. [accessed at 5th Nov。 2012]く
http://―。sierra―leone.org/Archives/slnewso697.html〉
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「カマジョー /CDF」という呼称を用いる。
(5)ノーマンとカマジョー
525事件までにノーマンはカマジョニを率いる「国家調整役」(National Coordinator)
として知られるようになっていた。名目上のリー ダーと見なされたのである。ノーマンが
すべてのカマジョー に支援をしていたのかは明らかにできなかった。
ただし、真実和解委員会は、各地のカマジョー 集団がノーマンをリー ダーとして認識し、
彼とコンタクトを取ろうとしたと述べている。以下は真実和解委員会に載せられたカマジ
ョーの証言である。
政府が転覆したと聞いて、すべてのカマジョー は都市部を離れた。郊外へと向かつた。我々は、い
かに彼ら (原文ママ)とコンタクトを取るのか話し合つた。もしかしたら、彼らに加わることにな
るかもしれない。 。¨しかし、 〔判断することはできなかった、〕我々の長であるノーマンがその場
にいなかったからである。…我々の県 〔ボー県〕は危険にさらされた。カマジョー 間の連携がない
からだ。特に、都市部のボーは脆弱だつた。多くのカマジョー は、自分たちのチーフダムヘと帰つ
た。…我々は、…カマジョー が拠点としている場所に人を送ることにした。我々は調整役であるノ
ーマンを探した。そうすれば彼らを追いやり、民主的に選ばれた政府を取り戻せると考えた.
(TRC 3A 2004: 268)
我々 〔のカマジョー 集団〕は二人を代表としてギニアヘと派遣しました。私はそのうちの一人でし
た。チーフ・ノーマンを探してコナクリまで行つたのです。しかし、我々は彼を見つけることはで
きませんでした。一か月ほど、コナクリにいました。我々は、コナクリに留り続けている大臣や議
員と面会しました。…結局、チーフ・ ノー マンに会わぬまま帰つてきました。
(TRC 3A 2004:268)
このようにいくつかのカマジョー 集団は指導者としてノーマンを仰ごうとした。筆者の調
査でも、複数のカマジョー 集団がノーマンと連絡しようと試みているのがわかっている。
第 2節.リベリア国境に集結するカマジョー
カバー政権を復帰させ、民主主義を取り戻すというプロパガンダは、ひとつのカマジョ
ー集団の活動を通してカマジョー 全体に共有された。その集団とはリベリア国境沿いの町
ジェンデマ(GendemaM)で活動したカマジョー である。ジェンデマヘと逃げたカマジョー は、
そこで再編し、さらにカマジョー を集めた。この集団はリベリアに駐屯していたECOM∝か
ら支援を受け、軍政軍との戦闘を展開した。
(1)リベリア国境に集結するカマジョー
真実和解委員会によると、このカマジョー と軍政軍との間では交通の要所であるジンミ
(Zillmi)を巡る争いが展開されたという(TRC 2004:270-271)。ジンミは、国境の町ジェン
デマから入つた場合、ボ ・ーケネマヘと通ずる地点であり、国軍の駐留地もある (図8-1、
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14 “Jendem"と表記する場合もある.
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図8-2参照)。
ジェンデマのカマジョー 集団の長は、前章でも紹介した国軍との共同作戦を行つたポー
のカマジョー のリー ダー、エディ (エディ・マサレー)である。国軍と協力するために集
められたエディのカマジョー 集団は、525事件のとき、ジンミにある国軍駐留地を拠点とし
てブジュン県で共同作戦を展開していた。525事件を契機に彼らは、リベリア国境へと逃げ
た。
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■0-2.ジェンデマ、ジンミのLE0
(H&) Coogte lap(https://mps. google. co. jp)
その時の様子を一人のカマジョー が真実和解委員会に対して語つている。
1997年6月6日に、ジェンデマ基地は作られた。ジェンデマ基地は、「軍事政権との戦い」で最初
にカマジョー とCDF力S作つた基地である。…我々は、戦うための基地を作るためにジェンデマに来
たわけではない。そこがリベ リアヘと至る最後の地だつたから基地を作ったに過ぎない。
°                                (TRC 3A 2∞4:269)
また、525事件当時の状況をエディは筆者に以下のように語つた。
AFRCのクーデターが発生した時、私はジンミの国軍駐屯地にいた。国軍とともに住んでいた。クー
デターのことはラジオで知った。最初は、確信がなかった。ラジオで、カパー大統領が亡命し、AFRC
力ζRIJFを迎え入れたということを知った.徐々 に、状況が悪化していくことを確信した.そこで我々
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はジェンデマヘと向かつた。“
こうしてエディのカマジョー集団は、国軍とたもとを分かち、ジェンデマヘと移つた。以
降、このカマジョー集団を「ジェンデマ 0カマジョー」と表記することとする。
ジェンデマのカマジョーを率いるエディはメディア (新聞・ラジオ)を通し、AFRCとの
対決姿勢を示した。エディによるプレス・ リリースは
'ェ
ンデマ・カマジョーの存在感を
高めた。7月からH月までの間、エディは頻繁にメディアに登場し、報道談話を発表して
いる。「闘いを有利に進めるため、思い立ったのはメディアを利用することだつた」のだ
という。すでに5月28日にはエディによる報道談話がある。以下は525事件の3日後にエ
ディより出された声明である。
我々はカパー大統領からの言葉を待つ。秩序を回復し、民主主義を回復するために我々はフリー タ
ウンに入城することも辞さない。カバー大統領は民主的な選挙で選ばれている。彼の任期が終わる
まで彼は政権の座に留まるべきである。もしナイジェリアやECOMOGが民主主義の復活に寄与するな
らば、シエラレオネの地に留まることを歓迎する。〔AFRCは〕大統領を帰還させよ。さもなければ、
我々がそれを実行するまでだ。“
エディは軍政軍との対決姿勢を示したうえで、カマジョー に対してジェンデマに集まるよ
うに呼びかけた。その呼びかけはメディアや噂を通じて広まった。ブジュン県だけではな
く各地からカマジョー が集まった。人づてに聞いてやつてきた者も多い。以下は、筆者が
聞き取つた事例である。
525事件の時、私はプッシュにいた。525事件が起こった時は国軍と共同作戦の実施中であつた:
その時は 〔RUFの牙城である〕カイラフン県へと進軍していた。ベンデンプ(Pendembi)からゲフン
(Cehun)に至ったあたりで国軍から我々に引き上げ命令がおりた。ダル(Daru)の駐屯地へと戻れと
いうのだ:Lそこで国軍はカマジョー に対して武器を返納し、解散することを命令した。我々はそ
れを断り、逃亡した。プジュン県まで逃げた 〔彼はプジュン県出身である〕。出身の村に帰ろうと
したが、そこに至るまでに別のカマジョー に会つた。ジェンデマでカマジョー が再編していること
を聞いた。そこで、ジェンデマヘと向かうことにした。18
この語りを語つたカマジョーも国軍と協力するカマジョー集団にいた。彼は前述したゾゴ
ダでの作戦にも参加している。ゾゴダの作戦にはエディのカマジョーも関与しているおり、
すでにジェンデマ・カマジョーには知り合いもいた。
次の事例は、自分のチーフダムが解放されたことによリカマジョーであることをやめ、
一般住民として生活していた者が、呼びかけに応じてジェンデマヘと向かつた例である。
カマジョー となり、反徒を追い払つた後、私は村で暮らした。ただの農民に戻つたんだ。しかし、
525事件の時、仲間がジェンデマに集まつていると聞いた。そこで、私もジェンデマに行くことに
“エディ・マサレー 、2010年12月30日tジュリン。16 sierra Leone News (blay 1997), News Archives, Sierra Leone Web. [Cited at 7th November, 2012]く
http://―。sierra―leone.org/Archives/slnewso597.html〉.この声明は、どこで発表されたのかは、調査
できなかった (少なくとも、フリー タウンから遠く離れた、リベリア国境沿いか、ジンミである)。
"国軍が数百名のRUFとダル駐屯地で合流したことが、6月12日に報じられている。Sierra Leone News
(June 1997), News Archives, Sierra Leone Web. [Cited at 7th Novelnber, 2012]く
http://―。sierra―leone.org/Archives/slnewso797.html〉
“アプ・パカール・カマラ、2012年9月11日、モンロビア.
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写=
8-1。現在のジェンデマ
した。 19
このように多くのカマジョーがジェンデマヘと集まった。真実和解委員会も、カマジョー
が集まってきたことを記している。 「ボー県、モヤンバ県、ケネマ県、カイラフン県のカ
マジョーが防衛部隊と攻撃部隊に分かれ、攻撃部隊を派遣した」という(TRC 3A 2004:270)。
また、ジェンデマ・カマジョーは加入儀礼を受けていない者も受け入れている。以下は、
6月にジェンデマヘ来た者の証言である。
フ リー タウンで店員をしていたがやめた。それ以降、出身の村でダイヤモンドを掘っていた。私の
村はジェンデマから数マイルのところにある。525事件が起こったのは村にいたころである。親戚
にカマジョーの言l令官がいた。それでジェンデマヘといった。ジェンデマヘ着くと、親戚を介 し、
司令官の トップ(Chiof Conunander)であるエディ・マサレーに面会することになつた。そこで審査
を受けた。敵でな%ないことを示さなけオしばな′)なかつた。その後、3日間のカロ入儀礼を受けた。
軍事的な内容t)伝統的な内容1)両方含まれる()のだった。20
この語りからはジェンデマ・カマジョーが新しい戦間員を動員するために加入儀礼を行つ
たことがわかる。                                .
確かにカマジョーのみならず、イニシエーターもジェンデマヘと集まっている。彼らも
カマジョー同様、軍事政権からの脅威を感 じ逃げてきたのである。ジェンデマではプジュ
ン県で社を構えていたモアレム・シュアヒブ・シェリフ(Moalom shuahib Shcriff)がイニ
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19ラハイ・マサ レー
20モハ メド・コロマ
2012年9月19日、モンロビア。
2009年H l1 20日、ケネマにて。
(2009年筆者撮影、リベ リアヘと延びる道)
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シエーターの長となつた (以下、「シュアヒブ・シェリフ」と表記)2、シュァヒブ・シェ
リフはサダム・シェリフの弟子であり、師匠と同様に、司令官としての役割も果たした22。
師匠サダムがカレ村からボーヘと遠征した時、シュアヒブ 0シェリフも随伴している。そ
の後、ボーで社を構えたサダムがケネマに移る時、シュアヒブ・シェリフは、サダム・シ
ェリフから独立しプジュン県に社を構えた。
ジェンデマ・カマジョー がノーマンを呼び寄せて以降、その他のイニシエーターも大挙
した。ブリマ・バングラ (サダム 0シェリフの後をついでケネマの社を運営したイニシエ
ーター)、 カモ 0モニュル、アリウ・セサイ(Aliu Sesay)、カモ・ボニ(Kamoh Boni)、ド
クター・マサレーといったイニシエーターがジェンデマを訪れた。イニシエーター間の争
いを防ぐため社は一つしかもうけられなかったという。こうしたイニシエーターは、ジェ
ンデマの社で加入儀礼が行うと同時に、ジェンデマをベースに各地へと派遣され、カマジ
ョーの加入儀礼を行つた。以下はこの頃、カマジョー となった者の経験である。
〔シエラレオネからリベリアヘと帰ろうと思つた。〕その途中、カマジョー につかまった。反徒だ
と疑われ、 トロ(Tolo,Kenema District)へと連行された。そこでカマジョー に入ることを要求さ
れた。私はカマジョー にならざるを得なかった。ジェンデマから来たカモ。モニュルに加入儀礼を
受けた。
(2)ジェンデマ0カマジョーの幹部
ジェンデマ・カマジョー の長は、エディであるが、その下には数人、幹部とも呼べる人
物がいる。その序列は明確ではない。役職名さえ定まっていなかった。エディは年配であ
るが、残りの者は20代の若者であつた。1970年代前半から中盤にかけて生まれた世代が幹
部としての役割を担ったのである。
さしあたり第二位といえるのがイプラヒム・タッカー(Ibrahim Tucker)である (以下、
「タッカー」と表記)(cfo Hoffman 20Hc:120)。タッカーはボンス県ノンゴバ・プロム・
チーフダム(Nongoba Bullom Chiefdom)の支配家系に生まれ、カレ村のカマジョー に参加し
た。サダム 0シェリフの遠征の際、ボーヘと随伴した。ボーに来るまで彼は加入儀礼を受
けていなかった。ボーでラハイ・バングラのもとで加入儀礼を受けた。ラハイ・バングラ
はエディにも加入儀礼を行つている。それをきっかけとしてエディが率いるカマジョー 集
団に参加し、国軍との共同作戦に従事することになった。525事件の後、エディと同様、ジ
ンミの国軍駐屯地からジェンデマヘと逃げてきた23。
イニシエーターのシュアヒブ0シェリフも幹部の一人である(以下、「シュアヒブ・シェ
リフ」と表記)。 また、ジョン・スフレイ(JOhn Swaray)という人物も幹部の一人であつた
というも、彼については詳細を調べられなかった。筆者の調査協力者スパローも途中から
ジェンデマ・カマジョー に参加している。
幹部であつたタッカーは述べる。「我々は合議制だつた。問題点があれば指摘し合つた。
我々はすべてを論議した上で物事を進めた」。また、スパローも「私を含め、ジェンデヤ
"筆者は調査中 (2009年)、 ジェンデマに住む彼に会つた。小学校の教師をしているといった。朝、出勤
前であつた。数分ほど、プジュン県からカレ村へとサダム・シェリフが移つたことについて話してくれた。
しかし、出勤しなければならず、また帰路に寄ることを約束した (リベリアからシエラレオネヘと向かつ
ていた)。 しかし、筆者の都合で帰路に寄ることができなかった。翌年、調査に訪れたとき、彼は亡くな
つていた。腹痛を訴え、モンロビアの病院へと運ばれたものの助からなかつたとのことだ。22彼の下にはザイダン・カマラ(Zaidan Kallara)やモアレム 。ワイ(Moalen Wai)という弟子(Junior
lnitiator)がおり、後期カバー政権期には独立して社を構えている。
23ィプラヒム・タッカー、20H年10月2日、フリー タウン。
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には頭の切れる奴が4、 5人いた。その中で議論するんだ。我々は『民主的』に物事を決め
た」 と述べたも
(3)ジェンデマ・カマジョニによる ´
ECOMOGへの支援の取り付けとノーマンの招へい
ジェンデマ・カマジョー の幹部は軍事支援を求めECOMOGと接触した。
彼 らはECOMOGが軍事政権に対 して武力攻撃を行つていることを知っていた。 さらにシエ
ラレオネ=リベ リア国境の リベ リア側はECOll∝によつて管理 されていた。AFRCやRUFにと
つて リベ リア側へと侵入す るのは自殺行為であるため、彼 らは国境を越えて追つてはこな
かつたとい う。一方、カマジョーは難民として自由に両国を行き来 した。ジェンデマ・ カ
マジョーの幹部はECOMOGからの支援を取 り付けるため、リベ リアの首都モンロビアに赴き、
支援を求めることにした。エディは以下のように語る。
ECOMCXlからの援助はカマジョー 側から申し入れた。「参謀長J(Chief of StafOを宛て名にしたレタ
ーを書き、それをECOMOG本部へと持参した。私のほか、イプラヒム・タッカーやジョン・スワレイと
ともに車でモンロビアまで出たんだ。我々は参謀長アプドゥル・ワン。モハメド准将(Brigadier
_ Ceneral Abdul―Clne llohanulled)24と面会するこ ができた。その返答は「君たちの大統領の了解が得ら
れるまで支援は約束できない」というものだった。我々は、ジェンデマヘと戻つた。…ある日、ECOM∝
の車が ジェンデマ まで来 た。 ヴィクター・ マル (Victor Malu)〔ECOLIM総司令 官 (ECOMPXI Force
Collullander)〕25がヵマジョー の代表者に会いたいと言つているという。その車で私、タッカー、スワ
レイ、シュアヒプ・シェリフの4人でモンロピアのECOM∝本部までいった。そこで支援が約束された。
我々は指導者としてノーマンを迎え入れるべきだと主張した。ECOllMは政治家に関わつてほしくない
と言つたが、我々はリー ダーが必要だと強く主張した結果、ノーマンが迎えられることになった。そ
の日のうちにチャーター機でやつてきたんだ2%
ノーマンがその日の うちにリベ リアまで来たとい うのは信 じがたい。 しかし、筆者が聞き
直しても他の幹部に聞いても「その日のうちに(within a day)」と強く主張された。
カマジョー らが面会した ECOMOG総司令官マル少将はAFRCに対する軍事攻撃についても
関与している。実際 6月初旬には、ナイジェリアヘと一時帰国し、アバチャ大統領にブリ
ーフィングを行つている。
カマジョー の間ではこの時の出来事は「サニー・アバチャ(Sani Abacha)〔当時のナイジ
ェリアの大統領〕力S CDFを支援するようECOMIXlに命令した」と言われている。
第3節。ECOMOGの支援とモンロビアの地下組織
ジェンデマ 0カマジョー がプロパガンダとして用いた CDFの構想はモンロビアで活動し
たシエラレオネ人による地下組織から生まれた。各民族の武装勢力をまとめ上げた組織 CDF
24真実和解委員会によると、彼はカマジョー と協力することについて前向きであつたという(TRC 3A 2004:
250)。
25ナイジェリア軍軍人、1996年12月から1998年4月までリベリアのE∞M∝総司令官(ECOMOC force
colnlnander)を務める。当時の階級は少将(majOr general)(Waugh 20H:234)。後に、ナイジェリア軍の軍
最高司令官(chief of army stafOとなる。彼の略歴 については、以下の記事を参照。Agbaegbu,Tobs
“Fighting for All Times,"  News Watch, v01・ 35, No. 24, 」une 17 2 02.
26ェディ.マサレー 、2009年12月30日、ジュリン.
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写■8-2.筆者の日査協力者スパロー (左)とエディ・マサレー (右)
(2010`|:筆者撮撃1、 本人υ,F承済 )
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(1)モンロビアの地下組織
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二で記されていろ1(|:li掟復り!運l」lJlヒは、525'11件の後、シエラレすネ内外でおこ )´′l AI:R(｀
に対する反対運動を指す.えll f′レオネIII内でこυ)運動に参加ll´た計は、交場商や仁イ)を
通 して各地のカ 、ー′シ:,一lυ)il絡||1介役 /1・111い、力‐、′ジ:l一′、υ)食糧 支援をil )´た .しいう
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のか一部に過ぎないのかは筆者の調査で確かめることができなかった。ただし、彼らの活
動はノーマンを含んでいるという点で重要であつた。525事件の後、ノーマンはリベリアヘ
と渡り、そこでカマジョー の調整役を担った。カバー大統領は、国際社会を味方につけ、
交渉による復権を志した。その一方で、ノーマンは、あくまでも武力による復帰を目指し
た (TRC 3A2004:251)。真実和解委員会によると、525事件の後、彼はヨナクリヘと渡り、
カマジョー ヘの支援を求めるために、実業家をまわった。そのノーマンは、少なくとも、7
月までに、ECOMOGの支援を取り付け、モンロビアに渡つたという(TRC 3A 2004:249)。モ
ンロビアの地下組織やジェンデマ・カマジョー はこのように述べる。「ノーマンは、モン
ロビアにはしばしば滞在し、ジェンデマにも訪れた。しかし、常にいるとは限らなかった。
カバー大統領への報告のため、しばしばギニアヘ帰つていた」。ノーマンはECOMOGの支援
を受けながら、リベリアに住むシエラレオネ人と関わり、対 AFRC工作を行らたのである。
ノーマンはECOMOGの支援により、リベリアとギニアを空路で行き来することができた。モ
ンロビアの地下組織がシエラレオネ国内あるいは他国の民主主義復興運動とつながってい
ても不思議はない。
モンロビアの地下活動には、筆者の調査協力者スパローと、その父親も関わつている。
スパローはLllDFへの参加を断念した後、モンロビアヘと戻り、一市民として生活していた。
また、スパローの父とノーマンは古くからの顔見知りであつた。ノーマンも、スパローの
父親もSLPPのシンパであった。ノーマンは政治的な迫害を理由にリベリアヘと移り住んで
いる。スパローの父も同様、SLPPの支持者ということで迫害を受け、リベリアヘと移り住
んだ。その後、彼はモンロビア市内の自動車輸入代理店で「雇われ店長」となった。自宅
と事務所を兼ねた敷地がモンロビア市内にあつた。そこが地下活動の拠点となつた。その
メンバーは、この場所を「プジョー ・ガレージ」(PeugeOt garage)と呼んだ。スパローの
父は以下のように述べる。
ノーマンはエディ・マサレー と繋がりを持つていた。しかし、ジェンデマ・カマジョー とのつなが
りがすべてのカマジョー をコントロールするわけではない。彼らはジェンデマで活動しているカマ
ジョー に過ぎない。我々はAFRCに反対するすべての人々に支援をする必要があつた。我々はリベリ
アヘと渡つた同志を集め、ともにすべてのカマジョー を支援することにした。私は自分のオフィス
を、その運動のオフィスとして提供した。27
ジェンデマ 0カマジョー の呼びかけによリリベリアヘとやつてきたノーマンもそこに参カロ
したという。地下組織の参加者は自分たちがCDF(市民防衛軍)という名前を考えたと主張
する。スパローは次のように述べた。
我々は、民主主義のために戦う部隊の名前を考えた。カマジョーだけではなく、シエラレオネ国民
に訴えかける名前が必要だつた。それで我々は市民防衛隊(Civil Defense Force)という名前を考
えたんだ。ノーマンも乗り気だつた。
CDFという名が初めてメディアに登場したのは8月中ごろである。ギニアにある民主主義不
復興運動がCDFの創設を発表したのである。以下はその報道である。
シエラレオネ通信社(the saLone News Agency)は、民主主義復興運動が、すべての民間の自警組織
(civil defense unit)から成る軍事部を作ることになつたと報じた。コナクリで開かれた執行委員
会(executive colnlnittee)会議で、すべて自警団や狩人結社を統合し、「統合された命令系統J(one
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unit conlllland)を確立し、それらを「CDF(市民防衛軍)Jと名付けることが決まったという。民主
主義復興運動は外交手段を始めとするAFRCへの非軍事的な圧力を支持すると同時に、CDFを通じて
アフマド・テジャン・カパー大統領の復権のための軍事的な手段をも行使するという。CDFはECOMOG
を始めとする外部の組織に支援を受け入れているものの、この問題は国内的なもの(national
character)であることを民主主義復興運動は強調した。"            ・
モンロビアの地下組織のメンバーはそれに先駆けて CDFという名を考え出したという。ノ
ーマンはECOMOGを通じてギニアとリベリアを行き来していた。ギニアとの連携があっても
おかしくはない。
この地下組織の参加者は 10名前後と小規模である。スパローゃスパローの父のほかに、
何人かのシエラレオネ人が参加していた。
この活動からは、のちにノーマンの腹心となる二人の人物が台頭している。一人日は、
CDFの調達物資を管理することとなるムスタファ・ルメ(Mustapha Lllmeh)である。彼は、リ
ベリア国境近くの村出身であリメンデ人である。モンロビアでNGO「農村開発のためのリベ
リア・イスラム連合」(Liberian lslamic United for Rural Development)を運営していた。
二人目が、のちに CDFの人事を管理することになるアンドリュー・ハーディン(Andre"
Hardin)である。ハーディンは、スパローの父が運営する自動車輸入会社で働く社員であつ
た。
その他の参加者として、シエラレオネ大学ファラー・ベイ校(Foullah Bay College,
University of Sierra Leone)の二人の学生などを含めた数人がいたという。
モンロビアの地下活動の活動内容は以下の通りである。第一に、ニュースレターを発行
した。1997年6月から9月までの間、毎週、内戦の状況を報じたニュースレターを発行し
た。スパローやシエラレオネ大学の学生がその作業に当たつた。スパローに、何を書いた
のかを聞くと「嘘とプロパガンダばかりだ。軍政軍が人権侵害を犯しただの、レイプを重
ねただのと書いた」という。資金の許す限リリベリアで昴Jれるだけ刷つて、シエラレオネ
ヘと空輸した。フリー タウンやルンギで配つたという。空港のあるルンギはAFRCが政権を
担つていた時期もECOIMOGの支配下にあつた。AFRCに参加しなかった国軍兵士は、そこにか
くまわれ留まっていた。
二つ目の活動内容は、カマジョー /CDFの活動への援助である。スパローの父は、StlV車
(オフロードタイプの四輪駆動車)をジェンデマ 0カマジョーおよびノーマンに提供した
という。また、彼らはアメリカに住むシエラレオネ人に連絡を取り、資金援助を願い出た。
その資金を用いて提供したのは主に日用品だったという。カマジョー /CDFはECOll∝から支
援を受けていたが「食料、燃料ともに十分ではなかった」という。また、カマジョー /CDF
が住民に対して横暴を働かないために酒やたばこも用意した。
彼らは大規模な資金援助を受け取つた時、無線機器をカマジョ‐/CDFに提供した。在外
シエラレオネ人団体「国際テグロマ連合」(International Tegloma Federation)から2万5
千米 ドルの資金提供を受けたという。その資金を用いて無線機器を 3台購入した。ノーマ
ンの車、スパローの車にそれぞれ一台を設置し、もう一台をジェンデマ・カマジョー に提
供した。
その時、スパローの父とノーマンは資金の用途を巡つてもめたという。モンロビアの地
下組織の意思決定は合議制であつた。会社の経営をしているスパローの父が予算管理を行
い、預金通長を管理していた。しかし、ノーマンは資金の使い道を自分で決めたがつたと
いう。ノーマンは通帳をスパローの父から取り上げ、予算管理をルメに一任した。そのこ
28 Sierra Leone News (August 199?), News Archives, Sierra Leone Web. l0ited at l3th Novenber, 2Ol2)<
http:. / /utwn. s ierra-leone. org/Archives/slnews0897. html)
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とを語つたスパ ローはい う。「彼はイエス・マンが欲 しかつたんだ」。その後、ルメは ECOMOG
からカマジョー ヘと提供された支援物資の管理も行うようになつた。
モンロビアの地下組織はノー マンとともにカバー亡命政権から派遣された数名の人物を
通 して、シエ ラ レオネ 内外 とコンタク トを持 っていた。M.S.ドゥンブヤ (M.S.DtL7nbuya)
は、ギニアにいるカバー大統領によリリベリアヘと派遣された。カバー大統領は、CDFが民
族主義的とのそしりをうけぬように、リンバ人 (北部の民族)である彼をリベリアヘと派
遣したという(TRC 3A 2004:254)。 ドゥンプヤは、1980年代前半、SSD(特別治安部門)の
長であつた。5章に述べたとおり、SSDとは警察内に置かれた武装警察である。彼はキュー
バでの軍事訓練を受けており、軍人として高い技術を身に着けていた。しかし、 ドゥンプ
ヤが長だつた頃、SSDはリベリアでのクーデター未遂事件に関与した。リベリアでシエラレ
オネ人も逮捕されている。その関与を問われて、ドゥンブヤは引責辞任した (筆者の調査
より)。
カバー大統領は8月に ドゥンプヤをギニアヘと呼び寄せ、 リベ リアヘと派遣 した(TRC 3A
2004:254-256)。その他、テジャン・サンコー議員(Honarable Tejan Sankoh)や、M. .カ
ロン議員(Hoiarable Mo S.Kallon)といった国会議員もリベ リアヘと派遣 されている。
(2)ノーマンとECOMOG
ジェンデマ・カマジョー に呼び寄せられたノーマンはECOMOGからの支援を手中に収める
ようになる。カマジョー のリー ダーとみなされていたノーマンは、各地のカマジョー 集団
から派遣されたカマジョー とモンロビアで面会した。ノーマンはECOMOGからの支援を彼ら
に分配することでリー ダーとしての地位を保つた。
ノーマンの滞在先は、モンロビア郊外にあるホテル・アフリカ(Hotel Africa)であった。
ECOMOGがその滞在費用を受け持ったという。このホテルの本棟は第一次リベリア内戦で破
壊された。しかし、海岸沿いに立ち並ぶコテージ・エリアは生き残つていた。このコテー
ジ・エリアは「OAUヴィラ」と呼ばれている。1979年、OAU(アフリカ統一機構/the
Organization of African Unity)の総会が開催された時、各国代表が滞在した施設である。
その後も、宿泊施設として使われた2%
第一次リベリア内戦後、OAUヴィラは各国の大使館が居を構える場所となっていた。ノー
マンが滞在するコテージと日と鼻の先に在リベリア・シエラレオネ大使館があり、AFRCの
代表を務めるシエラレオネ大使がいたという30。シェラレオネ特別版諸では、ノー マンを探
しにリベリアまで派遣され、OAUヴィラでノー マンに面会したカマジョー の証言がある。
〔525事件の後〕我々は、軍事政権を引き摺り下ろすには武力しかないという結論に至った。ジェ
ンデマのカマジョー にコンタクトを取るため、私が派遣された。ジェンデマでエディ・マサレー と
会うと、ノーマンがモンロビアにいると告げられた。ポー・ウォーターサイド〔国境のリベリア側〕
で二週間待ち、エディとともにモンロビアにいつた。彼はOAUヴィラに住んでいた。そこで、カマ
ジョー がマノ河橋を掌握したことを耳にした。私は、仲間に加わりたいと告げ、ジェンデマヘ行つ
た。
(SCSL、2006年5月3日)
この語りからはモンロビアに住むノーマンがジェンデマを通して各地のカマジョー 集団と
"この,テー ジは、筆者が調査中、国連平和維持部隊のパキスタン大隊(PAKBATT)の駐屯地となっていた。30この大使は、カバー政権期から在リベリア大使であつたが、退役将校であつたため、525事件の後も、
AFRCの代表として引き続き留まつた。
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コンタクトを持っていることを示している。
9月頃、ノーマンはOAUヴィラからECMOGナイジェリア大隊総司令部へと移る。ECOMOGの治
安権限が政府に委譲された結果、リベリア領内で活動するカマジヨ~/CDFに安全が保障で
きなくなったからである3tナイジェリア大隊総司令部はモンロビア郊外に位置する「リッ
クス学園」(Ricks lnstitute)の敷地に設置されていた。ノーマンや地下組織のメンバーは、
そこに家屋を数件与えられ32、 そこで活動を続けた。
そこで彼らが行つたのはカマジョー /CDFに対する物資の支援管理である。ECOMOGから提
供される軍事物資・生活物資はECOl10Gのトラックによつて運ばれた。おそらく国境沿いに
駐屯するECOMOGへの輸送を兼ねていたものと思われる。モンロビアの地下組織はそれに加
えて独自の支援を行つた。モンロビアの市場や店で買い付けを行い、それを自家用車で国
境沿いへと運んだという。彼らはモンロビアからシエラレオネ国境まで自由に行き来する
ことができた。検問所にはリベリア政府の治安部隊だけではなく、ECOMOG兵も駐屯してい
るため、検間所で止められることはなかつたという。
ECOM∝から受け取つた物資は国境沿いまで運ばれ、そこで管理された。調達物資は国境
に貯蓄された。国境沿いには、二つの拠点があった (スパロー談)。 国境のリベリア側の
町、ボー・ ウォーターサイ ド(Bo=Waterside)には、組織の運営管理 を担 う本部
(semi―administrative headouarter)を設置した。また、米、「ガリ」(Garri/キャッサバ
の粉末)、砂糖が貯蔵された。物資の管理を行つたのが、カバー亡命政権より派遣されたMo S.
カロン議員(Hono Mo S.Kallon)である。ノーマンによる支援の実務をするため、ジェンデ
マに留まったという (彼についての詳細は不明)。 シエラレオネ側ジェンデマには、野戦
基地(jungle base)をおいた。そこには、武器・弾薬の貯蔵がされた。
各地のカマジョー 集団は人を派遣し、ジェンデマヘと物資を受け取りに来た。ジェンデ
マはジェンデマ 0カマジョー の拠点としてだけではなく、カマジョー に対する支援物資の
受け渡しポイントともなっていた。筆者の調査では、物資を取りに来た際、「ノーマンか
らボー=ケネマ幹道(Bo―kene■la Highway)の担当を正式に命令された」と述べるカマジョー
がいた。シエラレオネ特別裁判所でも、ノーマンに補給を要求したカマジョー が証言して
いる。
525事件の時、私はリベリアで働いていた。事件の後、テルに住む母親が,心配となり、シエラレオ
ネヘと向かつた。母は生きていた。私は、ジャイ々。ボンゴ。チーフダムの惨状を目にした。火器 。
弾薬は不足していた。その窮状を訴えるため、ノーマンに会いに行くことにした。ノーマンはリッ
クス学園にいた。私は、ジャイマ。ボンゴ・チーフダムでは火器・弾薬が不足していることを告げ
た。すると、ノーマンはECOMOGからの支援を受けており、ムスタファ・ルメがロジスティック
ス担当であることを告げた。彼に連絡を取るように言われた。ルメと会い、支援を求めた。しかし、
現在のところ、渡せる物資はない、ジェンデマの戦聞部隊にすべてを渡したばかりだと言われた。
(SCSL、2006年10月5日、筆者による要約)
この証言でみ られるように、ノーマンはECOMOGの支援を手中に収めるようになった。ルメ
はそのノーマンの腹心として ECOMIXlから受け取つた支援を管理する役割を負 うようになつ
た。
コ リックス学園でノーマンと会ったという証言が、シエラレオネ特別裁判所の証言にはでてくる (SCSL、
2005年2月17日)
32リックス学園は、ECOM∝として派遣される各国軍のうち、ナイジェリア軍が駐屯している場所である。
ECOIMOGは、西アフリカ各国から成る国際組織ECOWASが派遣した平和維持軍であり、その本部はモンロピ
ア市内に設けられている。その実働部隊は、加盟国の軍隊である。その軍隊は、別に駐留地を設けている。
ナイジェリア軍が駐留地としたのがリックス学園である。
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写■ 8-3.ホテル・アフリカの自壇くこの近くに悧ヴィラがある)
(筆者による撮影、2009年)
写■8-4。 現在のリックス学■ (争崚彙薔l‐二次リベリア肉●●.再■している)
135
(OAUヴィラは、軍事施設のため撮影することはできなかった)
(筆者による撮影、2009年)
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第4節。ジェンデマでの軍事活動
リベリア国境に集結するカマジョーにとつてさしあたりの目標はシエラレオネ内陸部ヘ
と侵攻することであつた。国境沿いの町ジェンデマからシエラレオネ内陸部へと入る道は
一本 しかなかった。この道がジンミベと至る道である。ジェンデマ・カマジョーは国境か
らジンミヘ向けて戦間を続けることになった。
(1)戦闘の様子
ジェンデマ・カマジョーは、数か月の間、ジンミに駐留する軍政軍と戦間を繰 り返した。
前線がジンミとジェンデマを行き来した。ジンミを巡るシーソー・ゲームだったという。
内戦地図報告書は、当時の様子を以下のように記している。
1997年後半から1998年3月にかけて、ソロ。ヴェマ・チーフダム 〔ジェンデマからジンミに至る
道が通るチーフダム〕の多くの村がRUF/AFRC、あるいはカマジョー に焼き払われた。敵側がそこに
駐留するのを防ぐためである。…1997年5月28日から3月後半までに20回以上の戦闘が繰り返さ
れた。RUF/AFRCの県拠点であるジンミを掌握するためである。最初の二回の攻撃では民間人が巻き
添えを食い、犠牲となった。その時、カマジョー はゴフォー(Gofor)〔ジンミとジェンデマを結ぶ幹
線道路に位置する〕方面から進軍した。6月、カマジョー とRUF/AFRCの戦闘が激しくなると赤十字
国際委員会(International Conmlitteё for the Red Cross)は1000人以上の民間人を避難させた。7
月初旬には、再編したカマジョー が3回目の攻撃を行つた。前回の攻撃と同様、幹線道路を通つて
来た。この攻撃は失敗し、犠牲者は確認されていない。しかし、RUF/AFRCはカマジョー の協力者と
目される家々を焼きはらった。住民は町へと逃げ、残された物品は略奪された。8月に4回目の攻
撃があつた。…カマジョー が町を掌握したとしても、それは短期間に過ぎなかった。10月には4台
から成るコンポイがソロ。ヴェマ・チーフダムのファイロ(Fairo,Soro Gbema Chiefdom)で待ち伏
せにあつた。カマジョーは軍人・民間人もろとも焼き殺した。民間人は軍の協力者だとして殺害さ
れた。カマジョー によるとその民間人はRUF/AFRCを案内し、カマジョー の隠れ家を教えていたとい
う.
(Smith et al.  2004: 506-507)
その他にも、ジェンデマ 0カマジョー についてはいくつかの報道が見られる33.ここでは、
シエラレオネ・ウェブ(Sierra Leone Web)からジェンデマ・カマジョー に関するニュース
を以下にまとめた。
・ 7月8日
国軍はRUFによる増派を受け、マノ河橋(ManO River Bridge)〔国境〕を掌握し
た。カマジョーはナイジェリア軍に支援を受けている。
・ 7月10日
カマジョーがAFRCおよびRUFと衝突し、10名のカマジョーが死亡した。RUFの
司令官は「カマジョーは撤退し、一部は国境を越え、リベリアまで逃げた模様
だ」と伝えた。                          ´
・ 7月29日
(リベリアの首都モンロビアでリリースされたカマジョーのプレス 0リリ‐ス)
33 Sierra Leone News Ouly 1997), News Archives, Sierra Leone Yeb. [Cited at ?th November, 2012J<
httpi / /wwv. sierra-leone. org,/Archives/slnews0797. htnl)
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「カマジョー とCDF」は28日にジェンデマを含むブジュン県の一部地域を掌握
した。軍政軍と反徒は「ジンミ、マクペレ(Makepele)、スリマ(Sulima)を結ぶ地
域から撤退した」。AFRCから接収した武器は「CDFによつて使用する」ことにな
る。
・ 8月4日
モンロビアのノーマンによリカマジョー がジンミを制圧したと発表がある。国
軍側の被害は多数にのばり、武器弾薬を押収したとノーマンは発表した。
・ 8月19日
カマジョー が、国軍とRUFの同盟による迫撃砲Qortar and artillery)の攻撃に
よつてジンミから撤退した。エディ・マサレー は「我々は、この戦いを諦めない。
近いうちに反撃する」と述べた。
この報道からもわかるように、ジェンデマ・カマジョー は必ずしもジェンデマにいたわけ
ではない。国境を越えリベリアに追いやられた場合もあつた。国境にはマノ河(ManO River)
が流れ、マノ河橋(ManO River Bridge)が国境となつている。マノ河橋のシエラレオネ側
がジェンデマ、リベリア側がボー・ウォーターサイ ドである。AFRC/RllFに追いやられたカ
マジョー /CDFはしばしばリベリア領内へと逃げた。国境にはECOMIXlが展開しており、容易
に進入することはできない。.ジ
ェンデマ・カマジョー は国境からシエラレオネ内陸部へと進軍した。前線は数マイル
(4～5km)の無人地帯であつた。住民は逃げ出し誰もいない。国軍側もカマジョー /CDF側も、
無人地帯をしばしばパ トロールした。数名の警備隊を編成したのだ。両者の警備隊が遭遇
した時は銃撃戦になった。
進軍のためには戦闘を行うことになる。その戦闘は通常、戦争という言葉からイメージ
される銃撃戦ではない。以下はウロドルチェック(Nathalie Wlodarczyk)がシエラレオネ内
戦での戦闘の様子を描いたものである。
シエラレオネでの戦闘は待ち伏せを中心に展開する。敵を物理的に破壊するのではなく、撤退させる
ことがねらいなのだ。理想的には、相手方が散り散りに逃げることが望ましい。戦闘の主たる目的は、
敵軍に持ち場を諦め、撤退させることである。武器が残されていればさらによい。殺害は一般的では
ない。銃撃戦の目的はできるだけ多くの敵を殺すことではなく、相手よりも有利であることを示すた
めである。それにより敵の逃亡を促すのだ。ある者は戦闘を「できるだけ大きい音を立てること」だ
と述べた。AK-47〔自動小銃〕、PRC-7〔携行式ロケット弾〕、迫撃砲が好まれるのは、そのためであ
る.これらの武器は、音を立て、銃器の多さを示すのにもつてこいである。これらは、森の中で敵を
狙い撃ちするには適切な火器とは言えない。
(Wlodarczyk 2009: 119-120)
同様の戦間がジェンデマ・カマジョー とRUF/AFRCの間で展開された。こうした戦いのため、
銃撃戦を持ちこたえたとしても、不利だと察すると、闇夜に紛れてひそかに撤退する場合
もあつた。
前線の部隊は徒歩で進軍する。20-30人単位で歩くという。戦闘員は進軍の際、小川や井
戸で水を飲み、携帯食を携帯した。携帯食は「乾燥食料」(dry ratiOn)と呼ばれた。ガリ
(Garri)(キャッサバの粉末)を水と砂糖でこね、テニスボールくらいの大きさに丸めて
乾かしたものだ。各自がいくつか携帯し、それをぼろぼろ崩しながら食べたという。ガリ
は、通常、砂糖や無糖練乳と混ぜて食べる軽食である。乾燥食料は内戦中によく用いられ
たが、内戦後は「誰もそんな食べ方はしない」という。
戦間の際、上級司令官(senior Officer)は危険の少ない後方にて指揮をする。もし彼が
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負傷すれば、その部隊は統制を失うからだ。「彼らは戦闘に目が届く範囲であるが、安全
な地帯にいた」という。
進軍計画はジェンデマ・カマジョー の幹部らが話し合つた。上述した幹部に加えて、何
人かの司令官が参加して決められた。スパ ロー は言う。 ∫私が得意としたのは夜明け前の
奇襲だ。夜明け前は、たいてい上級司令官は寝ている。起きているのは、兵卒だけだ。そ
こを狙うとパニックになる」。
筆者が印象的だったのは、命は結構大切にされていたことだ。
作戦に失敗した。ちりぢりに撤退した。その時二人の戦闘員が行方不明となつた.車を出して探し
に行つてもいなかった。幸いなことに二人とも自力で戻つてきた。“
また、負傷者が出たときは車を用意した。前線で負傷者が出ると無線でジェンデマ,と報
告される。国境から負傷者をピックアップするために車が出された。重傷者が出るとリベ
リア領内のECOMOG駐留地まで運ばれ、そこで治療を受けたという。
戦闘の際、敵軍を拿捕する場合もある。拿捕された場合は処刑される場合も多かったが、
拿捕された軍政軍や反徒を利用する場合もあつた。通常、拿捕された戦闘員は拘束された
後、殺されるか協力するかの選択肢が与えられた。殺されたくないため、ほとんど全員が
協力することになる。協力することになつた場合、彼らには加入儀礼が施された。出身民
族にかかわらず、加入儀礼を受けカマジョーとなった。メンデ語を解さない者も同様であ
る。
筆者はジェンデマ・カマジョー に拿捕され、カマジョー となったRUF戦闘員に話を聞いた。
彼は5人で拿捕され、そのうち2人がその場で処刑されたという。残りはジエンデマヘと
連れて行かれた。数日間、拘束された後、カマジヨ~に加わるように言われたという。カロ
入儀礼を受けた後は、ジェンデマでカマジョー の軍事訓練にあたつたとのことだ35。拿捕さ
れた戦闘員にとつてカマジョー の基地で裏切り行為をするのは自殺行為である。カマジョ
ー側にとつて裏切りの心配はほとんどない。また、拿捕された戦聞員を前線に派遣する部
隊に組み込む場合もある。.その場合t裏切りを防ぐために1人ないし2人に限定して小隊
に組み込んだという。幹部であるタッカーは以下のように述べている。
我々はなんでも利用した。拿捕された兵士も利用した。軍政軍やRUFを拿捕すると、彼らをカマジ
ョー に編入させた。彼らに加入儀礼を受けさせ仲間にした。彼らは武器の使い方に長けている。我々
は、彼らに軍事訓練をさせた。
また、筆者は無線係 (Coml■unication Officer)にその役割を聞いた。無線係は常に無線に
聞き耳を立てている。必要な情報が流れてくると、その情報に関係する者に伝えた。例え
ば、武器・弾薬を接収出来た場合、無線で連絡が来る。そ うした場合には車を派遣して、
その回収に向かわせた。      .
この無線係は敵側の暗号解読も行つたという。武装勢力が無線でコミュニケーションを
取る際、外部に秘密が漏れないようにするため隠語が多く用いられた。それを解読したの
だという。無線係は次のように語つた。
RUFは無線を暗号で通信した。例えば、ケネマ県の基地を『3-5-D地点』と言い換えるなど、暗号
化(coded)していた。私は、暗号を毎日ノー トに書き込み、それが何を意味するのかを解読してい
34スパロ_、20■年9月17日。35ジェゲ (プッシュ名).2009年12月2日、ボー=ウォーターサイ ドにて。
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つた。過去の記録や発生した事件と照らし合わせて暗号のリストを作った。
139
ある司令官は、「彼の暗号解読は、ジェンデマ・カマジョー の軍事活動に大きく貢献した」
と称賛した36。 さらに、この無線係はカマジョー のために新しい暗号を考えたという。
以上、本節では、ジェンデマ・カヤジョー が行つた戦闘の様子を確認した。しかし、ジ
ンミはなかなか落ちなかった。ジェンデマ・カマジョー は強化のためにリベリア人戦闘員
を用いるようになる。それが筆者の調査協力者スパローが率いることになつた「CDF特別部
隊」(CDF Special Force)である。
第5節.スノ1□―とCDF特別部隊
CDF特別部隊はジェンデマ・カマジョー の一部であるが、リベリア人戦闘員中心の部隊で
ある。筆者は特別部隊の司令官スパロニから調査協力を得たことで、多くの特男1部隊の戦
闘員に聞き取り調査を実施することができた。カマジョー /CDFのPCネットワークを詳しく
検討するためにもCDF特別部隊について詳述する。
(1)CDF特別部隊の結成
ジェンデマ・カマジョー はなかなかジンミヘと進軍できないでいた。1997年9月、戦闘
のこう着状態を受けてスパローはリベリア人戦闘員を動員することになった。ジェンデ
マ・カマジョァには、十分な軍事技術を備えた者がいなかった。ジェンデマに集まったカ
マジョー の多くは、農村からやつてきた者であり、銃など触ったこともないような人々で
あつた。それとは対照的にリベリア人戦闘員は武装勢力での経験があった。武装勢力を効
率的に運営するためのノウハウや、火器の使用、戦闘の方法についての技術を身に着けて
いた。リベリア人戦闘員はカマジョー について以下のように述べた。「カマジョー は軍事
司1練をほとんど受けていない。大きな音が聞こえたら逃げ出したり、銃の使い方がわから
ず、死亡事故が発生したりするというありさまだった」。    1
スパローはカマジョー /CDFとリベリアをつなぐ絶好の人材であつた。彼の父はノ,マン
と親しく、スパロー自身も地下組織のメンバーである。そして、彼はモンロビアで生活し、
シエラレオネで作られた LUDF(リベ ア人連合防衛軍)での軍事訓練の経験があらた。5
章で確認したようにLllDFとはシエラレオネ政府がリベリア人難民を動員して形成した勢力
である。このようにスパローは、カマジョー /CDF'との結びつきも強く、リベリア人戦闘員
とのコネクションも有していた。こうした立場からリベリア人戦闘員を率いる司令官とな
ったのであろう。       ,
リベ リア人戦闘員の動員はスパローの人脈を通 じて実施 された。最 も多 くの戦闘員を集
めてきたのが武装勢力 ULIMOにいたイブラヒム 0ジャロである。ジャロとスパローは LllDF
でいつしょだつた。LUDFは武装勢力 ULIl10としてリベ リアヘ と侵攻 した。スパローはそれ
に参加 しなかったが、彼の知 り合いであるイブラヒム・ ジャロは ULIMOの戦闘員として リ
ベ リアヘ と渡つた。ジャロは第一次 リベ リア内戦後t武装解除を受けてモンロビアで暮 ら
していた。ジャロはカマジョー/CDFによる動員について以下のように語つた。
525事件の後だ。カバー政権が転覆した後、スパロー が「マン・パワーがいる」と声をかけてきた。
そこで私がULIMOの仲間に声をかけた。特別部隊の動員を行つたのは私なんだ。誰かに伝えると、
そいつが誰かに伝える。そういう形でうわさが広がっていく。特別部隊のほとんどがULIMOだが、
36セディキェ・ コロマ(Sedikie Koroma)、20H年10月4日、フリー タウン.
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別の武装組織からの奴もいる。72時間で100人は集めた。武装勢力が解体したとしても、我々のコ
ネクションは保たれている…37                     、
ジャロが大半の戦闘員を集めた。そのほかにも、スパローの家に出入りしていた友人で元
リベリア国軍だつた「コフィ」、戦闘員の友人を多く有する民間人「カネー」がそれぞれ
のつてをたどって戦闘員を連れてきたという。
筆者は、この時動員されたリベリア人戦闘員からも語りを得た。
卜例J
友人を介してスパローを紹介されたのは8月だつた。8月28日には、45人〔ママ〕でジェンデマ
ヘと向かつた。その後、特別部隊は100人を越えた。甲
國
スパローが一人の人間にコンタクトを取り、そこから話しが広がった。そいつが 52名〔ママ〕を
ULIMO―J(ULIMOから分派した一勢力)から引つ張つてきた。シエラレオネに渡つてからは、スパロ
ーが我々を指揮するようになった。ジェンデマではカマジョーに軍事訓練を施した。39
動員に応じたリベリア人戦闘員はスパローの家に一時滞在させた後、車で国境まで届けた。
当時、ECOMOGの治安権限は縮小しており、モンロビアに留めておくのは危険だつた。国境
へと着いた最初の50人にはミッションが与えられた。当時、ジェンデマ・カマジョー はリ
ベリア側へと追いやられていた。彼らが与えられたミッションは、国境を越え、ジェンデ
マを掌握することであつた。特別部隊第二位のジャロはいう。
当時、ジェンデマ・カマジョー はリベリア国境側へ追いやられていた。特別部隊はジェンデマを奪
還するミッションが与えられ、その晩のうちに車一台と武器を接収してきた。40
しかし、ジェンデマはその後すぐに奪還された。後方支援がなく進軍できなかったからだ
という。その後、十分な後方支援を用意したうえで戦闘を重ね、彼らはジェンデマを再掌
握した41。 それにより彼らは晴れてジェンデマに戻ることができたという。「軍政軍も 27
マイル撤退した」ということだ。これ以降、ジェンデマ・カマジョー がリベリア側へと追
いやられることはなかったという。
特別部隊は「熟練兵士」(well―skilled solider)の集まりだと高い評価を受けた。ジェ
ンデマ・カマジョー の中でも以下のような評価があつた。
「彼ら (特別部隊)は知識が豊富だ。ジンミの掌握だつて彼らがいたからこそできるんだ.」
「こいつ (スパロー)がリベリア人を連れてきたことによつて、我々は強化された」
(2)特別部隊の組織構成
CDF特別部隊を率いたのはスパローである。戦闘員が従うのは、直属の上官だけである。
先行研究でもあるように、カマジョー はパ トロン=クライアント関係に基づいて組織されて
37ィプラヒム・ジャロ、2010年12月31日、ポ トノ咤
38ィソ .ド_(Issau Doe)、12月24日、モンロビア.
39「スモール・デニスJ(プッシュ名)、 12月28日、モンロビア.
40ィプラヒム 。ジャロ、2010年12月31日、ポ トル。
41同上。
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いた。リベリア人戦闘員も同様である。どちらも忠誠を尽くすのは、直接的な上官である。
エディは特別部隊について以下のように語る。
彼らはリベリア人だ。ノー マンに忠誠を誓うわけではない。チー フダムに従属することはない。彼
らが従う命令はスパロー からだけだ。だから、スパロー を特別部隊の長にした。彼は、シエラレオ
ネ人でもあるし、リベリアについても詳しい。42
戦闘員を集めたジャロは戦闘員と深いつながりがあり、軍事経験も豊富である。しかし、
彼は資源を引つ張つてくることはできない。それに対し、スパローはジェンデマ 0カマジ
ョーの資源にアクセスすることができた。ゆえに、資源を引つ張つてくることができるス
パローがCDF特別部隊のパ トロンたる地位に立ったといえる。
カマジョー /CDFのプロパガンダ (民主主義の復権とカバー大統領の復帰)を共有しない
リベリア人戦闘員からなる特男1部隊はカマジョー の命令系統に組み込むのではなく、別働
隊とされた。スパローは上述したジェンデマ 0カマジョー の幹部 (エディ、タッカー、シ
ュアヒブ・シェリフ、スフレイら)に加えてジェンデマ 0カマジョー の意思決定に関わる
ようになった。その決定に従つて特別部隊を動かしたのである。彼はジェンデマ・カマジ
ョー の間で「副参謀」(Adjutant General)と呼ばれるようになった。
ジェンデマにいるカマジョー と特男1部隊との大きな差は、軍の構造を模して命令系統を
明確にしたことである。ジェンデマ・カマジョー では司令官(comnlander)と名乗る者が多く、
命令系統が明確ではなかった。誰が誰の命令を聞くのかがはっきりしていなかつたのであ
る:それに対して、特別部隊では、序列を決め、上下関係を明確にした。その際に参考に
されたのが軍の構造である。おそらくULIMOの構造をさらに模したものだと考えられる。
その序列は以下のとおりである。第一位がスパローである。ULIMOの構造を模し、特別部
隊の長は「軍事部議長」(chai■lllan,military wing)と呼ばれた43。 その役割は事務的なも
のである。ジェンデマ 0カマジョー の幹部とともに作戦の決定をし、特別部隊が担う役割
を決める。その上で、特別部隊が必要とする後方支援の獲得や人材の配置を行つた。第二
位は「総司令官」(Field Conlnlander)のイプラヒム・ジャロである。第二位として、ひとり
の第二司令官(SecOnd in conlllland/2.I.C)が置かれていた (この人物については調査で
きていない)。
その下位は、軍事部隊と事務スタッフに分かれている。軍事部隊の長は二人の野戦司令
官(General Battle Front Collmlander)である。その下は約 30人から構成される「中隊」
(company)に分けられた。さらに中隊は10人で構成される「分隊」(squad)に分けられてい
る。分隊長(squad conlmander)、あるいは副分隊長(deputy squad co■llnander)は英語で読み
書きができる者に限定したという。
また、事務スタッフを配置した。まず、事務スタッフを統括し、規律を管理するスタッ
フ「Sl」 (Section l)が設けられた。また、情報収集、訓練と計画、ロジスティックス、軍
民関係についてそれぞれスタッフを配置され、それぞれS2からS5とされた。SlがS2から
S5を監督する立場にあった。図8-3は特別部隊の組織構造を図式化したものである。この
事務スタッフの組織は正規軍の参謀部(Section staff)の組織構造に則つている。図8-3は
特別部隊の組織構造を図式化したものである。
42ェディ。マサレー 、2010年12月30日、ジュリン.
43 uLIMOには、政治部[political wing]と軍事部Emilitary wing]があつた。スパローは特別部隊の正式諸
称は「CDF特別部隊軍事部」(Military Wing,CDF Special Forces)だという。政治部はなかった。
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口8-3.CDF特別部隊の組織構造
事務スタッフ 軍事部門
以降、D中隊まで
(情報収集X目1線と計日) (ロジス (軍民口係)
ティックス)
(聞き取り調査に基づき筆者作成)
さらに、戦闘員間の序列も決めた。 「我々は兵士に等級 (star)をつけ、誰が誰に従わな
ければならないかを明確に決めた」 とい う。一般的に軍では高官の階級章には星を付けて
区別をする。二つ星 (two star)、三つ星 (three―star)と呼ばれるのだ。星の数が増えるほ
ど地位の高い事を示 している。これも正規軍に則つた措置 といえる。
当初は 100人程度で始まった特男1部隊は、どんどん膨れ上がっていった。内戦が終わる
までには 300名以上に膨れ上がっていたとい う。人材を増やす場合、分隊を増や した。戦
闘員の数が増加するのは、その部隊が優秀である証だとい う。スパ ローは以下のように述
べた。                                     .
カマジョー は自分の部隊を選べる。もしその部隊が弱ければ、その司令官は人気がない。強い部隊
にカマジョー は入りたがる。その方が自分にとっても安全だからだ。特別部隊に入りたいと志願す
る者は誰でも受け入れた。人材が多いことはその部隊の強さを意味する。
この語 りはカマジョーがパ トロン=クライアン ト関係で成 り立ってお り、その紐帯は流動
的だったことを示 している。
特別部隊の戦闘員は、軍事訓練を行つたわけではない。ほとんどが、すでに経験を積ん
だ戦闘員だったからである。特別部隊の戦闘員はカマジョーに軍事訓練を行つた。
未経験のものでも、軍事訓練は二週間で十分だ。最初の一週間で、自動小銃の使い方、解体の仕方、
組み立て方を学ぶ。その後、簡単な行軍方法や戦間でのノウハウを学ぶ。例えば、自動小銃の弾丸は、
長く飛ぶほど上に上がっていく。だから伏せなければならない。そうしたノウハウを残りの一週間で
身に着けさせる。
リベ リア人戦闘員からなる特別部隊はカマジョーに新 しいノウハ ウを持ち込んだ。軍事的
な知識を身につけ、組織を系統立てた彼 らはジェンデマ・カマジョーが変わるきつかけを
与えた。
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(2)ジェンデマ 0カマジョーの組織化
特別部隊の成功を受け、ジェンデマ・カマジョーも命令系統を整えた。リベリア人戦闘
員によつて持ち込まれた武装勢力運営についてのノウハウがジェンデマ・カマジョー に伝
えられたともいえよう。幹部のイプラヒム 0タッカーは述べる。
特別部隊の成功を受け、我々は組織化の大切さを学んだ。カマジョー を厳密に組織した。ジェンデ
マのカマジョー を第一大隊(first battalion)と称した。集まってきたカマジョー の大半は、チーフ
ダムから派遣されてきた者達だつた.彼らは、チーフダム単位で組織されていた。それに基づいて、
軍事的な命令系統を組織した。チーフダムの単位を基本として、軍事構造を組織した。
タッカーはそれに伴い第一大隊長(First Battalion Collllllander)を名乗るようになった。タ
ッカニは筆者に第一大隊の構造を説明してくれた。大隊は、4つの中隊(company)に分けら
れた。4人の中隊長 (company COnIIllander)は、幹部らが行う作戦会議にも参加したという。
特別部隊と同様に、中隊は小隊(Platoon、30名程度)に、小隊は分隊(squad、10名程度)に
分けた。増加するカマジョー を吸収するため、小隊や分隊を増やすことで対応した。
第一大隊の事務スタッフも設置された。ロジスティックス供給官(logistics and supply
officer)、大隊担当官(battahon Officer、大隊長[battalion coll■lander]とは別)、 情報
担当官(intelligence officer)が設けられた (それぞれの役割までは調べることができな
かつた)。
タッカーによるとこうした試みを行つたのはジェンデマのカマジョー だけだという。各
地でカマジョー は活動していたが、自分たちが最も組織され、効率的だったとタッカーは
自負した。       ,
(3)スパローの逮捕
特別部隊はジェンデマ・カマジョ早の活躍に大きく貢献した。しかし、特男1部隊が結成
されて2か月もたたないうちにスパローはリベリア政府に逮捕された。9月か 10月のこと
だとスパローは振り返る。彼は逮捕された時のことを語つた。
戦闘が継続し、物資が底をついた。首都に出てノーマンにそのことを説明しようとした。しかし、彼
はギニアヘと向かつた後だつた。何人かの友人に借入をお願いしようとまわった。どうやらリベリア
治安部隊にマークされていたらしい。後ろから車がつけてきて留められた。私は連行された。もう一
人車に乗つていたが、彼は逃げることができた。
スパローの逮捕後に地下組織の活動の場であったプジョー ・ガレー ジにも捜査が入つた。
地下組織のメンパーによると「車が 10台以上も略奪された」と語る44.スパロ_の逮捕に
より、ノーマンや地下組織のメンバーは身に危険が迫つていることを察した。その当時の
ノーマンの様子は真実和解委員会でも語られている。
ヒンガ。ノーマンはリベリアで苦労した。彼は一か所に長期間留まることができなかつた。彼は二日
間同じ場所で寝た後は、別の場所に移つた。チャー ルズ・テイラー 〔新大統領〕に見つからないよう、
彼は ECOM∝の保護の下にあつた。テイラーの手下がノーマンのことを聞くや否や、リベリア政府は
治安部隊を派遣した。彼らが 〔ノー マンの逮捕に〕成功しなかったのは幸運だつたとしかいいようが
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ない。
(TRC 3A 20041 259)
ノー マンや地下組織のメンパーがECOMOG大隊総司令部のおかれたリックス学園へと移つた
のは、スパロー の逮捕とそれに引き続き発生したブジョー ・ガレー ジヘのテコ入れが景気
であつた。リックス学園に移つた彼らはそこでカマジョー /CDFへの支援業務にあたつた。
ジェンデマの特別部隊は第二位のジャロによつて維持された。
***
小括
ジェンデマ・カマジョー の活動は、カマジョ∵がカバー政権のための軍事活動を行うよ
うになつたという点でひとつの転機となつた。525事件によつて解散を迫られたカマジョー
は、各地で軍事政権 (AFRC/RllF)との戦間を行うようになつた。その中でも、日立った軍
事活動を行つたのが、ジェンデマに集結したカマジョー であつた。彼らは、ECOMOGからの
支援を受けて活動を展開した。ECOMOGに招聘されたノーマンはリベリアで活動し、ジェン
デマのカマジョー のみならず、各地のカマジョー に支援を行つた。リベリアに住むシエラ
レオネ人もノーマンに協力した。その中には、ルメやハーディンなど、後に、ノーマンの
腹心となつた者もいる。
ジェンデマ・カマジョー は、各地からやつてくるカマジョー を吸収することで大きな勢
力となった。その背景にはノーマンの求心力があったといえる。ノーマンを擁立して出の
彼らの活動はもはや自警組織としての様相を呈しておらず、カパー政権のための軍事活動
だつたといえる。ジェンデマ・カマジョーはリベリアとの国境沿いで活動し、ノーマンを
リー ダーに据え、ECOMOGからの支援を取り付けることで大きな勢力となった。
また、ノーマンは資源の分配を各地のカマジョー に対して行うことで政府のために戦う
カマジョー のリー ダーという地位を確立した。それによリカマジョー はノーマンを頂点と
して徐々にまとまりを見せるようになった。また、特別部隊の活動に対してはPCネットワ
ークが国境を越えて広がり、リベリア人戦闘員を組み込んだという評価を与えることもで
きる。
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第9章 ベース・ゼロ
AFRC政権期 ② (1997年11月～1998年3月)
前章ではECOl10Gの支援を受け、ノーマンを迎え入れたジェンデマ 0カマジョー が、カマ
ジョー の中でも中心的な存在となったことを確認した。ECOMOGの支援を受ける中でノーマ
ンはその資源の分配者としての地位を獲得した。
本章では、ECOM∝からの支援を手中に収めたノーマンがジェンデマ・カマジョー を捨て、
他のカマジョー 集団を用いてAFRC/RllFとの戦いを始めるようになった過程を確認する。
1997年11月、ノーマンはジェンデマでの活動に見切りをつけ、ボンス県へと移つた。ノ |
―マンは引き続きECOMOGから支援を受け、ポンス県で新たなカマジョー 集団のリー ダーと
なった。ノーマンがいるボンス県のカマジョー 集団はジェンデマ・カマジョー に代わり、
カマジョー の中心的存在になった。ボンス県のカヤジョー 集団は、他のカマジョー 集団に
支援を提供しながら、AFRC/RtlFとの戦いを展開した。ボンス県のカマジョー 集団の拠点は
ベース・ゼロと呼ばれることになった。
この頃の活動を通して、ベース・ゼロのPCネットワークは、他のPCネットワーク (カ
マジョー 集団)よりも優位に立たった。ベース・ゼロの活動で幹部となった者は、後にカ
バー政権が復帰し、CDFが政府系勢力としての形を整える中で中心的な役割を占めるように
なる。この頃の活動、カバー政権復帰後にベース・ゼロのPCネットワークを中心にCDFの
組織が整えられる布石を作つたといえる。
第 1節では、ノーマンがジェンデマからタリアに移動した背景要因をまとめた。第 2節
では、ベース・ゼロの活動の様子を記述した。ベース 0ゼロの統制は充分とは言えず、人
権侵害も多く見られた。ノーマンはその中で、恣意的な権力を行使した。第 3節では、カ
マジョー /CDFがECOMOGとの共同作戦を行い、カバー大統領の復帰を達成するプロセスを描
く。
第1節.ノー マンがジェンデマを離れたわけ
(1)ノーマンが移動した理由
1997年H月、それまでリベリアを拠点に活動を続けていたノTマンは、ボンス県ティア
ン(Thihun,s6gbini Chiefdom)へと移つた。それによリジェンデマ・カマジョー は、カマ
ジョァ/CDFの活動の中心から外れた。ノー マンはなぜリベリアからティフンヘと移動した
のか。その理由は、以下の3つに集約できる。
第一に、リベリアの治安権限がECOMOCからテイラー 新政権へと移譲されつつあつたこと
がある。1997年7月19日、第一次リベリア内戦後のリベリアでは、内戦後初の総選挙が実
施された。その時の大統領選で圧勝したのが、RUFを支援した武装勢力NPFLのリー ダー、チ
ャールズ・テイラーであるヽ8月3日、テイラーは大統領に就任する。テイラーはシエラ
1選挙の経緯については以下の文献を参照。Waugh(2011:228-244)
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レオネ=リベリア国境の治安を問題視し、カマジョー /CDFの活動を取り締まつた。BBCでは
テイラー大統領の発言が報道されている。
シエラレオネの危機はリベリアの安全保障に対する脅威となっている。国境での活動は、国民をパ
ニックに陥れるほどではないが懸念事項といえる。人数は公表できないが、すでに政府はカマジョ
ーの逮捕をしている。病院記録や名簿なども押収した。押収品は脅威の存在を示している。…2 ,
ECOMOGは内戦後のリベリアにて武装解除および国軍再編の任を担っていた。しかし、テ
イラー新大統領は国軍の再編を新政権の問題であるとし、ECOMOGの関与を断つた。それに
より、ECOMOGは漸次的に撤退することとなった。
内戦後の国境警備もECOMOGが実施していたが、それもリベリア新政府に委譲することに
なった。ECOM∝が国境の管理を行つていた頃、カマジョー は、ジェンデマからリベリア側
の町ボー・ウォーターサイドヘと武装したまま入ることができたという。しかし、漸次的
に国境管理権限が新政権に委譲されたため国境の管理が強化され、武装のままでのリベリ
ア入国が許されなくなったという。それにより、リベリアは後方基地として使用するのが
難しくなった。
ノーマンが移つた第二の理由として、ノーマンとジェンデマ・カマジョー の幹部のウマ
が合わなかつたことがあげられそうだ。エディとウマが合わなかったという話もある。ジ
ェンデマ・カマジョー の意思決定が合議制であつたことはすでに述べた。エディはノーマ
ンについて以下のように述べている。
我々 〔ジェンデマ・カマジョー 〕は実力主義をとり、透明性も確保した。理不尽で非効率な命令が
あると意を唱えることができた。命令の伝達も上意下達の可能な軍部の構造を模した。ノーマンは
それが気に食わなかったんだ。自分のしたいようにすると反抗される。自分の持つている資源も自
由に動かすこともできない。彼は軍政軍やRUFに勝利するとともに自分の権力も維持したかつた。ノ
ーマンは自分の命令を聞いてくれる自分の部隊が欲しかつたんだよ。実際に彼は中位の司令官にを
思い通りに動かそうとした。呼び出して命令したんだ。しかし、その司令官は「そんな命令は上の
決定ではない。逸脱して行動するわけにはいかない」として拒絶した。ノーマンは「これをやれJ
というとすぐにそれを実行する部隊が欲しかつた。ノーマンは我々を思うように動かすことができ
なかった.それに苛立ったのか、すべての武器弾薬を持ち、事務方をみんな引き連れてベース・ゼ
ロにいつてしまった。ジェンデマの軍人 〔カマジョー 〕はそのまま残された。3
ノーマンの苛立ちにさらに拍車をかけたのが戦況のこう着状態である。ジンミはなかなか
落ちず、前線はジェンデマとジンミの間で行き来 していた。状況を打開できないジェンデ
マ 0カマジョーに対 してノーマンは苛立ちを隠せなかつたとい う。ジェンデマ・カマジョ
ーの幹部タッカーは次のような出来事を筆者に語つた。
ある時、モンロピアにいるノーマンはジンミが落ちたという報告をどこかから受け取った。その報
告をしたのは我々ではない。文官(civilian Officer)の誰かだ。ノーマンは大変喜んでその報告を
〔モンロピアの〕ECOMOC本部とカバー大統領にした。ECOMOGからカパー大統領に確認のための連絡
が入つた。もちろんカバー大統領はノーマンから情報を受け取つているため「ジンミは落ちた」と
報告する。しかし、ジンミは落ちていなかった。国境沿いに駐留するECOMOG部隊がそんな事実はな
2 sierra Lcone News(November 1997),News Archives,Sierra Leone Web.[Cited at 13th November,2012]k
http://wwwo sierra―leone.org/Archives/slnewsl197.html〉
3ェディ .マサレー、2010年12月30日、ジュリン.   ′
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いと報告したのだ。我々 〔幹部〕はノーマンに呼び出され、怒鳴られた。「なんでお前たちはジンミ
を落とせないんだ。お前たちに軍服なんて必要ない。ラパ 〔lapa/女性用の巻スカート〕で十分だ」4
ノーマンは今まで見たことがないほど激怒したという。この出来事の直後、ノーマンはジ
ェンデマに見切りをつけたとタッカーは語る。
ノーマンが移動した第二の理由は、ボンス県のカマジョー 集団がノーマンの受け入れを
要請したからである。それについては以下に詳しく見ていくことにする。
(2)ボンス県からの使者
ボンス県のカマジョー 集団とは、カレ村にイニシエーターを集め加入儀礼を考案し、後
にティフンヘ移動したカマジョー 集団のことである。このカマジョー 集団がティフンヘ移
動した頃、イニシエーターらiま各地へと散らばつたが、コンデワだけはティフンに残りカロ
入儀礼を続けていた。525事件までにボンス県から反徒の脅威はほとんどなくなっていたが、
このカマジョー 集団は力を持ち続け、国軍としばしば衝突した(Smith et al.2004:441)。
525事件の後も、国軍 (軍政軍)との対立は続き、ティフンのカマジョー 集団は軍事政権に
従わないことに決めた5。 ティフンは交通のアクセスが悪いことから自然の要塞となった。
真実和解委員会はティフンについて以下のように記す。
ティフンのローカル・コミュニティを守るカマジョー は、ティフンはどんな攻撃にも耐えうると
自賛した。この地は河り!|や湖に囲まれていた。雨季で水位が高い時にはポートでしか通行できな
い。この地域に住む人は上を盛ることで居住地を作っていた。…ゆえに、彼らは自らのことを「島
民」(islander)と称する。「・¨ 我々はティフンを拠点とした。島は我々の武器だ。敵の侵入を防い
でくれる。もし侵入できたとしても戻ることはできない。 ・¨」
(TRC 3A 2004: 268-269)
ボンス県のカマジョーはこうした自然の要塞を利用 し、カマジョーの拠点を築き上げたの
である。
525事件後、ノーマンがリベ リアに滞在 している頃、各地のカマジョー集団はノ=マンとコンタク トを取ろうと使者を派遣 した。ティフンのカマジョー集団も例外ではなかった。
彼 らはノーマンがジェンデマにいることを聞きつけ、彼をティフンに呼び寄せようとした。
525事件の時、チーフ、AC(行動班)、 長老たちが集まった。我々は軍事政権を受け入れないこと
に決定した。その時、コンデワはティフンを離れていた。我々は司令官だつたラハイ・バングラ6
に手でマコシ(Mokossie,Nogoba Bul10m ChieFdom,Bonthe District)にて緊急の加入儀礼を行
った7.ょり安価に行うのだ。…その後、コンデワがフリー タウンから戻つてきた。そこで部隊を
移動させスンプヤ交差点(Sumbuya」nctiOn)に防衛拠点を設けた。軍政軍による闘いで武器弾薬
を入手したが、それも尽きてしまった。そこで我々はジェンデマヘと使者を送ることにした。モ
イニナ。フォファナ、ジャヤ・カマラ(」aiah Kamara)、ドクタ ・ーマサレー 、ラハイ・バングラ
・…(中略) ・¨を使者に選んだ。アリウ。コンデワからの伝言をカセット・テープに吹き込んで、
4ィプラヒム・タッカー、2009年11月23日、マトゥノ咤5ボンス県に駐屯する人民軍とコンデワの間で停戦交渉がもたれたこともある(1997年8月)(Smith et al.
204:443-444)。
6ヵレ村で加入儀礼を始めたラハイ 。バングラとは別人。7この加入儀礼は内戦地図報告書でも言及されている(Smith et al.2004:444)。
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彼らに持たせた。8
この証言によると、ティフンから派遣された使者の中には、シエラレオネ特別裁判所に訴
追されたモイニナ・フォファナの名が含まれている。モイニナ・フォファナは1950年にポ
ンス県で生まれた。内戦前に商人となったフォファナは読み書きができないにもかかわら
ず財を築き、内戦中にはカマジョー に資金を援助するまでとなった(Kelsal1 2009:37)。
ティフンから派遣された使者は数か月の間、ジェンデマで活動していた。イニシエータ
ーであつたドクター・マンサレー とラハイ・バングラはジェンデマを拠点に加入儀礼を行
った。モイニナ・フォファナはジェンデマ 0カマジョー にてボンス県のカマジョー をまと
め上げる役割を負つた9。 ジャヤ 0カマラは倉庫の管理を行つた。
ノーマンはジェンデマで活動していた頃からボンス県の動向には注目していたという
(TRC 3A 2004:271)。ある時からヘリコプターでしばしばティフンを訪れるようになった。
突然移つたわけではない。訪れては状況を窺っていたようだ。ティフンのカマジョー は言
う。
我々が使者を派遣した三か月後、ヘリコプターがやってきた。我々が送った使者はノーマンととも
に帰つてきた。武器弾薬もいつしょに積んであった。ノーマンは「武器弾薬の代償として私にはマ
ン・パワー が必要なんだ」と言つた。その後、しばしばノーマンは訪れたが、やがて滞在するよう
になった。我々はノーマンに家を提供した。Ю
ノーマンとECOMOGの間で基地移転についていかなるやり取りがあつたのかについては筆者
は調査することができなかった。ただし、リベリアが後方基地として使いづらくなってき
たこと、およびジェンデマ・カマジョー のこう着状態を見るとECOMOGからの了承も取れて
いたものと思われる。いずれにせよノーマンはティフンのカマジョーヘと移 り、ECOMOGか
らの支援はヘ リコプターでそこへ運ばれることとなった。
ティフンか らやってきた使者やイニシエーター も引き上げていった。また、一部の者は
ノーマンとともにベース・ゼ ロに渡つた。以下はノーマンとともにベース・ゼロヘ付いて
行つたカマジョーの語 りである。 .
525事件の後、RUFの司令官に目をっけられ、シエラレオネから脱出した。リベリアに渡り、ノー
マンに会うことができた。XX学園 (XX Institute[伏字])でノー マンに会つた。XX学園には、11´ 月末くらいまでいた。…ある時、ノーマンは我々に新しい基地の準備を手伝わないかと誘ってきた。
その時、ベース・ゼロについて初めて聞いた。11月にヘリコプターにのリベース・ゼロまでいった。
(SCSL 2005年2月17日)
モンロビアの地下組織から参加したルメやハーディンもノーマンとともに、ベース・ゼロ
ヘと渡つている。カバー大統領によリリベリアヘと派遣されたM.S.ドゥンプヤも同様にベ
ース・ゼロヘと渡つた。
(3)残されたジェンデマ・カマジョー
ノーマンが拠点を変えたことによリジェンデマ・カマジョー はカマジョー の運動の中心
8ハロン・コリアー(Haloon colHer)、2009年H月21日、タリア.9スパロー、2012年9月15日。
Юハロン・コリアー、2009年H月21日、タリア。
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から外れた。ジェンデマ・カマジョーの幹部タッカーは「ノーマンは我々をのけ者にした」
と述べた。                                 '
なぜベース・ゼロがベース・ゼロという名になったのか分かるか.我々 〔ジェンデマに集まったカ
マジョー 〕はペース・ワンと呼ばれていた。ひとつめの基地という意味だ。ノー マンはジェンデマ
を拠点にCDFの活動を拡大しようとした。だが、ノー マンは新しい拠点を見つけた。今度はそこを
拠点としようとした。1の前はゼロだ。簡単な算数だ。彼は新しい拠点をベース・ゼロと名付けた。
しかし、「第ゼロ大隊Jとは呼べない。だから、第一大隊という呼び名を我々から奪つた。ノー マ
ンはベニス・ゼロを第一大隊とし、我々を第二大隊と呼び始めた。だが、ベース・ゼロの連中は、
組織化されていない。それに対して我々は命令系統を確立した。我々の方が優秀だつたんだ。H
タッカーは第一大隊長から第二大隊長となった。ジェンデマ・カマジョー からECOMOGへの
支援も減つた。ECOM∝からカマジョー ヘの支援物資はECOMOGナイジェリア大隊総司令部で
あるリックス学園からヘリコプターでベース・ゼロヘと運ばれた。ジェンデマ 0カマジョ
ーは引き続きモンロビアの ECOl10Gから支援物資の要請はできたがその量は減つたという。
エディは以下のように語る。
ジェンデマの軍人 〔カマジョー 〕はそのままジェンデマに残された。最初は武器が不足した。我々
'  はECOMOGにダイヤモンドを売つて物資を補足するようになつた。しかし、皆にそれを知られたくは
なかった。そのため、周りのカマジョー にもそのことは隠していた。12    1
第2節.ベー ス・ ゼロの活動
(1)ティフンからタリアヘ
ノーマンが来たことによリティフンはベース・ゼロと呼ばれるようになった。しかし、
ティフンがベース・ゼロと呼ばれた期間は一か月もなかったという。ティフンを拠点とし
ていたカマジョー はヨベコ・チーフダムのタリア(Talia,Yawbeko ChiefdoOへと移動を余
儀なくされたからである。タリアはティフンから10 kmほどのところにある町である。ティ
フンからタリアに移つた理由についてアルバー ト0ナロ(Albert Nallo)という人物がシエ
ラレオネ特別裁判所で証言している。|
〔ティフンのある〕ソビニ・チーフダムのパラマウント・チーフ、スティー ヴン・ウィニー ・ピオ
4世(Steven wOnnie Blo IV)はコンデワを含めたすべてのカマジョー を追い出した。コンデワは悪
いことをたくさんしたのでチーフに言い訳できなかつた。例えば、加入儀礼の中で「カマジョー 待
ち伏せ」(Kamajor ambush)というものがあつた。それを突破できない者は目をつぶされ、離れた場
所に連れて行かれて焼かれた。…また、加入儀ネLの別の段階では、受礼中の者が二列に並ばされ、
・  次々と投打された。地面に崩れた者は失格となった。失格になった者は殺されて焼かれた。…結社
のために使う灰を作るために、ある男が焼かたこともある。人を焼くことによつて作られる灰は「テ
11イプラヒム・タッカー、2009年■月23日、マトゥル.
"エディ・マサレー 、2010年12月30日、ジュリン。同様の証言をタッカーも行つている (2009年11月
23日)。 逮捕されていたスパローは、筆者によるタッカーの聞き取り調査に同席した。ダイヤモンドを売
つていたことをその時初めて知ったという。ちなみに、スパローとタッカーは仲良しである。まさに気の
置けない友人という間柄だ。
9章 ペース・ゼロ
ヴィ」(tevl)と呼ばれた。イニシエーターやそのキャビネット13はその灰を用いて儀礼をおこなつ
た。受礼者の体にそれをつけるのだ。そうした殺人行為を知ったパラマウント・チーフは「コンデ
ワよ、私のチーフダムから君の集団を連れて出て行きたまえ」と告げた。そうしてカマジョー はタ
リアヘと移つた.
(SCSL、2005年3月10日)
この証言をしたナロは、ティフンに来る前、ママ・ムンダ (イニシエーター)の部隊にい
た。5'お事件後、ママ・ムンダの部隊はティフンのカマジョー と協力することになり、ティ
フンまで来ることになつた。高齢であつたママ・ムンダは残し、彼女の下にいた 300名ほ
どの部隊がティフンヘと移つたという“。ノーマンが来る前のことである。ナロがティフン
に滞在したのは数週間にすぎなかった。ナロもカマジョー の移転命令とともにタリアヘと
移つたという(SCSL、2∞5年3月10日)。
ティフンの後継地として選ばれたのがタリアであつた。筆者はタリアを選んだというカ
マジョー に話を開くことができた。この話を語つた人物はモヤンパ県バンタ・チーフダム
KBanta chiOfdm,Moyamba District)の支配家系出身である。ここでは、この人物がカマ
ジョー になるまで経緯も併せて記しておく。
私は525事件のとき、フリー タウンのパデンパ通りに住んでいた。当時、学生運動家として活動
していた。目をつけられていたため危険だと思い、まずは、この宿 〔筆者の泊まつている安宿〕
に逃げた。しかし、この宿も危険だと思つた。兵士がガールフレンドを連れ込んでいたからだ。
その頃、町中で略奪が行われていた。数日間、宿に身を潜めていたが逃げきれないと思い、自分
. の出身地であるバンパ トゥCCbangbantoke,3anta Chiefdompに逃げた。すでにバンパ トゥにはカ
マジョー がいた。私もそこに参加した。
カマジョー を率いていたのはパラマウン
ト・チーフのトミー ・パラCTomy Cbara)
である。加入礼儀はバンパ トクでアリ
ウ・コンデワから受けた。バンパ トゥと
ティフンはそれほど遠くない。バイクや
車で行き来できる.コンデフは我々とと
もに多くの時間を過ごした。ガールフレ
ンドをあてがい車を自由に使わせた。彼
もバンパ トゥを気に入つていたと思う。
…私はカマジョー の強化のため、何とか
しようとした。フリー タウンにいた頃、
知り合い友人となった英国軍の退役兵に
アドバイスを受け、基地を選んだ。最初
はバンパ トゥが適していると思つたがタ
リアを見たとき、そこが友人のアドバイ
スと適合していると思つた。タリアには
ヘリコプターが離発着できるグラウンド
13証言者ナロは、その当時のコンデフのキャビネットを列挙している。シェイク・ポンポワイ(Sheku
Bumbuwai)、カモ・ポニtKamoh Boni)、カモ 。フワード(Kamoh Fuwaめ、ジプリラ(Gobrilla)、C.0.マコ
シC.Q MakkOsi)、ハ リー ・ナモイCHal■o Namoi)、ウーディ(Woodie)である(SCSL、2∞5年3月10日、
29ページ)。
14 scsL、2005年3月10日、15-16ページ。また、筆者がナロに対して聞き取り調査を行つたとき、彼は同
様のことを語つた。2011年■月8日、フリー タウン.
目0-1.タリア (ベー スゼロ)の位置
(出典)
http://―。cbsnews.com/2100-502203_162-335
2253.htn
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があつた。近くに川が流れ、近隣にポンプ付き井戸もあり、水が大量に確保できた。これなら戦
闘員を大量に逗留させることができる。そこでタリアが基地として適切だと判断した。コンデワ
にヨベコ・チーフダムのパラマウント・チーフとの交渉を進めさせ、基地としての使用許可を得
た.…ヘリコプターでやってきたノーマンは基地として適するかどうか見て回つたが、芳しい反
応は示さなかった。「もし来るなら2日後に来る」と言い残し、リベリアヘと帰つていつた。2
日間来なかった。諦めてバンパ トゥに帰つた後、ノーマンがヘリコプターでタリアまで来たとの
知らせを受けた。…私はヘリコプターでリベリアヘと行き、そこで2日間滞在した。モンロビア
で必要な衣類などを買つた後、どのような支援が必要なのかを議論した。2日後、イギリスに住
むガールフレンドが送金してくれた4000ドルを引出し、そのほか資金や医薬品を持つてタリア
・ に帰つた。15
彼の話からは2つのことが確認できる。第一に:カマジョー がゆるやかに連帯を持つてい
ることがわかる。この語りでは、バンバトゥのカマジョー はパラマウント・チーフのもと
に組織されている。その一方、このカマジョー は、複数のチーフダムからカマジョー が集
まり形成されていたコンデワらのカマジョー 集団とも関係を持つていた。第二に、ノーマ
ンが当初はリベリアとポンス県を行き来していたことである。ノーマンがボンス県に移り
すんだのは、ティフンのカマジョー集団がタリアヘと移つて以降のことである。
ノーマンがボンス県に移つたあたりから、アリウ・コンデワは司祭長(High Priest)と呼 .
ばれるようになり、ノーマンの腹心として意思決定に関わるようになった。
こうしてティフンに代わり、タリアがベース0ゼロと呼ばれるようになった (写真9-1)。
「我々は場所に依らず、ノーマンが滞在した場所をベース0ゼロと呼んだ」とベース・ゼ
ロのカマジョー は述べる。タリアには周辺のチーフダムから避難してきたパラマウント・
チーフらも滞在することとなった。 ノーマンが移 り住んだことによリタリアはAFRC/RllFと
の戦いの拠点となつた (写真 9-2)。
(2)ベース・ ゼロとその他のカマジョー集団
タリアのカマジョーは、各地のカマジョー集団と連携を保つこととなる。 ノーマンが リ
ベ リアにいた頃と同様、ECllMOGからの支援物資は各地のカマジョー集団へと分配された。
それによリノーマンを頂点に据えるベース・ゼロに、各地のカマジョー集団が従属すると
い う体制が構築されることになる。
ノーマンは、各地のカマジョーにタリアヘと集まることを呼びかけた。それは人づてで
広がった。ノーマンの呼びかけに応 じて各地のカマジョーはタリアヘ と人を派遣 した。
く当時、ポー市に住んでいた十代後半の男性>
ポー市はメンデ人の町だ。525事件以降、国軍とカマジョー は対立していた。若い男性がポーの
町にいるのは危険だつた。年配の人や女は問題ない。しかし、若い男性はカマジョー だと疑われ、
迫害を受けた。国軍に知り合いがいない限り、残るのは危険だらた。だから、私も自分のチーフ
ダムに帰ることにした。そのチーフダムで暮らしたことはないが、自分の父母がそのチーフダム
出身であつた。学校が休みの時などは何度もそこで過ごしている。その頃、私はポーでポーイス
カウトで活動していた。負傷した軍の手当などの活動をするんだ。疑われないようにポーイスカ
ウトの制服を着て町はずれにある軍の検間を越えた。荷物を持つと疑われるため手ぶらだつた。
必要な荷物はガールフレンドに持ってきてもらい、検間を越えた場所で受け取つた。そして出身
のチーフダムヘ向かつた。…出身のチーフダムでパラマウント・チーフの推薦を受け、他の村人
"20H年10月7日、フリー タウン.
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とともにママ・ムンダの元へ向かつた。彼女から加入儀礼を受けた後、チーフダムに戻つた。戻
つて数週間もしないうちに、タリアヘと行くように言われ、チーフダムのほかの若者とともに徒
歩でタリアヘと向かつた。タリアでノーマンが呼びかけていることは噂となっていた。お
くモヤンパ県で一般住民だつた男性>
AFRC政権期、逃亡してきたカマジョー が村にやつてきた。そこに加わり彼らとともにベース・ゼ
ロに行つた。審査を受け、カマジョー となった."
こうして各地から集まったカマジョー に対してベース・ゼロでも軍事訓練が行われた。た
だし、ジェンデマでの軍事訓練と比べると質が低かつたようである。ジェンデマではECOMOG
から軍事訓練を受けたという者が多数いた。それに対して、ベース・ゼロでは武器の数が
不足し、戦闘や武器のノウハウを有する者が少なかったといわれる。「タリアでの軍事訓練
は武器ではなく、棒を使つていた。軍事訓練とはいえるシロモノではない。」と語るカマジ
ョー もいたお。
各地のカマジョー はベース・ゼロに対して戦闘員を派遣しただけではない。各地のカマ
ジョー とベース0ゼロは連帯が作られることになった。ノーヤンがベース・ゼロヘと落ち
着いた後、何人かの影響力を持つ人物がメンデ・ ランドをオートパイで回り、ベース・ゼ
ロとの協力を呼びかけた。そうした人物の中にはカバー政権下で国会議員であつたダラミ
ー・ロジャーズ(Daramy Rogers)の他、ジョージ・ジャンパワイ(George Jambawai)(詳細
不明)やアルバート・ナロ (ママ・ムンダのもとからティフンヘと移つた上述の男性)が
いる。それに応じた各地のカマジョー 集団はベース・ゼロヘと人を派遣した。その中には
ベース・ゼロで戦闘員として活動する者の他に、ベース・ゼロで武器弾薬の支援を受け取
り、それを自身のカマジョー 集団に持ち帰るものもいた。このようにしてベース・ゼロは
各地のカマジョー 集団をクライアントとして接合していつた(Hoffmam 201lb:136)。
各地のカマジョー 集団とベース・ゼロとの連携は、各地のカマジョー がベース・ゼロヘ
と連絡係を派遣することで保たれた。シエラレオネ特別裁判所でも、ノーマンによつて「CDF
チーフダム・アドバイザー」(CDF chiefdom advisor)に任命されたというジャイマ・ボン
ゴ・チーフダムのカマジョー が連絡係の役割を語つている。
私は頻繁にジャイマ。ボンゴ・チーフダムとベース・ゼロを往復した。当チー フダムのカマジョー
の活動を監視するとともに、情報をベース・ゼロの当局(authority)へと持ち帰るためである。
、              (SCSL、2006年10月5日)
このカマジョー はノーマンとコンタクトを取るためにベース・ゼロを訪れた。それ以来、
チーフダムとベース・ゼロをオー トパイで往復し、情報をやり取りしたという。さらに、
シエラレオネ特別裁判所における別の証言では以下のように述べられている。
すべてのグループ 〔本研究のいう「カマジョー 集団」〕はベース・ゼロに司令官を派遣していた。
彼らは国家調整役 〔ノーマン〕からの支持を受け取るために滞在していた。彼らが来たときはその
ようなものでも与えられた命令は、自分の戦問集団に持ち帰つた。
(SCSL、2004年■月17日、11ペー ジ)
イプラヒム・スクエア、2012年9月10日、モンロビア。
「コプラJ(プッシュ名)、 2008年10月18日、モンロビア.
アルバー ト・ナロ、2011年11月8日、フ リー タウン。
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ベース・ゼロのカマジョー から各地のカマジョー 集団へは支援物資が提供された。ECOMOG
からの支援物資はモンロピアにあるECOMOGナイジェリア大隊総司令部 (リックス学園)か
らヘリコプターでベース・ゼロヘと運ばれた。ヘリコプターの発着場として小学校の庭が
使われた (写真 9-3)。その物資を管理していたのは、リックス学園から移動してきたムス
タファ・ルメであつた。ノーマンと共にベース・ゼロに来たルメは、NGOを運営していたと
いう実績もあり、物資の管理をするのには、格好の人材だつたのであろう。シエラレオネ
特別裁判所でも「空路で運ばれた物資の管理をルメが行つていた」という証言がある(2006
年2月17日、2006年10月5日)。 ヘリコプターで運ばれた物資はタリアの町の集会所に保
管された。武器弾薬倉庫と食糧倉庫があつたという。副戦争長(Deputy Director of War)
の地位にあつたムサ・オリンコ(Musa Orinco)が武器弾薬を補完する倉庫の管理を行つてい
た(SCSL 2004年H月16日、70ページ)。 また、食糧倉庫の管理を行つていたのがジャヤ・
カマラ(」aiah Kamara)である(SCSL、2006年2月16日)。 彼は、ノーマンを呼びに、ティフ
ンからジェンデマヘと向かつた使者の一人であつた。ノーマンがベース・ゼロヘと戻るま
で彼はジェンデマでも倉庫番をしていた"。ベース・ゼロでも同じ役割を負つたといえよう。
倉庫番をしていたといえども彼は後述の「戦争委員会」(war council)の一員であり、何ら
かの影響力を持っていたと思われる。
一方、支援を受けたカマジョー 集団では、特定の人物が支援を通じて力をつけることに
なつた。例えば、パングマ(Panguma)(ケネマ県)の町のカマジョー を牛耳つたのはムサ・
ジュニサ(Musa Junisa)という若い男性だった。525事件の時、パングマには十分な武器は
あつたが重火器が不足していた。そこでムサと数人のカマジョー はジェンデマヘと赴き、
そこで 1ダー スの携行式ロケット弾を受け取つている。その後、彼らはベース・ゼロにも
赴き、そこでAK-47やG3ライフルの弾倉を受け取つた。ムサはその武器を用いて従属者を
獲得し、立場をさらに盤石なものとした。
(3)ベース・ゼロの組織の在り方
ベース・ゼロでの活動は統制がとれず、カニバリズムを含めた人権侵害が多く発生し
ている。シエラレオネ特別裁判所でもベース・ゼロで起こった出来事が裁判の争点となっ
ている。ジェンデマにおいてノーマンは、自身の命令を恣意的に行使することはできなか
った。それに対してべごス|ゼロではトップに君臨し、恣意的な命令を行使した。命令系
統は整備されておらず、上意下達のチャンネルが機能していなかつた。ベース・ゼロに滞
在したパラマウント・チーフはベース・ゼロの命令系統について以下のように述べている:
ベース・ゼロでは効率的な命令系統が整つていなかった。皆が「司令官」(conmlander)と名乗るの
だ。軍事展開をコントロー ルしている人物はなかった。それぞれが「我々は、どこどこへ展開しな
ければならない」と言つた。同じ地域の展開について、15名ほどが、好き勝手に命令を下すのだ。
司祭長も、そのうちの一人だつた。…司祭長 〔アリウ・コンデワ〕も戦争担当長 〔モイニナ・フォ
ファナ〕も、英語については文盲であつた。読み書きのできる者について文句をいっていた。「戦
争は書類上で起こっているのではない。武器を使い、敵を攻撃するのが戦争なんだ」と。無計画で
それが行われた。
(SCSL、2005年2月17日、筆者による要約)
この証言からもわかるように、シエラレオネ特別裁判所に訴追された二人はベース・ゼロ
"ジャヤ・カマラ、2009年11月12日、タリア。
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の意思決定に深くかかわつた。ベース・ゼロでの軍事活動ではノーマンが トップに立ち、
アリウ0コンデワ、およびモイニナ・フォファナによる意思決定が行われた。ジェンデマ
から帰つてきたモイニナ・フォファナは、各地の連絡係から軍事作戦の報告を受け、武器
弾薬を含む必要な後方支援を提供 したと言われる。また、独自の部隊も有していたという
(“Monina Fofana" no d。)。 その他にも、何人かの司令官が意思決定に参加していたとい
われる。
以下の証言はベース・ゼロの意思決定について上述のパラマウント・チーフが証言した
ものである。
ノー マンは戦間に関わる人とのみ打ち合わせを行つた。そこに参加していたのは、コンデワやモイ
ニナ。フォファナの他、ポボ・タッカー(Bobor Tucker)、ジム。パヤマ(Jim Bayama)といった司令
官がいた。彼らは無計画に戦間を行つたので、我々はいくつかの提案を彼らに行つた。書類を書い
たうえでロー カル言語で説明の長けた人物が彼らに説明した。しかし、彼らはそれに応じずに戦争
を思うように遂行した。彼らは全く書類や記録を残さなかった。
(SCSL、2005年2月17日、筆者による要約)
ベース・ゼロのカマジョーは命令系統を欠き、それが混乱を生じさせた事例はシエラレオ
ネ特別裁判所においてアルバート・ナロにより証言されている。
くアルバート・ナロによる証言①>
プンペ・チーフダム(Bumpe Chiefdom)〔ポー県〕やシェング・チーフダム(Shenge chiefdom)〔モ
ヤンパ県〕では、カマジョー が略奪をし、家を焼き始めた。県の担当官もコントロー ルを失つてい
た。ノーマンがヘリコプターでやってきて、彼らを脅すとようやく事態は収まった。
(SCSL、2005年3月10日、筆者による要約)
<アルパート・ナロによる証言②>
ジョー という司令官がいた。彼はペテウォマ(Kpetewoma)〔ポー県〕の町を支配していた。ジョー
は、人々からモノやカネを奪つた。我々は、そのカマジョー を攻撃し、カネを取り上げた。私は彼
に言つた。「このチーフダムは私が生まれてチーフダムだ。ここにいる人々は、私の仲間だ。私は
作戦長(Director of Operation)だ。君の上司だ。君は人々に悪いごとをしたJ。 私は、彼を縛り上
げ拘束した。      I
(SCSL、2005年3月10日、筆者による要約)
これ らの証言からも、ベース 0ゼロは各地のカマジョー集団を従属 させていたものの、
十分な統制がとれていたわけではなかつたことがわかる。
ベース・ゼロでの活動は、反徒の「協力者」に対する始末も含まれていた。反徒と協
力 した民間人がいることが報告されると.、 カマジョー/CDFは「協力者」(collabOrator)
を始末 しにいつたとい う。シエラレオネ特別裁判所においてナロは多数そ うした事例を
証言 している (2005年3月1日)。
● モイニナ・フォファナは、私と2人の男をドド・チーフダム(Dodo chiefdom,Bonthe District)
に派遣した。彼らはプッシュに隠れており、村には誰もいなかった。我々は「ノーマンが君たち
を守るため我々を派遣したJと伝え、彼らをブッシュから出てこさせた。そこで改めて「我々は
お前たちが反徒だという情報を受けとつた。国家調整役 〔ノーマン〕はお前らを根絶やしにする
ため、我々を派遣した」と述べ、15名以上を殺した。
シェング(Shenge,Moyamba District)にプリマ(Brima)という男がいた。ノーマンは彼の家を焼
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き払い、彼を殺害することを命令した。その家では軍政軍が時間を過ごし、食事をしていたから
である。我々は彼の家を焼いた。彼を見つければ殺さねばならなかった。幸い彼は現れなかった。
● 私とカモ・プリマ・バングラ (イニシエーター)はソジア村(Sorgia,Lower Banta ChieFdom,
Moyamba Sitrict)に行つた。プリマ・バングラは一人の男を指さし、「こいつは反徒の協力者だ。
こいつはRUFの事務官(secreatry)だJといつた。我々は彼を縛り上げ、耳を切り落とし、プラ
スチックを燃やして彼の体にたらした。我々は彼の家を焼き、母親を殺した。もう十分だろうと
'彼は生かしておいた。彼はまだ生きている。
このようにカマジョー /CDFは住民が軍政軍や反徒と関係を持つことを厳しく取り締まった。
そのことが CDFの残虐性を増幅させたという理解もある。こうした「協力者」の情報は各
地のカマジョー 集団の連絡係によってもたらされていた。
こうした無計画な作戦により、それまで傍観者の立場を保つてきたチーフや長老層、知
識人たちは「戦争委員会」(War Council)の設立を提案した (TRC 3A 2004:278)。その提
案にかかわつたパラマウント・チーフは以下のように述べる。
ベース・ゼロには、私を含め、読み書きができる者が数名いた。パラマウント・チーフであるチャ
ールズ・チョー カーCharles caulker)や」・ウイリアム・チー(Jo Winianl Qee)、国会銀のアル
ハジ・ダラミー ・ロジャーズ(Alhaji Daranly Rogers)〔カパー亡命政権からベース・ゼロヘ派遣さ
れた〕らである。我々は識字者から成る「戦争委員会」の設立をノーマンに提案した。それぞれ特
定の地方を担当する者が委員として割り振られた。例えば、北部地域の担当はM.S.ドゥンプヤだ
った。ロジスティックスを担当するムスタファ・ルメもその委員だった。
(SCSL、2005年2月17日)20
戦争委員会には、モンロビアから連れてきた人物が何人か参加している。カバー大統領か
らリベリアヘと派遣されたMo Sドゥンプヤ、モンロビアの地下組織に参加し、ロジスティ
ックスを担当することになったムスタファ・ルメ、スパローの父が運営する会社の社員だ
ったハーディンも含まれていた。いずれも読み書きができる人物である。
しかし、この委員会は名目上でしかなく、実際の意思決定はノ,マンやコンデワによつ
てなされていた:シエラレオネ特別裁判所でも「ノーマンは戦間に関わる人員のみと会議
を持つた。戦争委員会の委員は参加をほとんど許されなかった」でも証言されているし
(SCSL、2005年2月17日)、 副作戦長(Deputy Director of Operation)のナロも戦争委員
会が命令する権限を有しておらず、すべては「すべてがノーマンから命令されました」と
答えている (SCSL、2005年3月10日)。
ベース・ゼロによる作戦はノーマンの個人的な思惑が含まれたものもあつた(Hoffman
2004b)。彼は自己の目的のためにカマジョー をしばしば利用したという。例えば、ベース・
ゼロのカマジョー はコリボンド人としばしば攻撃を仕掛けた。コリボンドはノーマンが代
理チーフを務めたジャイマ・ボンゴ・チーフダムにある町である。ノーマンの前任者であ
るBo A.フォディ・カイ(Bo A.Foday Kai)の任期に、ジャイマ・ボンゴ・チーフダムは2つ
のチーフダム (ボンゴ・チーフダム[Bongor chiefdom]とジャイマ・チーフダム[Jailna
Chiefdom])が合併することにより作られた。コリボンドは前者の、テルは後者の中心地で
ある。ジャイマ・ボンゴ・チーフダムが作られた時、テルがその中心地とされた。しかし、
それは一時的な措置であつた。しかし、ノーマンが代理チーフとなった時、引き続きテル
20ルメが戦争委員会の委員であること、また、戦争委員会が機能をしていなかつたことは、2005年3月10
日の証言でも言及されている。
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を中心地とした。それがコリボンドの長老層の怒りを招いたという。ゆえにノーマンとコ
リポンドの伝統的権威と関係はよくなかつたという(Hoffman 2007b:648、SCSL。2006年1
月30日21)。
筆者はあまリベース・ゼロのカマジョーから経験を聞くことができなかったが、ヘリコ
プターの運営管理を担当したというカマジョーに話を聞くことができた。先ほど紹介した
タリアを基地として選んだカマジョーである。このヘリコプターの操縦をしていたのは外
国人である。英国軍にいたフィジー人で退役後シエラレオネで働いていたとい う。この操
縦士はノーマンが代理チーフであったジャイマ・ボンゴ・チーフダムで活動する採掘企業
の治安業務にあたつていた。このカマジョーはノーマンが閣僚入りした時のパーティーで
この外国人と知り合つた。525事件後、このカマジョーは、このフィジー人に対しギニアに
いるノーマンとコンタクトを取るように依頼したという。その後、彼はチーフダムヘと戻
り、カマジョーとなった。ギニアで何が起きたかは調べることができなかったが、ノーマ
ンがリベリアからティフンヘと来たとき、そのヘ リコプターを操縦していたのが彼だつた
という。このカマジョーはその後、外国人操縦士とともにヘ リコプターに乗り、その運営
管理を行つた。彼は自らの業務を以下のように説明した。
いかなる物資が必要なのかを把握し、着陸のために安全を確認するのが私の仕事だった。着陸でき
る条件として、土地が安全であること、人がいること、物資を搬出した後、保管できる場所がある
ことである。VHF〔無線〕をあてがわれ、各地とコミュニケーションをとつた。BBCのジャーナリス
トをベース・ゼロまで運んだこともある。ヘリコプターには人だと58人、食い物だと50kgの米袋
を50袋運ぶことができた。…コリポンド(Koribundu、ポー県)ではカマジョーが反徒を追った。す
ると反徒は、近くのティメイ村 〔場所不明〕に逃げ込んだ。ヘ リコプターで7人を回 りこませた。22
カマジョー /CDFが有するヘリコプターは当時、この一機だけだつたという。ヘリコプター
はモンロビアからECOMOGの支援物資を運んだり、ノーマンや Mo S.ドゥンプヤといった幹
部の移動に使つたりされた。ベース・ゼロの幹部は、ヘリコプターを用いることでアクセ
スの悪いタリアから、リベリアやギニア、そして AFRC政権期を通して ECOMOGの支配下に
あったルンギ国際空港を行き来することができた。こうした人物がECOl10Gやカバー亡命政
権と調整を担い、カバー政権復帰のための本格的な軍事活動が行われることになる。
第3節.カマジョー/ECOMOGの蜂起～カバー政権の復権
カマジョー/CDFの戦闘は上述のように問題のあるものであったが、ECOMOCの支援を受け
AFRC/RUFと対峙している。ECOMOGの支援を受けたカマジョー/CDFは、AFRC/RllFに対して
大きな作戦を二つ行つている。本節では、これらの作戦を通してカマジョー/CDFがAFRC/RllF
を駆逐するまでのプロセスを確認する。
(1)黒い12月作戦
1997年H月以降、ECOMOGはカマジョー/CDFを巻き込みながら、カバー政権復帰に向け
た本格的な軍作戦を開始する。そのうち一つ目の作戦が「黒い 12月作戦」(OperatiOn Black
December)と呼ばれる作戦である。この作戦はH月から 1月まで続いた。この軍事作戦に
先立ち、ECOMOGはカバー亡命政権やカマジョー/CDFと入念な打ち合わせを行っている。そ
aノー マンによる証言。2220H年10月7日、フリー タウン。
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の打ち合わせはヨナクリにて開かれ、カバー大統領、在ギニア 0シエラレオネ大使、フリ
ータウンのECOl10G司令官たち、ノーマンを含めカバー政権の何人かの閣僚が参加している。
ベース・ゼロを拠点とするノーマンはヘリコプターを利用し移動したのである。真実和解
委員会によると、黒い 12月作戦実行のため、ECOMOGは武器弾薬をカマジョー/CDFに支援
したという。この作戦の目的は AFRCの供給ルー トを遮断することであつた(TRC 3A 2004:
283-284)。AFRC/RllFの駐留地は都市部にあり、その実効支配地域は都市部に限られている。
彼らからの供給はフリータウンから派遣されるコンボイに頼つていた。それを断ち切ろう
というのが黒い 12月作戦であつた。
ノーマンはBBCラジオのニュース番組を通して、黒い 12月作戦の実施を宣言した。ラジ
オからは「いかなる車も幹線道路を通ることは許さない。もし、そこを通れば、命の危険
をさらすことになる」と告げるノーマンの声が流れた(SCSL、2005年3月10日)。
黒い 12月作戦はベース・ゼロだけではなく、その他のカマジョー 集団をも巻き込んで遂
行された。作戦の実行命令は各地のカマジョー集団の連絡係が持ち帰つた(SCSL、2005年3
月 10日)。 また、ラジオでの宣言を通じて各地のカマジョーは命令を「受け取つた」。ラジ
オは同じ勢力の戦闘員に作戦を伝えるという役割も果たしたのである。ベース・ゼロのカ
マジョーは黒い 12月作戦について以下のように述べた。
我々はポー=フリー タウン幹道(Bo―Freetown Highway)で待ち伏せし、軍の車を襲撃した。そうす
れば国軍はフリー タウンからボーヘと物資を運ぶことはできない。ボーヘ運べなければ、以遠の場
所へも供給ができなくなる。しかし、二週間もすると食料も弾丸もなくなった。一度、ベース。ゼ
ロに帰つた。そのあとの攻撃を少しずつ行つた。この攻撃にはECOM∝は参加していない。カマジョ
ーだけの作戦である。23
この証言によると作戦はカマジョー/CDFによつて行われ、ECOl10Gは実戦には関わつていな
かった。
真実和解委員会では黒い 12月作戦に巻き込まれた一般人の語りがある。
H月2日のことでした。私は、ケネマからボーヘと国営パスで移動していました。…乗客は30人
ほどいたと思います。…10時ころ、PRC〔対戦車ロケット郷弾〕が撃ち込まれ、ドライパーの首が
吹き飛びました。即死です。パスは走り続け、大きな木にぶつかりました。…数百ものカマジョー
がパスを取り囲みました。我々はパスを降りるように命令されました。カマジョー は橋まで我々を
運行しました。司令官と思しき人物がモトロー ラ 〔原注一無線機〕を取り出し、ヒンガ・ノー マン
とコンタクトを取 りました。その時、ノーマンはモングレ(MOnghere)〔ポー県〕にいたようです。
ノーマンは皆殺しにせよという命令を出しました。橋の向こうに大きな穴がありました。司令官は、
すべての男に一列に並ぶよう指示しました。女性も別の列を作るように指示されました。4人のカ
マジヨ~が刀や短剣で人々を殺 し、穴に投げ入れました。私は男の列の最後でした。私を殺そうと
したとき、私は自分で呪術を使い、姿を消しました。
(TRC 3A 2004: 284)
上述の語りで示されているように黒い12月作戦はすべての交通を遮断するというものだっ
た。作戦は 1月まで続いた。作戦中、大規模な略奪が行われた。特に農業施設が襲われ、
収穫物が多く盗まれたという。作戦に参加したカマジョー は「〔食料を調達するためではな
く、〕作戦のためだけに我々は収穫物を奪い取つた」と証言している (TRC 3A 2004:284)。
23ィプラヒム・スクエア、2012年9月10日、モンロピア.
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(2)ECOMOGによるフリータウンの解放
地方での供給を遮断する黒い 12月作戦に引き続き行われたのが「砂嵐作戦」(OperatiOn
Sandstorm)である(TRC 3A 2005:290).砂嵐作戦にはカマジョー/CDFだけではなく ECOMOG
の実戦部隊も投入されている。この作戦では ECOMOGが中心とな リフリータウンか ら
AFRC/RllFを追い出す と同時 に、ECOMOG部隊の支援 を受 けたカマ ジ ョー/CDFが一斉 に複数 の
都市へと攻撃を仕掛けるというものだった(TRC 3A 2004:290).
まずは、フリー タウン周辺の位置関係を確認しながら、ECOM∝によるフリー タウン制圧
のプロセスを記す。フリー タウンの制圧は、「虎の頭作戦」(OperatiOn Tigerhead)と呼ば
れ、砂嵐作戦の第一段階であった。この作戦はほぼECOMOGによつて実施され、カマジョー
/CDFの関均Lはない。
図 9-2はフリー タウンの周辺地図である。半島の先端にフリー タウン市街が位置する。
その対岸には、ルンギ国際空港(Lungi lnternational Airport)がある。ECOMOGの支配下に
あるルンギ国際空港には、AFRCに反対する警察官や国軍兵士が集まっていた。総勢 172名
の彼 らは ECOMOCのフ リー タ ウン解放作戦 に加 わつた唯一 のシエ ラ レオネ人であつた。AFRC
政権期、Mo S.ドゥンプヤが彼 らに対して軍事訓練を行つた時期もあるという。
1998年2月2日、ECOMOGはフリータウン制圧の作戦を始めた。ルンギ国際空港とフリー
タウンの間には湾があり、陸路で容易にアクセスすることはできない。ルンギ空港からフ
リータウン郊外にある、小さな飛行場のある町ヘイスティングス(Hastings)へとECOMOG部
隊が次々と空輸された。彼らはヘイスティングスからフリータウンヘと陸路で進軍を開始
した。当初は
「
RC/RllFの防戦で苦戦していたものの、2月12日から13日にかけてフリー
｀
タウン主要部はほぼ手中に収めた。AFRCおよび RUFは内陸部へと敗走した(TRC 3A 2004:
291)。真実和解委員会に対してAFRCの戦闘員は以下のように語つている。'
ECOM00は短期間に我々を潰した。彼らはジェット、対戦車砲、装甲車、戦車、なんでも使つた。
AFRCはそうしたものは持ち合わせていなかった。住民のことを考えた我々は撤退することにした。
(TRC 3A 2004: 292)
筆者の調査でもAFRCの戦闘員の声を聴いた。攻撃を受ける中で状況が変わると察した一人
の戦闘員は「ちょつと行つてくる」と部隊を外れたまま、私服に着替え、フリー タウンを
後にしたという。
ECOl10Gは市街戦の際、フリー タウンからヘイスティングスヘと至るルートをあえて無防
備な状態で空けておいた。このルートを通れば、そのままシエラレオネ内陸部へと逃亡す
ることができる。ECOMOGはAFRC/RllFの残滅を図るのではなく、逃がすつもりだつた。平和
維持部隊である彼らは、フリータウンやその周辺の住民を巻き込むのを最低限に抑えたか
つたのだという(TRC 3A 2004:292)。
フリー タウンにいたAFRC/RUFは家族とともにそのルニトを通り内陸部へと逃亡すること
になった。おじさんがAFRCの軍人だつたという男性は、おじさんを頼つてフリー タウンの
軍事施設に暮らしていた。彼もまたそのルートを通つたという。
(3)内陸部におけるカマジョーの蜂起
ECOMOGがフリー タウンを制圧したのと同じ頃、ベース・ゼロやジェンデマ・カマジョー
は一斉蜂起した。フリー タウンに至るまでの各都市を次々と掌握していつたのである。2月
の数週間の間に起きた出来事である。ボー、ケネマ、モヤンパ、コリボンドなどを制圧し
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ながらカマジョー /CDFはフリー タウンヘと向かつた。
フ リー タ ウンが ECOMOGの手 に落 ちてか ら、カマ ジ ョー/CDFが来 るまでのボー の様子が シ
エ ラ レオネ特別裁判所 では語 られ てい る。
ECOM∝力｀フリータウンを掌握 したと聞いたとき、私はボーに住んでいた。その時、軍政軍はボー
の町中にいた。フ リー タウンが落ちた後、彼らはボーから消えたふりをした。近隣の住民は彼らが
いなくなったといつた。町を見ると本当にいなくなつていた。人々は通 りに繰 り出し、軍政軍と協
力した民間人を追い始めた。そこに参加 した多く者は若者だった。彼らは、「協力者」(collabOrator)
を見つけると殺害し、家を焼いた。それはエスカレー トしていつた。彼らはワール ド・ビジョン
(■orld Vision)〔国際 NGO〕のオフィスから品々を持ち出し、放火 した。…カマジョー がやつてき
たのはその後のことだ。金曜日、ボーは若者たちの手中にあつた。土曜日、状況は同じだつた。日
曜日、カマジョーが来た。放火はやんだ。その日、人々は 〔喜びで〕踊り始めた。月曜までそれは
続いた。皆が幸せだつた。しかし、火曜の朝、再編 した軍政軍が戻つてきた。ニューロンドン地区
から砲撃音が聞こえた。その方向から人々が走つて逃げてきた。
(SCSL、2006年9月27日)
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この語りからは軍政軍は、フリー タウンがECOMOGの手に渡つたことを知るとボーを一度は
放棄したことがわかる。その後、カマジョー /CDFはボーヘと入城し、一度は町を掌握した。
しかし、その後、ボーを巡り軍政軍と対時することになった。ボーヘの侵攻についてベー
ス・ゼロのカマジョー は以下のように語つた。
フリー タウン侵攻の時は各都市に一斉に攻撃をかけた。そうすれば、どこからも人員を調達できな
い。それに幹線道路もプロックした。ポー、コリボンド、ケネマなどに一斉に攻撃をかけた.自分
はボーの攻撃に参加した。三日三晩我々は圧力を加え続けた。そして、ついにポーを奪還した。24
この語 りを語つたカマジョーによると最初にポーヘと着いたのは、ジェンデマ 0カマジョ
ーではなく、ベース・ゼロのカマジョーだらたとぃう。彼らはECOMOGの実戦部隊による支
援は受けておらず、カマジョー /CDFによる単独作戦であつた25。それに対して、ジェンデマ・
カマジョーはECOMOGの実戦部隊の支援を受けた。ボーはジェンデマ 0カマジョーの到着の
後にカマジョー/CDFの手に渡つた。ジェンデマ・カマジョーのタッカーは語る。
ベース・ゼロのカマジョー は苦戦していたが我々の部隊が来ることでようやくポーを解放すること
ができた。この経験は我々のほうが優秀であつたことを示している。我々がいなければポーを解放
することはできなかったんだ。26
ジェンデマ 0カマジョー はECOMOGの支援を受けながら、ジンミヘと進軍した。ジンミを
掌握したのちにケネマやボーヘと向かつたのである。ECOMOGの支援についてタッカーは
「我々がジンミを掌握するとECOMOGがジンミに来る。次にジョル(Joru)を掌握すると
ECOMOGがジョルに入るという形で」支援があつたという。前線を切り開いたのはカマジョ
ー/CDF独自の力だったと力説した。ECOMOGはカマジョー /CDFに対する後方支援の拠点を設
けると同時に、掌握地域の確保を確実なものにするためにカマジョー /CDFが解放した都市
や町に駐留した27.
彼らが蜂起の際に最初に戦火を交えたジンミの戦いについて内戦地図報告書は以下のよ
うに記している。
〔カマジョー による〕ジンミに対する最後の攻撃は2月17日に行われた。カマジョー はECOMOG
部隊や国軍部隊 〔カパー政権側についた国軍〕の支援を受けた。この共同部隊はジンミの町へと通
ずるすべての道を封鎖した。撤退を選ばず町に残つたRUF/AFRCと戦火を交えた。この間にフリー タ
ウンではRUF/AFRCが敗走した。時を同じくしてジンミもRUF/AFRCの手から離れた。カマジョーによ
り 1500名の住民が解放された。彼らはRUF/AFRCに性奴隷とされたり、強制労働を強いられたりし
ていた。町の掃除や水および食料の運搬をさせられていたのだ。カマジョーはジンミを基地として
24ィプラヒム・スクエア、2012年9月10日、モンロビア。
25筆者はポーヘの侵攻に関して興味深い体験をカマジョー から聞いた。
ベース・ゼロは居心地が悪かった。多くの破壊行動があったからだ。そこで、我々の部隊はベース・
ゼロを離れて、タンパラ (場所不明)まで行くことにした。しかし、途中で軍政軍に見つかり、ポー
ヘと連行された。ポーでは一週間、収監された。ラッキーなことに、一週間後、CDFがポーヘと攻撃
をかけてきた。
(センシ・コロマ(SenSi Koroma)、20H年1月2日、ポー)
26ィプラヒム・タッカー、2009年H月23日、マトゥル。
27ィプラヒム・ジャロ、2010年12月31日、ポトル。
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そのまま使つた"。 … フリー タウンが陥落するとプジュン県の町は次々とRUF/AFRCの手を離れた。
(Smith et al. 2004)
この記述からもわかるようにジェンデマ・カマジョー はECOMOGの手を借り進軍をした。ジ
ンミからジョルを経てケネマやボーヘと至った。ケネマやボーなどの大都市ではジェンデ
マ・カマジョー とベース0ゼロのカマジョー は合流した。ケネマヘと侵攻したジ土ンデマ 0
カマジョー のタッカーは以下のように語つた。
我 は々ジェンデマからケネマやポー ヘ進軍した。我々はベース・ゼロと違つて厳密な組織体制があ
る。私が第二大隊を指揮し、特別部隊も加わった。BBCではポーでCDFと軍政軍がこう着状態にある
と報じていた。ベース・ゼロの連中は組織化されておらず、なかなかポーを掌握できなかつたんだ。
我々はECOM00とともにポーに加勢した。一部の者にポーを任せ、私はECOMCX3とともに 〔RUFの牙城
だつた〕カイラフン県へと向かつた。我々はセペマ (Segbema)を通 リダルヘと至った。ECOMOCは
ダルに残 り、そこから先は進まなかった。我々はグルにECOM∝を残して先に進み、さらに、カイラ
フン (町名)やコインドゥ(Koindu)〔リベリア国境の町〕を次々と掌握した。それぞれの町の住民
を集め敵を探し出した。"
タッカーの話りによると、カマジョー /CDFはカイラフン県のかなり奥地まで RllFを追うて
いる。一度はリベリア国境沿いのコインドゥを掌握するまでに至った。しかし、その諸悪
は数日にすぎず、ダル,と追い返されたという。
この語りを裏付けるAFRCの戦闘員の語りを得た。この戦闘員はリベリア人であり、すべ
てを捨てリベリアまで逃げようとした。前述した部隊に「ちょつと出てくる」と言い残し、
私服に着替え、フリータウンを出た戦闘員である。彼は乗 り合いバスを使つてカイラフン
の町まで来た。彼がカイラフンに滞在していた時、カマジョー/CDFはやってきた。彼は自
らが経験した「軍政軍 0反徒狩り」の様子を語つた。
俺はカイラフンの町に難民として滞在していた。学校の校庭に皆がいた。カマジョー がやつてき
た。「ホー ー、ホー」と不気味な雄叫びをあげていた。彼らは校庭にやつてきて人々を指さした。
「こいつは国軍だ、こいつはRUFだ」ってね。かなリビピつた。学校にいた者の中には何人か知り
合いがいた。彼らは俺の経験を知つている。何とか見つからずにやりすごせた。30
この語りでカマジョー/CDFとともに人を名指ししているのは地元住民である。カマジョー
/CDFは地元住民を使い、民間人に紛れている反徒を探し出した。シエラレオネの町や村は
小さい。もし反徒が駐留すれば住民はその顔を覚えている。ゆえにカマジョー/CDFは住民
を駆 り出して反徒を探したのである。
一斉蜂起したベース・ゼロやジェンデマのカマジョーは次々と各都市を制圧していつた。
そこに各地で活動していたカマジョーも合流している。以下はスパローの部隊である特別
部隊に加わったカマジョーの語 りを提示した。最初の語 りはリベリアに住んだことのある
シエラレオネ人によるものである、彼はカマジョーになる前、リベリアで戦闘員をしてい
た。           ・
"筆者の調査時、ジンミをバイクで通り過ぎた。スパローが「あれが我々がオフィスとして使つていた場
所だ」と指差した。ジンミで一番大きな建物を接収したという。
"イプラヒム・タッカー、2009年H月23日、マトウル。30タンパ・フォディ(Tamba Foday)、2009年11月10日、モンロピアにて。彼は、同じ時に難民となった
老人がCDFに連行され、片足を切られて放置されたと語つた。
9章 ベース・ゼロ 162
〔当時、別のカマジョー にいたが〕特別部隊に合流した。自分を守るためには強い部隊に入るのが一
番良い。カマジョー にいるより、特別部隊にいたほうがいいと思つたんだ。特別部隊に入ると、カイ
ラフン県まで同行した。特別部隊の大半はリベリア人だ。カイラフン県の人々にとつてリベリア人は
反徒を意味した。私は特別部隊に同行し、そのミッションを住民に説明し、夜襲をかけたり物を奪っ
たりすることはないと約束した3L
この語 りを述べたカマジョーはリベリア人戦闘員に知 り合いがいたことから特別部隊に合
流することとなった。
次に提示するデビッドの語りでも知り合いについていくカマジョーの様子が伺える。
出身地であるモヤンパ市でカマジョー となった。ECOMOCが来たときにはポーにいた。特別部隊も一緒
にいた。私はECOMOGや特別部隊についていきフリー タウンまで行つた.32         .
デビッドのいたカマジョー集団には、特別部隊の戦闘員と親戚だつたカマジョーがいた。
彼は部下とともに特別部隊に付いていつたという。デビッドもその中の一人であつた。こ
れらの事例はパ トロンを乗 り換えるカマジョーの姿を占めている。彼らは一瞬のチャンス
を見つけ、移動した方が得だと考えると移動をした。
各都市を奪還したカマジョーは、各地からフリータウンに運ばれた。フリータウン周辺
で AFRC/RllFの残党狩りを行うためである。フリータウンの郊外の町ジュイ(Jui)がカマジ
ョー/CDFの拠点となった。ジュイはECOMOG部隊が降り立ったヘイスティング飛行場から1
kmも離れていない (図9-2)。作戦当初はヘリコプターを用いて各地からカマジョー が輸送
された。ヘリコプター の運営管理をしていたカマジョー は語る。
1998年の侵攻の際には、人員を各地から「半島」〔フリー タウンが位置する半島〕まで送りこんだ。
ニュー トン (地名)などフリー タウン近郊にカマジョー を下ろした。ルンギ 〔国際空港〕や=ソタウ
ン 〔ジュイの近くの町〕を往復した。燃料はECOMOGから提供された。フリー タウンを掌握した後は、
コックリル(Cockrill)〔フリー タウン市内にある国軍総司令部〕へと着地した。フリー タウン掌握後
もヘリコプター で人員をフリー タウンに輸送した。車での輸送は危険だからである。33
筆者はヘリコプターで輸送されたカマジョーの声も聞き取つている。以下はベース・ゼロ
のカマジョー の語 りである。
1998年、全員同じ日に蜂起する旨が伝えられた。我々〔の部隊〕はプッシュを通つてグルまで行つた。
ダルからはヘリコプター でジュイまで運ばれた。34
その後もフリータウンの治安維持にあたるため、各地のカマジョーはフリータウンヘと運
ばれた。彼らはフリー タウン周辺に残るAFRC/RllFの残党狩 りを行い、半島の治安強化にあ
たった。また、内陸部へと派遣されAFRC/RUFの掃討作戦に従事した。
これによリフリータウンは ECOMOCとカマジョー/CDFの手中に入つた。AFRC/RUFは北部
へと逃げた。ECOMOGとカヤジョー /CDFは北部へと彼らを追った。彼らはマシアカ(Masiaka,
Port Loko District)、マケニ(Makeni,Bombali District)、カバラ(Kabala,Koinadugu
3:「死の司令官J(C。0.Death)(プッシュ名)、 20H年1月2日、ポー。
32デビッド、2008年10月8日、モンロビア。
332011年10月7日、フリー タウン。
34モハメド・ ドゥフイ、2009年H月27日、フリー タウン。
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District)といつた都市部は制圧できたものの、その周辺の農村部は掌握することができず、
AFRC/RUFの存在を許した。AFRC政権期にカマジョーが農村に潜んだのと同じように
AFRC/RUFは農村部で影を潜めたのである。ECOMOGは不慣れな土地での戦闘と後方支援の不
足から苦戦を強いられた。また、カマジョー /CDFにはメンデ・ランドではない北部を知る
者は少なかった。AFRC政権期に、北部民族の狩人民兵が動員されなかったわけではない。
リンパ人であるMo S.ドゥンプヤは北部の民族をCDFに取り組む試みを行つてはいる。戦闘
員を動員し、軍事訂1練を施し、武装化する試みは行われた。しかし、それは特定のコミュ
ニティヘの支援に限られていたという。
ECOl10やカマジョー /CDFは「虎のシッポ作戦」(OperatiOn Tigertail)と称し、北部の制
圧を試みた。しかし、それは功を奏さなかった。以来、シエラレオネ内戦は北部を中心に
農村部に潜む AFRC/RllFと復帰したカバー政権およびそれに味方するカマジョー /CDFと
ECOMOGによる対立を中心に展開することとなる。
3   ***
小括
ベース・ゼロの活動は、すでにECOMOGからの支援のチャンネルを獲得したノーマンがジ
ェンデマ 0カマジョー を捨て、新たなカマジョー 集団を用いることによつて始まった。ベ
ース・ゼロという一つのPCネットワークはノーマンという資源の提供者を見つけ、彼を頂
点に据えることで拡大していった。
この時期の活動は、ベース・ゼロのPCネットワークを中心として他のカマジョー 集団が
繋がつていくプロセスであると理解できる。前章で確認したようにジェンデマ・カマジョ
ーの活動を通してカマジョー はカバー政権側の勢力であると認識されるようになった。本
章で確認したプロセスは、ベース・ゼロが各地のカマジョー 集団と結びつくことによリカ
バー政権の勢力としてカマジョー /CDFがまとまりを見せ始めたプロセスだといえる。各地
にあるカマジョ‐集団はカバー政権復権を掲げて活動するベース・ゼロヘ連絡係を派遣し、
武器弾薬等の支援を受けるようになつた。それによリベース・ゼロを中心にゆるやかな PC
ネットワークが形成されていつたと考えられる。
次章で確認するように、こうして作られたゆるやかなPCネットワークは、カバー政権が
復帰し、CDFが政府系勢力として制度を整えていくなかで強固なPCネットワークとして確
立されていくことになる。
?，
‐
?
‐
写真9-1.現在のタリア
(」(X)9イ11筆イ1最撃
')
写真 9-2.ノーマンに提供された家 (タリア)
(:001) ll 
. T. ffSllir)
9章 ベース・ゼロ
写■9-3.ヘリポートとして使われた学校の校塵 (タリア)
(2∞9年筆者撮影)
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第10章 政府系勢力CDFの確立と解体
――後期カバー政権 (1998年3月～2002年内戦終結)
1998年2月、ECOMOGおよびカマジョー /CDFはフリー タウンを奪還した。それに伴い、翌
月3月にはカバー大統領が復帰する。本研究では、本研究では大統領が復帰した1998年3
月 10日から内戦終息宣言が出される2002年1月18日までを後期カバー政権期とする。本
章では後期カバー政権期に見られた、CDFが政府系勢力として確立し、内戦の収束とともに
解体に向かうプロセスを描く。この頃、CDFは他民族も取り込んでいくため、以降はカマジ
ョー /CDFという表記をやめ、CDFという表記を用いる。
後期カバー政権期には、カバー政権とAFRC/RllFの対立を軸に内戦が展開していく。カバ
ー政権はECOMOGおよびCDFを主戦力としてAFRC/RUFと対時した。ECOMOGが治安維持にあ
たるフリー タウン、そして RllFの牙城であり続けたカイラフン県を除くシエラレオネの地
は再び戦場となつた。               ・
AFRC/RllFとの対立の中、CDFは政府系勢力としての組織を整備していつた。首都に本部
を構え、地方に支部を設置し、人員を配置したのである。本部や支部は近隣のカマジョー
を統括することとなった。また、他民族の狩入自警団も取り込んでいった。中央で CDFの
幹部として活躍した人員はベース・ゼロで活躍した者だつた。彼らが上層部となり、各地
のカマジョー を統括していく。CDFが組織を整備するプロセスは、AFRC政権期にベース・
ゼロが他のカマジョー 集団に支援を与えることで作られたゆるやかなPCネットワークが確
固たるものになるプロセスだと理解できる。                ・
しかし、2000年頃からは和平プロセスが軌道に乗り、内戦は徐々に収束していく。政府
系勢力として形を整えた CDFは、その組織化が行われるとほぼ同時に解体のプロセスを辿
った。CDFの構成員は内戦が終息する中、次々と組織を離れていつた。PCネットワークは
ほころびを見せ始めたのである。CDFのPCネットワークを維持しようとする者は何とかし
て自らの地位を保とうとした。
第 1節では、カバー大統領の復帰について概要を記す。第 2節では、後期カバー政権期
に行われたCDFの組織整備について論じる。CDFはこの頃、フリー タウンに本部を置き、地
方の各都市に支部を設けることで事務的な機構を整えていった。本節では、組織の構成、
およびこの頃のカマジョー の生活の様子について記述する。第 3節では、スパローの経験
からCDF内部にみられた権力闘争を論じる。リベリア政府により解放されたスパローはCDF
へと戻り、そこで幹部ともいえる存在に上り詰めていく。その過程で見られた人脈、権力
闘争、組織の在り方について論じる。第 4節では、後期カバー政権期に起こった二つの主
要な戦闘を取り上げる。第 5節ではCDFが解体するプロセスを描く。内戦が終息する中で
CDFというPCネットワークから抜け出していく戦闘員、およびそのPCネットワークを維持
しようとするノーマンやコンデフの活動を描く。              ´
第1節:カバー政権の復帰
1998年、2月中旬、ECOMOGがフリー タウンを奪還した後、シエラレオネには暫定統治
が敷かれた。カバー大統領が復帰するまでのさしあたりの措置である。3月10日、カバー
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大統領は大統領として復帰することになった。その当日、カバー大統領はギニアから空路
で帰国し、フリー タウン市内のスタジアムで盛大な復帰式典が開かれた。現地の報道は、
以下のように記している。
火曜 〔3月10日〕朝、ルンギ国際空港には数千もの熱狂した市民がいた。アフマド・テジャン・
カパー大統領の帰国を祝うためである。カバーは述べる。「我々は、この機会をシエラレオネの新
しい幕開けとなるよう努力する」。…クリオ語で話すカバーは国民の和解を訴えた。「我々はひと
つになろう。シエラレオネの発展のためには我々自身、そして我々の国家に誠実であらねばなら
ない。」歓迎式典が行われる国営スタジアムヘと向かう大統領のパレー ド行進を見るため、フリー
タウン市民は夜明けからストリー トに出ていた。…数千の市民が喝采し、国旗を振った。伝統的
な太鼓がなり、ダンサーが踊りを披露した。4万席のスタジアムが満杯だつた。スタジアムには、
ナイジェリアのサニ・アバチャ大統領(Sani Abacha)、マリのアルファ・ ウマル・コナレ大統領
(Alpha Umar Konare)、ギニアのランサナ・コンテ大統領(Lansana Conte)、ニジェールのイプラ
ヒム・パレ。マイナサラ大統領(Ibrahim Barё Marnassara)がカパー大統領を祝福するために同席
した。アフリカ統一機構(Organization of African Unity:OAU)のサリム・アフメド・サリム事
務総長や国連シエラレオネ特使(special envoy)であるフランシス・オケロ(Francis Okelo)…ら
も出席した。スタジアムの外ではECOMOCが戦車や装甲車で警備にあたつた。カパー大統領の帰国
にあたり治安を強固にするためである。夕方5時に式典は終わり、p.5僚たちはケープ・シエラ(Cape
Sierra)〔ホテル〕で開かれる会合へと向かつた。 1
こうした盛大な復帰式典を経てカバー大統領は復帰を遂げた。4月、カバー政権はCDFに
対する重要な決定を行つた。CDFをECOMOGの指揮系統下におくことにしたのである(Smith
et al.2004:54)。以降(CDFはECOMOGや新しく作られる国軍とともにAFRC/RllFに対する
掃討作戦を展開することになつた。カバー政権下、CDFは再編され政府系勢力としての体裁
を整えていく。
カバー政権下、CDFは新しい国軍やカバー政権のために展開する ECOMOGと共同で
AFRC/RUFの掃討作戦を行った。彼らとの連携のもと軍事作戦が行われたのである。その仲
介役となった人物が新しく国軍参謀長(Chief of Staff)となったミティキシ・マックスウ
ェル・コーベ(Mitikishi Maxwel Khobe)である (以下、「コーベ」と表記)。
もともとコーがはナイジェリア軍の軍人である。AFRC政権期、ECOM∝シエラレオネ司令
官(ECOMOG Force Colllmander in Sierra Leone)の任にあり、ルンギ国際空港に駐留した。
黒い12月作戦やそれに引き続くフリー タウンヘの進軍はコーベの指揮下で行われたという。
カバー大統領が復帰した後、1998年4月から二年間の契約でシエラレオネ国軍の参謀長と
なった。
この頃、旧国軍は解体されるべきだとの意見が主流であつた(Keen 2005:93)。そのほと
んどはAFRCとして逃亡したからである。コーベの就任は国軍が再編中の出来事である:コ
ーベはECOMOG司令官と参謀長の立場を兼任し2、 ヵパ_政権側の軍事力を統括することとな
る。
第2節。CDFの組織化
l Sierra Leone News (March 1998), News Archives, Sierra Leone Web. [Cited at 28th Novenlber, 2012]く
http://wwwo sierra-leone.org/Archives/slnewso398.htnll〉
21999年1月に発生した16事件を契機に、コーベはECOMOCを離れ、シエラレオネ国軍参謀長の長無に専
念することになる。その背景には、コー ペがシエラレオネに滞在期間が多くなつた結果、リベリアのECOM∝
本部との連携が十分に取れなかったことがある(Hirsch 2001:73)。
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カバー大統領の復帰後、CDFは政府系勢力としての形を整えていった。本節では、その概
要を示す。 フリータウンでは国防副大臣でもあるノーマンが国家調整役 (National
Coordinator)を名乗り、その下で組織が整えられた。
カバー政権が復帰した後、CDFは政府、EC釧∝、国軍と事務レベルでの調整を行っている。
そのため、官僚的な作業が行われることになり、カマジョー/CDFの戦聞員と幹部の距離が
遠くなった。そのため、幹部の行動を戦闘員が見る機会が減つた。ゆえに、戦聞員に多く
接する筆者の調査からは CDFの組織系統について十分に知ることができなかつた。さしあ
たり、ここでは名目上CDFとして整えられた組織構造を筆者が知りえた限り述べておく。
(1)先行研究
CDFの組織構造について言及している文献に内戦地図報告書がある(Smith et al.2004)。
とはいえ、組織図が提示されているだけである。報告書では、提示された組織図がいつの
時点のものなのかは言及 していない。筆者の調査では、後期カバー政権の頃のものだと判
断できる。まず、内戦地図報告書に提示された組織図は以下の通りである (図 10-1、一部
筆者により修正)。 なお、赤字部分は筆者が加筆 したものである。
日10-1.内曖的日報告書に提示されたOFの●●●遺
事務部門 軍事部門
作戦担当長
(Director of
Operation3)
各地にある県行政事務所
(出典 : 飾ith et al.2004:53-54、筆者にア7‐部修正)
KHatiOnal
Ooordimtor)
(‖ational Public
ation Officer
ロジスティックス
担当長
(Director of
Logist ic8)
人事担当長
(Director of
Personnel)
戦争担当長
(Director of
War)
県事務長
(Administrator)
大隊長
(Battalion C―nder)
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内戦地図報告書は、組織図を提示したものの、その詳細については説明していない。以下
に、筆者による調査に基づき CDFの組織構成について確認したい。ただし、筆者の調査に
基づくとCDFは明確な組織図が描けるほど確立した組織ではなかったと判断できる。調査
対象者によつて説明が若干異なったし、地位に関わらず影響力のある人物がいたからであ
る。本節では上述の組織図を起点に、それを補足する形で筆者の調査結果を提示していき
たい。
ただし、一章で確認したように CDFはパトロン=クライアント関係で運営されている面
が強く、役職というよりも個人の影響力が大きいともいえる。CDFの組織構成や役職につい
ては、あくまでも参考程度としかならないことを断わつておく。
(2)CDFの組織化
筆者が受けた説明によると、CDFの構成は3つに大別できる。事務部門(administrative
wing)、軍事部門(military Wing)、加入儀礼部門(initiatiOn wing)である。これらの組織
はベース・ゼロでの命令系統をもとに官僚的な組織が整えられたものである。図 10-1は、
そのうちの事務部門、軍事部門についてのもので、カロ入儀礼部門については触れられてい
ない。
まずは、軍事部門、事務部門について記す。軍事部門も事務部門とは明確に分かれてい
るわけではない、軍事活動を担う「担当長」(director)も後方支援を担う担当官も並列し
て配置されている。
図 10-1では、担当長の上には国家広報官(National Public Relation Officer)がいる。
これには但し書きが必要となる。筆者が聞いたところによると、国家広報官の役割は「担
当長」の一つであった。広報担当長(Director of National Public Relation)と表現した
者もいる。図10-1で広報担当官がすべての担当長を統括しているかのように描かれている
のは、その地位にあつたチャールズ・モニウォ(Charles Moniwo)の影響力が大きかったか
らだと思われる。
① 軍事部門
軍事部門は、複数の単と長の中でも戦争担当長(Director of War)と「作戦担当長」
(Director of Operation)が中心的な役割を占めている。いずれの担当長、副担当長もベー
ス・ゼロから軍事的な役割を担った者である。戦争担当長はモイニナ・フォファナである。
作戦担当長であつたジョセフ・コロマ (」oseph Koroma)はベース・ゼロでノーマンによりそ
のポストに任命されている (SCSL、2005年■月3日))。また、図中で書かれていないが副
戦争長(Deputy Director of War)であるモハメド・ムサ・オリンコ(Mohanlllled Musa Orinco)
はベース・ゼロで武器弾薬の倉庫を管理していた(SCSL 2004年H月16日、70ページ)。
副作戦長(Deputy Director of Operation)は、シエラレオネ特別裁判所でベース・ゼロの
活動について多くを語つたアルバート0ナロである (9章参照)。 彼もベース・ゼロでノー
マンによつてそのポストに任命されている。
② 事務部門
事務部門は CDFの後方支援を担っている。図 10-1では、人事担当長(Director of
Personnel)とロジスティックス担当長(Director of Logistics)のみが挙げられている。事
務を担う担当長はこの二つだけではない。それにもかかわらず、この二つが提示されてい
るのは、この二人が強い影響力を持っていたからだと思われる。
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これら地位にはモンロビアの地下組織にいたアンドリュー・ハーディンとムスタファ・
ルメが就いている。ルメは、ベース・ゼロの頃から引き続き物資の管理と分配を担つた。
また、アンドリュー 0ハー ディンも人事担当として大きな力を行使したという。この二人
はモンロビアからベース・ゼロに移つた後、事務方として働いた。ベース・ゼロには読み
書きができる人材が少なかったので、彼らが重宝され、結果的にカバー政権が復帰しても
高い地位にあつたと考えられる。事務部門についてはベース・ゼロ出身の人物は少ない。
事務的な能力が要求されるために読み書きができる必要があるかである。
その他にも、担当長はいる。それぞれの担当長の出自について筆者は知ることができな
かった。また、リストは完全ではない。資料としての意味も込めて表 10-1として記してお
く。
(3)地方での組織化                   、
長法では、CDFの「行政事務所J(administrat市e office)が設置された。行政事務所は、
それぞれの担当地域での軍事作戦を統括することとなった。行政事務所は各県に少なくと
も一つは設けられた。複数の行政事務所がある県でも県のヘッド・オフィスが設けられた。
図10-1にある「県事務長」(administrator)以下は、県単位で整備された組織構造である。
ただし、県事務長が軍事部門の参加にあることは疑いないが、図10-1で示されているよう
に副作戦長に対して責任を負うかは疑間が残る。  _
それぞれの県に置かれる県事務長は県レベルでのCDFの長である。県事務長が各県の軍事
活動、事務の両方を統括することとなる。図中には書かれていないが、行政事務所には、
10-1.CDF事務部門
・人事担当長(Director of Personnel)
アンドリュー・ハーディン (スパローの自動車会社の社員)
・ ロジスティックス担当長(Director of Logistics)
ムスタファ・ルメ (モンロピアの地下活動に参加したローカルNGOのオーナー)
副ロジスティックス担当長(Deputy Director of Logistics)
ジョセフ :ラピア(Joseph Lappia)
・情報担当長(Director of lntelHgence)
一・サンコー(一SankOh)(名前は不明)
・軍事ヨ1練担当長(Director of Training)
モハメド・00ノ｀ングラ(Moha■lmed O.Bangura)
・医療サービス担当長(Director of Medical
モハメド・セサイ(Mohammed sesay)
Servic s)
・渉外担当長(Director of Public Relation)
チャールズ 0モニウォ(Charles Moniwo)
扇17/Jタト和壁型雪ず記(Deputy Director of Public
ジョン・カバー(John Kabbah)
Relati n)
・輸送担当長(Director of Transport)
アフメド0コロマ(Ahmed Koroma)
副輸送担当長(Deputy Director of Transport)
ジョセラ。フェフェグラ(Josepth Fefegura)
・社会サービス担当長(Director of Social Service)
アンプロセ・ナビウ(Ambrose Nabieu)
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その他にも「副県事務長」(deputy administrator)、「後方支援担当官」(logistics officbr)、
「諜報官」(intelligence officer)、「通信担当官」(conlmunication officer)といつた事
務官がいた3.
各県の戦闘員は、それぞれ大隊(battahon)として組織しなおされた。各県に大隊が置か
れ、大隊長(battalion conlmander)が配置されることになった。その大隊長が戦闘員の管理
をするのである。行政事務所に派遣されたのはベース・ゼロ出身者が多かった。このこと
はベース・ゼロで作られたPCネットワークを中心としたネットワークに各地のカマジョー
集団が接合されたことを物語る。彼らが中央からの物資調達を管理し、各地のカマジョー
集団へと資源の分配を行つた。表 10-2には、CDFの行政事務所が設置された都市や町と、
県事務長の名を記した4。 メンデ・ランドに多く設置されたことがわかる。
32011年2月2日、スパローより。4スパロ_、 ェディをはじめ複数のCDF幹部より聞き取つたものをまとめた。
表10-2.CDFの県事務長と地方本部が置かれた都市
県名 県事務長 地方本部が置かれた都市
ボンパリ県(Bombali)シェイク・A.T。セサイ
(Sheik A. To Sesay)
不明
カンピア県(Kambia) 不明 不明
コイナ ドゥグ県(Koinadugu)=f?= v . tt.{
(Nyamakoro Sesay)
不明
ポートロコ県(Port Lokko)不明 ,VYt (Lunsar)
トンコリリ県(TonkoliH)不明 マシアカ(Masiaka)
ボー県(Bo) オーガスティン・ガウジャ
(Augustine Ngawujia)
*ベー ス・ゼロ出身。
ボー (Bo)
コリポンド(Koribondu)
ジレフン(Girehun)
ボンス県(Bonthe) 不明 タリア(Talia)(ベース・ゼロ)
=ヤンパ県(Moyamba)ァジャン・サンコー
(Tejan sankoh)
*前期カバー政権からの国会
議員。
モヤンバ (Moyamba)
プジュン県(Pujehun)エディ・マサレー
(Eddie Masalley)
*ジェンデマ・ カマジョーC
長
ジンミ(Zinllmi)
プジュン(Pujehun))
カイラフン県 (Kailahun)カンデ・G・サマイ
(Kandeh Go Samai)
ltv (Daru)
ケネマ県 (Kenema) 7-t-. =Er?(Arthur Koroma)
,4< (Kenema)
2 e tv(Joru)
fY/< (Panguma)
コノ県 (Kono) ナフル 。ブファ
(Sahr Bufa)
トンゴ採掘場 (TonOg field)
(筆者が聞き取り調査と文書資料に基づき作成)
10章  政府系勢力CDFの確立と解体 172
ジェンデマのエディ・マサレーはプジュン県の県事務長となっている。ジェンデマはプ
ジュン県にあり、エディもプジュン県出身である。第二大隊長タッカーも引き続き大隊長
の立場を保つた (プジュン県の大隊は、引き続き第二大隊とされた)。 彼らはジンミの行政
事務所に留まることになった。エディは以下のように語る。
ブルックフィー ルズ・ホテル 〔フリー タウンのCDF駐留地〕にいるカマジョー の大半はベース・ゼロ
から来た者である。フリー タウンを掌握した後、ジェンデマのカマジョー はジンミやケネマに駐留
させられ、フリー タウンにいたのは特別部隊の一部に過ぎない。ジェンデマ側のカマジョー は地方
からかり出されることはあつたがフリー タウンに滞在した者はほとんどいない。我々はカパー政権
の復帰に大きな役割を果たしたのに、その後の扱いはぞんざいだった。6
コノ語りからすると、ジェンデマ 0カマジョー もベース・ゼロを中心としたPCネットワー
クの傘下に収まつたといえる。
行政事務所の設置は、ECOMOGとカマジョー /CDFの一斉蜂起 (1998年2月)に始まる。カ
マジョー /CDFが各都市を奪還した時、彼らは各都市にオフィスを設立した。それらを整備
する形で行政事務所が作られた。以下に、ボーおよびケネマにオフィスが設置された時の
語 りを記す。ひとつめは、副作戦長アルバー ト0ナロ (ベー ス・ゼロ出身)によるボーの
オフィス設置についての語 りである。
我々はベース・ゼロから進軍した。私はポーに留まることになった。ポーに残り、フリー タウンヘ
と空輸するカマジョー を準備したのだ。ボーには行政オフィス(administrative office)を作つた。
ポーの大隊は第 19大隊と称されるようになる。大隊長はオーガスティンという者だ。オーガステ
ィンは、ベース・ゼロで私の副官だつた。6
二つ目は、ジェンデマ・カマジョー の無線係が筆者に語つたものである。
ケネマに入つたとき、我 は々オフィスを作つた。県庁を接収して、そのまま用いた。その時、町は
逃げて誰もいなかつた。そこで県庁を接収してオフィスにした。そこで、軍事作戦に人を割り振つ
た。7
ここまで示したように、CDFはフリー タウンに全国を統括する部署を設置し、各地に行政事
務所を作ることで全国レベルで組織を整えていった。
(4)加入儀礼部P3
図 10-1には描かれていないが、各地のイニシエーターらは加本儀礼部門(initiatiOn
wing)として組織化されることになった。イ■シエーターの役割は加入儀礼を実施すること
であり、加入儀礼を受けた者は軍事部門へと引き渡されることになる。
しかし、イニシエーターは独自の部隊を有しており、それを手放そうとはしなかった。
新たにカマジョー を動員することもした。そのため、上述の軍事部門とは別系統としてイ
5ェディ。マサレー 、2010年12月31日、ジュリン。6ァルパート・ナロ、2011年H月8日、フリー タウン.7セディキェ・コロマ、20H年10月4日、フリー タウン.
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ニシエーターの命令系統も併存させることになったという。それが加入儀礼部門である。
加入儀礼部門の トップは司祭長のアリウ・コンデワである。アリウ・コンデワはベース・
ゼロが設立されるまで、イニシエーターの一人に過ぎなかった。ベース 0ゼロが作られて
からはノーマンの腹心として意思決定に関わるようになった。カバー政権が復帰して以降
もその立場を保つた。
イニシエーターはボーやケネマに多い。そのため加入儀礼部門の本部はボーに設置され
た。加入儀礼部門のロジスティックス担当となった ドクター 0マサレーは以下のように述
べた。なお、彼自身もイニシエーターである。
カパー大統領が復帰した後、イニシエーター も加入儀礼部門として再編されることになった。しか
し、イニシエーター は学校教育を受けていないため、再編は難航した。私は加入儀礼部門のロジス
ティックス担当となった。私はかつてティフンから使者としてジェンデマヘと送られた。また、前
線での経験もある.そうした経験を買われたのである。物資の調達は重要な役割であり下手をする
と殺されかねない。当時、多くのイニシエーター が出回り、儀礼の質の低下が問題視されていた。
最初はすべてのイニシエーター はカレ村から輩出していた。しかし、この頃までには誰もがイニシ
エーター と名乗れるようになつていた。加入儀礼の質の低下を打開するために、それぞれのイニシ
エーター が加入儀礼を施したカマジョー を銃で撃つてテストしてみようかという話もあつた。しか
し、そんな強硬手段に出ると戦争にもなりかねない〔テストに反対したイニシエーター が反乱する〕。
そこで支援の量に差をつけることにした。ポーに加入儀ネL部門の本部を置き、そこにイニシエータ
ー用の物資を集結させ、そこからそれぞれのイ■シエーター に分配した。8
このようにイニシエーターは、軍事部門・事務部門とは別の形に再編されることになった。
(5)カマジョー以外の組織{ヒ
カマジョー 以外の狩人民兵もCDFとして吸収された。
CDFでは北部司令官(Northern Conlmander)となったMo S.ドゥンプヤが北部の民族を一手に
監督することとなった (Mo S.ドゥンプヤはAFRC政権期にカバー大統領からリベリアヘと派
遣 された リンバ人である)9。CDFへと取 り込まれたのは、テムネ人のカプラやベンテ
(Gbethis)、クランコ人のタマボロといった狩人民兵である10。
一度、解散したタマボロは新たに組織しなおされた。5章で確認したようにタマボロは
NPRC政権の下で組織されたが、RllFの攻撃により消滅している。カバー大統領が復帰して
以降、CDFに参加させるために新たにタマボロは組織し直された。コイナ ドゥグ県県事務長
のニャマコロ・セサイ(Nyamakoro Sesay)が新たにタマボロを指導する司令官となつた (彼
と旧タマボロとの関係は不明である)。
ただし、北部の民族がCDFの傘下といえるかは議論の余地がある。北部司令官 M.S。ドゥ
ンブヤは、中央から北部の狩人民兵へと武器弾薬を提供する責任があつた。Mo S,ドゥンプ
ヤは、武器弾薬の提供をノーマンに何度も依頼をしたが、拒絶され続けたという。ノーマ
ンは北部の狩人民兵を信用しておらず、Mo S,ドゥンプヤが力をつけるめを恐れていたとも
いわれる。
820H年1月3日、ポーにて。9そもそも、M.S.ドゥンプヤは、AFRC政権期にすでに北部の狩人民兵とコンタクトを持ち始めていた。し
かし、そのコンタクトは特定のコミュニティに限られていたという(TRC 3A 2004:294)。北部の民族がCDF
として組織されるのは、後期カパー政権を待たねばならなかった。
Юコノ人によるドンソ(Doso)という自警組織がある。この組織は、ギニア政府から支援を受けていたとい
う。CDFはコンタクトをもつていないということだ.
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結局、北部の民族の狩人民兵はCDFよりもECOMOGと関係を持つこととなった。ECOl10Gの道
案内役を買つて出たのである(TRC 3A 2004:294)lL
フリー タウンやその周辺の住民もCDFに動員された。首都周辺の住民はクリオ人の自警
組織と銘打った「狩人結社組織団」(Organized Body of Hunting Society:OBHS)として組
織された。しかし、そのほとんどは実戦には参加しておらず、検問所にあてがわれただけ
という。OBllSをまとめ上げた「西部州担当司令官」(Western area Conlmander)はカマジョ
ーであつた。
北部の民族の自警組織や OBHSを動員したことにより、CDFが各民族の連合体という体裁
を一応は整えたことになる。とはいえ、CDFの大半がカマジョー であったことには変わりは
なかった。         ,
(6)ブルックフィールズ・ホテル
フリー タウン侵攻後、カマジョー はフリー タウン市内に駐留するようになった。その場
所はジョモ・ケニャッタ通り(JomO Kenyatta Avenue)沿いにあるプルックフィールズ・ホ
テル(Brookfields Hotel)である。もちろんホテルが営業しているわけではない。CDFに使
われる前、このホテルはRllFの駐留地であつた。525事件を契機にフリー タウンヘと入城し
た RllFが戦闘員を住まわせる場所として用いたのである(Hoffman 2007a:410)。AFRC/RllF
が敗走した後、CDFがその施設を使うようになった。大半がカマジョー だが、若干、他民族
の狩人民兵もいたようである(Hoffman 2005b,2007a)。
このホテルは2～3階建てで 150室があり、プールも備えたコンパウンドとして塀に囲ま
れている。ホテルの一部屋、一部屋には多くの人が暮らしていた。ブルックフィールズ・
ホテルでフィールドワークを行つたホフマンは以下のように記す。、「〔部屋には〕関係を持
つ者同士が集まり、出たり入つたりしている。部屋をいつ使うかはなんとなく決まってお
り、明かりは一晩ついていることも多い」(Hoffman 2005b)。
電気や食料は政府から提供されたとカマジョー はいう。電気はジェネレー ターで発電さ
れたが、その燃料やジェネレー ターはカバー政権によつて支給されたという。ホフマンは
以下のように述べている。
市内の電力は不安定だ。それにもかかわらず、プル ックフィールズでは安定的な電力供給がなされて
いる。テレビやステレオを持つ者もいる。彼らは使いたいときに使 う。エ リー トが住む区画ではエア
コンも動いている ・¨
(Hoffman 2005b)
ブル ックフィールズ・ ホテルは前線に派遣される戦闘員が駐留する場所であることから、
基地と言えば基地である。 しか し、戦闘員の生活の場 と表現 したほ うがしつくりくるだろ
う。数百もの若者が妻やガールフレン ド、子供、親、友達とともに暮 らしていたとい う。
平時、プルックフィールズ・ホテルは落ち着いていた。戦闘員の妻が朝から掃除をし、子供たち
や男のために食事を探していた。お酒やポヨ (ヤシの実ジュースを発行させたもの)を片手に談笑
する人々も見られた。チェッカーで遊ぶ者もいる。庭でサッカーをする者もいた.カマジョー の中
にもインテリはいる。彼らは静かに何かを読んでいる。…戦闘員の中には銃の手入れをしている者
も見られた。たまに、女性がケンカをしているのも見られた。司令官たちはミー ティングを開き、
次の作戦について計画を練つている。彼らは自分の戦闘員が常に出撃可能なことを期待していた。
1l ECOMOCとして北部に派遣された司令官による体験談が出版されている(Adeshina 2002)。
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それが作戦のない日のプルックフィールズ・ホテルだ。皆が自分のすることをやつていた。それ
を阻害する者はいない。戦闘員の妻や、戦闘員の従属者は、トラブルの元とならない限り自由に出
入りできた。市場へ行つて買い物をして料理をした。
しかし、作戦の日はそれとは異なる。男たちは前線に行かなければならない。ホテルは人々の生
活の場というより、軍の駐留地のようになった。司令官が自分の戦闘員に招集をかける。軍用車が
ホテルヘと乗り入れる。ロジスティックス・オフィサーが武器庫へ行き、武器を運び出す。武器が
配られる。人々は一列に並び、そこで支持が与えられる。
女たちは部屋へと戻る。子供たちもいつしよだ。彼らは窓から顔をのぞかせ様子をうかがう。並
んだ車が次々と発車し前線へと向かう。車はコンポイを組んで出発する.
帰つてくるときも同様にコンポイを組んで帰つてきた。車が入つてきた時は、何が起こらたのか
と皆が気に掛ける。特に女性はとても心配する。夫、あるいは愛する人に何があつたのかが気にな
るからだ。男たちが帰つてくると、多くの質問が飛び交う。もし誰かが死んだとすれば、その場は
静寂に包まれる。その家族は泣いているだろう。もし誰かが負傷すれば、そのニュースが伝えられ
る。家族や友達は病院へと急ぐことになる。
(Cox 2012)
これがあるカマジョーの語るブル ックフィールズ・ホテルの日常である。
また、ホフマンはホテルに住むイニシエーターの様子を記 している。
カモ。モニュルはプジュン県出身のイニシエーターである.彼が率いるポーン・ネイキッド大
隊は内戦中、悪名高い部隊であった。彼はプロックAの1階に住んでいた。ホテルの周りの丘
から迫撃砲が来るのを防ぐために、彼はホテルの正門に護符を置いた。また、紙や布一片にコ
ーランの一節を書いたものをホテルの周りに埋めた。それにより、見えない防護をしようとい
うのだ。                          ｀
(Hoffman 201lb: 198)
ホテルは戦闘員の住まう場所である。フリータウンの住民は恐れて、ホテルに近づこうと
はしなかったという。警官も例外ではない。ホフマンはプルックフィールズ・ホテルでの
調査中、こういわれたという。「ホテルではだれと会つても大丈夫だ。しかし、市内のそ
れ以外の場所は気をつけろ。警察や犯罪捜査課[Criminal lnvestigation Division]は汚
職まみれだ。けれども、彼らはホテルには入つてこない」(Hoffman 2007a:214)。
ホフマンが日常生活を描いたのに対し、ヒューマン・ ライツ・ ウォッチはそこでの人権
侵害を報告している。
CDF=カマジョー の基地には真新しい生首が並んでいるとの報告もHRTになされた。現地のソー
シャル・ワー カーも、子供。大人を問わず、カマジョー /CDFにしばしば拘留されることを問題
視している。カマジョー は公式の駐留地ないし本部を持っているわけではない。フリー タウン
の中心にあるロー カルホテルであるプルックフィー ルズ・ホテルを基地として使つている。そ
のホテルではカマジョー に拘留されている人を見たとの報告もある。拘留は法的に認められて
いない。政府の管理が行き届いていない証拠である。
(HRW 1999)
内戦も収束段階に入ると、国連平和維持部隊が、時々ホテルを訪れるようになった。そ
の大半はナイジェリア人で、ガールフレンドやドラッグ、盗品を探しに訪れたのだという。
英国軍のアドバイザーもしばしば訪れた。しかし、長居するわけではない。武装解除の打
ち合わせのため、CDFの司令官に会いに来ていた(Hoffman 2005b)。
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(7)CDFの軍事作戦
この頃の軍事作戦についてホフマンは記述 している。以下はその引用である。
ボボ・サウ(Bobo Sau)は作戦の際に、運転手の役割を担う。四輪駆動のビックアップ車を使う
のだ。市の東部で展開した作戦について彼は語つた。ノーマンはひとつのカァジョー のグルー
プに一軒の家への攻撃を命じた。反徒の協力者により使われているのだという。しかし、ノー
マンがその家の持ち主とビジネス上でトラブルがあったことは広く知れ渡つていた。民兵 〔カ
マジョー 〕がその建物から人々を追い出すとまわりの住民が集まってきた。群衆はカマジョー
に投石を始めた。その騒動はナイジェリア人の平和維持部隊が駆け付け、その地域の治安を確
保するまでとなった。その間、…ボポ・サウは、カマジョー の部隊が逃れられるようにビック
アップ車を前後させ、群衆を追い払つた。ボボ・サウは言つた。「その日、我々は多くの人々に
被害を与えた」。
(Hoffman 2007a:414)
また、ウロドルチェックは、カマジョーとECOMOGの共同作戦についてのカマジョーの語
りを聞き取つている。
カマジョー の小隊がECOM00部隊と共同作戦を実施していた。バンの中では、一人のカマジョー
が、1ガロンのタンクに聖水を入れて携帯していた。聖水は戦闘から身を守つてくれる。ほか
にも同じタンクが積んであるが、そこには軽油が入つている。外では銃撃戦が始まった。ECOMOC
兵たちはバンが無傷なのを見てバンヘと走つてきた。磁石が反発するように銃弾を跳ね返すの
だ。「我々にも聖水をくれ」。ECOMIXl兵はバンの中のタンクを手に取つた。しかし、それは軽油
だつた。彼らはこれで身を守ることができると戦闘へと戻つていつた。カマジョー は聖水に守
られたバンに留まつた。
(■lodarczyk 2009: 113).
(8)ノーマンの行動
筆者の調査では、カバー政権以降のノーマンの行動については部分的に知ることしかで
きなかつた。ベース・ゼロで副作戦長であつたアルパート・ナロは若干ではあるが、ノー
マンについて筆者に語つた。彼は CDFがボーを掌握して以降、ポーを中心に活動した。ボ
ーの県事務長はベース 0ゼロ時代、彼の副官であつた。カバー大統領が復帰して以降、ナ
ロとノーマンとの関係は悪イヒしたという。
ノーマンは私に話があると言つてきた。ECOMOCに対して攻撃しろというめだ。それはまずいと思い
断つた。すると、ノーマンは事務所を迂回して、現地の司令官と直接コンタク.卜を取り出した。オ
フィスはそのまま残されたんだ。それ以降、オフィスが迂回されて作戦が伝達された。戦争長のモ
イニナ 。フォファナに相談すると、そのままポーにとどまれと言われた.それからはコメの支給も
減つた。2              ヽ
彼の語りによると、ベース・ゼロの頃と同様、ノーマンが組織を恣意的に用いることで影
響力を行使していたことがわかる。私的な従属者になることを拒んだ者に対しては資源の
分配も減らされていることがわかる。
ν2011年10月8日、アルパー ト・ナロ、フリー タウン。
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第3節。CDFの内紛一―スパローの経験を中心に
CDFの内部で見られた権力闘争にスパローは巻き込まれた。彼の経験はCDFの内部で見ら
れる軋礫を語る。筆者はスパローに対して長次官の聞き取りを数回に渡り行つている。こ
こでは彼が語るままに彼の経験を記述した。
(1)スパローの解放       .
スパローはAFRC政権期、リベリア政府に逮捕されたが、カバー政権の復帰の際に解放さ
れた。スパローの解放はシエラレオネ学生同盟(Sierra Leone Union of Student)がシエラ
レオネ政府に陳情することにより実現したという。陳情を受け取つたのがシェリー ・ブジ
ャマ(Shirley Gbujama)だという。彼女はカバー政権で観光文化大臣(Minister Of Tourism
and Culture)であった (「ブジャマ女史」(Madam Gbujama)と表記).陳情は時の外務大臣に
伝えられ、テイラー政権と掛け合うことになったという。カバー政権復帰の際に、恩赦と
いう形で解放され、スパローは飛行機でルンギ国際空港へと運ばれた。そこから直接、大
統領復帰式典が行われているスタジアムにいつたという。そこでブジャマ女史と面会し、
ねぎらいを受け、事の経緯を説明された。カバー政権で国防副大臣であるノーマンもその
場で居合わせたという。
その後、ノーマンはスパローをケープ 0シエラ (ホテル)に連れて行き、しばらく休む
ように指示した。そのホテルには、司祭長となったアリウ・コンデヮや彼の部下であるド
クター・ジパオ、ロジスティックスを担当するムスタファ・ルメ、国家渉外担当官である
チャールズ・モニウォ(Charles Moniwo)が出入りしていたという。
ノー マンは私が逮捕された時、そのまま獄中で死ぬと思つていただろう。悪名高いテイラー 政権のこ
とだ。帰つてこないと思つても不思議ではない。そんな私が、ひよつこり3月10日に現れたんだ。彼
もびつくりしただろう。
ジェンデマ 0カマジョーは、フリータウンが角牢放されて以降、CDFのネットワークの周縁
に置かれた存在といえる。特別部隊も例外ではない。特別部隊はジンミ、ボー、ケネマ、
そして、北部のマシアカに分散することになった。スパロー自身もマシアカに派遣され、
AFRC/RUFの残党狩 りにあたつたという。 リベリア国境から遠く、メンデ ◆ランドでもない
場所である。
各行政事務所に分散することになった特別部隊では、事務作業をできる者、および中隊
長をそれぞれの駐留地に設置した。連携を保つためである。特別部隊内では、中隊長以下
の人員は固定されておらず柔軟に組み替えられた。前線へと出る戦闘員は柔軟に各駐留地
を移動するのである。各事務所では CDFの行政事務所に設置されていた無線機を用いて連
絡を取り合つた。ボーで特別部隊の代表をした戦闘員 (リベリア人)は以下のように語る。
ポーに駐留し、特別部隊のポー代表を務めた。ジンミにいる特別部隊がフリー タウンヘと上京する場
合、一晩宿を提供した。特別部隊は住民からの評判も悪くなく、居心地は悪くなかった。■
(2)スパロー撃たれる
13ィソ.ド_、2010年12月24日、モンロピア。
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スパロー は、1998年後半に撃たれて重傷を負うことになる。スパロー を撃つたのはノー
マンのいとこであったジョセフ0フェフェグラ(」oseph Fefegulla)である。彼は副輸送担
当長(Deputy Director of Transport)であつた。スパロー は撃たれた時のことを語つた。
最初、彼らはジンミ=ジェンデマ間で私を暗殺しようとした。おそらく襲撃に見せかけようとし
たのだろう。                  .
出所した後も、父は私が生きていることをまだ知らなかった。私は出所してからそのまま飛行機
でシエラレオネヘと来た。シエラレオネに渡つてから父と連絡が取れたわけではなかった。私は自
分の声で「生きているぞ」と伝えたかつた。国境沿い 〔ジェンデマ〕に展開していた ECOMOGは無
線を持つていた。その無線でモンロビアの父に連絡を取るためジェンデマヘと向かつた。夜、ジェ
ンデマヘと到着した。フェフェグラも私の後に来た。
彼は「明日、ジンミで重要な会議がある。チーフ 〔ノーマン〕も来る。我々 〔幹部〕すべてが参
加しなければならない。特に、君は来なければならない」といった。私はOKした。夜明けととも
にジンミに向かうことになった。車がジンミから送られてきた。しかし、空席は私一人分しかなか
った。
私はウェフェグラに言つた。
「フェフェグラ、私は従卒を従わなければ移動しないことは知らているだろう。二人分のスペー
スが必要だ。自分だけが車に乗るのはあり得ない。」
もし従卒がいれば暗殺するときに銃撃戦になる。向こうも犠牲者が伴うはずだ。内戦中は何があ
るかわからない。内戦中にひとりでは移動しない。それが私のルールだ。
私は行くことを断つた。…彼らは私をおいて出発し夕方には戻つてきた。夜、ジェンデマでは会
議が開かれた。すべての幹部がテープルに着いた。私の従卒は外で待機していた。その会議にはフ
ェフェグラやハーディンがいた。会議の中で私は昼の会議で何が話されたのかを聞いた.三回尋ね
たが誰もそれに答えなかつた。言いたくないのだろうと思い、もう忘れることにした。…ある瞬間、
フェフェグラはリポルバー (回転式拳銃)を取り出し、机の上に置いた。
私は言つた。
「フェフェグラ、君はそんな銃を使つているのか。その銃は君のような司令官が持つべきではな
い。その銃は安全装置がついていない。何があつても不思議ではない。こんな銃を使うべきだ」。
私は自分の自動式拳銃を取り出し、安全装置について彼に説明した。彼は自分の拳銃を開けた。
二発の弾が装填されていた。私は自分の銃をホルスターに戻した。
会議が終わつた。そこで私は席から立ち上がった。その瞬間、フェフェグラが私を撃つた。彼は
胸を撃とうと思ったのだろう。立ち上がったため、弾は太ももの付け根に入り、体の中を通り、背
中から抜けた。
銃声を聞き、外にいた従卒や ECOMICの兵士がやってきた。覚えているのは、這ってドアまで逃
げようとしたことだ。その間に気を失つた。昏睡状態に陥つたんだ。
ここから先は私の従卒や仲間から聞いたことだ。
フェフェグラは二発目を撃つチャンスを失つた。ECOMOGや私の従卒が駆け付けたからだ。ECOMOG
は私を 〔リベリア領内の〕テニ(Teni)の駐屯地に連れて行つた。テニまでは7マイルだ。しかし、
私はリベリア政府に入国拒否されていた。そのため、緊急の手術を終えた後、ジェンデマに戻るこ
とに決められた。ジェンデマにいたタッカーはフリー タウンにヘリコプターを要請した 〔当時、タ
ッカーはプジュン県の行政事務所で第二大隊長の地位にあつた〕。しかし、それは断られた。仕方
なくケネマまで車で輸送することになった。従卒は彼らがわざとゆっくり運転しているように見え
たと言つている。ケネマでの手術はうまくいかず、フリー タウンまで運ぶ必要があるとされた。タ
ッカーらは飛行機かヘリコプターの要請をしたが、ノーマンはそれを無視した。輸送の目途が立た
なかつた.数日後、ノー マンがチャーター機でケネマに立ち寄つた。経由してどこかに行く途中だ
った。タッカーらが、飛行場へ行きノー マンに私をフリー タウンに運ぺと言つた。    l
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しかし、彼は「急ぎの用事がある」と言い、断つた。タッカーや私と近い関係にある司令官らは
ノーマンを脅した。
「こいつをこの飛行機で今日、フリー タウンヘと運ぺ。さもなければ今日、我々は暴動を起こす。」
そうして私はフリー タウンヘ運ばれることになつた。MSF〔国境なき医師団 :Medecins sans
frontieres〕の医者がおり、手術を受け、助かつた。
′
このことは、すべて私が昏睡状態の時に起こつたことだ。 (
この事件はこれで終わ りではない。スパローが撃たれた後、各地に配置されていた特別
部隊の上官は逮捕 されることになる。当時、プル ックフィールズ・ホテルにいた特別部隊
の戦闘員は以下のように語る。
私がフリー タウンにいるとき、スパロー が撃たれた。特別部隊の司令官たちは逮捕され、投獄され
た。彼らは二か月間、監獄にいた。スパロー が回復した後、政府と掛け合つて解放された。スパロ
ーはECOM∝と関係が深かつたため、その権力を恐れて彼らを逮捕したのだと思う。14
その時、逮捕 された中隊長は以下めように述べている。
私はジンミにいた。ブジュン県司令官となったエディ・マサレー が「大統領が君たちに会いたい
といつている。政権復帰のために戦つた君たちに敬意を表したいJとフリー タウンに行くように
命じた。彼にエスコートされ、〔ジンミにいる特別部隊の司令官〕数名がフリー タウンヘと向かつ
た。途中、ポーでECOMOG部隊に逮捕された。謀反の容疑だつた。特別部隊から16人が逮捕された。
ECOMOGが本当のことを知つているはずがない。我々は90日拘留されたが、回復したスパロー が政
府と掛け合つた結果、解放された。“
フリータウンに運ばれたスパローは一命 を取 り留めた。部下の逮捕を知ったスパローは、
その解放のため奔走した。
私の部下たちが逮捕された四日後、私はそのことを知った。その頃、少しは回復していた。私は
病院から防衛省(Ministry 6f Defense)までノー マンに会いに行つた。ノーマンは逮捕された特別
部隊の戦闘員をどうしようかと切り出した。
「そのことで私は来たのだ、なぜ逮捕されなければならないのかJと問い詰めたが、けがもあり、
途中で諦めた。休息が必要だつた。
二週間後、もう一度行つたがあしらわれた。そこで、知り合いを介し、副大統領にコンタクトを
持った。副大統領に面会し、特別部隊が作られる経緯から逮捕されるまでのすべてを話した。副大
統領は、それが本当なら文章に起こしてもらえないかと言つた。書類を作り、副大統領とコーベ〔国
軍参謀長〕、そしてノーマンに届けた。コーペには直接持つて行つたが不在だつた。彼の副司令官
(second―in―conllnand)であるタンコ中佐 (Lieutnant Colonel Tanko)に渡した。それが功を奏し、
ようやく彼らは解放された。私がフリー タウンにいる間。私の部隊の面倒を見る者は誰もいなかっ
た。彼らが解放された後、ようやく余裕ができた。8袋のコメを部下に届けさせた。
…フェフェグラは、その事件を後に間違い(mistake)だと認めた。そんなことで済む問題じゃな
い。もし私の命が失われていたら、彼の命もなかつたはずだ。“
H2010年12月17日、モンロピア.
“イソ・ ドー 、2010年12月24日、モンロピア.
“2012年9月17日、スパロー。
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スパローの経験は CDFで見られた権力聞争の一部を示している。都合の悪い人物をいかに
排除するかを物語つているからである。一般の戦闘員はパ トロンがいなければ行動できな
い。スパローを銃撃し、それと同時に特別部隊の上官を逮捕したのは、PCネットワークの
トップだけでなく、そのネットワークで上層部におり影響力のある者をも排除しようとし
たことがわかる。また、上記の例ではスパローがノーマンを迂回し、副大統領とコンタク
トを持っている。そのこともリゾーム上のネットワークを通じて物事を達成しようとする
試みが読み取れる場面でもある。
(3)スパローの入院中の世話をすることで従卒となつたマーダ
スパローの入院中、新たにスパローの従卒(aide―de―camp)になった男、マーダの話を加
えておく。彼の経験は、カマジョー/CDFの上官 (パトロン)と従属者 (クライアント)の
関係を示すものだからである。マーダはスパローと知り合つた経緯を述べた。
僕の上官は軍政軍との戦いで重傷を負つた。撃たれたスパロー が飛行機で運ばれることになった。
同じ飛行機で重症者がいつしょに運ばれることとなつた。僕の上官も運ばれることになった。僕
は自分の上官に付き添った。上官はフリー タウンに親戚がおらず、自分が面倒を見た。その病院
にスパロー も入院していた。17
この上官は怪我のために戦闘員を率いることができなくなり、自分の村に帰ることになっ
た。一方、スパローは同じ病院で六か月の療養が必要だつた。マーダは自分の上官と同時
にスパローの面倒を見るようになった。日々の雑用をこなすのである。
スパローはマーダについて以下のように語る。
私の従卒はフリー タウンに来たとたん気が抜けてしまって、役に立たなかつた。必要な時、いない
んだ。マーダは自分の従卒二人分の仕事をこなした。彼はとても効率がよかつた。
病院でスパローの世話をした結果、ヤーダはスパローの従卒となった。マーダはパ トロン
を乗り換えたのである。
スパローは療養を終えた後、ジンミの行政事務所で過ごした。特別部隊の司令官という
地位はそのままであつたが、フリー タウンに赴くことを避け、日立たないように過ごして
いたという。
第4節.・ 後期カバー政権にあった大きな戦闘
カバー政権後期以降、フリー タウン周辺では大きな戦闘が二つあつた。1999年1月6日に
発生した「16事件」(“January―six")と、2000年5月に起こつたサンコー逮捕をきつか
けとしたRllF/AFRCの侵攻である (「2000年5月事件」とした)。 それぞれの事件と、CDFの
対応を見ていく。                      1
(1)16事件
16事件とは、1999年1月6日に発生したAFRC/RIIFによるフリー タウンヘの攻撃である。
AFRC/RllFは地方で体制を立て直し、フリー タウンヘと軍をすすめた。進軍のきつかけとな
"マー ダ・グレ(Maada Cleh)、20H年10月3日、フリー タウン。
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ったのは、ナイジェリアで逮捕され、カバー政権に引き渡されたサンコーが死刑判決を受
けたことである。1998年10月のことである。RUFのサム0ボッカリ(Sam Bockarie)司令官
はカイラフン県で体制を立て直し、BBCラジオで声明を発表する。フリー タウンヘと侵攻を
始めること、そして、その道すがら「最後の鶏一匹」まで殺すのだと宣言した。AFRC/RllF
側は「生存者は残さない作戦」(OperatiOn No Living Things)と銘打ち、フリー タウンヘ
と侵攻を始めた。
地方に散らばつていた RllF/AFRCの戦闘員はラジオで聞いた宣言を命令だと捉え、次々
とフリー タウンに向かつた(Gberie 2005:121-122).AFRCo RllFは、AFRC政権期のカマジョ
ー/CDFと同様、メディアを通して指導者の意志を伝えたのである (Gberie 2005:124)。
各地からフリー タウンヘと向かったAFRC/RllFは年明けにフリー タウン郊外の町ヘイステ
ィングスやウォータールーを襲撃した。前述のようにシエラレオネ内戦は明確な前線を持
つわけではない。彼らはブッシュを用いて移動したり、平服で一般人を装うことでひそか
にフリー タウンヘ向かつていたのである。
1月6日午前三時、RUF/AFRCはフリー タウンヘの攻撃を始めた。彼らはサンコーが収監さ
れているはずのパデンパ通り刑務所に直行した。ECOMOGの警備兵を追い払い、囚人を解放
した。しかし、政府側はこの事態を予測しており、サンコーはすでに別の場所へ移送され
ていた。午前 7時には大統領官邸も襲撃された。カバー大統領は安全を確保するため、ル
ンギ国際空港へと移動した18。
その後、フリー タウンでは二週間にわたる市街戦が展開された。AFRC/RUFは一か月以上
の進軍をしてきたにも関わらず、カバー政権側の防衛措置は十分ではなかった。ブルック
フィールズ。ホテルの CDFは十分な武器を持ち合わせていなかつた。カバー大統領は CDF
に信頼を置いておらず、できるだけ武装したくなかった。そのため、CDFの戦闘員は武装解
除をており、必要な時のみ武器が配られていた。ECOMOGの準備も万端ではなかったという。
当時の在シエラレオネ・アメリカ大使は、この時、武器および後方支援が不十分であつた
ことを指摘している(Hirsh 2001:73-74)。真実和解委員会は 16事件のCDFについて以下
のように述べる。
ブルックフィールズ 。ホテルはRUF/AFRCの侵攻から24時間もたたないうちに攻撃され、荒らされ
た。多くのカマジョー が捕まり殺された。そのため、カマジョー がフリー タウンの防衛に果たした
役割は大きなものではない。〔カマジョー の〕経験や彼らが受けた訂1練は、彼らが市街戦に向いてい
ないことを示している。…この時、ヒンガ 。ノーマンは戦場から遠く離れたジンミにエディ・マサ
レー とともにいた。この時、ヒンガ・ノーマンはフリー タウンのCDFを十分に調整しているとはい
えなかった。ECOMOCからは若千の武器が渡されたに過ぎず、司令官を名乗るカマジヨーが思い思い
に部下を「前線」と思われ場所に派遣するにすぎなかった。
(TRC 3A 2004: 328)
ブルックフィールズ・ホテルから撤退を余儀なくされた CDFは、国軍や ECOM∝とともに、
国軍本部フィルパーフォース駐留地(WilberfOrce Barrack)に三日間立てこもつた。ブルッ
クフィールズ・ホテルの運営を担っていた国家基地司令官(National Base Conlmander)は16
事件について以下のように述べた。
反徒は山から下りて襲撃してきた。彼らは一般人を装いストリー トを歩き、突然、銃を取出し発
旧16事件にはリベリアのテイラー大統領による資源があつたとされる。カイラフン県では、サム・ボッカ
リ司令官(Sam Bockari)の部隊がテイラー大統領によつて派遣された元南アフリカ軍人に軍事訓練を受け
ている(Gberie 2005:124)。また、フリー タウンの襲撃に使われた武器弾薬はモンロピアから運ばれ、フ
リー タウン近郊の漁村に荷揚げされている(Hirsch 2001:62)。
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砲してきた。我々は迎え撃つ準備ができないままブルックフィールズ・ホテルを追われた。本当に
たくさんの人が死んだ。"
RUF/JRCの戦闘員はフリータウンを熟知していた。迂回路を利用したり建物の内部を通
つたりすることで思わぬところに出没するRllF/AFRCに対してECOMOGは苦戦を強いられた。
危機に直面した ECOMOGはRllF/AFRCやその協力者と思しき人物を無差別に殺害した。住民
に対して執拗な取り調べを行い、反徒と思われる者を容赦なく撃ち殺したのである。CDFも
それに参加した。
フリー タウンで展開するECOMOGの様子は、シエラレオネ人ジャーナリスト、ソリウス 0
サムラ(Sorius Samura)による ドキュメンタリー映画「フリータウンは泣く」 (“Cry
Freetown")で知ることができる。映画の中では住民に拷問し、背後から子供を撃ち殺す
ECOMOGの姿が映されている。街角に隠れる住民の前でECOMOGとともに銃撃戦を展開するカ
マジョー の姿もそこでは描かれている。
事態が収束したのはECOMOGが増員したからである。ECOMOGの主力軍を提供していたナイ
ジェリアは、首都の陥落とカバー政権の崩壊を何としても阻止しようと数千人規模の兵力
増員を断行した。ガーナやマリも援軍を派遣した。その結果、シエラレオネのECOMOGの兵
力は約 2万人にまで膨れ上がったと言われている。一度はフリー タウンを制圧しかけた
RUF/AFRCも首都からの撤退を余儀なくされた (落合2001b:210-2H)。
その裏ではカマジョー /CDFも増員されている。フリー タウンの防衛のためにカマジョー
が各地から空輸された。真実和解委員会によるとジュイに 200名のカマジョー が空輸され
た。しかし、後方支援および武器弾薬の準備不足から散り散りになったという。筆者は、
その場に居合わせたカマジョー に筆者はあつた。
1998年中はケネマを起点とし前線とケネマを行き来する生活であつた。1998年末にはフリー タウ
ンに行くことになった。突然、フリー タウンに急行せよと言われた。そのまま、ケネマに戻らず、
フリー タウンヘといつた。16事件でフリー タウンのカマジョー はちりぢりになった。しかし、ポ
ッパー丘(Popper Hin)〔フリー タウン郊外〕で再編しフリー タウンヘと加勢に向からた。20
この語りから16事件の時にはCDFは各地からフリー タウンヘと戦闘員を運んだことがわか
る。いずれにせよECOMOGの増派により、AFRC/RllFは再び農村部へと戻つた。
16事件の後、サンコーは再びパデンバ通り刑務所に収監された。16事件の後、シエラレ
オネ政府は武力による内戦の鎮静イヒに限界があることを感じた。また、ECOMOGの主勢力を
提供してきたナイジェリアは政策を転換し、シエラレオネからの撤退を模索し始めた。さ
らに、ECOWAS加盟国、英国、米国、国連は和平交渉のセッティングを行つた。
新たに和平交渉が再開された。5月、サンコーは、和平校長のテープルにつくためトー ゴ
のロメヘと移ることを許された。この交渉は7月にロメ和平合意(Lom6 Peace Accord)とし
て結実する。ロメ和平合意では、即時停戦、サンコーをはじめ RllF関係者に対する恩赦、
DDR(武装解除 0動員解除 0社会再統合)の推進、RllFの政党化、RllFメンパーの入閣、鉱
物資源を一元管理する戦略資源管理国家再建開発委員会(Conlmission for the Management
of Strategic Resource, National Reconstruction and Development: CMRRD)の新設と同
委員長職へのサンコーの就任が定められた。この和平合意によつてサンコーは閣僚となつ
たのである。以来、サンコーはフリー タウンに住むことになった。
和平プロセスの監視のため国連シエラレオネ派遣団(United Nations Mission in Sierra
19モハメド・ ドゥワイ、2009年H月27日、フリー タウン。
20ァプ 。ノ｀カール・カマラ、2012年9月11日、モンロビア。
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Leone:UNAMSIL)の派遣も決定された。それまでカバー政権の肩を持ち、AFRC/RllFに対する
軍事行動をとっていたECOMOGの役割も平和維持と治安維持に限定されることになつた。さ
らに、漸次的な撤退が決められ 2000年4月には完全撤退を遂げた。
(2)スパローとブルックフィールズ・ホテル
16事件の後、スパローや特別部隊の一部はプルックフィールズ・ホテルに住むこととな
った。そこでスパローは高次のパ トロンとしての地位を確立する。
16事件で危機感を強めたCDFは再び多くの加入儀礼を行うようになった。多くの新しいカ
マジョー が動員された結果、CDFの統制は失われていつた。市民からCDFの規律が問題視さ
れたことにより、CDFの管理運営のために「CDF国家調整委員会」(National Coordinating
Conlmittee:NCC)が作られた2、 その議長には副大統領のジョー ・デンビーが就任し、5人の
「政治家」がメンパーに含まれた (スパロー談)。 ノーマンもNCCのメンバーとなった。
名目上はCDFの規律を律するとするこの組織は、ノーマンによるCDFの私的な利用を防
ぐ役割があつたといわれる。恣意的に CDFを利用するノーマンにシエラレオネ政府は牽制
をかけたのである。しかし、ノーマンは NCCの意向を無視し、自らの意思に基づいて CDF
の動員を続けた。
そこで、シエラレオネ政府は彼を介さずに国軍の物資をCDFへと提供するチャンネルを
作ろうとした。それにより、ノーマンを通さずに CDFを動員しようというのだ。そこで目
をつけられたのがスパローだった。スパローは参謀長コーベの裁量で、CDFに対する物資の
提供を受けることになつた。それ以降、スパローはシェラレオネ国軍の参謀長コーベの意
向でCDFを動かすことになる。
物資を多く調達できるようになったスパローのもとには多くのカマジョー が従属するよ
うになつた。スパローは述べる。
それ以降、私のもとに多くのカマジョー に集まるようになった。ノーマンも国家調整役として物資
を提供したが、それ以上の物資を私は提供できた。サンコーが逮捕されたとき 〔後述の2000年5月
8日事件〕、大半の武器は私の手を通つて CDFに分配された。アプは、自分の戦闘員を引き連れて、
私のところへ流れてきた。西部州をコントロールしていたアリも同様だ。
アプとアリは、この話をする以前にスパローが筆者に紹介した戦聞員である。
このようにスパローは、CDFの資源を有する高次のパトロンヘと躍り出る。そもそも、コ
ーベはジェンデマ・カマジョー に注目していた。ジェンデマ・カマジョー はECOMOGによる
支援を受け、厳密に組織化されていた。軍事訓練も受けている。ゆえに、ベース・ゼロの
カマジョー よりも有能であつた。スパローは述べる。「16事件のときも、コーベは、ジェン
デマからのカマジョァを欲しがつた。しかし、ノーマンが空輸したのはベース・ゼロのカ
マジョ∵だつた。」
(3)2000年5月事件
1999年7月のロメ和平合意後も、和平合意に同意しないRUFの一部により戦間は継続さ
れた。RllFによるUNAMSIL要員の拘束事件も頻発した。
21国家調整委員会に言及した資料はほとんどない。シエラレオネ特別裁判所に提出された、モイニナ 。フ
ォファナの弁護資料にも国家調整委員会が言及されている。"Statement of Simon Arthey re Moinina.
Fofana' Supplement for the Fofana Sentencing Brief, SCSL-04-14-T, Special Court for Sierra Leone。
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2000年5月、展開していたllNAMSILの要員 500名がRUFに拘束されるという事件が起こ
った。それを受けてサンコーの自宅前では、平和を求めるデモ行進が行われた。サンコー
のボディ・ガー ドがそれに発砲し、銃撃戦へと発展した。サンコーは失踪した。数日後、
彼は自宅近辺で発見され、逮捕された。それを受けて地方の RllFは再びフリー タウンヘと
侵攻した。これを使宜的に「2000年5月事件」と呼ぼう。
ブルックフィールズ・ホテルにいたカマジョーは、その掃討作戦に向かつた。この事件
までにスパローは大規模な人員を抱えるパ トロンとなった。しかし、もはや国軍のカウン
ターパー トはコーベではなかつた。2000年4月19日にコーベは死亡た。突然、体調を崩し、
そのままナイジェリアヘと空輸され、帰らぬ人となった。2000年5月事件は新しい参謀長
「ケル」(Keru)が就任した直後であった。
この時、ケルが就任したばかりだった。この事件は彼を試す試金石となった。彼はプルックフィー
ルズ〔ホテル〕に来て、マンパワ■がいると言つた。そこで我々はとりあえず人を送つた。その後、
ケルと私で交渉を重ね、詳細を詰めていった。
この時の作戦に同行したヨーロッパ人ジャーナリス トがいる。彼はその時の様子を以下の
ように述べている。
ビックアップ トラックの荷台にカマジョーや国軍兵士が満載されていた。彼らは完全武装していた。
酔つ払い、マリファナを吸い、ハイになつていた。反徒が隠れて行動していると思われる場所に着
くと彼らは待ち伏せに入つた。
.                                               (Voeten 2000: 285)
この頃、カバー政権下に国軍の兵士は少なかった。ほとんどがAFRCとして敗走したからで
ある。新しい国軍が作られたが、数は少なく、その軍事行動はCDFともに行つていた。
筆者はこのジャーナリス トの著作をスパローの自宅で何気なく読んでいた。ひとりの元
カマジョーが訪ねてきた。前に聞き取り調査をした人物である。本を見せるとパラパラと
めくり、写真のところで手を止めた。嬉しそうにいつた。「俺はこの作戦に参加 した」。彼
は、銃を手にした少年の写真を指差した (写真 10-1)。
この写真のガキがいるだろ。こいつは俺が拾つてやつたんだ。最初、彼は人民軍(PeOple's Army)
〔AFRC/RUF〕にいた。CDFに捕まり、殺されるところだつたが、助けてやつた。それで我々の仲間
になった。今は 〔内戦後は〕、国軍で働いている。 ここで皆が手にしている武器は、我々の知らな
い武器だつた。この作戦で初めて配られた新しい武器だつた。22
彼は本をめくり、別の写真で手を止めた。そこには戦闘員を荷台に乗せたトラックが移つ
ている。そのトラックについて彼は以下のように述べた。
この時、我々はプルックフィールズからウォータールーまで行つた。しかし、その日のうちに
食べ物がなくなつた。その日のうちに他の者と交代し、フリー タウンヘと戻つた。その次の日
にマシアカを経てルンサまで行つた。そこで軍政軍によつてトラックが真つ二つにされた。
このトラックは、フリー タウンと前線を往復し、人や物を前線へと運んだトラックである。
その後、彼は家の奥にいるスパローを読んでこの写真を見せた。「君がブルックフィール
22ハッサン・マサコイ、2012年9月13日、モンロビアにて
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ズ・ホテルで 〔国軍参謀長と〕交渉しているとき、我々が展開した軍事活動だ」と説明を
した。その後、二人は写真に写つた戦闘員たちの今の生活についての情報を交換をしてい
た (写真 10-2)。  ,
2000年5月事件は、結局のところ英国軍の介入によつて食い止められ、フリー タウンの
陥落は免れた。この介入は、500名ほどの在留イギリス人の保護を名日として行われた軍事
介入であるが、その派遣規模は大規模なものであつた。「フォー・ッー・コマンド」(42
conlmando)と呼ばれる 700名の海兵隊特殊部隊やパラシュート部隊第,大隊などが含まれ
ていた。また、7隻の戦艦、7機の大型ヘリコプター、8機の輸送機が派遣されている(Hirsch
2001:87)。こうした大規模な介入によつてRllFをして和平合意の履行へと向かわしめ、
UNAMSILの士気を高めることになつた。それ以来、首都をめぐる大規模な戦闘は行われてい
ない23.
第5節。内戦の鎮静化とCDFの解体
本節ではCDFが解体する中で見られた、PCネットワークの変容を描く。サンコーの拘束
以降、R『の指導者は不在であったが、2000年8月21日には暫定指導者としてイッサ・:セ
サイが指名された。セサイは穏健派であり、和平プロセスの進展は比較的順調に進展した。
その後、国内情勢は次第に安定へと向かい、UNAMSIL主導のもとで、DDRが本格的に再開さ
れた。RUFやCDFは解体され、国軍は整備されていつた。CDFの中には、自らの立場を維持
するためにCDFを維持させようという者が見られる一方、CDFから離れ、新たな活動を行う
者も見られた。政府系勢力として確立したCDFのPCネットワークは内戦が終息することで
解体していつた。
(1)リベリアヘの戦闘員の流出
まずはPCネットワークから抜け出した戦闘員について論じる。CDFの中には隣国リベリ
アヘと移動した戦闘員もいる。彼らが参加したのはテイラー政権に反旗を翻す LURD(リベ
リア民主和解連合)である。LURDは2000年にギニアから国境を越えてリベリアヘと侵攻し
た。それにより第二次リベリア内戦(2000～3年)が始まった。シエラレオネはLURDの結成
に関与している。
LURDはリベリア人政治家の連合体である。ひとりの卓越した指導者がいるわけではない。
当時、リベリアではテイラー大統領による強権政治により多くの政治エリー トが国外への
逃亡を余儀なくされた。LURDはそうした政治家が協力して組織したものである。シエラレ
オネはLURDの結成と峰起の準備に使われた。LURDはリベリア周辺諸国で活動する複数の反
政府勢力が統合し、形成されている。情報提供型 NGOであるインターナショナル 0クライ
シス・グループ(International Crisis Group:ICG)は、LURDの結成とシエラレオネの関係
について以下のように述べている。
シエラレオネの和平プロセスが頓挫する中、2000年2月にミー ティングが開かれた。そこに参加し
たのは「リベリア正義連合」(the JustiCe cOalition of Liberia:JCL)、「リベリア人避難民組
合J(the Organisation of Displaced Liberians: ODL)、「リベリア民主部隊連合」(dle UniOn of
Democradc Forces ofLbtta:UDL[ママ])である。UDLはシエラレオネにいるリベリア人反体制派の
連合である…。このミー ティングでは上述の反テイラー勢力が連合し、宣言を出した…。シエラ
レオネがLURDの活動にあたり基地となるのは自然な成り行きといえる。すでに戦闘員がおり、シ
23ィギリスがシエラレオネに軍事介入を実施した背景についてはカーボ(2011)が詳しい。
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エラレオネ国境はモンロピアから120kmと近い力ゞらだ。LURDはシエラレオネの地を攻撃の足場とす
ることについての了承を、すでにナイジェリア軍やシエラレオネ国軍の上層部、およびカマジョ
ーの司令官から得ていた。しかし、カパー大統領はそれを許さなかつた。
(ICG 2002: 4)
筆者はこの経緯について詳細に追った。ここでは、CDFおよびスパローと関わりのある
llDLの結成について詳しく述べる。ICGはllDLを「シエラレオネにいるリベリア人反体制派
の連合」と述べているも、その実戦部隊はスパローと特別部隊であつた。特別部隊の大半
はリベリア人戦闘員である。あるリベリア人政治家 (リベリアの頭文字を取つて「L氏」と
する)がそれを蜂起に用いようと試みたのがllDLである。
事の発端はその政治家の秘書がシエラレオネの政治家を通して峰起の計画を持ちかけた
ことである。このシエラレオネ人政治家をシエラレオネの頭文字をとつて「S氏」としよう。
L氏は資金を持ち込み、その資金を元手に武装勢力を作り、.政治的リー ダーシップを担おう
とした。L氏の秘書がS氏へとその話を持ち込み、S氏がそのことをシエラレオネ国軍の参
謀長マックスウェル・コーベに伝えた。
コーベはかねてからシエラレオネ内戦を終わらせるためには、AFRC/RUFを支援するテイ
ラー政権をつぶす必要があると考えていた。実際、16事件の際、テイラー政権からの支援
があつたとされる(cfo Keen 2005).テイラ‐政権を駆逐しなければならないという考えの
もと、コーベはL氏の計画を支援することになる(ICG 2002:3-4)。その計画はスパローヘ
と降りてきた。コーベは特別部隊をそのままL氏の計画のための戦闘員としたのである。
スパロー、および特別部隊第二位であるジャロは作戦を考えるようコーベに指示された
という。「72時間以内に作戦を練り、その概要を報告するように指示された」とジャロは言
ぅ24。L氏以外にも、何人かのリベ リア人政治家が賛同し、それがODLとなった。その時のこ
とを特別部隊のシエラレオネ人戦闘員は以下のように述べる。
ある日、スパロー が我々のミッションをテイラー 政権の打倒に変えるといつた。特別部隊の大半は
リベリア人であり、彼らもそろそろ帰る頃だと思つていた。異論はなかった。私をはじめシエラレ
オネ人戦闘員も異論はなかった。25
しかし、ODLの計画は実行されたわけではなかつた。ある政治家が資金を持ち逃げしてギニ
アヘと逃亡したのだ (その資金を用いて行われたのが 」CLによる散発的な攻撃だつた。こ
の攻撃は蜂起にまで至らなかった)。 だが、この試みが LURDの先駆けとなった。シエラレ
オネを用いて蜂起の試みが行われるのを受けて、各国に散らばつたリベ リア人政治エリー
トがシエラレオネに集まったのである。彼 らによ りLURDが結成 された。それが ICGが記 し
た 2000年2月の ミーティングである。
ICGによるとLURDはシエラレオネ国軍やCDFから支援を取り付けている。その一方で彼
らはギニア政府の支援も取り付けていた。ギニア国内のマセンタ(Macenta)に後方基地が作
られた。当初は、シエラレオネをベース・ワン、ギニアをベース・ツーとして二国からリ
ベリアヘと侵攻する予定であったという。
スパローや特別部隊もその計画にかかわつている。彼らはLURDが作られると戦闘員を動
員し始めた。ブルックフィールズ・ホテルは2000年頃からLllRDの戦闘員を滞在させるよ
うになった(Hoffman 2007a)。CDFの戦闘員だけではなく、シエラレオネ内戦のその他の勢
力からも戦闘員が集められた。
212010年12月31日、イプラヒム・ジャロ、ポトルにて。2520H年1月2日、アリ・テラワレ、ポーにて。
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LURDが戦闘員を動員していることは公然の秘密だつた。参加したい者はプルックフィールズ・ ホ
テルか、私の家に来るように情報を流した 〔スパローは家を与えられていたという〕。カマジョー
だけでなく、RUFやAFRCだった者も訪れた.
ICGによるとLURDは「ナイジェリア軍やシエラレオネ国軍の上層部、およびカマジョー の
司令官」の協力を得ていたとあるも、それを担っていたのは、参謀長のコーベおよびスパ
ローだつたのである。
シエラレオネを用いた準備を整えていた LURDであったが、その計画は途中で頓挫する。
コーベが死亡したのだ。それによリシエラレオネ政府でLURDを支援する中心人物がいなく
なった。コーベの死亡により、LURDの蜂起計画はカバー大統領の耳に入り、LURDの幹部 (リ
ベリア人政治エリー ト)は一斉検挙されたのだという。スパローは彼らの解放のために副
大統領と掛け合つたという。
その努力によりLURDの幹部は解放された。シエラレオネの地を使うことを許されなくな
つたLURDの幹部や戦闘員はギニアヘと移動した:特に、7月からは武装解除が本格的に始ま
ったため、戦闘員の輸送を急いだという26。以下に、コナクリヘと移動した特別部隊の戦闘
員デビッドの経験をあげておく。
CDFとしてフリー タウンに滞在した。スパローが政府から薬や飯を調達してきた。500人くらいの面
倒を見ていたんじゃないかと思う。マックスウェル 。コーペ参謀長は我々がリベリアヘと行くのを
助けてくれた。しかし、彼が死んでしまったため、ギニアに向かわざるを得なくなった。ギニアに
は海路で入つた。ギニア軍のパムパム 〔クリオ語でポートのこと〕でコナクリヘと渡つた。コナク
リでは、二か月ほど待つた。その間、シエラレオネから次々と人がやつてきた。ギニア軍につれら
れてマセンタ 〔LURDの後方基地がある町〕まで行つた。27
筆者はデビジドの他にも特別部隊の戦闘員をはじめコナクリヘと送られた戦闘員に何人か
あった。このようにCDFから抜け出し、リベリアヘと渡る戦闘員が見られた。2000年のう
ちにLURDはリベリアヘと侵攻した。そこにはシエラレオネ人も参加している。こうした戦
闘は CDFのPCネッ トワークを抜 け出 したクライアン トといえる。スパ ローは自らの PCネ
ットワークをLURDへとシフトさせたパ トロンといえる。
(2)武装解除 。動員解除・社会統合
内戦が終息し始めるとDDR(武装解除・動員解除 0社会統合)が開始され、CDFは縮小・
解体することになる。DDRへの参加は上官による説得で行われた。戦闘員の説得にあたる上
官は、その代価としてそれなりの報酬が与えられたという。ブルックフィールズ・ホテル
基地司令官だつたモハメド0ドゥワイは以下のように述べる。
〔内戦が収束する頃、〕私はDDRのために働いていた。各地を回り、DDRに応じるように説得するの
だ。DDRの代価として、上級将校(senior officer)にはそれなりの額の金銭と家が与えられた。214
名の軍人が恩恵にあずかつているはずだ。お
CDFの上級将校の中にはCDFに見切りをつけ平和構築の中で働く者もあらわれた。無線係だ
26スパロ_、20■年 1月19日。
27ディビッド、2008年10月8日、モンロビア。
28モハメド・ ドウワイ、2009年H月27日、フリー タウン。
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ったカマジョーは以下のように述べている。
私は2001年にCDFを離れた。DDR国家委員会(National Connlission of DDR:NCDDR)で仕事を見つけ
たんだ.DDRのオフィサーは平等でなければならない。だから私自体はDDRを受けていない。私の武
器は誰かが武装解除するために使われたのだろう。仕事をしないかと誘われたのでCDFを捨てて
NCDDRで仕事を始めた。NCDDRでも同様に無線を担当した。すでに無線を扱うことができたからね。
NCDDRの活動を始めるに当たり、私はヘリコプターで各地に無線機を運び、設置した。"
この語りからはカマジョー たちが解体を待つ CDFにとどまるよりも、新しいチャンスを見
つけてそこで活躍することを選んだことがわかる。
ホフマンは、実際のDDRの現場にいき、その様子を記述している。彼の記述には多くの
武器を所有していたジョー (Joe)という司令官が登場する。ジョー の行動はパトロン=クラ
イアント関係を行き来する戦闘員の様子を描き出している。以下はその要約である。
・
DDRセンターにやつてきた戦闘員は、武器や一定量の弾薬を差し出すことを要求される。また、ひ
とつの武装勢力にいたことを証明しなければならない。自分たちの司令官や仲間について説明したり、
IDカー ドを見せたりする必要があつた (カマジョー にはIDカー ドが発行されていた)。 DDRの恩恵と
して武器の対価として支払われる現金、支給される生活用品 (石鹸、サンダル、バケツなど)、 職業
副1練がある。多数の武器を有するCDFの上官はDDRを受けたがる戦闘員と武器を取引した。対価の半
分から全額を払うことを引き換えに戦闘員に武器を提供したのである。
ジョー は多くの武器を抱えていたが、それを裁くだけの戦闘員を有していなかつた。ジョー は弾薬
を満載した車を毎日、DDRセンターに乗り付けた。そして、近隣からやつてくる戦闘員と交渉した。
周辺の村や町からやってきた戦闘員に、弾薬を配り、彼らにDDRを受けさせた。それにより、もはや
不要となつた武器からの利益を得ていた。
(Hoffman 201lb: 149-151)
内戦が終息する中で、武器はもはやクライアン トを維持するための「資源」ではなくなっ
ていた。無用な武器を捌 くジョーの行動は、CDFとい う「プロジェク ト」が解体するプロセ
スを物語つている(cf.Utas 2012)。
(3)ブルックフィールズ・ ホテルの解体
内戦が収束するにつれてブル ックフィールズ・ ホテルにいるカマジョーの数も減つてい
った。このホテルは内戦が終結 した後 (2002年1月)も存続 したが、2002年8月に住民の
強制撤去が実施された。2000年以降、調査を続けていたホフマンは以下のように記す。
〔2002年〕1月までにホテルの人口は劇的に減つていた。しかし、数百人がいまだにホテルを占拠し
ていた。強制撤去のうわさも流れ始め、CDFのエリー トはホテルを離れだした。ノーマンと関係の深
かつた渉外担当長のチャールズ。モイウォもその一人である。彼はクリスマス前にエアコン付きの部
屋を去った。CDF輸送担当長が所有する黒塗りのベンツも数週間見ていない。普通の戦闘員たちも次々
と抜けて行つた。ある者はギニア国境を越えLURDへと参加した。ある者はいまだに緊張状態にある東
部のコノやトンゴにあるダイヤモンド採掘場へと向かつた。…2002年8月、国連平和維持軍のナイジ
ェリア派遣団がホテルに残留するCDF戦闘員を退去させた。ホテルを離れることができる戦関員は数
か月前からホテルを出ていた。ホテルに残つている人々は必死だつた。彼らは強制退去をさせるなら
"セディキエ・コロマ、2011年10月4日、フリータウン。
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ホテルを焼き払うぞと脅し、暴力を用いて建物と自分たちの居場所を守ろうとした。とはいえ、撤去
は比較的順調に行われた。ナイジェリア軍の兵員輸送車が駐車場に入つてくると若者たちはホテルの
裏口からストリー トヘとこつそり逃げていつた。何人かは政府が用意したバスに乗つた。そのパスで
ボーやケネマに向かうのだ。5年間占拠されたホテルは終わりを告げた。落書きとゴミが残された。
カマジョー がいた痕跡はもはや残つていない。
(Hoffman 201lb: 183、 199-200)
プルックフィールズ・ホテルは、その後、改修され、真実和解委員会のオフィスとして使
われるようになった。
(4)イニシエーターによるクライアントをつなぎとめる試み
次に見ていくのは解体するPCネットワークで自らの地位を保とうとするパ トロンの在り
方を見ていく。イニシエーターはカバー大統領が復帰して以降、パ トロンとしての地位を
弱体化させつつあつた。カバー大統領が復帰した直後には、加入儀礼が引き続き行われ、
多くのカマジョー が動員されていた。しかし、内戦が終息するにつれ、その役割は「再儀
礼」にシフトした。一度、加入儀礼を受けたカマジョー が失われつつある能力を補強する
ために再度儀礼をうけるのである。再儀礼しか役割を持たなくなったことはイニシエータ
ーの役割が重要ではなくなつたことを示している。
CDFの活動も行政事務所に設置される大隊が担うようになった。そのため、イニシエータ
ーの元にいても略奪物資を手にすることはできない。イニシエーターの元にいたカマジョ
ーは別のパ トロンを見つけたり、一般住民に戻つたりした。
その中でコンデワは新しい儀礼を次々と考案した。彼はそれを通じてクライアントを繋
ぎとめようとしたのである。以下はホフマンからの引用である(Hoffman 20Hb:237…238)。
1998年後半から1999年頃には短期間の加入儀礼が見られるようになった。その儀ネLは、従来
の儀礼とは異なるものであつた。アリウ・コンデフは「伝統的なカマジョー の加入儀礼」よりも有
効な新しい結社に多くの男たちを加入させた。その結社は審査が緩く(儀礼も楽であり、掟も少な
かつた。しかし、加入儀ネLのために徴収した金額だけは高かつた。1999年1月6日 〔16事件〕ま
でにコンデワはボンス県バサスト(Bathurst)、およびポー県プンペ(Bumpe)で加入儀礼を行つてい
る。CDFの内部資料によると、5000～1万名が加入儀礼を受けたとされる。コンデワはこの結社を
「アヴォンド」(Avond)と呼んだ。メンデ語で「汗Jという意味である。コンデワはアヴォンドが
従来のカマジョー を越える力を持つと触れ回つた。
コンデワのアヴォンド儀礼に対して、コミュニティの指導層もCDFの幹部層も怒りをあらわに
した。国軍が、にわか仕立ての若者と従来のカマジョー とを同等に扱つてしまうからである。ア
ヴォンドの男たちが準正規治安部隊の名のもとに地元住民を餌食することにもなりかねない。CDF
の事務方幹部はアヴォンドの解散を命した。…
以降、コンデワは数百名程度の小さな部隊を次々と動員することになった。それはCDFの悩み
の種となった。2000年5月8日の事件 〔2000年5月事件〕の後、コンデワは「パニャモリ」(Banya
Moll)と呼ばれる部隊をモヤンパ県で組織した (メンデ語で「私に聞くな」という意)。 赤いバン
ダナや布を巻いているのがパニヤモリのしるしである。コンデフは、アヴォンドと同様、パニャ
モリに対して従来のカマジョー を越える力を約束した。…コンデフは横柄に振る舞つたが、自分
の部隊もコントロールできなかった。パニャモリはCDFの幹部により間もなく解体された。
次にコンデワは「ポベポイ」(Ngbogbegeboyel)という儀ネLを始めた (メンデ語で「すべて終つ
た」の意)。 この儀礼を受ける料金は高額だが、掟を破つても構わず、将来も再儀礼を受ける必要
がないという。
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ノーマンは、カマジョー にポペポイが浸透する前に、コンデワを司祭長の座から引きずり下ろ
した。カマジョー の呪術的側面を代表する男はお荷物となった。ローカルリー ダーの悩みの種と
なリメディアの笑いの種となった。コンデワに代わり司祭長となったのがラハイ 。バングラであ
つた 〔二人いるラハイ・バングラのうち、どちらかは不明〕。ラハイ・バングラは読み書きができ、
コスモポリタンで、強い自己主張も行わなかった。CDFの解体まで間もなくという頃に司祭長とな
つた彼は儀礼部門のトップとしてCDFのヒエラルヒーにうまくなじんだ。
(Hoffman 201lb: 237-238)
アリウ・コンデワは CDFが解体される中でも、ベース・ゼロの頃と同様の手法で自らの権
力を保とうとした。しかし、それは内戦が終息するなかではうまくいかなかった。CDFでは
すでに加入儀礼を必要としなくなっており、イニシエーターの役割は低下した。コンデワ
は環境の変わる中で自らの地位が維持できなくなり、CDFの高次のパ トロンの座から降りて
行つた。
(5)失われるノーマンの求心力
ノーマンの求心力も内戦の収束とともに失われていつた。ノーマンはベース・ゼロの頃
と同様、恣意的な命令を発し、CDFを利用することで権力を維持してきた。しかし、CDFは
解体していつた。
ノーマンの求心力の低下について語るとき、多くの幹部が日にする出来事がある。それ
は CDFを「領土防衛隊」(Territorial Defense Force:TDF)どして再編する計画である。
内戦が収束した頃 (2002年頃)、 CDFの一部を存続させるため、TDFとして再編してチーフ
ダムや県レベルでの治安維持にあたらせようとする計画があつた。ブルックフィールズ・
ホテルで会議を開き、CDFの主要メンパーにも了解が取れていたという。カバー大統領の合
意も取れていた。イギリスや国連といつたドナーからの支援も約束された。実際に、TDFの
実現に向けて英国軍による訓練が行われてもいたという。3300着の制服もすでに準備され
ていた(cfo Hoffmar 201lb:100)。
しかし、その計画はノーマンが民兵の訓練をしていたことから反故となった。何人かの
幹部は筆者に同じことをいつた。
ノー マンは内戦が終わつたにも関わらず、カマジョー に軍事訓練を施していた。自分の故郷である
モングレ(Mongere)〔パルニア・チーフダム〕で隠れて行つていたんだ。彼は、大統領になりたいと
いう願望があつた。クー デター を計画していたのかもしれない。
若き日のノーマンはかつてクーデタァに参加したこともある。彼がクーデタこを起こそう
としても不思議はない。かねてからノーマンには大統領になりたいという欲望があったと
される。その欲望をあらわすス トー リー が残されている。カマジョー /CDFがAFRC/RUFと対
峙して戦闘を重ねているとき、ノーマンはフリー タウン掌握後の計画を語つた。その内容
は、自分が首班となり、3年間の暫定統治をおこなうというものだった。
いずれにせよ、ノーマンの行いにより、英国軍の援助が打ち切られ、TDFの構想は水泡に
帰したという。
ノーマンは CDFを利用して権力を維持してきた。この出来事が示しているのは内戦が終
結したことにより、もはやその方法が有効ではなくなったことである。ノーマンはシエラ
レオネを反徒から守った人物としてシエラレオネの人々に尊敬されていた。一般のカマジ
ョー もノーマンを神聖視した。しかし、CDFの幹部の中にはノーマンに対して否定的な感情
を持つ者も多い。スパローもその一人だ。
10章  政府系勢力CDFの確立と解体    192
シエラレオネの人々は、ノーマンに対して敬意を表している。けれども、そんなのウソだ.我々 は
彼の権力欲求に振り回された。CDFはノーマンの権力欲に振り回されたといえる。私は自分の経験
を本にするつもりだ。そこにはノーマンの行動も描かれている。彼が権力に固執した結果ご内戦は
より混沌なものとなつた。いかに彼が自己中心的で、権力まみれだつたかを私は自日の下にさらす
つもりだ。
2003年3月、ノー マンはシエラレオネ特別裁判所に訴迫されるために逮捕された (写真
10-3)。カバー大統領も権力欲を持つノー マンを排除したかつたのだと噂されている。いず
れにせよ、シエラレオネ特別裁判所に逮捕されることによつてノーマンの欲望は潰えた。
CDFの戦聞員はノーマンを崇拝していた。国家基地司令官であるモハメド・ドゥワイはノ
ーマンが逮捕された時、蜂起を企てた。
ノーマンが逮捕されたとき、私はCDFの上官(senior Officer)をたずねて回り、支援を求めた.DDRの
とき214名の上官はまとまった金額と家が与えられた。彼らの今の生活はノーマンのおかげだ。しか
し、私が支援を求めても、誰も注意を払わなかつた.私はみんながグルだつたことに気づいた。30
戦闘員が従うのは、直接の上官のみである。戦闘員を直接動員し、かつ資金を集めること
ができる司令官が動かなければCDFの戦闘員が行動することはできない。CDFによる暴動を
防ぐため、ノーマンの逮捕に先立って cDFの幹部にはあらかじめ了承が取られていたとい
われる。もはや解体された CDFに対して既得権益を持つ者はほとんどいなかった。ノーマ
ンが逮捕されても、彼らに失うものは特になかったのである。
ノーマンはシエラレオネ特別裁判所で係争中の2007年、病気療養中のセネガルにて病死
した。
コンデワやフォファナも2003年5月に逮捕された。彼らもその頃にはCDFとは別の居場
所でそれぞれ新しい居場所を見つけていた。モイニナ・フォファナはノンゴ・バプロム・
チーフダムのスピーカー (伝統的権威の一人)となっていた。コンデワは呪医に戻つた3t
この二人の公判は、本研究執筆時にはすでに終了している。2007年8月、彼らに対する判
決が決定した。フォファナには6年、コンデワには8年の禁固刑が言い渡された。2012年
12月現在、彼らはルワンダにて服役している。32
***
小括
ベース・ゼロで作られたPCネットワークはCDFの組織化の際に中心となった。カバー政
権復帰後、CDFの幹部となった者の多くがベース・ゼロ出身者であつた。ジェンデマ 0カマ
ジョー をはじめ、その他のカマジョー 集団はベース・ゼロの傘下に取り込まれていつた。
それによりCDFはひとつの武装勢力とした確立したこととなる。このことは、ベース・ゼ
ロで作られたPCネットワークに、他のカマジョー 集団が吸収されることで、国家レベルの
PCネットワークが形成されていつたと捉えることができる。
30モハメド・ ドゥワイ、2009年11月27日、フリー タウン。彼はプルックフィールズ・ホテル国家基地司
令官(National Base Conllnander of Brookfield's Hotel)でもあつた。
31  “scsL-2003-14-I: The Prosecutor vo Samuel Hinga Norman, Moinina Fofana and Allieu Kondewa
lndictment (PDF)" 。 Special Court for Sierra Leone, 5 February 2005。
32  “Jailed fOr S Leone Self―D fenc  Duo," 』鰤に
'″
しFs, 9 0ctober, 2007.[Cited at 24th January, 2013]く
http://news.bbco coo uk/2/hi/africa/7035190。stnl〉
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CDFというPCネットワー クは内戦の継続を前提としていた。内戦を継続し、そのための
資源を分配することでPCネットワー クは維持されていたのである。国家レベルでのPCネ
ットワー クとして確立したCDFは内戦の終結とともに内部から崩れていく。CDFの構成員は、
そのPCネットワークから抜け出し、別の場所で活路を見出した。PCネットワー クの頂点に
位置したノーマンやそれに近いところにいたアリウ・コンデワはPCネットワー クの解体と
ともに力を失つていつた。
写■10-3.ノーマンの逮捕を報ずる新聞
ノーマンと同時に、Rげσ)フォディ・サンコーやイッサ・セサイ()逮捕された。
」?????』
10章  政府系勢ノリCDF υ)確立と解体
(The F.xecut i vo, I l'r' Mar<:h, 2001] )
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第11章 ライフヒストリー
5章から10章までにかけて、カマジョー /CDFの変容を明らかにしてきた。その変容は、
複数の小規模なPCネットワークが統合を繰り返し、大きなネットワークヘと収飲するプロ
セスであると理解できる。
本研究の仮説では、PCネットワークの全体像のみならず、そのPCネットワークを構成す
る個々人にも注目している。ウタスが指摘するように、パ トロン=クライアント関係は流
動的であり、頻繁に組み替えられると考えている(Utas 2012:8).PCネットワークが持続
しているとしても、その中にいる者は同じとは限らない。本章では、カマジョー /CDFのPC
ネットワークが流動性を持つものであることを示すため、何人かのライフヒストリー を提
示する。その目的は、PCネットワークの中で行き来する個人のあり方を示すためである。
カマジョー の経験を見ると、複数の人脈ネットワークを渡り歩いていることがわかる。
ネットワークに参加する構成員は参入や退出を繰りかえす。ネットワークは常に一定とは
限らない。         |
カマジョー /CDFの中で幹部となつた人物は、PCネットワークの頂点へと接近していつた
といえる。また、権力闘争の中で排除された者もいる。戦闘員は上官を変えたり、所属す
るグループを変えている。
それぞれのライフヒストリー は、カマジョー /CDFの変容を考えるという本研究の目的に
沿つて再構成した。個々のライフヒストリー を提示する際、カマジョー /CDFの変容やその
流動性を示す部分を抜き出して編集したのである。語りをそのまま書き起こしたものでは
ない。
ライフヒストリー で示される経験は、本研究が付与した解釈とは異なる場合もある。5章
から10章では、カマジョー /CDFの変容に対して、当事者であれ研究者であれ、最も多くの
人が納得できる説明を意識した。それに対してライフヒストリー では、個々人それぞれの
経験とその経験に対する個々人独自の見解を示した。語つた内容が嘘だと思われる部分や
お茶を濁したと思われる部分、史実とはそぐわない部分もあえて記してある。
第 1節では、ジェンデマ・カマジョー の幹部であるエディとタッカーのものである。第2
節は、ベース・ゼロに参加した3人のライフヒストリー を掲載した。第3節では、特別部
隊に参加した人物のライフヒストリー を述べる。特別部隊のパ トロンであるスパローに関
しては、すでに詳しくは述べてきたので、その概要を述べるだけに留める。本節ではそれ
に加えて、スパローのクライアントとなつた3人の戦闘員のライフヒストリー を述べる。
第1節。  ジェンデマ・ カマジョー
(1)エディ・マサレー (ジェンデマ・カマジョーの長)
まず、最初に提示したのはジェンデマ・カマジョー の長であるエディ・マサレー (Eddie
Masalley)である。彼は内戦前から社会的に高い地位にあつた。それを反映してか、カマジ
ョー に参加してからもその地位は高かつた。AFRC政権期に、カマジョー の中でも中心的存
在となったジェンデマ・カマジョー を率いていたものの、カバー大統領復帰後は、プジュ
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ン県の県事務長 という地位に留まった。年齢を聞 くことを忘れてしまつたが、インタビュ
ー時、50代前半だつたように見えた。ブジュン県が出身である (2009年12月30日、ジュ
リンにて聞き取 り)。
私は、若いころ、リベリアで働いていた。このあたり 〔プジュン県〕のメンデは、リベリアと深
い関係にある。リベリアではヴァイ人と名乗るのだ。1982～84年まで、リベリアの警察で働いてい
た。特別治安サービス(Special Security Service:SSS)という武装警察である。大統領官邸
(Executive Mansion)の警備を担っていたこともある。
しかし、内戦 〔第一次リベリア内戦〕が過酷なものとなったことを契機に、シエラレオネヘと帰
国した。帰国後は、ビジネスをしていた.材木やダイヤモンドを扱つた。レパノン人がビジネス上
のパートナーであり、彼が輸出を担つた。シエラレオネでも内戦が厳しくなると、カマジョー に巻
′
き込まれることになった。私に加入儀礼を施したのはラハイ・バングラである。カマジョー にはい
ると国軍と共同で対RUF戦にあたることになつた。
AFRCのクーデターが発生した時、私はジンミの国軍駐屯地にいた。国軍とともに住んでいた。ク
ーデターのことはラジオで知つた。最初は、確信がなかつた。ラジオで、カバー大統領が亡命し、
AFRCがRUFを迎え入れたということを知った。徐々に、状況が悪化していくことを確信した。そこ
で我々はジェンデマヘと向かつた。多くのカマジョー がジェンデマに移つたが、残つた者もいる。
一般人に戻つた者もいる。
我々は軍政軍と戦うために、ECm∝に援助を申し入れた。「参謀長殿」宛のレターを書き、モン
ロビアのECOMCG本部へと持つて行つた。イプラヒム・タッカーやジョン・スフレイ 〔ジェンデマ 。
カマジョー の幹部〕もいつしょだった。ECOMOGからの答えは、君たちの大統領とコンタクトが取れ
るまで支援は約束できないというものだった。ある時、ECOM∝の車がジェンデマヘと来た。カマジ
ョー の代表者に会いたいという。我々〔ジェンデマ・カマジョー の幹部〕は、言ンロピアのECw∝
本部へと向かつた。支援が約束された。我々は、 リー ダーとしてノーマンを迎え入れることを強く
主張した。ECOMOCは政治家を巻き込みたくはないと思つていたが、我々が強く主張した結果、ノー
マンを迎えることになった。その日のうちに、ノーマンはチャーター機でモンロビアまでやってき
た。
スパローに会つたのは、ジェンデマで苦戦していた時である。その頃、リベリアには我々は支援
してくれる組織にいた。その組織を通じてスパローは特別部隊を組織した。しかし、彼らはカマジ
ョー ではない。ヒンガ・ノーマンに忠誠を尽くすというわけでもない。彼らはスパローにだけ忠誠
を尽くす。そのため、我々は彼らを別働隊とした。スパロー がそのトップとなつた。
この頃のノーマンは事務的(a面inistrative)な役割を担っていた。軍事司令の役割を持つていた
わけではない。しかし、彼は彼で考えるところがあつたのだろう。彼は自分の考えることを押し通
そうとした。しばしば饂館が生じた。彼は、軍政軍に勝利すると同時に、権力を維持したがつた。
思い通りにならないと察したノーマンはすべての武器弾薬を取り上げ、事務スタッフを引き連れ、
ベース・ゼロヘと移つた。軍人 (カマジョー )はそのままジェンデマに残された。最初は、武器が
不足し、ECOMOGからダイヤモンドを買つたりしていた。しかし、それをカマジョー には知られたく
なかった。そのため、武器は隠れて買っていた。しかし、その後、ナイジェリア第23大隊(NImAT 23rd)
がジェンデマに駐留することで、支援が再開された。カパー大統領の取り計らいである。
我々は軍事作戦において討議を重ねた。部下の反論も許した。我々は透明性を保つていたんだ。
ジェンデマ側で、シエラレオネ特別裁判所に訴追された者はいない。容疑者として拘束され、取り
調ぺを受けたのもスパローだけだ。そのことは我々の正当性を示している。
フリー タウンを掌握したとき、我々は多くのカマジョー をフリー タウンに輸送した。特別部隊も
多く参加している。しかし、その後、ジェンデマ側のカマジョー は、ケネマやジンミに配属される
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ことになった。特別部隊の一部がフリー タウンにいただけだ。残りはベース・ゼロからのカマジョ
ーとなった。私も 〔県事務長として〕ジンミにいることになった。ジェンデマ側のカマジョー は、
一時的に駆り出され、フリー タウンに行くことはあつても、フリー タウンに駐留することはなかっ
た。
2000年ころ、TDF(領土防衛隊)としてCDFを再編する構想が生まれた。その頃、CDFの「パッド・
ガバナンス」が問題となっていた。ノーマンが長となり、ルメがロジスティックスを行うた。チャ
ールズ。モニウォも大きな力を握つていた。新しい組織になれば、人事も一掃できる。我々はプル
ックフィールズ・ホテルで会議を開き、TDFの構想をカパー大統領に提言した。ノー マンもそれに
同意した。イギリス軍によつての援助も約束され、訓練のためのオフィサーも派遣された。3300名
の人員を組織することに決め、制服のサンプルも準備された。しかし、それが公となる前に、ノー
マンがそれを反故にした。それによつて計画は自紙に戻つた。
内戦後、私はチーフダム議会(Local Council)の議員となつた。現在は、その職を辞し、プジュ
ン県のSLPP議長を務めている。
エディは、内戦前に商人であり、社会的地位は高かつたといえる。カマジョーでも当初
から地位が高かったと思われる。また、彼は軍事的な知識を有 していたことか ら、カマジ
ョーの中でも活躍できた。
彼はカマジョーに加入 したとき最初からパ トロンともいえる地位にあつたといえる。彼
のカマジョーは国軍と協力 していた。クライアン トを養 う資源も国軍から調達できた。彼
がいかにして国軍と関わ りを持つよ。うになつたのかを聞きそびれたのは筆者の責任である。
525事件後、国軍と対立することにより、エディの資源の入手先はECOMOGへとシフトす
る。ジェンデマ・カマジョー は、カマジョー のリー ダーと目されていたノーマンを迎える
ことにより、その活動の正当性も得た。
しかし、ノーマンはECOM∝からの支援のチャンネルを独占した後にジェンデマ・カマジ
ョー を見捨て、ボンス県へと移ることになつた。それにより、ジェンデマ・カマジョー は
カマジョー の中心から外れた。エディは資源の入手先を乗つ取られたといえよう。
カバー政権復帰後はプジュン県の県事務長となり、ジェンデマ・カマジョー はプジュン
県に展開した。このことはジェンデマ・カマジョーがベース・ゼロを中心としたPCネット
ワークの傘下に収まつたと理解できる。
(2)イプラヒム・タッカー (第一人隊長)                 ・
次に提示するのは、ジェンデマ 0カマジョー で幹部であり、大隊長を名乗つたイプラヒ
ム・タッカー(Ibrahim Tucker)である。タッカーは1977年にボンス県ノンゴパプロム・チ
ーフダム(Nongoba Bdl10m ChiefdoOで生まれた。父親はこのチーフダムのパラマウント・
チーフだった。このチーフダムは、加入儀礼を始めたカレ村のカマジョーに加わっている。
また、内戦後、モイニナ・フォファナがスピーカーとなったチーフダムでもある。筆者は
タッカーに二回の聞き取り調査を行つた (2009年H月23日、マトゥルにて聞き取り、お
よび、20H年10月2日フリー タウンにて聞き取り)。 以下は二つの聞き取りに基づいて再
構築したライフヒストリー である。
1991年7月、反徒が私の村にやつてきて父を殺した。父は裕福だつた。反徒は父に単発銃を差し
出すことを要求した。父がそれを断ると、「我々には時間がないんだJと殺された。私はプッシュヘ
と逃げ込んだ。そのまま海軍 〔筆者注一沿岸警備隊のことだと思われる〕に報告した。
その後、ヤシ油を買い付け、フリー タウンヘと運ぶ商人をしていた。しかし、待ち伏せに遭い、
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すべてを奪われた。もう内戦中に商売はしないと決意した。内戦中は、国軍の検間でしばしば止め
られる。RUFの地域に入ると国軍に撃たれそうになる。これでは商売はできないからだ。
1995年ころ、ポンス県では反徒の脅威が再び増してきた。私も動員され AC〔行動班〕のリー ダ
ーとなった.この頃のACとは、町やセクションの若者を組織した自警組織である。次第にACはチ
ーフダムを越えて組織されるようになっている。それぞれのチーフダムは、リー ダーとなるチー
フ・カマジョー を置き、彼らが国軍とのコー ディネーションを担う。もし軍が人員を必要とすれば、
レタァで連絡が来る。それに基づいて人々を集めるのだ。私は2-3回、海軍とともに反徒の掃討に
同行した。
反徒は我々の村を襲い、我々を追い出した。そこで、カレ村のカマジョー ヘと参加することにな
った。カレ村ではサダムLシェリフの遠征に参加し、ポーヘ行つた。ボーでしばらく過ごした。カ
レ村で加入儀礼を受けたわけではないので、ポーで加入儀礼を受けた。イニシエーターはラハイ・
バングラであうた。そのころから国軍と共同作戦を行うカマジョー と行動するようになった。エデ
ィがその長であつた。エディは国軍との調整役であつた。私は野戦司令官(battle frOnt comlllander)
の役割を果たした。525事件のときも国軍とともに行動していた。そのとき、私はジンミにいた。
それまで我々と国軍の関係は良好であつたが、国軍と袂を分つことになり、我々はジェンデマヘと
移動した。…ジェンデマでは第一大隊長となった。しかし、ノーマンが新しい基地を作つたとき、
第二大隊長となった。
〔出身チーフダムがベース・ゼロに参加しているにも関わらず〕ベース・ゼロには行つたことが
ない。ヘリコプターで ECOMOCの支援物資を運んだ時に、同行したことがあるが、決して降りなか
つた。我々 〔ジェンデマ・カマジョー 〕と彼ら 〔ベース・ゼロ〕はよい関係とはいえなかつた、降
りたら殺されるおそれがあつた。
我々はジェンデマでカマジョー を厳密に組織した。それに対して、ベース・ゼロでは命令系統が
混乱していた。ポーを掌握したとき、彼らは苦戦していた。我々が来たことによつてポーを掌握す
ることができたのだ。
フリー タウン掌握後は、病気をし、数か月フリータウンで入院生活を送つた。その後は、ジンミ
に駐留することとなった。スパローも特男1大隊の長としてジンミにいた。我々は仲が良く、何をす
るのも一緒だつた。
武装解除の後、私はいくらかの金銭を手にすることができた。それを元手に、DDRプログラムを
実施するローカルNGOを立ち上げた。そのNGOは国連に承認された。ボーにて、パイク整備士、大
工、洋服の仕立てなどの副1練を実施した。スパローもその運営に携わつていた。
ある時、スパローからLURDへといかないかという話をされた 〔2003年前半のこと。スパローは
そのころフリー タウンで LURDの連絡係を行つていた〕。NGOは人に任せ LURDへといった。リベリ
アで和平合意が結ばれた後、ノンゴパムロム・チーフダムにあいさつのために戻ると、もうリベリ
アには戻るなと言われた。リベリアには、私の所有物も、やることもあつたが、すべてをなかつた
ことにした。ボンス県の県議会に立候補することとなつた。それに当選し、今は県会議員をしてい
る。
タッカーの経験からは、さまざまなカマジョー 集団を移り歩く戦闘員の姿が読み取れる。
タッカーは、出身チーフダムで狩人民兵となった後、反徒に追われ、カレ村へと参加した。
チーフダムを基盤としたPCネットワークから、統合された大きいネットワークに移つたと
いえよう。その後、サダム・シェリフの遠征に随伴し、ポーヘと赴いた。ボーでは、国軍
と共同で作戦を展開するエディのカマジョー 集団に参加した。この集団はそのままジェン
デマヘと追われ、カマジョー /CDFの活動の中心となった。しかし、ノーマンがベース・ゼ
ロヘと移ることで、ジェンデマ・カマジョー は中心から外れる。その後は、ジンミに第二
大隊長としてとどまった。カレ村のPCネットワークから独立したサダム・シェリフのネッ
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トワー クに参加した後、エディのネットワー クに移つたと言える。内戦が終結する頃、彼
はNGOに活路を見出し、CDFのPCネットワークから外れていつた。
第2節。  ベース・ゼロ
ベース・ゼロは、ジェンデマ・カマジョーと競合したカマジョー集団といえる。このカ
マジョーが優位に立つプロセスからは、ひとつのPCネットワークが人員を吸収し、拡大し
ていくさまが見てとれる。
(1)ドクタ ・ーマサレー (イニシエーター)
ヽ
イニシエーターであるドクター・マサレー(Dro Masalley)は、コンデワのキャビネット
(加入儀礼の補佐要員)である。ベーズ 0ゼロが置かれたタリアで生まれたメンデ人であ
る。はつきりとした年はわからないが、1970年ころに生まれたという。父親も呪医であつ
た。彼は英語ができないため、メンデ語から通訳を介して聞き取りを行つた (2010年1月
3日、ボーにて)。
父親が呪医であつた。父親には10人以上の子どもがいた。そのほとんどがイスラム学校を出て
いる。公教育を受けたものは2-3人である。私もイスラム学校を出た。ギニアで学んだ経験もあ
る。アラビア語はしゃべれるが、英語は喋れない。もちろん、クリオ語は喋れる。
内戦が始まった後、このあたりに住む呪医は結束することになった。コンデワが夢を見たからだ。
コンデワは夢の中で女性に会つた。その女性は「呪医が集まって村を守りなさい、全ての呪医が
集まって作つた呪薬を試しなさい」と告げた。
コンデワは、呪薬の作り方と、その効力の試し方を教えられた。二つの棒を立て、その棒に自い
サテンの布を掲げて、それに向かつて銃を撃てというのだ。もし布が銃弾を通さなかったらその呪
薬を戦士たちに使いなさいと女性は告げた。この預言に基づいて、コンデフはカレ村で加入儀礼を
始めることになった。これを契機に呪医は結束した。この儀礼を施した者は、確かに銃弾を通さな
かった。
・¨ノーマンがまだ代理チーフであったとき、彼は若者たちを訓練していた。RUFの襲撃にあい、
多くの犠牲者を出した。ノーマンは残つた人々を強化しようとした。そのときに、私やコンデワ、
モアレム・ボニ、ドクター・ジベオ、アリウ。セサイ、カモ・フワードが呼ばれた。我々は加入儀
礼を行つた後、カレ村へと帰つた。 ・¨
フリー タウンでは、宮中クーデターが発生し、マーダ・ピオが国家元首となった。彼はティフン
出身であつたため、我々のカマジョー はカレ村からティフンヘと拠点を移した。政府の注意を引く
ことが目的だつた。支援を得ようとしたのだ。 ・¨カバーが大統領になる頃には、ポンス県には反
徒の問題がなくなりつつあつた。そのため、私は北部へと派遣された。トンコリリ県のマシンピで
社を設けた。テムネ人、クランコ人、リンパ人に加入儀礼を行つた。彼らは自分たちの民族の自警
組織の名を名乗つた。
525事件まで北部にいた。525事件の時、すべてのイニシエーターはティフンに帰るように伝え
られた。そこで、ティフンヘと戻つた。この頃、ノーマンがジェンデマでカマジョー を再編してい
るという話を聞き、ジェンデマヘと向かつた。ジェンデマの戦闘は激しかつた。そこで、カマジョ
ーはタリアに拠点を移したふタリアに来た後は、コノ=マクニ幹道(Kono―Makeni Highway)をプロ
ックするために北部へと派遣された。
カパー政権が復帰してからCDFは再編された。加入儀礼部をつくることになつたが、イニシエ
ーターは教育を受けていない。組織再編は難航した。自分は前線での経験、イニシエーターとし
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ての実力、ジェンデマとのパイプを果たしたという役割を買われ、加入儀礼部のロジスティック
ス長となった。その役割は物資を調達し、分配することだ。この職位は重要であり、権力を持た
なければ殺されるような職位だ。
カパー政権が復帰した後、イニシエーターが乱立した。最初、すべてのイニシエーターはボン
ス県出身であつた。しかし、ポーやケネマに進出してからは、政治やカネが絡みだし、ボンス県
とは関係のない者もイニシエーターとなった。そこで、加入儀礼部門の責任の下、免許を発行す
ることにした。一度、免許を取れば、彼らは独自で社を建てることが認められた。すると、今度
は免許をカネで買うものが現れた。この問題を解決するために会議が開かれ、銃を撃つてテスト
してみてはどうかという意見も出た。しかし、そのような強攻策に出ると戦争になりかねない。
そこで、物資の供給に差をつけることにした。加入儀礼部のオフィスは、ポーに設置された。イ
ニシエーターはポーやケネマに集まっているため、フリー タウンにオフィスを構えるよりも、都
合がよかつたからだ。
内戦が収東する頃、私はCDFの解体に関する仕事を命じられた。ある組織の運営である.その
組織名はボンダイラ(bondaylla)という。メンデ語で「ひとつの家族」という意味だ。そこで開発
プロジェクトを担つた。
彼はベース・ゼロとなるPCネットワーク (カレ村の PCネットワーク)の一員である。
ベース 0ゼロのネットワークヘととどまる事で、国家レベルで整備された CDFで、加入儀
礼部門の調達係という地位を占めた。彼は、優位に立ったネットワークに所属したことで、
その他のPCネットワークを取 り込む際に中心に立つことができたといえる。
筆者がノーマンについてどう思うかと聞くと彼は以下のように答えた。
ノー マンは間違つたアドバイスを聞いた結果、CDFも自分の身も滅ぼす結果となった。彼の大き
な間違いはTDF(領土防衛隊)の設立を断つたことである。彼がCDFを捨て、一介の政治家にな
っていたのであればシエラレオネ特別裁判所は彼を逮捕しなかったであろう。彼は、間違つたア
ドバイスのため身を破滅させたんだ。
(2)モハメド・ ドゥワイ
モハメド・ ドゥワイ(Mohanlmed Duwai)は内戦前から国軍にいたが、内戦中に国軍を辞め
た。パラマウント・チーフに雇われることで、カマジョー に対して軍事訓練を施すように
なる。彼は、最終的にはプルックフィールズ・ホテルを担当する国家基地司令官(National
Base Conlmander)となつた。1968年生まれのメンデ人であり、プジェン県出身である (2009
年H月27日、フリー タウンにて)。
1994年まで国軍の野戦司令官(Battle Field Conunander)だつた。国軍に入つたのは戦争の前だ。
最初に戦争に直面したのはダル 〔カイラフン県〕だつた。その頃、ダルは反徒に取られたり、取り
返されたりしていた.数ヶ月ごとにフリー タウンに戻るリフレッシュ休暇が与えられた。1994年
に国軍を辞めた。戦闘は組織化されておらず、反徒と協力する上官も現れたからだ。数ヶ月フリー
タウンで過ごしていたが、シンパル・チーフダムのパラマウント・チーフ、マダム・ガマンガに軍
事訂1練の依頼を受けた。地元の狩人に訓練を施してくれという。軍事訓練はボアジプ 〔シンパル・
チーフダムの中心地〕で行つた。ケネマ県中から人が集まってきた。軍事副1練を行つたのは、私の
ほかに、リベリア人の軍人とシエラレオネ国軍の軍人がいた。この頃、加入儀礼を受けることとな
った。 ・¨525事件のとき、我々はプッシュに逃げ込んだ。ティフンが人を集めているという噂を
聞いた。一週間かけてテイフンヘと歩いていき、ベース・ゼロヘと参加した。
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1
1998年2月、我々はビッグ・プッシュをかけた。私はダルヘと進軍した。そこからフリー タウ
ンでマン・パワーが必要だというのでヘリコプターに乗つてジュイ 〔フリー タウン近郊〕まで行つ
た。フリー タウン掌握の後、ECOM00とノーマンでとりあえずの担当を決められた。そのとき、命
じられたのが基地司令官という立場である。我々はCDFの国家本部を作ったとき、チーフダム・ レ
ベルでの実態調査を実施した。そのときのCDFの戦闘員は9万9千人だつた。¨ 。16事件のときは、
多くのカマジョー が死んだ。反徒は山から下りてきた。銃を隠し持ち、突然ストリー トで撃ち始め
るのだ。この時は、本当に多くの人が死んだ。¨。内戦終結期にはDDRのために働いていた。各地
を回り、戦闘員を説得した。ノ∵マンが逮捕されたとき、私はCDFの上官(senior Officer)をたず
ねて回り、支援を求めた。
DDRのとき、214名の上官はまとまつた金額と家が与えられた。しかし、私が支援を求めても、
誰も注意を払わなかった。私はみんながグルだったことに気づいた。彼らは今の SLPP(シエラレ
オネ人民党)を牛耳つている。それではシエラレオネに未来はない。私は毎週のようにノーマンに
面会をしにいった。
私は国のためにはAPC(全人民会議党)に移るべきだと思つた。APCに移ることをノーマンとも
相談した。ノーマンはそれに同意した。今、私はAPCで南部州調整官(Regional Coordinator of the
South)を行つている 〔南部州はメンデ人が多く、SLPPの票田である〕。
彼は、ベース・ゼロのPCネットワークに取り込まれ、その後も、CDFが政府勢力になるな
かで、PCネットワークの中心に居続けた存在だといえる。彼はベース・ゼロに参カロしたこ
とで国家基地司令官という立場を得ている。
(3)アルバート・す□
アノ″ ―ヾ 卜・ナロ(Albert Na1lo)は、ベース・ゼロのPCネットワークにいたものの、そ
の後に周縁化された存在だといえる。彼は聞き取り調査時、57歳であり、比較的高齢であ
る。彼はポー県出身であるが、内戦勃発時にはカイラフン県で農業指導員をしていた。彼
はシエラレオネ特別裁判所でも証言しており、その内容は9章でも多く紹介している(2011
年 10月8日、フリー タウンにて)。                   1,
私は内戦発生時、カイラフン県で農業指導員として働いていた。反徒が来たためポーヘと移つ
た。私は反徒と共に二ヶ月居た。最初はシンパシーを感じたが、インチキだと思うようになつた。
RUFは住民にダイヤモンドや金を差し出すように命じた。コーヒー、カカオ、ヤシ油も「革命」の
ために差し出せという。これは違うと思い、逃げようと妻に提案した。一度、ギニアヘと渡り、
コノ県を抜け、ポーヘとたどり着いた。ボーでは商売を始めた。干魚(dried fish)やヤシ油を南
部州で買い付け、ポーヘと運んだ。ボンス県にもいつたことがあり、カレ村にも行つたことがあ
る。その頃、サダム・シェリフが反徒を追い払つたので南部州には危険がなかった。カレ村のカ
マジョー のうわさは火事のように広がった。私もカレ村で仕入れた情報を、ポーで話したことが
ある。
内戦がひどくなるにつれて、私もカマジョー になることにした。自分のチーフダムヘ行き、面
談を受けてカマジョー になった。イニシエーターは自分で選んだわけではない。チーフがママ 。
ムンダを選んだ。彼女は力があると知っていたので異論はなかつた。525事件の後、東部のカマジ
ョー はジェンデマに行き、南部のカマジョー はタリアに集結した。モイニナ・フォファナが戦争
長に任命され、ノーマンが国家調整役となり組織作りが行われた。
私はジェンデマヘと命令を受け取りにいき、ニュースを持ち帰つたことがある。その頃は、マ
マ・ムングの部隊にいた。ママ 。ムンダのアイディアで、ポー周辺に基地を作ろうとしていた。
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人員を集めるためにモヤンパ県やポー県を回つた。
しかし、ノーマンはすべてのカマジョー はベース・ゼロに集まれという命令を発した。そこで、
2-300人とともにベース・ゼロに移つた。ママ・ムングは老齢であつたため残つた。当時はティ
フンにベースがあつた。時はティフンがペース・ゼロと呼ばれ、ノーマンもコンデワもそこにい
た。 トラブルのためすぐにタリアに移つた¨。(その経緯は9章を確認) ・¨。私はそこでノーマ
ンに副作戦長(Deputy Director of Operation)、および南部担当長(Director of Southern Region)
に任命された。
｀ カバー大統領が帰国するきつかけとなったフリー タウンの攻撃の際、私はポーにとどまった。
そこでポーのオフィスを設立した。"・カバー大統領が復帰した後もポーに留まった。
ある時、ノーマンは私に話があると言つてきた。ECOMOGに対して攻撃しろというのだ。それは
まずいと思い断つた。すると、ノーマンは事務所を迂回して、現地の司令官と直接コンタクトを
取り出した。オフィスはそのまま残されたんだ。それ以降、オフィスが迂回されて作戦が伝達さ
れた。戦争長のモイニナ・フォファナに相談すると、そのままポーにとどまれと言われた。それ
からはコメの支給も減った。
・¨DDR後もポーに留まった。私はECOM∝との仲介を行つていたので、人々は内戦後も私の存在
を知っていた。¨ 。アメリカ人がやつてきて、シエラレオネ特別裁判所で証言するように言われた。
・弁護のつもりだつたのに、誘導されて余計なことをたくさん言つてしまった。証言後は、証人保
護プログラムを受け、ガーナで過ごした。しかし、ガーナは知り合いがいない。寂しすぎた。今
はカイラフン県に戻つて材本の輸出をしている。カイラフン県は反徒の支配地域だつたのでカマ
ジョー は少ない。今はボーに帰つても、夜中は出歩けない。殺されてもおかしくはない。
彼はベース・ゼロのPCネットワークに参入し、高い地位についた。しかし、CDFが国家
としての組織を整える中でノーマンの命令を聞かず、周縁化された。彼は優位に立つPCネ
ットワークにいたにも関わらず、CDFが政府系勢力として確立するなかではじき出された存
在といえる。
筆者は、彼とはフリー タウンで会つた。カイラフン県からわざわざ出てきてくれたのだ
(スパローは「私が命令した」という)。 私が宿泊代、交通費 (および、訪IネL数十ドル)を
払つた。スパローもこつそりとお金を渡していた。
ナロヘの間き取りは宿のテラスで夕方から行つた。彼はピールを片手に CDFについてを
数時間語つた。気づくとH時だつた。その翌日、フリー タウンにやつてきたナロをスパロ
ーの弟が訪ねてきた。彼も、ナロと同様、材木商を営んでいる。彼らは宿のテラスで会話
をしていた。カマジョー からの復讐を恐れているナロに対してスパローの弟はボーに住ん
でも大丈夫だと諭した。「もう内戦は終わつた。彼がボーに住んでももはや迫害を受けるこ
とはないと思う」とナロに告げていた。
確かに、ナロはよく喋るおじさんであった。気のいいおじさんという印象である。せつ
かく来たからには全部知ってから帰つてもらうと、5時間近くも語つてくれた。その中には
シエラレオネ特別裁判所で語られたのと同じ、住民に対する残虐行為も含まれている (9章
参照)。
第3節:特別部隊
本節では、スパロー を頂点とした特別部隊のPCネットワークを追っていく。スパローの
経験については詳述したため、概要を確認したうえで、彼のクライアントニ人のライフヒ
ストリー を提示する。
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(1)スパロー
まずは、スパロー の経験についてまとめておく。彼は1973年生まれである。
スパローはシエラレオネのメンデ人であるが、父親の都合で隣国リベリアの首都モンロ
ビアで生まれ育った。
メンデ語を学ばせるという父親の意向から、中等教育、高等教育はシエラレオネで受け
ている。彼がシエラレオネに滞在中、リベリアでは第一次リベリア内戦が始まり(1989年)、
シエラレオネ内戦も勃発した (1991年)。 国軍はリベリアと関係がある者を見ると反徒だと
疑つていた。リベリアで育ったスパロー にはリベリア訛りのアクセントがある。身の危険
を感じたスパローは LllDF(リベ ア人連合防衛軍)に入つた。LllDFはULIMO(リベリア民
主統一解放運動)と名をかえ、リベリアヘと侵攻することとなった。スパローはシエラレ
オネに住む母親に ULIMOに参加することを相談した。しかし、反対された。そのため、一
般市民としてリベリアに帰つた。
525事件を契機に、スパローはカマジョー /CDFに参加した。この頃、リベリアでは第一
次リベリア内戦が終わつたところだつた。父親がSLPPのシンパであり、ノーマンとも知り
合いだつたことから、モンロビアの地下組織に参加する。ジェンデマのカマジョ‐は苦戦
を強いられていたため、リベリア人戦闘員を動員し、ジェンデマのカマジョー に参加する
ことになった。リベリア戦闘員の部隊は特別部隊と呼ばれ、その長としてスパローがつい
た。スパローが特別部隊へと資源を流した。しかし、スパローは数か月後にはリベリア政
府に逮捕される。
1998年3月、カバー政権の復帰とともに、リベリア政府からの恩赦が出され、スパロー
はシエラレオネヘと渡つた。しかし、ノーマンのいとこに撃たれ、重傷を負つた。緊急に
フリー タウンに搬送する必要があつた。スパローと親しい司令官らがノーマンに飛行機を
飛ばすように迫つた。ノーマンは一度は断つたが、彼らに暴動を起こすと脅され、スパロ
ーを搬送することとなつた。スパローは一命を取り留めた。
スパローが昏睡状態に陥つているとき、特別部隊の上官は逮捕される。回復しつつあつ
たスパローは部下の角早放をノーマンに掛け合うも、取り合つてもらえなかった。そこで彼
は政府の上層部に掛け合い、特別部隊を解放させた。
その後、ノーマンを迂回して CDFを動員したい国軍参謀長コーベの下で、カマジョー を
動員するようになる。国軍の物資を分配することができたため、スパローには多くのカマ
ジョー が従属するようになった。
CDFが解散の方向へ向かう頃、スパローはリベリアの武装勢力 LURD(リベ ア民主統一
連合)の結成に携わる。特別部隊はLURDへと流れた。.また、戦闘員を探しているという情
報を流し、シエラレオネ人戦闘員を動員した。カマジョー だけではなく、RUFやAFRCから
も参加があった。彼はLURDで活動することになった。
以上が、内戦を中心としたスパローの半生である。
彼の経験からは、PCネットワークの二つの在り方が理解できる。第一に、PCネットワー
クが国境を越えるプロセスである。内戦の中でジェンデマ・カマジョー は軍事力の強化お
ためにリベリア人戦闘員を動員した。その時に、リベリア人とシエラレオネ人の仲介役と
なったのがスパロー であった。スパロー は、その役割を担うことで、ジェンデマ・カマジ
ョー の幹部として参入することとなったヽ これによリカマジョー /CDFにリベリア人が参加
1スパローがジェンデマ・カマジョー の幹部となったその他の理由として、①彼がLUDFで軍事経験があつ
たこと、②彼が支配家系出身であること、③高い教育を受け、読み書きをできた上に、地頭が良かつたこ
と、が理由だと思われる
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することとなった。また、そのことはのちにカマジョー がLURDに参加することに繋がる。
長期化する内戦の中でPCネットワークは国境を越えたといえる。
第二に、PCネットワークに見られる権力闘争である。彼はPCネットワークから排除され ,
ようとした。ノーマンが飛行機で重体のスパローを運搬することを拒否した時、スパロー
と関係の深い司令官がノーマンに対して反乱すると脅迫し、ノーマンはそれに屈している。
このことは、PCネットワークに立つ者でも、中間レベルのパ トロンによる抵抗で譲歩せざ
るを得ないことを示している。また、ノーマンがスパローの逮捕に伴い特別部隊の上官を
逮捕したことは、スパローに従属するクライアントが反抗するのをあらかじめ抑え込んで
おこうとする意図とも取れる。
(2)イプラヒム・ジャロ
イプラヒム・ジャロは特別部隊の中でスパローに次ぐ第二位の地位にあつた。シエラレ
オ ネ 人 で は あ つ た が LUDFに参 加 し、ULIMOとして リベ リア で 戦 つ た 。 第 一 次 リベ リア 内 戦
後、スパ ローが特別部隊を結成 したことにより、カマジョー/CDFに参加することとなる
(2010年12月31日、ポ トルにて)。
私はULIMOでの経験があるが、シエラレオネで生まれて、シエラレオネで育ったシエラレオネ人
である。ブジュン県ポトル(Potoru)の出身だ。フリー タウンで生まれてしばらく過ごした後、ポー
に移つた。父親はフラ人で母親はマンディンゴ人であるが、私はメンデ・コミュニティに育つた。
私はメンデ化されている。
私はその頃学生だったが、国軍に見たり聞いたりしたことを伝えることをしていた。国軍に「お
前は勇気があるから戦闘員にならないか」といわれた。そこでLLDFに参カロすることとなった。国
軍は反徒を追い出すためにLUDFを組織した。リベリア人がポトルからジンミ(リベリア国境方面)
へ行くためにはシエラレオネ人のガイドが必要だ。私はその役割を買つて出た。
タオマ・ベース (ケネマ近郊にあるLUDFの基地)にはシエラレオネ人は大勢いた。数百名、あ
るいは、一個中隊相当はいたのではないかと思う。大学生だったスパローもいつしよだった。その
頃からスパロー とはプラザー (ここでは「友人」の意)だつた。みんなが本当のプラザー 〔兄弟〕
かと見紛うほどだ。
ULIMOは反徒を撃退し、そのままリベリアに入つた。私もそれに同行した。
・¨ (この後、彼はリベリアでの経験を語つた。そして、特別部隊の話に入る) ・¨
特別部隊に参加した戦闘員は 〔リベリアの中でも〕同じ勢力にいたわけではない。カバ∵政権が
転覆した後、スパローが「マン・パワー がいる」と声をかけてきた。そこで私がULIMOの仲間に声
をかけた。特別部隊の動員を行つたのは私なんだ。誰かに伝えると、そいつが誰かに伝える。そう
いう形でうわさが広がっていく。特別部隊のほとんどがULIMOだが、別の武装組織からの奴もいる。
特別部隊が結成された時、最初の50人にミッションが与えられた。そのミッションとはジェン
デマの掌握である。当時、ジェンデヤのカマジョー はリベリア国境側へ追いやられていた。特男1部
隊は、ジェンデマを奪還するミッションが与えられ、その晩のうちに車一台と武器を接収してきた。
その後、カマジョー 、ECOMOG、特別部隊により、ジェンデマは掌握され、軍事政権は27マイルも
撤退した。我々はジェンデマに戻ることができた。
・   特別部隊はカマジョー に戦闘の方法を教えた。カマジョー が知らているのは単発銃の使い方がせ
いぜいである。特別部隊が大きな力となつたことは間違いない。
我々がリベリアに追いやられた時も、エディはラジオであたかもジェンデマに留まつているよう
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に振る舞つた。プロパガンダだ。「あいつらは国境で持ちこたえている」と思わせようとしたのだ。
BBCの特派員が取材に来た時のことを覚えている 。あの時は、我々はリベリアの上の上にいた.
しかし、その後、CDFはジェンデマを取り戻した。その後、リペリアに入る時は武装解除が求めら
れるようになった。それによリカマジョー がリベ リア側に渡ることは少なくなった。
ジェンデマの長であつたエディは、E∞耐 との協力をするため、ルンギ国際空港に呼ばれ、コ
ーペとの調整役を担うようになった 〔当時、コー ペは ECOL10Cシエラレオネ司令官[ECOM∝force
comlnander in Sierra Leone]の地位にあつた〕。実戦では、イプラヒム・タッカーが指揮を取るよ
うになった。タッカーの方が優秀だつたと思う。
スパローが逮捕されてからは、危険を避け、モンロビアヘと行かないようにした。ジェンデマ
に留まった。その後、ノーマンはベース・ゼロヘと移つた。我々は引き続きECOMlrに対して必要
物資の要請はできた。無線で連絡すれば持つてきてくれた。E∞MCGも〔ノーマンとは別に〕我々
が独自に活動していることを知っていたんだ。
スパローが逮捕されている間、特別部隊は私が運営した。1998年2月の一斉蜂起の時には、ケ
ネマまで進軍した。ECOMCGが後方支援をした。我々がジンミを掌握すると、ECOM∝がジンミに来
る。次に、ジョル(」oru)を掌握すると、ECOMOGがジョルに入る。そんな形でECOMOCは部隊を送つ
た。… (その時、参加したナイジェリアの大隊とその大隊長の名前をあげた) ・¨ケネマを掌握し
た後、私はE∞M∝にジンミまで呼び戻され、ポーヘの進軍について打ち合わせをした
フリー タウンが掌握され、カバー政権が復帰した後、特別部隊やジェンデマのカマジョー は、
カイラフン県での戦闘や国境地域の警備にあたつた。1999年の 16事件の際、コーペはジェンデ
マのカマジョー を援軍として要請した。我々はヘリコプターでフリー タウンヘと言つた。それま
でもコーペはジェンデマのカマジョー にフリー タウンヘと来て欲しがつていたが、ノーマンはベ
ース・ゼロの人員ばかり送っていた。
リベリアでのミッションは、リベリア人政治家が秘書をジンミヘと送つてきたことで始まつた
〔1999年頃〕。スパローや私は彼をフリー タウンヘと連れて行き、コーベ 〔当時は国軍参謀長の
地位にあつた〕と引き合わせた。するとコーペに72時間で作戦を考えるように指示された。私と
スパローは徹夜でその作戦を練つた。…スパロー はそのままLURDのミッションヘと行つたが私は
いかなかった。…内戦後は、ポトルヘと帰り、ダイヤモンド採掘をしている。排水ポンプなどの
機材を準備し、鉱夫を雇つており、その元締めをしているのだ。
イプラヒム・ジャロとスパローの関係はリゾーム状の人脈を物語る。アフリカの国家を
論じたバヤールは、アフリカでは、ものごとを行なうためにリゾーム状に広がる人脈が役
割を果たしているとした(Bayart 1993)。また、ウタスはネットワークの結節点となるビッ
グマンの役割を論じている。ビックマンとは、私的に有する影響力を用いて物事を動かす
能力を持つた人物である (Utas 2012:6)。
スパローもジャロも特別部隊でビッグマンの役割を担っていたことがわかる。ジャロは、
自分の人脈を用いて戦闘員を集めた。ジャロはスパローの従属者というよりも、パー トナ
ーという側面が強い。スパローに従属したことのある戦闘員は、筆者の調査時でも、スパ
ローに対しては部下として振る舞つた。それに対して、ジャロはスパローと対等な立場で
話している。彼らはカマジョ‐/CDFという大きなPCネットワークに参加するために人脈を
駆使し、特別部隊というPCネットワークを築き上げたといえる。スパローは、資源の獲得
という側面からジャロよりも優位に立っていたので特別部隊の長になったと考えられる6
(3)イソ・ ドー
次のライフヒストリー は、特別部隊に動員されたリベリア人戦闘員のものである。彼は、
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1971年生まれのリベ リア人である。彼は特別部隊に入るまでシエラレオネと関係を持って
いたわけではない2.第一次 リベ リア内戦の時、彼は リベ リア国軍の兵士であった。しかし、
リベ リア国軍が衰えつつあつたため、ULIMOへと移動する。知 り合いを見つけて、そのツテ
を辿 りULIMOの戦闘員 となつたのだ。第一次 リベ リア内戦の後、彼はモンロビアに住んでい
た。その時、彼は特別部隊として動員されることになる。聞き取 り調査では、第一次 リベ
リア内戦についても聞き取つているが、ここでは特別部隊に動員 されるところから彼のラ
イフヒス トリーを提示する (2010年10月24日、モンロビアにて)。
スパロー には、1997年8月、友人を通して紹介された。8月28日には、〔特別部隊の〕最初の45
人ほどがジェンデマヘと向かつた。その後、特別部隊の数は100人を越えることとなる。私は、ジ
ェンデマでカマジョー に対して訓練を施した。スパロー が撃たれた時、特別部隊から16人が逮捕
された。その時、私は、ジンミにいた。ブジュン県司令官となつたエディ。マサレー が「大統領が
君たちに会いたいといっている、政権復帰のために戦つた君たちに敬意を表したい」とフリー タウ
ンに行くように命じた。彼にエスコートされ、 〔ジンミにいる特別部隊の上官〕数名がフリー タウ
ンに移動した。途中、ポーでECOMOG部隊に逮捕された。謀反の容疑だつた。特別部隊から16人が
逮捕された。ECOM∝が本当のことを知つているはずがない。我々は90日拘留されたが、回復した
スパローが政府と掛け合つた結果、解放された.
…スパローは、マックスウェル・コーペに連絡を取り、リベリアでの蜂起が決定される。この頃、
私は、シエラレオネ政府に逮捕された。確かに、リベリアでの蜂起には関係していたが、私だけ逮
捕される理由はわからない 〔スパロー や他の戦闘員といつしよなら理解できるが、そうではなかっ
た〕。とにかく、逮捕された。スパロー は政府に掛け合い、私を解放して、そのままギニアヘと逃
した。ギニアでは、LURDの蜂起に関わつた。他の特別部隊の戦闘員がシエラレオネから来るのを
受け入れる準備をした。その後、LURDとしてリヘリアヘと侵攻した…
彼は、横につながる人脈を駆使しシエラレオネヘと流れた存在だといえる。彼はシエラレ
オネと縁もゆかりもなかった。戦闘員として動員されるというチャンスを同じULIMOにい
たジャロから持ちかけられ、シエラレオネで戦闘員となつた。
(4)「死の将軍」(C.0.Death)
「死の将軍」とは、プッシュ名 (あだ名)である。1998年2月、カマジョー/CDFがECOMOG
とともに AFRC/RllF掃討の大峰起を行つた際、進軍 してきた特別部隊に知 り合いを見つけ、
特別部隊に加わった。1966年生まれのメンデ人である。父親がメンデ人、母親はリベ リア
人である (20H年1月2日、ボーにて)。
ポーで生まれたが、母が父親と離婚した後、モンロビアヘと移つた。内戦 〔第一次リベリア内戦〕
が来た時には、日雇いとして働く程度であつた。俺が住んでいたドゥアラは、武装勢力INPFL
〔Independent National Patriotic Front of Libiera〕3によつて支配された。その頃、民間人は
食いものにありつける状態じゃなかった:ある時、友人がINPFLのジープを乗つているのを見た。そ
の友人は、戦闘員になれば飯が食えるといい俺を誘つた。俺は戦闘員になることにした。…内戦中、
lNPFLの状況が悪イヒしたため、〔平和維持のために駐屯していた〕ECOMOCのシエラレオネ大隊を訪ね
2リベリアの人口の7%を占めるクル人(Kru)である。3独立リペリア愛国戦線のこと。テイラー率いるNPFLより分派した武装勢力。第一次リベリア内戦でいち
はやく首都モンロビアヘと侵攻した。港湾施設フリー ポート(Freeport)を掌握することで内戦中のリベリ
アの経済を掌握することで優位を保つた。
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た。そこで、リベリアに流出した難民としての立場を得、海路でフリー タウンヘと行つた。シエラ
レオネではポーの父親のもとで過ごした。父親は当時、カマジョー 結社の構成員であつた。彼が私
にも加入を勧めたため、カマジョー に入つた。私はすぐに前線へと行くことになったが、カマジョ
ーの様子はひどかつた。重低音におびえ、すぐに散り散りになった。
フリー タウンヘの侵攻の際、特別部隊が来た時、ULIMOでの知り合いがいた。私は、自分いたカ
マジョー 〔集団〕を捨て、特別部隊に合流した。自分を守るためには、強い部隊に入るのが一番良
い。特別部隊に移つたほうがいいと思つたんだ。特別部隊に入ると、カイラフン県まで同行した。
特別部隊の大半はリベリア人だ。カイラフン県の人々にとつて、リベリア人は反徒を意味した。私
は特別部隊のミッションを住民に説明し、夜襲をかけたり、物を奪つたりすることはないと約束し
た。
カマジョー がフリー タウンを掌握した後 〔カパー政権が復帰した後〕は、ポーに駐留し、特男1部
隊のポー代表を務めた。ジンミにいる特別部隊がフリー タウンヘと上京する場合、一晩宿を提供し
た。特別部隊は住民からの評判も悪くなく、居心地は悪くなかつた。
"・DDRを受けた後、そのお金で焼かれた父親の家を建てなおした。しかし、兄弟たちはお前のせ
いで家が焼かれたんだといまだに非難される。今は自分でビジネスをしている。ダイヤモンドや金
の採掘だ。パルニア・チーフダムでは金が出る.6人のポーイ 〔鉱夫〕を抱え、たまにチェックの
ため現地を訪れている。
彼が特別部隊に入る経緯は、パ トロンを自由に選ぶクライアントの姿を示している。彼は
特別部隊に入つた方が都合がいいと判断し、所属する部隊を乗 り換えている。
(5)アプ・ バカール 0カマラ
最後のライフヒス トリー は、スパローがコーベから提供される資源を CDFへと分配する
ようになってから特別部隊へと入つたカマジョーについてである。
アプ・バカール・カマラ(Abu Bakar Kamara)は古参のカマジョー (内戦カマジョー )で
ある。1978年生まれであり、プジュン県ガリナス・ペ リ・チーフダム(Gallines Perri
Chiefdom)出身である。カマジョー に参加した時は 17-18歳の時だつた。彼悴16事件の後、
特別部隊へと入つた。彼が特別部隊に入つた時、自分の部下を引き連れてきたという (2012
年 9月H日、モンロビアにて)。
私はガリナス・ベリ・チーフダムで生まれ、父母のもとで育つた。4歳の時、プジュン県パカ・
チーフダム(Kpaka Chiefdom)のカラモコ〔イスラム知識人〕に預けられた。イスラムを学ぶためだ。
1991年に初めて戦争が来た。反徒は緑のペレー 帽をかぶつたり、ヤシの葉を頭に巻いたりしていた。
彼らは町に侵入すると、町のすべての人を集めた後、「我々はAPC(全人民会議党)打倒のために来
た」と語つた。そして、タウン・チーフに対し「お前はもはやタウン・チーフではない」と言い渡
し、ひとりの人間をランダムに選び、タウン司令官(Town Conlnlander)に任命した.この男もそれを
断ると殺されることになる。引き受けざるを得なかったんだろう。それ以降、この男がRUFと町の
人々の仲介役となつた。
最初に反徒が来たときには誰も殺されなかったが、後から人が殺されるようになる。住んでいた
町には川が流れている。そこを渡つてきたものは敵だとして殺されるようになつた。
1992年に国軍が近隣の町を再掌握しているという噂が入つてきた。もうすぐ我々の町にも来そう
だというので、プッシュヘと駆け込んだ」我々は農耕をしている。畑はプッシュの中にあり、そこ
で暮らすことができた。その間に国軍は反徒を撃退し、以前のタウン・チーフが復帰した。その後
も、しばしば反徒が現れた。国軍は道案内のために人々をしばしば動員した。
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1993年3月、たくさんの国軍兵士が来た。彼らは反徒の攻撃があるため、住民はここにいてはい
けないと命じられた。我々は、ゴンダマ避難民キャンプまで行くことになった。服とか生活物資を
頭に乗せて歩いた。一週間以上かかつた。
避難民キャンプではカラモコとともに生活していたが、彼は 1995年7月に病気で亡くなった。
そのあとは、同じゴンダマで暮らす父母のところへ移つた。1994年12月にゴンダマ避難民キャン
プが襲撃された時、私もその場所にいた。橋があり、逃げようとした人々が殺到した。人々は橋か
ら落ちたり、川べりから転落したりした。たくさんの人が亡くなった。ECOM∝や国軍兵士はボーヘ
とショー を見に行つており、治安要員がいなかったんだ。RUFはその夜に撤退していつた。
この頃、複数のチーフダムが国軍と共同で作戦を取るようになった。ボンス県の人々もカマジョ
ー結社を作り始めていた。その噂を聞いて私は友達とともにカマジョー になることにした。最初、
〔サダム。シェリフがいた〕ブジュン県パンダペ 〔場所不明〕に行つた。しかし、「もう彼はいな
い。カレ村へと行け」と言われ、そのまま、カレ村へといつた。
カレ村では、サダム・シェリフ、アリウ・コンデワ、ママ・ムンダが共同で加入儀礼を行つてい
た。我々は加入儀礼を受けた二番目のグループであった。その後、コンデワはティフンヘ移り住ん
だ。サダム・シェリフはポーヘと侵攻した。
私はサダム・シェリフとともにポーヘ進軍する。この時tイ'プラヒム・タッカーもいつしよだつ
た。ボーヘ至ると、ゴンダマ避難民キャンプの父母のもとでしばらくすごした。
サダム・シェリフはポーに来た後t社を設け加入儀礼を行つた。サダム・シェリフが最初にポー
で加入儀礼を行つたイニシエーターである。ノーマンやテルの人々は、サダム・シェリフに最初に
加入儀礼を受けた者たちである。その他のチーフダムの人々も加入儀礼を受けた。私は、キャンプ
にいたガリナス・ペリ・チーフダムの若者をサダム・シェリフに紹介し、加入儀礼を受けさせた。
その後、彼らはチニフダムを解放し、チーフダムヘと戻つていつた。私は、その後、ポーとガリナ
ス・ペリ・チーフダムを行き来するようになった。ポーではサダム・シェリフとともにいた。ノー
マンはサダム・シェリフの社にしばしば訪れていた。
ゾゴダ 〔RUFの本拠地〕攻略作戦は各地のチーフダムからカマジョー が参加して行われた。ダル
に駐留するひとつの中隊が我々とともに行軍をした。ゾゴダから帰ってきたころ、ケネマで社を設
けていたサダム・シェリフが殺されたことを聞いた。その後は、ママ・ムンダのもとに出入りする
ようになった。
ある時、国軍とともにカイラフン県へと進軍していた。ベンデンプからゲフンに至ったあたりで
国軍は我々にダルヘと戻れという命令を下した。ダルに着くと、カマジョー は解散しろといわれる。
我々はそれを拒否し、プッシュヘと逃げた。その後、村人からカパー政権が亡命し、AFRC政権が成
立したことを聞いた。ブジュン県の故郷へ帰ろうとしたが、途中で月1のカマジョー と落ち合つた。
彼らはジェンデマでカマジョー が再編しているという。私もそこに加わり、ジェンデマヘと参加し
た。
ジェンデマでは県野戦司令官(District Battle Field Comlnander)であつた。戦間を考え、何人
必要かを「大隊長タシカー」(“Bo C Tucker"/Battalion Comnlander)に報告する役割である。
フリー タウンを奪い返した後は、ケネマに駐留し、前線を転々とすることになつた。1998年末には
(16事件直前)、 フリー タウンに行くことになる。その頃、カマジョー はジュイで体制を整えてい
た。しかし、反徒の攻撃を受け、散り散りになった。我々はポッパー丘で再集結し、フリー タウン
ヘと加勢に向かつた。2000年3月の戦い 〔サンコー逮捕を契機にRUFがフリー タウンに進軍した事
件〕までには、私は特別部隊に入つていた。彼が国軍から調達してきた武器は我々にとつて新しい
ものだった。…フリー タウンで武装解除した後、プルックフィールズ。ホテルからフリー タウンに
移り住んでいた母の元へ移つた。
彼はカマジョー /CDFの変容の中で複数のカマジョー 集団を渡り歩いている。最初はカレ村
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へと渡り、その後、サダム 0シェリフの遠征にポーヘといった。ボーからは、国軍と共F98
するカマジョー 集団に入つた。525事件を契機にジェンデマ 0カマジョー ヘ入り、カバー政
権復帰後はフリー タウンに滞在し、そこで特別部隊に入つた。
彼の経験はPCネットワークの構成員が入れ替わる様を示している。複数のPCネットワ
ークが組み代わり、統合される中で彼はさまざまなPCネットワークを渡り歩いた。
***
小括
以上、本節では、複数のライフヒストリー を提示した。5章から10章ではカマジョー /CDF
全体の変容を記述した。そのプロセスとは、複数の小さなPCネットワークが大きなPCネ
ットワークヘと統合する様であつた。本章では、その中の個人の経験を記した。カマジョ
ー/CDFが変容する中で、カァジヨ~はカマジョー 集団を渡り歩いている。このことは、カ
マジョー /CDFのPCネットワークが流動的であり、パトロン=クライアント関係が頻繁に組
み替えられていることを示している。
以上、5章から本章 (■章)までカマジョー /CDFの変容をPCネットワークの組み換えと
捉えたうえで記述を重ねてきた。これまでの記述を踏まえ、次章では仮説を検証していき
たい。
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終章
第1節.仮説の検証
本研究では、カマジョー が形成され、変容し、ひとつの武装勢力 CDFへと変容する過程
を追っていった。その変容を説明する仮説として、本研究では、内戦の中で複数のPCネッ
トワークが組み上げられ、それが統合されながら1つの勢力 CDFが作り上げられたと考え
た。その仮説を検証するべく、本研究は二つの分析視角 (人脈、権力闘争、組織のあり方)
を設定し、それらに注目しながらカマジョー /CDFの変容を記述した。5章からH章をその
記述にあてたが、その中では、カマジョー /CDFの変容の全体像 (第一のレベル)とスパロ
ーのPCネットワーク (第二のレベル)を並行的に記述した。本節では、この二つのレベル
に分けて、カマジョー /CDFの変容を分析する。
(1)第一のレベル :カマジョー/CDFの全体像の検証
第一のレベルは、カマジョー /CDFの全体像、すなわち、ノーマンを頂点としたPCネット
ワークである。本研究の記述は、そのPCネットワークがいかに作られ、解体されたのかを
論じた。このレベルからは、複数の小さな PCネットワークが統合されることで大きな PC
ネットワークヘと発展していく姿が窺える。そのプロセスの中で、各レベルのパトロンお
よびクライアントは組み替えられていつた。組み換えを繰り返しながら、ひとつのPCネッ
トワークヘと収飲していつたといえよう。
カマジョー はチーフダムを基盤として作られ、伝統的権威やローカルエリー トがリー ダ
ーシップを握つたもいわば、チーフダム・ レベルでの動員により出現したPCネットワーク
といえよう。内戦が長期化するにつれて、カマジョー は、加入儀礼や国軍との共同作戦を
通し、チーフダムを越えたまとまりをみせるようになつた。本研究でいうカマジョー 集団
が形成されたのである。これらのカマジョー 集団でリー ダーシップを取つたのは、カマジ
ョー の司令官として頭角を現した者やイニシエーターであつた。チーフダムを基盤にした
PCネットワークは、統合・再編され、より高次のPCネットワークに組み替えられたのであ
る。
ノーマンも、ひとつのカマジョー 集団の担い手であつた。彼は、カマジョー 全体をコン
トロールしていたわけではない。だが、国防副大臣という立場を用い、リー ダーとしての
地位を築き上げた。複数のカマジョー 集団は、ノーマンの支援の下、彼に従属することに
なった。
AFRC政権期、カバー政権復帰への活動を通じて、複数のカマジョー 集団による緩やかな
まとまりが作られた。それは徐々にひとつの組織という様相を呈してくる。まず、民主主
義のための問いというプロパガンダにより、ノーマンは国家レベルでカマジョー をまとめ
あげる為の大義を得た。カマジョーはカパー政権のために戦つている集団であるという認
識がカマジョー の間で共有されることになった。次に、ECOMOGからの支援があつた。彼は、
1つのカマジョー 集団 (最初はジェンデマ 0カマジョー 、後にベース・ゼロ)を拠点にしつ
つ、他のカマジョー 集団を支援した。その支援を通じ、資源が上か下へと流れていくPCネ
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ットワークが作られていつた。ノーマンは、ベース・ゼロの活動の中で、腹心を身の周り
に置き、資源の分配を担わせた。
カパー政権復帰後は、彼らが中心となりPCネットワークが強固なものになっていつた。
他のカマジョー 集団は、支援を受け、制度化された CDFの中へ取り込まれていつたのであ
る。こうして政府系勢力CDFは形作られることになった。
ノーマンは、PCネットワークの中で、命令系統を明確にせず、皆が司令官と名乗るよう
な状況で、トップに君臨した。ジェンデマ・カマジョー は命令系統を整えた一方、ベース・
ゼロでは命令系統の整備を行わなかつた。ベース・ゼロでのノーマンの命令を見ると、そ
うした混乱を利用することで、恣意的な命令を発し、権力を強めたようにも思える。この
支配の在り方は、新家産制における為政者の支配を想起させる手腕である。
アフリカ国家を論じるシャパルとダロー(Chabal and Daloz)は、「無秩序の道具イヒ」
(instrumentalization of disorder)という概念を提示している。アフリカにおける政治ア
クターは、混乱・不確実性・混沌な状況において、自らの利益を最大限になるようにふる
まうというのである。そのふるまいは、さらなる混乱を招き、不確実性を助長する(Chabal
and Daloz 1999)。
こうした支配は、資源の獲得に失敗した場合、失脚するしかない。ノーマンは内戦状態
を維持し、CDFのために資源を獲得することで権力を手にした。しかし、内戦が終息し、CDF
の持続が不可能となった時、その従属者はノーマンの元を離れていつた。彼の築き上げた
PCネシトワークは、内戦の終結とともに崩れていつた。
イニシエータ∵のアリウ・コンデワや戦争長のモイニナ・フォファナは、ベース・ゼロ
での活動以降、ノーマンの腹心として活躍した。ノー マンの直接のクライアントとなり、
資源の分配にあたつた。しかし、彼らはノー マンと近すぎた。彼らがシエラレオネ特別裁
判所に逮捕されたのは、ノー マンの権力が崩れたとき、その巻き添えを食らつたと理解す
ることもできよう。彼らはCDFのPCネットワークから降りられなかつたのだ。それに対し
て、その他の幹部はCDFのPCネットワークから次々と降りていつた。
カマジョーがCDFへと変容するプロセスを、複数のPCネットワークが浮かび上がり、そ
れが統合されていくプロセスだと捉える本研究の仮説は、大まかに妥当であると言えよう。
ただし、カマジョー /CDFという大きな人脈ネットワークについては、あまりにも大きすぎ、
検証として十分ではない。あくまでも、ノーマンを始めとした数名の人物がのし上がるプ
ロセスを見た上での推定に過ぎない。
それを補完するのが第二のレベルである。
(2)第二のレベル :スパローを中心としたPCネットワーク
第二のレベルは、スパローを取り巻くPCネットワークである。このPCネットワークは
カヤジョー /CDFを構成する一部といえる。スパローは、幹部といえる地位に上り詰めた人
物であり、高次のパ トロンと位置づけることができる。
スパローは、AFRC政権期、ジェンデマ・カマジョー の活動に参加した。リベリア人戦闘
員を集め、特別部隊を結成したのである。特別部隊のリベリア人は、リベリアの武装勢力
ULIMOに参加したイプラヒム・ジャロ (特別部隊第二位)によつて集められた。彼の元に、
リベリア人戦闘員は集まった。
彼らが特別部隊を結成するプロセスは、新たなPCネットワークが、リゾー ム状の人脈 (あ
らゆる方向に張り巡らされた人脈)を駆使することによつて組み上げられるプロセスだと
いえる。このPCネットワー クは資源を分配する者を長とし、資源の分配により維持された。
スパローは、ジャロの上にたつ「議長」である。スパローがジャロの上に立ったのは、
パトロンにとつて必須である資源を分配できたからだといえる。彼は、ジャロほどには、
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戦闘経験はない。しかし、民主主義復興運動やECOMOGから支給される物資を特別部隊に分
配することができた。スパローは資源の分配者という意味で、特別部隊を率いたのである。
スパローは、リベリア人戦闘員のパ トロンとして特別部隊の頂点と発つ一方、自らもク
ライアントとしてジェンデマ 0カマジョー のネットワークに結びついた。その頂点に立つ
のはノーマンと言えよう。しかし、ノーマンは、ベース・ゼロを設立して以降、ジェンデ
マ・カマジョー をPCネットワークの周縁に押しやつた。敵対者としてつぶすこともできず、
活かさず殺さずの立場を与えていたのだと言える。それはカバー政権が復帰した後も同様
であつた。
スパローも、ノーマンを頂点とするPCネットワークの周縁で生き延びてきた。リベリア
で逮捕されたスパローは、カバー政権が復帰するとシエラレオネに帰国することができた。
しかし、ノーマンには快く思われていない。暗殺の対象になったこともある。暗殺を免れ
たスパローは、地方本部から出ず、日立たぬように行動することでその立場に甘んじた。
しかし、ノーマンの権力欲を抑制しようとするシエラレオネ政府は、ノーマンを解さず
にカマジョー を動員できるチャンネルとしてスパローを利用した:国軍から分配される資
源を手にしたスパロー、従属者を増やしていつた。資源を多く分配できるものがパ トロン
として君臨しうるのである。
シエラレオネ内戦が収束に向かいつつあることを判断すると、スパローは、特男1部隊を
リベリアの武装勢力LURDに転用した。彼は、パ トロンをシエラレオネ政府 (あるいはCDF)
から、LURDへと乗り換えたのだと言える。
スパローに従属した戦闘員も、PCネットワー クのあり方を示している。特別部隊が作ら
れたときに動員されたリベリア人戦闘員は、資源の分配にありつくために動員に応じ、新
たなPCネットワークに参加した。また、特別部隊は、結成された後も、人員を吸収してい
つた。ウタスがいうように、パ トロンはクライアントを自由にコントロールするわけでは
なく、クライアントはパ トロンを自由に選び取ることができる(Utas 20H)。スパローをパ
トロンと選んだものが、特別部隊へと加入をしていつたのだといえよう。
また、スパローが入院中に、彼の世話をし、そのまま従卒となったマーダの事例では、
クライアントが新たなパ トロンを探している様子が伺える。マーダは、スパローの従卒と
なる前、別の上官についていた。その上官が怪我を負い、上官として従属者の面倒を見る
ことが難しくなった後、マーダはスパローの世話をし、その従卒となった。
ノーマンが成り上がって行つたプロセス、そして、スパローの経験、この二つのレベル
を組み合わせて考えると、カマジョー /CDFのPCネットワークが見えてくる。
第2節。現代アフリカの紛争に関する研究への貢献
この二つのレベルのPCネットワークの考察から一般化しうることを記しておく。本研究
は、PCネットワークをはじめとした人脈ネットワークに関する先行研究の知見を利用し、
カマジョー /CDFの変容を論じた。その作業から抽出できる知見を本節では提示する。
(1)リツーム状の人脈から浮き出て<るPCネットワーク
第一に PCネットワークは、リゾーム状の人脈ネットワークから浮き出てくるといえる。
内戦に対応しようとする者は、人脈を駆使し、状況を乗り越えようとする。それにより、
新しいPCネットワークが形をあらわしてくる。
従来の説明モデルに基づくと、政治エリー トを頂点とする既存のPCネットワー クが組み
かえられることで武装勢力が作られると考えられる。すなわち、政治エリー トはすでに存
在しており、彼が大衆を動員し、武装化することにより内戦が始まるとされたのである。
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この理解では、PCネットワークは既に存在しており、その構成員が入れ替わることで武装
勢力が立ち現れると想定されている。
それに対して、本研究では、PCネットワークが内戦の中に組み上げられ、武装勢力のリ
ーダーが、リー ダーとしてのし上がっていくプロセスを描いている。内戦中、RUFによるゲ
リラ戦、および国軍による略奪から自衛をするために、カマジョー というPCネットワーク
が出現した。複数あらわれた小規模なPCネシトワーク (チー フダムを単位としたPCネッ
トワーク)は徐々にくみ上げられることで、ひとつの武装勢力 CDFへと変容していつた。
そこでは、パト●ンも、クライアントも組み変わり、再編されている。パトロン同士は、
資源を求めて争い、権力闘争を展開する。資源を獲得し、それをうまく分配できるものが、
パ トロンとしてのし上がって行き、クライアントを携えるようになる。こうように、リゾ
ーム状の人脈の中からPCネットワークは出現し、その活動を持続させる中で、構成員は入
れ替わつている。この姿は他の武力紛争でも見られるのかもしれない。
(2)PCネットワークの中での権力闘争
第二に、PCネットワークが組み上げられる中で、高次のパ トロンという地位をめぐる権
力闘争が繰り返されており。PCネットワークが組み上げられるということは、組み挙げら
れたPCネットワーク間でパ トロン=クライアント関係の組み換えが生じることを意味する。
その中で、あるパ トロンは、高次のパトロンとしてのし上がり、さらに多くのクライアン
トを従属させることになる。その一方、別のパ トロンは、クライアントとして誰かに従属
することになる。
エディはECOMOGからの資源を用いてジェンデマ・カマジョー のリー ダーという地位にあ
つたが、ノーマンがECOMOGによる資源のチャンネルを独占したため、ターマンの傘下に収
まざるを得なかった。
PCネットワー ク内での権力闘争は資源の獲得と不可分である。ノーマンはイエスマンを
そばに置き、彼らに資源の分配を委ねることで権力を盤石なものとしてきた。一方、彼は
政敵となる可能性のある人物あるいは自分の思い通りにいかない人物を周縁化することも
忘れなかった。
とはいえ、内なる敵を完全に排除することは難しい。スパロー暗殺未遂の事例は政敵の
排除のむつかしさを示している。スパローが暗殺されかかつた時、スパローの友人たちは
重体であつたスパローを飛行機で運ぶことを要求した。「飛行機に乗せろ、.さもなければこ
こで暴動を起こす」とノーマンを脅したのだ。内なる敵も自分のPCネットワー クだけでな
く、横のつながりを有している。ゆえに、自己のPCネットワーク内の内なる敵を排除する
ことは、自分の立場も危うくするからである。ノーマンはカバー政権が復帰した後、エデ
ィをブジュン県の県事務長とした。ジェンデマ・カマジョー というPCネットワークを周縁
ではあるが自らのPCネットワークの傘下に留めた。これらのことはPCネットワークから
政敵を完全に排除することの難しさを示している。
(3)PCネットワークは国境を越える         ′
第二に、PCネットワークは、国境を越えて再編されることが明らかになった。従来の議
論では、PCネットワークを論じる際、一国にとどまらた分析がなされていた。それに対し
て、本研究では、内戦中にPCネットワークが再編される中でPCネットワークが国境を越
えて広がることを明らかにした。
特別部隊の形成によつてリベリア人戦闘員がカマジョー/CDFに組み込まれた。隣国リベ
リアに住んでいたスパローは、リベリア人戦闘員 (特別部隊)のパ トロンとなった。近年、
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現代アフリカの武力紛争に対する研究では、国境を越えた内戦のメカニズムを問題するも
のも出てきている (Boas and Dunn(eds。)。 2007,Salehyan 2009)。そうした研究では、
一国の内戦に対して、隣国が大きな影響を与えていることを主張している。
スパローによる特別部隊の結成は、国境を越えて隣国へとPCネットワークを拡大させる
のは、両国にまたがって活動する人物であることを物語つている。リベリアに住むシエラ
レオネ人のスパローはカマジョー /CDFとして活動し、その中でリベリア人戦闘員を動員し
た。スパローというパ トロンを介すことでカマジョー /CDFのネットワー クは国境を越えた
と言える。その後、スパローはリベリアの武装勢力LURDの結成に関わり、シエラレオネ人
戦闘員を参加させた。彼は両国の中で入手可能な人脈を駆使することにより状況に対応し
た。それがPCネットワークの国境を越えた拡大につながった。
(4)内戦を生きるための「15緻」
第四に、内戦の中で生きてきた人々は、戦闘員であれ、司令官であれ、政治家であれ、
生存戦略を駆使して生き抜いてきた人々だということだ。
文化人類学 (社会人類学)の中では、庶民の生活を民族誌として描いた研究が多くある。
その中では、法をかいくぐり、制度を迂回し、人脈を用いて日常生活に対処する人々に対
して肯定的な評価がなされてきた。松田素二は、ケニアのナイロビで生活する出稼ぎ民を
調査し、上述のような彼らの日常生活への対処方法を「都市を飼い慣ら」していると表現
した (松田 1996)。また、タンザニアの路上商人を研究した小川さやかは、嘘や馬しを含む
熾烈な駆け引きを展開しながら古着を売り歩く路上商人の生活戦略を「狡知」と述べてい
る C/1りヽ|12011)。また、マッツ・ウタスも第一次リベリア内戦後に、強盗や闇取引などとか
かわりながらも、モンロビアの都市を巧みに生き抜いている戦闘員の姿を肯定的に描いて
いる(Utas 2003;2009)。
筆者は調査の中でカマジョー /CDFの戦闘員についても同様の印象を持つた。特別部隊の
戦闘員は自身の持つ戦闘技術を生かすためにシエラレオネヘと渡つた。スパローヘと従属
することになった戦闘員も、自らの損得を考えてスパローを選んでいる。彼らが筆者に語
るライフヒストリー からは、金を持たない若者が生き延びるために「狡知」を駆使し、内
戦を「飼い慣らす」姿が見えてくる。
しかし、狡知を駆使し、内戦を飼い慣らしたのは戦闘員だけではない。カマジョー /CDF
の幹部たちもまた、内戦を飼い慣らしてきたといえよう。いかに資源を獲得し、自らの地
を保ち、組織の中で成り上がっていくのか。そのことを考えながら世の中を渡り歩くノー
マンの姿は、巧緻を駆使してパ トロンを渡り歩く一般の戦闘員の戦略と変わらないように
も見える。違うのは立場だけである。ノーマンをはじめとしたカマジョー /CDFの幹部もま
た、法をかいくぐり、制度を迂回し、人脈を用いて状況に対処しているのだ。
その姿は、彼らが「政治エリー ト」と呼ばれることで否定的な様相を帯びることになる。
彼らの行いは、新家産制国家やリゾーム国家などで論じられてきたように、汚職や縁故主
義、透明性の欠如、資源の収奪、パッド・ガバナンスといった言葉で語られている。だが、
彼らも庶民と同様のことを行つているに過ぎない。しかし、そうした政治エリー トの行動
が内戦を泥沼化させたという評価もまた確かである。
第3節.シエラレオネ内戦研究への貢献
本節では、本研究で論じたカマジョー /CDFの変容からシエラレオネ内戦に対してさらに
理解を掘り下げる。従来の研究で争点となってきた論点に対して、カマジョー /CDFの考察
から指摘できることを提示したい。
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第一に、シエラレオネ内戦におけるパラマウント0チー フをはじめとした伝統的権威の
役割である。従来の研究では、伝統的権威による住民に対する横暴が内戦につながったと
いう理勁子がある(Fanthorp 2001,Peters and Richards 1998:2011, Richards 1996:2005,
Richards et al.2004)。こうした理解では、不当な罰金を科されたり、公益労働に無理や
り従事させられることにより農村にいられなくなった若者が RllFに吸収されることによつ
て内戦が激化したと考えている。
カマジョー /CDFの変容を見ると、内戦の中でのチーフの変容が見えてくる。内戦の中、
住民から信頼をされていなかったチーフは淘汰されていつた。内戦前、APC(全人民会議党)
はチーフダムヘの支配を強めるために、支配家系ではない人物を外部から持ち込みチーフ
に据えた。こうしたチーフは住民のことを考えておらず、搾取に走る者が多かつたという
指摘がある(Fanthorp 2005)。こうしたチーフは住民からの復讐を恐れ、自らを守るために
ビストルやボディガードを政府に要求する場合もあつた(Keen 2005:132)。
一方で、カマジョー /CDFから見えてくるのは住民を守るためにリー ダニシップを取つた
パラマウント・チーフの姿である。グリラ戦略で住民を吸収する RllFや、略奪を繰り返す
国軍といつた外部からの脅威に対処するため、チーフダムは結束する必要に迫られた。そ
の時にリー ダーシップを取つたのがパラマウント・チーフであつた。
内戦当初、住民がチーフに対していかなる感情を持っていたのかはわからない。ただし、
内戦後の調査では、チーフはある程度の信頼を得ていることが示されている(Fanthorp 2005,
Manning 2009,Sawyer 2008)。たとえ、内戦前にチーフに対する住民の信頼が低かつたと
しても、内戦中にチーフダムにおいてリー ダーシップを担うことで、彼らは信頼を取り戻
していったのではないだろう力、
第二に、シエラレオネ内戦で見られた過度の残虐性についてである。序章で言及したよ
うにシエラレオネ内戦では一般市民に対する過度な残虐性が見られた。先行研究では、暴
力性についていくつかの解釈がある。リチャーズは RllFの暴力を目的達成のための戦略と
して捉えた (Richards 1996a)。アプドゥラーは根無し草でドラッグ文化になじんだ都市若
者の暴走と捉えているObdullah 1998)。また、キーンによると、抑圧されてきた若者が、
それまでの抑圧者に辱めを受けさせ、自らを誇示するために過度な暴力を振るつたと論じ
ている(Keen 2005:60-62)。さらに、落合は RllFの暴力性をラスタ (ラスタファリアン)
の反体制思想に見出している(落合2003b:2003c)。ジャマイカで生まれたラスタ思想では、
一般的なジャマイカ人は、体制側に洗脳されており、自分たちが抑圧された黒人であるこ
とさえ忘れてしまつている愚者であり、体制に対して抵抗を試みないばかりか、それに協
力さえしようとする裏切り者だと見なす考え方があった (落合 2003b)。その考え方がレグ
エ音楽を通してシエラレオネに伝わることで、RUFは一般市民を政府に協力的な裏切り者と
みなすようになったのではないかと落合は論じている。
これらの解釈に加えて、地理的特性がシ千ラレオネ内戦の暴力性を高めたという解釈を
筆者は提示したい。シエラレオネ内戦ではプッシュ小道を通じた戦闘を行われた。その結
果、各勢力の支配地域を分ける明確な前線が存在せず、各勢力の支配地域は混在すること
となった。一般市民はそうした支配地域に住んでいる。こうした内戦の地理的特性がシエ
ラレオネ内戦の暴力を特有なものにしたのではないかと筆者は考える。
各武装勢力の戦闘員にとつて敵勢力の支配地域への侵入は自らの生命を脅かすことにな
る。しかも、前線が明確でないシエラレオネでは支配地域への侵入は容易となる。ゆえに、
各武装勢力は民間人が他勢力とコンタクトを取ることを固く禁じ、その取締りを厳しく行
つた。それぞれの支配勢力は住民の裏切りに疑心暗鬼になったのではないだろうか。その
結果、暴力が蔓延することになつたものと考えられる。9章で論じたようにベース・ゼロに
いるノーマンは、軍政軍と協力した民間人を厳しく取り締まつている。どこに協力者がい
るかの情報源は、その地域から派遣されたカマジョー であった。一方、カマジョー /CDFと
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は異なり、地縁を持たない RllFにとつては住民からの情報を得ることが難しい。そのため
住民に対して疑心暗鬼になり、過度な暴力を行使する結果となつたと考えられる。
筆者はこの解釈でRUFの暴力がすべて説明できるとは思っていない。RUFの暴力について
はいくつかの角弔釈が与えられてきた。それに加えて、ひとつの可能性ある解釈を提示した
に過ぎない。
第二に、CDF/カマジョー では若者が多く活躍することになった。カマジョー/CDF内で活
躍した者の中には若い男性が多くいた。彼らは内戦中にカマジョーとして地位を高めた。
その中には内戦後も高い社会的地位に留まり続けた者も多い。
従来の研究では、内戦で司令官とした活躍したのは若い男性が多かつたことが指摘され
ている。RllFは、社会経済的に虐げられてきた多くの若者を多く吸収したと主張するリチャ
ーズは、RUFの内部は実力主義だつたと主張している(Richards 2002)。前述のようにシエ
ラレオネでは、個人は必ず誰かに面倒を見られており、個人の社会的地位は誰に従属して
いるのかで決まる。いわば、縁故主義なのだ。それに対して、RllFは平等主義と実力主義を
掲げ、武装勢力内でそれを実現したというのである(Fithen and Richards 2005,Richards
2002)。また、ペーターズも同様の見解を示している。
RUFは〔従来のシステムとは〕全く異なるシステムを作り上げた。そのシステムでは地位や昇進は、
戦闘や指令能力、RUFの活動への貢献度に則していた。そのシステムにより、若い司令官が仲間の
戦闘員や自分の何倍も年上の市民をコントロー ルすることとなった。RUFでの昇進や地位は、年齢
や経済的資源、あるいは、「誰を知っているか」で決まってくるものではない。何ができるかで決ま
つてくるのだ。言い換えれば、このシステムでは実績が問われるのであり、縁故主義や世襲ではな
い。この側面は、多くの周縁化された若者を引き付ける結果となった。
1                                                            (Peters 2004: 27)
こうした実力主義はカマジョー /CDFでも例外ではない。確かにカマジョニは伝統的権威の
下で作られている。しかし、カマジョー の中で実働的な役割を果たしたのは若い男性であ
つた。こうした者はカマジョー の司令官として台頭していくことになる。ジェンデマ・カ
マジョー の幹部も、1970年代前半に生まれた当時20代の若者が多い。エディは年配であつ
′たものの、タッカー、シュアヒブ0シェリフ、スパローは、AFRC政権期に20代半ばであつ
た。その他にも、多くのカマジョー の司令官は内戦当時、20代半ばだつたものも多い。そ
のことを見ると、カマジョー /CDFは、RllFと同様に若者の活躍の機会を与えたといえる。
ただし、RUFとは異なる点がある。CDFには支配家系出身の司令官が多くいた。彼らの中
には、内戦後に政治の世界へと飛び込むものもいた。内戦後に、地方議会の議員や国会議
員になったのであるヽ それに対してRUFの司令官は社会進出を果たすことはできなかつた。
シエラレオネ内戦やCDF/カマジョー は、支配家系の世代交代を促したのだという角7釈もで
きよう。
第4節.本研究の問題点
本研究には、いくつかの問題点がある。それらを承知の上で、本研究を書きあげたので
あるが、その問題点をいくつか提示しておく。
第一に、本稿の物語 (記述)は「後付け」である。本研究では、カマジョー /CDFの変容
をひとつの勢力として収飲していくプロセスとして描いた。その記述の中心にあるのは、
:シエラレオネでは内戦後に地方行政改革が実施された。2004年1月に地方自治法(Local Government Act)
が国会で成立し、同年3月に施行され、5月には地方選挙が実施された (落合2007)。
終章 217
最終的に CDFで幹部となった者たちである。しかし、ノーマンやコンデワが常に、カマジ
ョーの中心にいたわけではない。カマジョーは各地で作られた存在だつたのである。本研
究はノーマン、コンデワ、フォファナといつた最終的にカマジョーの中心にいた人物が存
在していると筆者が知つており、彼らが台頭したプロセスを後付けするという形で紡ぎだ
されたものである。このような作業では、彼らとは関係のないカマジョー/CDF内の動きを
見落としているに違いない。  .
第二に、本研究は、シエラレオネ特別裁判所に訴追された二人に対して過度に焦点を当
て過ぎているかもしれない。本研究は、この二人が高次のパ トロン (中でもノーマンは頂
点のパ トロン)に登つていくプロセスを明らかにした。この二人を選んだ理由は、彼らが
シエラレオネ特別裁判所に訴追されており、CDFにおいて高い地位を占めていたのが明白だ
つたからである。とはいえ、この二人が常に最上位に占めていたというわけではない。他
にも、幹部は要る。最上位のノーマンはともかくとして、残 り二人はナンパー・ツー、ナ
ンパー・スリーという地位にいたわけではない。ゆえに、この二人が上り詰めていくプロ
セスは、いかに最高位のパ トロンに近い者がその立場を得たのかを示す一例として考えて
ほしい。
第二に、解釈を付与することは、理解の枠組みを固定化することに繋がる。岡崎は、筆
者が行つたような内戦に解釈を付与する作業を問題があるものだと指摘している。岡崎は
次のように述べている。「戦争研究をすること自体、そして戦争を解決しようとすること自
体が、実は戦争というでたらめで無秩序な行為に対して制度としてある一定のリアリティ
を作り出してしまい、『戦争』というものがあたかもそこに存在」するという「思い込みを
作つてしまう」(岡崎 2010:311)。
岡崎が指摘するのはそれだけではない。戦争を研究し、解釈を提示することはその戦争
を助長するとまで主張する。
紛争の当事者たちは…紛争初期の本人の個人的動機がなんであれ、外部からもとらされた…明確な図
式で描かれた役割を次第に「演じ」」るようになる。その理由は、外部からの武器支援や生活維持資
金、あるいは海外脱出支援や留学資金援助などさまざまな恩恵を外部の支援団体から得られる可能性
があることに気付くからである。外部から 〔もたらされた、自らが加担する紛争にあてはめられた〕
対立図式を身に着けることで、それを明確に体現した者が、戦争でリー ダーシップをとるようになる。
(岡崎 2010:309)
確かに紛争に説明をすることは、岡崎が指摘するような弊害が伴う。岡崎の主張は、現在
進行形の内戦を論じる際にあてはまる。シエラレオネの内戦は終わつた。岡崎の指摘する
ような外部からあてはめられた図式を演じる者はもはや存在しない。終わつた内戦に対し
ては理解をし、その出来事とは何だつたのかを整理する必要があるのではないかと筆者は
考える。使い古されたフレー ズではあるが、歴史から人は学ぶことができるのだ。そのた
めには、解釈の付与が必須の作業となる。
第四に、本研究は、カマジョー /CDFの一部の人々の価値観に筆者が感情移入して書いた
ものかもしれない。本研究はカマジョー /CDFの構成員からの聞き取り調査に基づいたもの
である。そのため、カマジョー /CDFの構成員が持つ価値観に左右されているに違いない。
もしかすると、この研究はシエラレオネ内戦の経験者の中でもほんの一握りの人物の内戦
観や意見を代弁しているだけかもしれない。特に、筆者はジェンデマ・カマジョー に多く
接した。それにより、本研究の記述はジェンデマ・カマジョー よりのものとなっている。
紛争を認識することは研究者にとつて困難を伴う。ユーゴスラヴィア紛争を現地調査も
交えて行つている経済学者の岩田昌征は紛争を研究する際の認識の困難さについて以下の
ように述べている。
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紛争認識は、紛争当事者の社会、民族集団、人物に対する認識者の好悪や宗教的、文化的親疎の関係
に左右されやすく、一面的になりがちである。旧ユーゴスラヴィアの悲劇の場合、セルビア側 (ある
いはクロアチア側)の文献 (新聞・雑誌・書物)を読んでいくと、それなりに説得力を持つ主張に心
が動かされ、やがては感情移入も生して、その方向以外の文献が′b理的にも読み難くなって来る。そ
んな時に、自分自身に喝を入れて、クロアチア側 (セルビア側)の文献に切換える。
(岩田1999:21-22)
現地調査は文献調査のようにはいかない。現地調査では人々と付き合うことになる。人々
との付き合いはAからBへとスイッチすることはできない (栗本2001:H6)。研究をする
にあたり、研究者は、調査地や研究対象を選定する。研究対象を深く理解するためには、
限定した調査対象と向き合う必要がある。筆者の調査はカマジョー /CDFと交わり、彼らの
声に耳を傾けることで、カマジョー /CDFやシエラレオネ内戦について理解しようとした。
本研究で提示したのは、限定的な調査対象者からつむぎだした解釈であり、カマジョー /CDF
の変容に対するひとつの解釈に過ぎないことを強調したい。
筆者は、ペーターズ(Krijin Peters)のような無批判に語りを受け入れる態度を拒否しよ
うと努力した。カマジョー /CDFの面々が語りたがらない側面を、常に意識しながら調査に
及んだ。カマジョー /CDFが設けた検間所には、生首が並んでいた所もあつたという。また、
食人が行われたという話もあつた。日の前にいる人物は、それを見てきた (もしからした
ら経験してきた)のかもしれない。       '
こうした否定的な側面に関しては、戦闘員は語りたがらない。語りたくないことを聞く
のは調査倫理に反する (それに、調査に応じてもらえなくなるかもしれない)。 否定的な側
面については信頼関係を築いた (と筆者が思っている)者だけに対してのみ聞くことにし
ていた。もちろん、その日は固い。本研究ではカマジョー /CDFの否定的な部分に対して十
分光を当てることはできたとはいえない。
第五に、ジェンダーの問題点がある。本研究は、カマジョー /CDFの戦闘員に中心を論じ
た。カマジョー /CDFの戦闘員の97%は男性である。ゆえに、本研究では、男性中心の間き
取り調査となった。彼らには、家族やガールフレンドがいるに違いない。銃後では、女性
たちが、調理や選択に当たつているとし,ヽう話も聞いた。しかし、それらについて十分掘り
下げられたとはいえない。
第5節。本研究の展望
本研究はシエラレオネ内戦に注目して論じた。その記述の中で、明らかになったのは、
シエラレオネ内戦が第一次リベリア内戦、第二次リベリア内戦に大きく影響を受けている
ことである。本研究は、シエラレオネに注目したため、リベリアからシエラレオネ内戦ヘ
の影響を中心に取り上げた:だが、両国の内戦は互いに影響を与え合っている。シエラレ
オネからリベリアヘの影響もある。筆者は、第一次リベリア内戦、第二次リベリア内戦に
ついても、少なからず調査をしてきた。今後は、両国の内戦の相互作用を考察する必要が
ある。
内戦に見られる隣国からの影響はシエラレオネとリベリアだけの問題ではない。1990年
代のアフリカでは、世界の注目を集めるような大規模な武力紛争が頻発している。中でも、
いくつかの地域では、一国の紛争が隣国の紛争を誘発する「紛争の連鎖」が見られた。こ
うした地域では、内戦が大規模化・長期化している。その背景には内戦が相互に与える影
響があると思われる。多くの場合、武装勢力は隣国の政府や武装勢力、隣国にある当該国
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人コミュニティなどから支援を受けて形成され、国境を越えて蜂起している (支援には物
資や資金の提供・戦闘員の動員・領上の使用許可が含まれる)。 また、峰起後も、物資調達
の経路や軍事基地として隣国を用いる場合が多い。シエラレオネ、リベリアという二つの
国の内戦が、いかに連動しているかを明らかにすることは、アフリカで見られる内戦の連
鎖を理解することにもつながる。今後は、シエラレオネ・リベリアという二つの国で戦わ
れた内戦がいかに相互に影響を与え合つているのかを解明する必要があろう。
おわりに
筆者にとつて印象的だつたのは幹部層だつた者の多くが論理的かつ明快に話すというこ
とである。彼らは、筆者の発する質問から、筆者が内戦やシエラレオネについてどこまで
知っており、何を得たいのかを的確に読み取り、筆者がわかるように、理路整然と答えた。
筆者が、多くのカマジョー /CDFの幹部が聡明であるという印象をもつたのは、カマジョー
/CDFに実力主義があつた証左といえるかもしれない。内戦はそれまで縁故主義が蔓延して
いたシエラレオネに実力主義をもたらしたという解釈がある。紛争の中で実力のあるもの
が次々とのし上がつていつたという。それは RllFだけではなくすべての武装勢力に見られ
た。カマジョー /CDFの幹部はそれを物語るものといえるかもしれない。
しかし、カマジョー /CDFの幹部層の多くは伝統的指導層の出身者であつたことは述べて
おく必要がある。カマジョー /CDFの幹部自身もカマジョー /CDFは実力主義だつたと主張し
ている。ただし、英語でコミュニケーションをとったり、会議や議論を行うためにはある
程度の教育や経験が必要である。また、指導層の家系に属することによって指導者として
ふるまうことが期待される。こうしたことから、伝統的指導層という出自をもち、ある程
度の教育を受けてこそ、実力主義の世界に参入できるといえるのかもしれない。スパロー
も伝統的指導層の出身であり、二年生の短期大学を出て教師の資格を持つている。
筆者が調査を始めたのは、内戦が終結してから6年が経過した2008年からである。シエ
ラレオネ特別裁判所の審理もほとんど終わりを迎えたというタイミングでもあつた。聞き
取り調査に多くの人が応じてくれたのは、そのタイミングがうまく作用したのかもしれな
い。聞き取り調査では多くの人から語りを得ることができ、人によつては次々と書けない
ようなことも話してくれた。その中には政治家もいる。書くことによつて政治生命が危険
に曝される可能性もあるような内容もあつた。そうした内容は掲載しないことにした。
もしかすると人によつては自分の足跡を残しておきたかつたのかもしれない。あるいは、
当事者ではない第二者 (しかも外国人)であるという筆者の立場が話しやすさにつながつ
ているのかもしれない。また、スパローを介した場合、かつての戦友の紹介ともあつて「悪
いことにはならないだろう。まあ、話してやるか」というような気分になったのかもしれ
ない。いずれにせよ、人によつては多くのことを語つていただいた。
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